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長野県佐久市田口　西洋式城郭の石垣修理等に伴う発掘調査
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報告書の概要

黒門西側石垣:東端から全景。道路を下げて根石まで出す。

旧プール撤去

市道改良舗装工事:上が現道
路面、下が旧道路面である。

本書は1866年(慶応二年十二月)に竣工した龍岡城跡(田野口陣屋)の穴門排水口水門堰の石垣

解体修理(TTTI) .旧プール撤去作業(TTTⅡ) .黒門西側石垣の解体修理(TTTⅢ) .市

道改修舗装(TTTⅣ)工事に伴う発掘調査の報告書である。

穴門排水口:水門堰の石垣の修理に際して、築城時または、昭和8年の陸軍築城都本部の復旧工事

そして、最終の修理年代の把握が課題であった。水門堰上面から2m下の石組暗渠の中程まで太平洋戦

争中の陶磁器、戦後の針金や空き缶、ガラス類、プラスチック製品がみられた。この暗渠の蓋石には

石垣の天頂に使用した跳ね出し石の転用したものもあり、後世の手が入っている。石組暗渠の北下方

に木樋状の材が粘土中にあり、築城時の工法を残していると考え、そのまま埋め戻している。

約2m下あたりからは裏込めの内側に異なる粘土を挟んで防水する「はがね巻き工法」が残り、南

岸の堤も同様な防水工法が施されている。

水門の南裾に発見された低い石垣は、水門の裾の崩壊を防ぐために築かれたとみられ、この南裾石

垣は切開することなく埋めているので、時代は分からない。

2つの面の石垣の裏込めに築城時であろう一部残っている。南岸東側石垣の上から6段目の石列の

裏込めで丁寧な造りである。また今回、解体しなかった堰下部の石垣は築城時のままの可能性がある。

資料からは昭和8年、昭和28年に石組暗渠までの修理、昭和48年には半年がかりの清掃作業が確認

されている。

旧プールの撤去:撹乱の範囲内で撤去作業を納めるように行なったので、新たな成果は少ないが、
プールの南端に排水用の石組暗渠が残っていた。佐久石をくり抜き凹型の樋を作り、接合は凹凸の溝

を作り繋げている。扁平な石を載せて蓋としている。暗渠の周囲は粘土で巻いている。

黒門西側石垣:約100mにわたる石垣で　今回の解体では築城時の痕跡は確認されなかった。東端・西

端の未解体部は残存の可能性がある。陶磁器は少ないが大量の瓦が出土しており、昭和35年の御台所

の修理瓦、 2トレンチからの昭和44年の百円の出土など昭和の後半の修理を物語っている。

市道改修舗装工事:現道路面下に旧道路面が確認される。西端の道路の側石には佐久石が転用して使

用されていた。現道は旧道路面より高いところにある。



総
轄
町
寸
甘
O
N
蛍
斗
　
(
〇
円
匝
)

蝶
糾
巡
朝
型
苺
軽
　
口
某
誌
蓋
に

巻
頭
一



黒門西側石垣解体修理後　石垣東側全景(北西より)　H22.12撮影

黒門西側石垣解体修理後　石垣西側全景(北西より)　H22.12撮影
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例　言

1.本書は史跡　龍岡城跡にかかわる以下の埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

穴門排水口(堰)石垣修理工事に伴う発掘調査　　龍岡城跡I (TTTI)

旧プール撤去工事に伴う発掘調査　　　　　　　　龍岡城跡Ⅱ (TTTⅡ)

黒門西側石垣修理工事に伴う発掘調査　　　　　　龍岡城跡Ⅲ (TTTⅢ)

市道改良舗装工事に伴う発掘調査　　　　　　　　龍岡城跡Ⅳ (TTTⅣ)

2.調査原因者　佐久市教育委員会文化財課(龍岡城跡Ⅳは土木課)

3.調査主体者　佐久市教育委員会文化財課

4.遺跡名および所在地

史跡　龍岡城跡(たつおかじょうせき) I ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ (略称TTT)

長野県佐久市田口3000他

5.発掘調査期間及び調査面積と石垣修理工期間

(平成17年)

2005.11.20　穴門排水口(堰)石垣調査業務　着工

(公財)文化財建造物保存技術協会に委託

協力者　調査工事　小林石材工業(東京都港区麻布)

測量図化　パスコ長野支社　東日本事業部技術文化財課
・調査工事であらわした各石垣面の立面と平面を写真測量し、図面化する。

・排水口石垣周辺の平面(36mX30m)を測量し、図面化する。

2005.12.19　穴門排水口(堰)石垣調査業務　完了

(平成18年)

2006.7.4　(公財)文化財建造物保存技術協会(以下「文建協」と記す)石垣の修理範囲確認

業務等を行う。

2006.8.7へ2007.12.19　　穴門排水口発掘調査

2006.10.27　「排水口石垣レーザー測量図化業務」 (株)みすず結合コンサルタント

(平成19年)

2007.9　「龍岡城跡Ⅱ　現況測量図」 (プール測量図)イ一・ティー・シー企画

2007.9.14~2008.3.4　旧プール撤去工事に伴う発掘調査

(平成20年度)

2008.10.6へ10.19　黒門西側石垣修理に伴う発掘調査(I工区)

2008.11 「黒門西側石垣調査(測量図化)業務」　エイぺクス測量設計

2008.12.1へ3.24　市道改良舗装工事(TTTⅣ)

(平成21年度)

2009.10.19へ12.15　黒門西側石垣解体・積工(I工区)

2009.11 「黒門西側石垣測量図化業務」有限会社タイム社

(平成22年度)

2010.826へ2010.9.7　黒門西側石垣修理に伴う発掘調査(Ⅱ工区)

2010.9.20へ2010.12.2　石垣解体・積工(Ⅱ工区)

2010.10. 「黒門西側石垣測量図化業務」有限会社タイム社

2010.12.8.9　土塁の復旧

6.本書に掲載した地図は佐久市発行の都市計画図(1 : 2,500) 、国土地理院発行(1 :25,000) 、

佐久市教育委員会作成の遺跡詳細分布地図である。また、掲載している城郭の平面図は各図にそ

の出自を記載している。

7.本書の作成は主として森泉かよ子が行い、図面修正・割り付けは細谷秀子、デジタルトレースは



上原美千代・柳沢亜矢子、拓本柳沢亜矢子、遺物実測は堺益子・柳澤孝子が担当して行った。

8.穴門排水口使用の図面は文化財建造物保存協会(測量図化　パスコ長野支社) ・ (株)みすず綜

合コンサルタント・文化財課手取り図を合成している。基本は文化財建造物保存協会(以下「文

建協」 )を使用し、石垣断面図の文建協にないものをみすず綜合の図から使用している。

石垣の裏込め・石組暗渠・南裾石垣・ C面の西端3個の石・土質図は文化財課の手取り図面である。

9.黒門西側石垣、旧プールの測量図は以下の通りである。

平成19.9　「龍岡城跡Ⅱ　現況測量図」 (プール測量図)イ一・ティー・シー企画

平成20.11 「.黒門西側石垣調査(測量図化)業務」　エイぺクス測量設計

平成21.11 「黒門西側石垣測量図化業務」有限会社タイム社作成(I工区期分)

平成22.10　「黒門西側石垣測量図化業務」有限会社タイム社作成(Ⅱ工区期分)

掲載するにあたり、
・郭内は基本として当初の平成19年作成の現況測量図を使用している。

・石垣の立面図・断面図は2社あり、平成20年度の測量図は、道路下の部分は図化されていない。

平成21 ・ 22年のタイム社は平成20年のエイぺクス社のデータに道路下の石積を合成して図を作

成している。したがって石垣の図面はタイム社を使用している。

なお跳ね出し石の平面図は手取りである。

10.第Ⅲ章の第1節、第V章の第1節の文章は

財団法人　文化財建造物保存技術協会の

平成18年2月「平成17年度　史跡龍岡城跡排水口石垣調査業務成果品」

平成21年1月「平成20年度　史跡龍城跡黒門西側石垣修理工事実施設計業務成果品」

から抜粋している。

また第Ⅲ章の第2節、第V章の第3節の文章は

財団法人　文化財建造物保存技術協会の

平成18年9月「平成18年度　史跡龍岡城跡排水口石垣修理工事実施設計業務成果品」

平成20年3月「平成19年度史跡龍岡城跡排水口石垣修理工事監理業務成果品」

平成21年1月「平成20年度　史跡龍岡城跡黒門西側石垣修理工事実施設計業務成果品」

平成22年2月「平成21年度　史跡龍岡城跡黒門西側石垣修理工事実施設計業務成果品」

施工業者丸山工務店　竣工書類
「平成21年度　史跡龍岡城跡黒門西側石垣工事　平成21年9月8日へ22年2月26日」

「平成22年度　史跡龍岡城跡黒門西側石垣工事　平成22年度8月10目へ23年3月25日」

から抜粋している。

11.戦争中の統制陶器について多治見市美濃焼ミュージアムには多数の資料を提供していただきまし

た。ここに記して御礼申し上げます。

12.本遺跡の遺物等の資料は佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

1.挿図中の遺構の縮尺は1/100である。異なる場合は図中に明記してある。

2.挿図中の遺物の縮尺は、陶磁器1/4、石器は1/4と1/6、鉄製品1/2である。

3.図版中の遺物写真の縮尺は鉄製品ほぼ1/2、陶磁器1/4、石製品1/4・ 1/6である。異なる場合は明

記してある。

4.挿図中のスクリーントーンは各図の凡例にしたがっている。

5.排水口では通水部のB ・G面の上面の石の「葛石」を「葛」と略してある。

黒門西側石垣では　略号K-跳出し石、 T-天端石、 N-根石を使用している。天端石と根石の間

の石は「中石」としている。
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第I章　発掘調査の概要

第「節　発掘調査の経緯

史跡龍岡城跡は千曲川支流の雨用の流れる沖積地にあって、函館五稜郭とともに日本に二つしか

ない様式の星形稜壁城郭である。昭和9年5月1日に国の指定史跡とされている。築城は元治元年三

月(1864)より着工して慶応三年四月(1867)に竣工している。築城から140年近くを経過し、径年

による石垣の牢みが大きくなり、小規模な維持修理では困難な状況となっている。そのため全体的な

整備計画をたて、年次計画による総合的な補修工事を行う必要性が生じている。

また大手門や通用門の復元整備等を行い、周辺整備を含めて将来的には史跡公園として整備を図っ

てゆきたいところである。

ことに損傷が著しい龍岡城南側に位置する排水口石垣と黒門西側の石垣を平成17年度から平成20年

度の四年計画で国の補助金を使って修理することとなった。

石垣を修理保存するに際し、昭和八年の陸軍築城部による五稜郭復旧工事の痕跡確認、その他にど

のような修理がなされたか、また築城当時の様子が残存しているのか調べる必要性が生じたのである。

第1図　史跡　龍岡城跡位置図

国劇一

0　　　1 :与0,000　　2km



第2節　調査体制

(平成17年度)

教　　育　　長

教　育　次　長

文化財課長

文化財保護係長

文化財保護係

文化財調査係長

調査担　当　者

文化財調査係

三石　昌彦

柳沢　健一

中山　　悟

高村　博文

荻原　留美

高柳　正人

出港　　力

赤羽　太郎(へ9月)

林　　幸彦・神津　　格(10月へ)

須藤　隆司・羽毛田卓也

小林　真寿・上原　　学

冨沢　一明・出澤　　力

(平成20年度)

教　　育　　長　木内　　清

社会教育部長

社会教育次長
文化財課長
文化財保護係長

文化財保護係

文化財調査係長

調査担　当　者

内藤　孝徳

柳沢　本樹

森角　吉晴

酒井　順一

須恵久美子

高橋　浩一

三石　宗一

羽毛田卓也

文化財調査係
林　　幸彦・羽毛田卓也

須藤　隆司・神津　　格

小林　真寿・上原　　学

冨沢　一明　出港　　力

(平成23年度)

教　　育　　長

社会教育部長
社会教育部次長

文化財課長
文化財保護係長

文化財保護係企画員

文化財保護係
文化財調査係長

調査担　当　者

文化財調査係
須藤　隆司

小林　真寿

土屋　盛夫

伊藤　明弘

藤牧　　浩

吉澤　　隆

岡部　政也

井出　幸恵

佐々木ふく江

三石　宗一

羽毛田卓也
並木　節子

井出　泰章(へ9月)

神津　一明(10月へ)

冨沢　一明・出港　　力(~5月)退職

上原　　学・林　　幸彦(~3月)退職

(平成18年度)

教　　育　　長

教　育　次　長

文化財課長

文化財保護係長

文化財保護係

文化財調査係長

調査担当者

三石　昌彦

柳澤　義春

中山　　悟

高村　博文

荻原　留美

高柳　正人

羽毛田卓也

文化財調査係
林　　幸彦・神津　　格

須藤　隆司・羽毛田卓也

小林　真寿・上原　　学

冨沢　一明・出港　　力

(平成21年度)

教　　育　　長

社会教育部長

社会教育次長
文化財課長
文化財保護係長

文化財保護係

文化財調査係長

調査担　当　者

文化財調査係

木内　　清(一5月)

土屋　盛夫(6月一)

内藤　孝徳(へ6月)

工藤　秀康(7月へ)

金澤　英人

森角　吉晴

酒井　順一

佐々木ふく江

須恵久美子

三石　宗一

羽毛田卓也

並木　節子

林　　幸彦・羽毛田卓也

須藤　隆司・神津　　格(へ9月)

小林　真寿・井出　泰章(9月~)

冨沢　一明・上原　　学

出港　　力

(平成24年度)

教　　育　　長

社会教育部長
文化財課長
文化財保護係長

文化財保護係

文化財調査係長

調査担　当　者

土屋　盛夫

伊藤　明弘

吉澤　　隆

岡部　政也

井出　幸恵(一9月)

比田井清美(10月へ)

佐々木ふく江
三石　宗一

羽毛田卓也

文化財調査係
須藤　隆司・神津　一明

小林　真寿・並木　節子(-3月)退職

冨沢　一明・久保浩一郎

上原　　学

ー2-

(平成19年度)

教　　育　　長

教　育　次　長

社会教育次長
文化財課長

文化財保護係長

文化財保護係

文化財調査係長

調査担当者
文化財調査係

林　　幸彦

須藤　隆司

三石　昌彦

柳澤　義春

山崎　明敏

中山　　悟(~6月退職)

森角　吉晴(7月へ)

高柳　正人

荻原　留美

高橋　浩一

三石　宗一

羽毛田卓也

神津　　格

羽毛田卓也

小林　真寿・上原　　学

冨沢　一明・出港　　力

(平成22年度)

教　　育　　長　土屋　盛夫

社会教育部長　工藤　秀康

文化財課長
文化財保護係長

文化財保護係

文化財調査係長

調査担　当　者

文化財調査係

森角　吉晴

酒井　順一(へ9月)

岡部　政也(10月へ)

佐々木ふく江

須恵久美子
三石　宗一

羽毛田卓也
並木　節子

林　　幸彦・井出　泰章

須藤　隆司・羽毛田卓也

小林　真寿・上原　　学

冨沢　一明・出港　　力

(平成25年度)

教　　育　　長

社会教育部長
文化財課長
文化財保護係長

文化財保護係

文化財調査係長

調査担　当　者

文化財調査係
須藤　隆司

小林　真寿

冨沢　一明

上原　　学

土屋　盛夫

矢野　光宏

三石　宗一

羽毛田卓也

大工原こすえ(へ5月)

高橋　宏美(10月へ)

佐々木ふく江

比田井清美

森泉かよ子

神津　一明

久保浩一郎



▼‾ (Y) ヽ→、¥ し1つ 、←←・¥ トー ⊂) ⊂) N ��狽�ｴR�

ト 帖 H 巾 瑚 ● 蝿 田 嶋 

∞ N ¥ 」で) ¥ トー ⊂〕 ⊂) N �� 

C巾 ¥ 」〇 、・・・、 q⊃ ⊂〉 ⊂) N �� 狽�H��62�8��

(○ N �� �6r�∞ �� �6r�

¥ 劍�"�、、一、 劔)�����債�

寸 、、、 トー ⊂⊃ ⊂) N 劔」「) ¥・¥ トー ⊂) ⊂) N 

卜_ �� ����トー �� 狽����債�
▼‾ 、、←・¥ 劔▼‾ 、、・、 

寸- 、、・¥ 劔寸 ヽ、・、 

トー ⊂〕 劔トー ⊂) 劍劼�

⊂) N 劔8��⊂) N 劍6x+��

榊 罷 轄 課 ����冊 H 田 嶋 ����

⊂) N �� 冉ﾒ����○〕 N �� �6r�

¥ 劔、、¥ 劔)��

N ¥←¥ トー ⊂) ⊂) N 劔▼‾ ヽ→→←、 トー ⊂) ⊂) N 剩��H��

N ヽ、、¥ N �� ����N N 、、・¥ �� 狽�H��

ヽ→、、 劔「 ¥ 

トー ⊂) 劔トー ⊂) 劔z"�

⊂〕 N 劔8��⊂) N 劍ｸﾂ�

ぐつ 「 、、¥ t“““‾“ ヽ、、¥ トー ⊂) ⊂⊃ N �� 狽����債�62�8��

○う 、・、、 「‾ 、、→、 卜葛 ⊂) ⊂) N �� 狽������J��ﾛ��

N �� �6r�① ��豫2�*ﾘ8ﾒ�6x�ｸ�ｲ�

N ヽ、、¥ 劍�"�「 ¥ 

「 「 ¥ 劔N 「 ¥ 

(○○ ⊂) 劔(」○ ⊂⊃ 劍���｢���

⊂) N 劔⊂) N 劔ﾛ｢�

oつ N ヽ、・、 ⊂) ▼‾ 、、、¥ (○ (二) ⊂) N �� ����8�� ����

(○ ヽ、、 ○う 、、、¥ (○ ⊂) ⊂) N �� �"�ｬ2� ����

トー ¥¥ (二×〕 、、、、 (、○ ⊂) ⊂) N �� 佝R���� ����

問 詰 轄 練 ����冊 H 田 嶋 ���� (
廿
O
N
・
①
「
壁
叶
)

靴
冊
哩
廿
の
「
嘩
叶

(
廿
の
「
壁
叶
)

3

(
廿
∞
「
壁
叶
)

鞘
冊
哩
廿
∞
「
壁
叶

Ⅲ
∞
「
Ⅱ
S
廿
O
乙
壁
叶
~
Ⅲ
卜
　
は
∞
廿
∞
「
壁
甘

口
の
「
甲
乙
「
廿
卜
「
壁
計
~
Ⅲ
O
乙
Ⅱ
「
「
廿
卜
「
壁
計

匝
罷
酎
攣
田
嶋
・
問
詰
醒
練

醒
罷
冊
H
榊
語

(
廿
卜
「
壁
叶
)

拙
冊
哩
廿
卜
「
壁
叶

(
〇
十
十
十
)
　
(
嬰
)
　
□
室
山
若
し
に

悩
曲
H
　
(
田
嶋
垂
曲
萱
唖
)
　
目
"
　
(
皿
轟
ミ
ー
ト
聖
)
　
白
・
(
□
室
山
害
し
K
)
　
音
軽
輩
直
轄
畠
耳
∴
輯
∽
拙



寸 1““‾ ヽ一・、、 ぐYつ ¥ t‾ ▼‾ ⊂) N ��狽�mﾒ�

○う 、←へ、 N 〇一 、、へ、 ⊂) 〇一‾ ○ N ��俥R�粉�ﾇR�Fﾂ�ﾋ陏B�

∞ 、、一、 N ▼‾ 、、、、 ⊂) 「i“‾ ⊂) N ���8ﾘ5"��ｲ�R�ｷ"�ｽ��

N ヽ-・、 N t‾ 、、、、 ⊂〉 〇°‾ ⊂) N �� �6x�R�)����%��

(“〇 、・・¥ ⊂) 「 、、、 ⊂) ▼‾ ⊂) N �� 狽��｢�62�8��

草 鞋 帖 。⊃ 丑 長 講 

榊 罷 ��ﾂ�� ��

「ヽ〇 、、、 〇) 剩��ﾈ����ｸ*B�

、、、、 ⊂) 劍��耳������ﾂ��凵� 醐 叶 

ti‾“○○ ⊂) N 劍�R��ﾂ����

(○○ ��申 ��� 剄ｱ 柴† 掌 理 
N ¥、 ∞ ヽ・・、、 剩@ 迄���｢��ｨ�ｦ��ｨ爾�ﾂ�

Cわ 

⊂) �-H「 閉��ﾂ��

1‾ ⊂) N 剪� ��X����ﾃ����

… 罷 �� 倚ｲ��� � 

轄 劔z"�

練 劍6x+��

○う 、、、¥ N ヽへ、ヽ ⊂) 「 ⊂) N ��狽�ｭ｢�ｺR���

▼一〇〇 N ¥ N ▼‾ ヽ←・一、 〇〕 ⊂) ⊂) N ��倅��ﾘﾂ�

u⊃ 「 ヽ、一、 N ▼““.一 ¥ ○) ⊂) ⊂) N �� �6r�ﾎﾂ������

⊂) N ヽ、・、 〇一 〇 、へ・、 ○う ⊂) ⊂) N �� �+ﾂ�ｨﾒ�ﾛ��

(“〇 、へ¥ 〇°。‾ 「 、←一・、 〇う ⊂) ⊂) N �� 狽�H��z$��ｸﾂ�

ぐ"““‾ N 、・-ヽ ⊂) ▼‾ ¥ ○) ⊂) ⊂) N �� 狽�?���ﾇ����､���inｲ�

H 草 鞋 旧 。⊃ ]王 長 講 ● 醐 巾 

○) 「 、←、、 ⊂) 「 ¥ ○) ⊂) ⊂) N �� 

寸 で‾ ¥ �� �6r����? 」「) N ��偖��

⊂) 十一“ 、←へ、 ○) 劔、、一、 ⊂D 、←一・、 劔oｲ�62�

⊂) ⊂) N 劔CD ⊂) ⊂) N 剩��

(○ �� �ｲ�(○○ ����ﾂ�

¥ ⊂) 劔▼‾ 、←へ、 ○う 劍*ﾘﾏｲ�

r"‾ 劔 剪�

、、・・、 ○う ⊂) 劔、、・、、 ○う ⊂) 劍耳�､��R���

⊂) N 劍塊�⊂) N 劔oｲ�

榊 謹 撰 練 ����冊 H 田 嶋 ����

寸 N ¥ N 「 、、、 ∞ ⊂) ⊂) N �� �6r����寸“ 、、・、 N ��中 細 十〇 

〇一一‾ 」で) 

諜 � 

寸 ¥、 劔N ¥ 刪黶ZI〇十〇 国 正 

「 1「‾‾ ¥ 劔∞ 、←へ、 

∞ ⊂) 劔∞ ⊂) 剽� 

⊂) N 劍塊�⊂) N 剄ｱ 

∞ ¥ トー ¥ ∞ ⊂) ⊂) N ��中 細 島 肝 油 

小 ;ヽ _ゝ ⊥ 醐 叶 ����冊 H 田 嶋 �� 

凶
H
目
　
(
廿
∽
N
・
乙
乙
壁
叶
)

拙
冊
哩
廿
N
乙
壁
叶

4

凶
H
H
　
(
廿
N
N
÷
乙
壁
叶
)

拙
冊
哩
廿
「
N
壁
叶

Ⅲ
寸
書
町
∽
廿
乙
乙
壁
叶
~
Ⅲ
寸
一
円
「
「
廿
O
乙
蛍
叶
　
　
醒
罷
酎
塑
田
嶋
〃
問
詰
醒
練

(
廿
O
乙
壁
叶
)

拙
冊
哩
廿
O
N
壁
叶

(
目
十
十
十
)
榊
罷
聾
綜
〃
冊
H
田
嶋
墨
田
に
耶

Ⅲ
寸
　
聾
S
廿
O
乙
壁
叶
~
Ⅲ
寸
「
町
の
廿
の
「
壁
計

醒
罷
問
詰
轄
練

(
廿
O
乙
・
①
「
壁
叶
)

哩
廿
の
「
壁
計

(
ロ
ト
ト
ト
)
問
詰
壁
紙
小
輩
口
】
埋
轟
ミ
ー
ト
聖



第Ⅱ章　遺跡の立地と環境

第「節　自然環境・基本層序

佐久市は長野県中位の束に位置し、市の東側は群馬県と接している。史跡龍岡城跡は、佐久市臼田

地区田口の千曲川の束にあって、その支流である雨用の北の平坦地、標高723m内外にある。

龍岡城跡周辺の表層地質は千曲川と雨川沿いの新生代四期の新しい堆積岩類の扇状低地であり、龍

岡城跡付近は砂礫台地となっている。 (2013.3 『史跡　龍岡城跡　保存計画書』 pll

龍岡城跡の石垣に使用している石は通称「佐久石」と呼ばれる溶結凝灰岩である。

溶結凝灰岩は佐久市内山峡に模式的に露出し、東部山地西半に広く分布し、南は大日向の抜井川の

右岸まで広がっている。岩石は紫蘇輝石安山岩ないし石英安山岩であるが、多孔質で軟らかく、普通
の溶岩より凝灰岩の部分が多い。柱状節理がよく発達しているため、絶壁を作り、山頂部はきり立っ

て特異な山容をなしている。 (佐久市志　自然編p62)軟質で加工しやすい石材である。

穴粥排水照

Bトレンチ南　　　Cトレンチ北

累湖西拗

3トレンチ南　　c(No. 3)地点

I　黒褐色土層(10YR2/3)粘性やや強。砂粒・シルト・

粘土・瓦・陶器・ガラスを含む。 (土塁盛土)

Ⅱ　にぷい黄褐色土層(10YR4/3)粘土、下部は礫混在。

Ⅲ褐色土層(7.5YR4/6)シルト層。 (礫を微かに含む)

第2図　龍岡城跡基本層序模式図

第2節　歴史的環境

0　(1 :80)　2m

龍岡城跡は旧臼田町田口地区にあり、平成17年4月1日に旧佐久市・旧望月町・旧浅科町と合併し所

在地は佐久市田口となっている。城跡は雨用右岸の河岸段丘上に立地している。その右岸の山際は⑩

大工原遺跡、 ⑧宮束遺跡、 ⑦英田地畑遺跡、 ④神原道場遺跡、 ②田口館跡、 ⑰五庵遺跡、 ⑳割塚遺跡、

⑫明法寺遺跡、 (ここに石材を採集した石切場がある。 ) ⑭恵下久保遺跡と遺跡が連続している。時

代は縄文から平安時代の遺跡である。

これらの遺跡群には古墳が構築されており、 ⑨上宮代古墳、 ⑥英田地畑古墳、 ⑤新海神社古墳鞘、

ー5-



第1表　龍岡城跡周辺遺跡一覧表

番号 �)�Ykﾂ�種別 僖��2�所在地 偬�7�)Z��備考 俚(ｷh�2��)�YMHﾘb�

① �+ﾘ,(*�*�+h.X*H+�*ｲ�{H圷���R�城館跡 仗��"�田口3000 �� 都s��

② �+ﾘ*�+�.(*�+ﾘ*�,b�68ﾏｸｭ��R�城館跡 �=驂x�Y[ﾘ��� �� 塔���

③ �+ﾘ*�+�+h.X*H+�*ｲ�68ﾏｸ���R�城館跡 �(i�"� �� 都s��

④ �*�,�,�.x,x*H+h.X*H*(+�*ｲ���I;��ｨ�)�R� �>ｩ[h自=��Y[ﾒ� �� 田s"�

⑤ �+X/�*�*(+h/�+h.�+�-8/�*�/��古墳 侘2�宮代・英田地畑 ��『臼田町埋蔵文化財調査報告書第11集 都Cx-csC��R�新海神社古墳群 劍�YW�,ﾉ�"�儘ｹ��9Zﾘﾅ����810 

⑥ �*h+ﾘ+�,ﾘ+ﾘ+�-8/����69&飩偉9Zﾒ�古墳 侘2�宮代・英田地畑 �7倡Hｮﾘ�Y�ｸﾆ(ｮﾘ�Y52��ｹV��Y;ｩ�ｹV��Xｼ｢� 都Cb�

⑦ �*h+ﾘ+�,ﾘ+ﾘ*(+�*ｲ���69&飩�)�R� 侘8自(b�宮代・英田地畑 �7倡Hｮﾘ�Y�ｸﾆ(ｮﾘ�Y8�� 田s2�

⑧ �-ﾘ.(-�*ｨ+X*(+�*ｲ�ｷｹ��)�R�散布地・集 　落跡 �>ｨ�Xﾌ8自(b�宮代・宮束 �7倡Hｮﾘ�Y�ｸﾆ(ｮﾘ�Y�隶ﾒ� 田sB�

⑨ �*�-ﾘ-ﾘ.(+X.ｸ+�-8/���8ｷｹ�8ﾌ9Zﾒ�古墳 侘2�上宮代・宮代 �� 都S��

⑲ �+�*(*ﾘ,ﾘ.x*(+�*ｲ��Xﾔ依H�)�R�散布地・そ 　の他 �>ｨ耳ﾌ8�Y=��Y[ﾒ�宮代・上ノ平 �7倡Hｮﾘ�Y�ｸﾆ(ｮﾒ� 田sR�

⑪ �-ﾘ.(+X.ｸ+�-8/��ｷｹ�8ﾌ9Zﾒ�古墳 侘2�主計原 �� 塔�b�

⑫ �.(-ﾈ*�+�*(+�*ｲ��(ﾏｸ�)�R�散布地・集 �>ｨ�Xﾌ8�Y=��Y[ﾒ�河原宿・岩渕・ �>ｩ[i7舒ﾘ�Y7倡Hｮﾘ�R� 田sb�落跡 剋R口 ��ｸﾆ(ｮﾘ�Y�隶ﾒ�

⑬ �-ﾘ-H/�*(+�*ｸ*�/��散布地・集 ��Xﾌ8�Y=��Y[ﾘ�Xｽ��三分・塚畑・芝 �>ｩ[i7舒ﾘ�Y7倡Hｮﾘ�R�『2005　長野県埋蔵文化財センター 田迭�三分遺跡群 凅��X�Xﾌ9Zﾒ�亶ｸ�Yfｸ詹,ｲ�須恵器・石器 價ﾘﾄ�+(ﾛ雲�ﾙ���s8��蕀Zｨ�)�X���

⑭ �*(.ﾘ*ｸ*ｸ,h.�,X+h.X*H+�*ｲ�ｮ(ﾞ胃H���R�城館跡 �(i�"�三分 ��『千田之真砂』『編年集成』 都���

⑮ ���,h.�,R�*(,8,胃B�城館跡 �(i�"�いづな �� 塔�R�

⑯ �-h/�+h.X*H+h*(+�*ｲ�]X�鮑�)�R� �>ｨ�Ynﾘ�Y(b�三分・寺久保 冢ﾙ�i7舒ﾘ�Y7倡Hｮﾘ�R����隶ﾒ� 田�"�

⑰ �,H.x*ﾘ-ｨ+�-8/��鮑ｷi]ｸﾌ9Zﾒ�古墳 侘2�寺久保 �� 塔�B�

⑬ �*�.x-ﾈ*ｸ*(+�*ｲ�ﾗ(ｪｨ�)�R� 冢ﾘ自(b�三分・荒巻・薬 　缶田 冢ﾙ�i7舒ﾘ�Y7倡Hｮﾘ�R��隶ﾙ>�皷7舒ﾘ�Y:舒ﾒ� 田�2�

⑲ �+�.(-ﾈ+H.ﾘ*(+�*ｲ�抦�)�(�)�R� �>｢�三分・小山沢 ��隶ﾒ� 田釘�

⑳ �.(-ﾈ*ｸ.ﾘ*(+�*ｲ��(ﾝｸ�)�R� 冢ﾗ�(b�入沢・山際 冢ﾙ�i7舒ﾘ�Y7倡Hｮﾘ�Y�ｸﾆ(ｮﾘ�R�､III:舒ﾘ�Y7��ｹV��Y:舒ﾒ� 田澱�

⑳ �.(-ﾈ*ｸ.ﾘ��+(*H+�-8/���(ﾝｳ�ﾘhﾌ9Zﾒ�古墳 侘2�入沢・山際 佰仂｢� 都S"�

⑳ �*�/�+X.X*H+�*(+�*ｲ�ｬ��968�)�R� �=��Y[ﾘ�Y(b�三条・観正田 �7倡Hｮﾘ�Y7倡H�7舒ﾒ� 都�b�

⑳ �*(,ﾈ*H*h*(+�*ｲ�皐�8�)�R�散布地・集 　落跡 傀8自=��Y[ﾒ�三分・上の田 �� 田���

⑳ �,h*(*�+�*(+�*ｲ�ﾌｸ皐ﾏｸ�)�R� �>ｨ�Xﾌ8�Y=��Y[ﾒ�三分・上川原・ 　下川原 ��ｸﾆ(ｮﾘ�Y�隶ﾒ� 田���

⑳ �+ﾘ,�*�*(+�*ｲ�69(h�)�R� 傀8自=��Y[ﾒ�三分・中川原 冢ﾙ�i7舒ﾘ�Y7倡Hｮﾘ�R����ｸﾆ(ｮﾘ�Y�隶ﾒ� 田ヲ�

⑳ �,�+X,(*�+�*(+�*ｲ��ﾉ,ｹ68�)�R� 侘8�Y=��Y[ﾒ�三分・西塚田 �7倡Hｮﾘ�Y�ｸﾆ(ｮﾒ� 田モ�

⑳ �+(*�/�*(+�*ｲ�ﾍﾈ���)�R� �>ｨ�Xﾌ8�Y=��Y[ﾒ�下町・五庵 ��ｸﾆ(ｮﾘ�Y�隶ﾒ� 田s��

⑳ �+(*�/�+�-8/��古墳 侘2�下町・五庵 ���8��Y8��Xｾ��Y58ﾛﾘ�X黷�『臼田町埋蔵文化財調査報告書第11集 都CR�五　　墳 劔環・管玉・切子玉・薙鎌 儘ｹ��9Zﾘﾅ����

⑳ �.ﾘ.�,8*�+�-8/��ｨI,ｸﾌ9Zﾒ�古墳 侘2�下町・割塚 �� 都C2�

⑳ �.ﾘ.�,8*�*(+�*ｲ�ｨI,ｸ�)�R� 冢ﾘ自=��Y[ﾒ�下町・割塚 �7倡Hｮﾘ�Y�ｸﾆ(ｮﾘ�Y�隶ﾒ� 田s��

㊥ �-ﾘ.X*H-�*H+h+�-8/��k馘�鮑ﾌ9Zﾒ�古墳 侘2�下町・明法寺 �� 都CB�

⑫ �-ﾘ.h*H-�*H+h*(+�*ｲ�k馘�鮑�)�R� �>ｨ自=��Y[ﾒ�下町・明法寺 冢ﾙ�i7舒ﾘ�Y7倡Hｮﾘ�R����ｸﾆ(ｮﾘ�Y�隶ﾒ�採石場あり 田c��

⑳ �.(-ﾈ+H*ｸ+�-8/���(ﾞ偉9Zﾒ�古墳 侘2�大奈良・山崎 佰仂｢� 都3��

⑭ �*h+�*ﾘ-ｨ*(+�*ｲ�ﾆ(岑ｷi]ｸ�)�R�散布地 �=��Y[ﾒ�恵下久保 �� 塔���

⑳ �*�*�,�.x*(+�*ｲ��Y=驂x�)�R� �>ｨ自=��Y[ﾒ�大奈良・金石他 �>ｩ[i7舒ﾘ�Ynﾙ�i7舒ﾘ�R�7倡Hｮﾘ�Y�ｸﾆ(ｮﾘ�Y�隶ﾒ� 田c��

⑳ �.(-ﾈ+H*ｸ*(+�*ｲ��(ﾞ�)�R�散布地・集 　落跡 冢ﾘ自=��Y[ﾒ�大奈良・山崎 亶ﾈ7ｩ�i7舒ﾘ�Y7倡Hｮﾘ�R����ｸﾆ(ｮﾘ�Xｾ�ｬ"� 田c"�

㊥ �+8*(,ﾈ*�-ﾘ+�-8/�*�/���������Y?���｢�古墳 侘2�原・幸神 ���8��X揵8��Y8����Y8��Xｾ��Y58ｽ��Y58ﾛﾘ�R�『臼田町埋蔵文化財調査報告書籍11集 都3�-cs3b�墳 劔勾玉・臼玉・耳環・土師器・須恵器・土鍋 儘ｹ��9Zﾘﾅ����

⑳ �+ｸ,h*ﾘ*�/�+�-8/�*�/��､�8ｭHﾌ9Zﾘﾅ��古墳 侘2�原・外九間 �7倡Hｮﾘ�Y�ｸﾆ(ｮﾒ�『臼田町埋蔵文化財調査報告書第11集 　　宰相古墳群』 都3x-cs3��

⑳ �,�*�,ﾘ.x+�-8/�*�/��(hﾋHﾌ9Zﾘﾅ��古墳 侘2�原・中原 ���8��Y8����Y8��Xｾ��Y58ﾛﾒ��X鼈ｬ(�Y7倡Hｮﾘ�Y�ｸﾆ(ｮﾒ�『臼田町埋蔵文化財調査報告書第11集 　　幸神古墳群』 都C�-csC"�
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⑳ �,ﾘ.x*(+�*ｲ�ﾋH�)�R�散布地・集 冢ﾘ自=��Y[ﾒ�原・切合・幸神 �>ｩ[i7舒ﾘ�Y7倡Hｮﾒ� 田c��落跡 凵E中原他 ��Y�ｸﾆ(ｮﾒ�

㊥ �+ｸ.�+�*(+�*ｲ�Kﾙ68�)�R� �>｢�臼田・反田 ��隶ﾒ� 田�b�

⑫ �+X.ｸ+X+ﾘ*(+�*ｲ���ｨ�)�R� �>｢�臼田・城下 �>ｩ[i7舒ﾒ� 田�r�

⑬ �*(,�.�.(-ﾈ+h.X*H+�*ｲ�手捶�(���R�城館跡 �(b�臼田・勝間 ��『千曲之真砂』・『南佐久郡古城址調査』 ・『編年集成』・『芦田記』 都s2�

⑭ �+�.(-ﾈ+H*ｸ*(+�*ｸ*�/��抦�(ﾞ�)�Xﾅ��集落跡 傀8自(b�臼田・小山崎 ��隶ﾒ� 田���

⑮ �+X.ｸ.(-ﾈ*(+�*ｲ��伜(�)�R� �>ｨ�Xﾌ8�Y=��Y[ﾒ�臼田・城山 �>ｩ[i7舒ﾘ�Y7倡Hｮﾒ� 田���

⑳ �-ﾈ.�.(-ﾈ*(+�*ｲ�ｭｸ�(�)�R� 傀8自=��Y[ﾒ�下小田切・勝間 �>ｩ[i7舒ﾘ�Ynﾙ�i7舒ﾘ�Y7倡B�ｮﾘ�Y�ｸﾆ(ｮﾘ�X､I-ｹ:舒ﾘ�Y�隶ﾒ� 田���

⑰ �*�,(-ﾈ,ﾘ.x*(+�*ｲ��ｭHﾋH�)�R�散布地・集 　落跡 �>ｨ自=��Y[ﾒ�下小田切・勝間 冢ﾙ�i7舒ﾘ�Y7倡Hｮﾘ�Y�隶ﾒ� 田���

⑳ �*ﾘ.���,ﾈ*ｸ*(+�*ｲ�ﾄ�6ﾙm�)�R� 傀8自=��Y[ﾒ�下小田切・栗ノ木 冢ﾙ�i7舒ﾘ�Y7倡Hｮﾘ�R���7��ｹV��Y�隶ﾒ� 田�"�

⑳五庵古墳、 ⑳割塚古墳、 ⑪明法寺古墳がある。臼田町は平成6 ・ 7年に雨用右岸の古墳の清掃発掘

調査を実施し、この地域の古墳の様相が明らかになっている。 ⑤新海神社古墳群の4基は無袖の横穴

式古墳で、土器の出土はないが装飾品の勾玉・ガラス小玉・管玉・水晶の切小玉・蛇紋岩の大玉、鉄

鎌、直刀が出土している。鉄鑑の年代などから6世紀後半から7世紀前半の古墳とされている。昭和
40年3月に調査された⑥英田地畑古墳は両袖型の古墳とみられる。遺物は蕨手刀・直刀・刀装具・鉄

鍛・三輪玉・須恵器・土師器杯・人骨が出土し、奈良時代とされている。

平成7年に調査された⑳五庵古墳は横穴式片袖型の石室の古墳とみられ、直刀・刀装具・鉄錬、装

飾品では金環・紺色ガラス小玉・水晶のガラス小玉(片面穿孔) ・碧玉製の管玉がある。特殊なもの

としては、鉄製の薙鎌が出土している。長頸箆被片切刃造調三角形の薙鎌が6世紀後半としている。

平成4年に調査された⑧宮束遺跡からは平安時代中頃から後半の8棟の竪穴住居址が検出されてい

る。縄文中期後半一後期の住居も確認されている。

雨用が谷から出た平坦地あたりの右岸の微高地には⑳原遺跡、 ⑮大奈良遺跡があり、旧臼田町有数
の縄文時代から奈良・平安時代に至る遺跡である。 ⑲原遺跡は昭和63年に農道拡幅に伴う調査がなさ

れ、古墳時代後期と平安時代の竪穴住居があり、 ⑰幸神(さいのかみ)古墳群が北東に分布する。

平成15年の道路拡幅に伴う発掘調査により、 ⑳大奈良遺跡が調査されている。 ⑮大奈良遺跡は縄文

中期後半一後期の集落を中心として、古墳時代後期から平安時代の集落が展開している。縄文中期で

は佐久系の深鉢土器が出土し、遺跡付近の石材で作られた打製石斧が破損品を含め3,500点近く出土し

ている。この微高地には⑰幸神(さいのかみ)古墳群、 ⑳外九間古墳群、 ⑳中原古墳群がある。これ

らの古墳も平成6 ・ 7年に12基が調査されている。旧臼田町内は50基ほどの古墳の内、雨用右岸に幸

神古墳群をはじめ半数の古墳が分布している。 ( 『臼田町誌考古・古代・中世編』 )

雨用の左岸にある⑳井上遺跡、 ⑳田中遺跡は発掘調査がなされている。 ⑳田中遺跡は平成22年道路

拡幅部分の調査により、古墳・平安時代の竪穴住居址9棟、掘立柱建物址2棟、土坑4基が検出され

ている。 ⑳井上遺跡は縄文時代からの遺跡で、弥生時代後期の土器が見られ、また古墳後期の竪穴住

居址が調査されている。

中世から近世では②田口館跡、 ③田口城跡は龍岡城跡の北にあって、 ③田口城跡は山頂に郭・堀が

残っている。大塔物語に応永7年佐久郡田口氏と見え、諏訪上官神長官文書に賓徳四年(1452)文明

九年(1477) 、田口式部少輔長綱、同十四年入澤長義、田口式部少輔長綱、入澤惣領の由を申すと見

え、同十五年長享三年田口山城守長慶とあり。神宮寺三重の塔風鈴の銘に永正十二年(乙亥、 1515)

九月十日大旦那山城守長慶・勧之衆長秀・長綱・長高・長満・長俊・秀義と見えている。長綱は長慶
の父である。その他は一族であろう。また上官寺鐘楼の梵鐘には天文十二年(葵卯、 1543)十一月、

旦那田口左近将監長能とある。然るに天文の末に至り武田氏のために一族が滅亡した。その後依田能

登昌朝之に居る。武田滅亡後北條氏に属し田口城に籠る。のち城を捨てて、小田原に逃げる。 ②田口

館跡は蕃松院にあり、依田信審の子松平康園が父の追福として城下に蕃松院を創立して、その家臣に

城を守らしめたという。 ( 『南佐久郡の古城址調査』 )
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第3節　龍岡藩の歴史

下記の資料より作成。

明治45年6月『大給亀崖公伝』全

昭和41年　龍岡城五稜郭の大要(臼田町教育委員会)

昭和46年11月、 「田野口藩(前奥殿藩　後龍岡藩)略年表」　尾崎行也

奥殿藩初代藩主真次は大給松平本家第五代真乗の二男に生まれ、大給(おきゅう)城に居た。 (愛

知県東賀茂郡松平村(現豊田市)大字大給)兄の家乗に従って大給から家康の関東移封に伴う。

天正18年

慶長5年

慶長6年

元和1年

寛永4年

寛永9年

真次上州那波城一高石賜う

関ケ原役には三河の吉田城を守る

美濃岩村城に入る、恵那・土岐二郡二高石を領す、これで大給城は古城となる

夏の陣の功績により徒歩頭となる、一千石賜う

大番頭となり、二千石加増(上州)

四千石加増(上総)

祖先の領地を領することを請う

二代乗次　江戸藩邸に生まれる

寛永12年　三河の大給に替え地を許される、奥殿周辺を知行

天和2年　丹波の二千石加増

貞享1年　乗次大阪定番となり、撮津　三河　丹波の一高石加増

元禄16年　四月五日　四代乗真　騙津　三河　丹波　三国の一高二千石を信濃国佐久郡に賜う

天保11年　乗利の三朗次郎(のち乗誤(のりかた) ・大給恒(おきゅう　ゆずる)生まれる

(中略)

嘉永5年　乗誤襲封

安政2年　大砲稽古、不成功

文久2年　八月幕府は参勤交代制を改めて、三年一勤・在府百日、妻子を在所に帰ることを許した

文久3年　乗誤大番頭となる

六月に田野口に築城を決める、知行の大部が信州にあるので居を田野口の地に移すこと

にする

九月縄張を了り、築城十一月着手

文久5年　乗誤若年寄となる

元治1年　乗誤若年寄罷免、程なく再任

元治2年　乗誤若年寄辞任

慶応1年　三河領に在所替え反対運動おこる

乗誤陸軍奉行となる

慶応2年　乗誤老中格となる

譜代足軽隊を先手銃隊組と改名

乗誤陸軍総裁となる

十二月城の普請竣工

慶応3隼　田野口藩新殿落成
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第4節　龍岡城跡の変遷(○数字は第4図史跡龍岡城跡変遷図参照、資料は節末に掲載)

慶応2.12.

慶応3.4.19

明治1.4.29

明治1.5.18

明治2.4.22

明治4.4.

明治4.6.2

明治8.9

明治13.10.25

明治27.

明治31.

明治35.

大正8.

大正15.

昭和3.

昭和4.8

昭和5.5.1

昭和8.10.

昭和9.

昭和9.5.1

昭和10.3.4

昭和10.

昭和13.

昭和14.

昭和15.

昭和23.12.21

昭和24.5.15

昭和24.7

昭和26.8.20

昭和26.12.10

(1866)龍岡城竣工

(1867)新殿落成

(1868)北越出兵命令

(1868)龍岡藩と改称

(1869)藩籍奉還・乗誤龍岡藩知事に任命される

(1871)龍岡城廃毀　石墨・①御台所残る

(1871)龍岡藩廃止

(1875)尚友学校龍岡城内に移転　①御台所を校舎として使用(6才から14才まで) (資27)

(1880) ②田口招魂社建願聞届

(1894) ③東校舎(障子校舎)建築　昭和13年に取り壊し(資27)

(1898) ④小学校雨天体操場新設(五間に十二間六十坪) (S29.12.5公民館報47号)

(1902) ⑤-1北校舎・⑤-2南校舎建築(資27)

(1919) ⑧-1東校舎増築　(資27)この頃と思われる校舎配置図に雨天体操場の束

に⑧- 2中島氏宅あり

(1926) ⑤北校舎二階増築(資27)

(1928) ⑦湯沸場・小便室、便所増設(資27)

(1929) ①御台所現在の地に移転(S36年の御台所半解体復元工事の標札に「東方

より移動」とあり。 )

(1930)大手橋付近⑩標識及び説明板の設置

(1933)龍岡城復旧計画要領書陸軍築城部本部

龍岡城保存会が組織され、陸軍築城都本部により龍岡城跡の旧状復旧がなされる

(1934) ⑨大手橋・ ⑲通用門橋新設(史跡名勝天然記念物保存管理状況調査に記載)

(1934)龍岡城跡「史跡名勝天然記念物龍岡城跡」に指定される。 (資1)

(1935) ②田口招魂社、鳥居・水鉢・石灯籠道立、社務所は建設年月不明

(1935) 『南佐久郡の古城址調査』龍岡城の図城内に大手束に「奉安庫」あり

(1938) ③東校舎(障子校舎)撤去(資27)

(1939) ④雨天体操場3問5問の増築で七十五坪とする(資27)

(1940) ⑤- 2南校舎束5教室、二階増築(資27)

(1948) ⑥南校舎新制中学新築工事　着手(6.3制に伴う中学校施設、資29)

(1949) ⑥南校舎新制中学新築工事　完了(昭和24年8月25目『田口民報』第12号、資29)

(1949)校舎は立派に完成し、グランドは拡張されて固定バックネット、スコアボー

ドまで完備(昭和24年8月25目『田口民報』第12号、資29)

(1951) ①御台所が公民館全景として掲載される(田口村公民館報7号月刊、資29)

(1951)史跡名勝天然記念物保存管理状況調査(岩崎長思)

⑨大手橋・ ⑲通用門を昭和9年に新設し、小破修理はなされるが架替えが必要

①御台所の屋根が雨漏りが激しく、屋根替えが急務。 ⑪桝形の石垣修理が必要

昭和27.11.15　(1952) 「龍岡城石垣、 ⑪桝形石積修理始まる」 (公民館報第22号、資29)
- (前略)年代経過により、四ヶ所の補修箇所と各城址には特異なものとされている桝形の石積み

にも修理を要する箇所ができ、この度、予算三〇万を以て、修理が計画され、村内請負人により、そ

れぞれ各工事の分担請負となり、着工している。工事は大体、十二月十五日頃完成の予定とのこと、

修理費用は国庫補助15万円、県費補助5万円、村費負担10万円でまかなわれる。一

昭和28.7.5　　(1953) 「五稜郭石垣　⑪桝形石積修理工事なる」 (公民館報30号、資29)
臆(前略)総じて国宝修理とか、文化財史跡の補修とかはその修理方法がなかなかむづかしく、も

ー12-



と通りに直すと云う事が修理の眼目であって只、破損箇所を新しく立派にと云うのではなく、石垣な

らばその石一個一個の形状そっくり再現すると云うのにあるので、当事者は非常に苦心して、県、国

の指導を受け乍慎重、確実に修理が行われたわけである。修理箇所は、濠の石積三ヶ所、 (⑫水門瞳渠
一ヶ所、 ①桝形一ヶ所であった。 (掲載写真に⑫穴門排水口の写真「五稜廓南方の捕まち」とあり。)

昭和29.11.28

昭和30.5.31

昭和31.

昭和34.12.15

昭和35.7.

昭和36.5.31

昭和36.7.31

(1954) ⑳田口学校大体育館建設　着工　(田口村公民館報47号、資29)

(1955) ⑳田口学校大体育館建設　終了　(田口村公民館報55号、資29)

(1956) 「五稜郭大要」臼田町教育委員会

(1959) 6月に着工した②招魂社拝殿できる(臼田町公民館報28号、資28)

(1960) ①御台所災害復旧に伴う半解体復元工事　着工(資23　図面あり)

(1961) ①御台所災害復旧に伴う半解体復元工事　竣工　総額二八〇万円

(1961) 「龍岡城お台所完成一解体修理で原型になる-」 (臼田町公民館報第41号、資28)
-さる34年の台風よって被害を受けたのを機会に解体修理がなされたものである。これまで田口小

学校音楽室、公民館として利用されていたが、これに郷土の古文書、土器、民俗資料を集め博物館に

する予定。修理され原型になったお台所一

昭和36.1.18　(1961) ⑱プール建設現状変更許可申請(資2)

昭和36.5.15　(1961) ⑱プール建設　着手(資2)

昭和36.8.10　(1961) ⑱プール　竣工　プールと御台所の間に生垣、御台所とプールの間にブロ

ック造りの建造物、井戸の竣せつ、排水口竣工の付帯項目あり。 (資2)

昭和37.9.11　(1962) 100万円の工事の補助金50万円確定(資2)

昭和38.3.　(1963)新たに下越地区に臼田中学校開校。田口中学校、青沼中学校、中部中学が統
∠ゝ

昭和39.　　　(1964)雨天体操場取壊し(資31-P39)

昭和46.1.5へ3.31 (1971)　⑥南校舎田口中学校校舎撤去(資2)

昭和46.

昭和46.10.16

昭和47.6.17

昭和47.8.7

昭和47.9.1

昭和47.10.2

昭和48.11.6

(1971) ⑨大手橋修理(資31-P39)

(1971)日本宝くじ協会より文化財愛護標識設置　龍岡城2本(資3)

(1972)文化庁へ　⑭田口小学校改築による現状変更等の許可申請(資2)

(1972)文化庁へ　史跡龍岡城の環境整備について許可申請(資2)

1、田口小学校改築事業完了以後に⑤校長住宅、 ⑦公使室、 ⑧便所を撤去

2、 ⑭の校舎2棟共に平行して校庭の北へ4m移設

3、 ①御台所移転の際は、旧地に戻す

(昭和49.4.1現在　文化庁に報告　①は実施済、但し⑮校長住宅は史跡外に

代替え住宅を建設中②は実施済とある。 )

(1972)史跡龍岡城跡現状変更(⑥南校舎旧臼田中学校校舎撤去)許可(資2)

⑭田口小学校校舎改築工事　許可(資2)

(1972) ⑭田口小学校校舎改築工事　着工(資2)

(1973) ⑭田口小学校校舎改築工事　竣工　旧木造校舎取壊し・グランド造成

(資31-P39)

昭和49.2.12　(1974)文化庁へ⑯倉庫・ ⑰自転車置き場、 ⑱防護柵設置の許可申請(資2)

昭和49.4.1　(1974)文化庁へ　⑭田口小学校改築工事　完了報告(資2)

昭和49.　　　史跡龍岡城跡整備保存計画(資4)

昭和50年度　記念物保存修理　　名称　史跡「龍岡城跡」保存事業

①事業内容　　　　　　　⑨大手橋、 ⑲束通用門橋保存整備復元

事業費予定　　　8,0 0 0千円

②事業内容　史跡内土塁復元

事業費予定　　　4,0 0 0千円

③事業内容　　　史跡堀石垣保存修理(昭和50 ・ 51年以降)

事業費予定　　　4,0 0 0千円
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史跡等保存管理計画策定　名称　史跡「龍岡城跡」保存整備事業(資4)

事業内容　史跡「龍岡城跡」保存整備計画実施

事業費予定　　　21, 000千円

史跡等購入　　　　名称　史跡「龍岡城跡」保存整備事業

事業内容　史跡内民有地買い上げ7 0 0壷

事業費予定　　　　5, 600千円

昭和49.5.25　(1974) ⑳堀の清掃。 (館報うすだ163号、資28)

龍岡城・五稜郭を守ろう-保存会が清掃・植樹-
「四月二十八日龍岡城保存会(中条忠雄会長　三千五百人)の手により、城郭の濠縁に桜の苗木50

本が植えられました。同保存会は龍岡城の荒廃を憂い、貴重な文化財を守り,後世に継承しようとい

う地元住民の熱意により一月三十日結成されました。以来、濠の清掃、 (後略) 」 、写真掲載「堀の

清掃に精出す保存会の会員」 (⑳の空堀の底の萱を刈っている写真)

昭和49.7.17　(1974) 1、 ⑤北校舎旧小学校校舎撤去跡地の整備　(ブルドゥザ一による)

2、 (通用門北の) ⑩土塁破損箇所の暫定措置として、整地による残土を暫

定的に土盛する。 (⑤の北校舎により⑭土塁は削平されていた。 )

3、堀の渡漢(予定)　※雑草没漢を主とする。機械力によるが、石垣保全

のため両側より1m以内を手掘りで実施(資2)

昭和49.8.30　(1974)文化庁へ史跡名勝天然記念物のき損届出書(資2)

昭和49.11.13

昭和50.1.16　(1975)

史跡「龍岡城跡」堀石垣　　昭和49.8.26　台風通過に伴う

⑳・⑳崩壊箇所2ヶ所　20誼　　400, 000円

⑫・⑳・⑭崩壊状態箇所3ヶ所　162. 5壷　　4, 063, 000円

校地と護国神社の境界を決定する(資6)

史跡名勝天然記念物の現状変更等の許可申請書(資2)

(⑮倉庫、 ⑰自転車置場、 ⑱防護柵設置)

別紙史跡龍岡城跡の整備復元計画の概要(資2)

臼田町長期新興計画により、昭和50年度を初年度とする重要文化財史跡「龍岡城跡」の整備復元計

画に着手し昭和54年度を最終目標とする計画案が長期新興計画審議会で、検討されこれが更に同企画

会で決定されましたがその計画概要は下記のとおりです。

1、昭和50年度に於いて大手橋、束通用橋の修理を含む史跡内の私有地の公有化を実現し、長期計

画の実施方法の調査に着手。

2、昭和51年度において史跡土塁の整備復元と併せ私有地の公有化を進める。

3、昭和52年へ54年において土塁整備、堀、石垣、漏水防止対策を実施し又、旧田野口藩建造物の
一部買戻し復元。

4、上記についてはいづれも文化庁と協議その指示により実施する予定である。

昭和50.2.7　　(1975)文化庁へ出張、史跡保存管理計画策定事業は実施困難と回答される。

昭和50.3.6　　(1975) ⑱へ⑱倉庫等新築の許可通知(資2)

昭和503.20へ3.31 (1975) ⑱へ⑱倉庫等新築着工、竣工(資4)

昭和50.5.17

昭和50.5.28

昭和50.10.27

昭和50.11.22

昭和50.11.30

昭和50.12. 5

昭和5ユ.l.ユ7

(1975)龍岡城五稜郭保存会　第1回総会(資4)

(1975) ⑱~⑱倉庫等新築工事現状変更終了報告書(資4)

(1975) ⑳龍岡城跡地域図板設置(大手橋左側)にかかわる史跡名勝天然記念物の

現状変更等の許可申請書(資4)

(1975) ⑳龍岡城跡地域図板設置許可通知(資4)

(1975)昭和50年度文化財保存事業費補助金申請(資5)

(1975)文化財保護事業龍岡城石積復旧工事(⑳~⑳大手橋付近の石垣工事)着工(資5)

(1976)昭和50年度文化財保存事業費補助金決定通知(資5)

-14-



昭和51.1.23 (1976)昭和51年度文化財補助事業計画(国庫)について(回答) (資9)

⑳堀右横復旧・ ⑰石橋架替・ ⑭土塁復元・桝形説明板設置(⑳説明板・

⑳地域図板) ・ ⑳史跡内土地買い上げ

昭和51.2 28　(1976)文化財保護事業龍岡城石積復旧工事(⑳へ⑫大手橋付近の石垣)完成。 (資5)

昭和51.2.12へ3.26　(1976)　⑳龍岡城跡地域図板設置着工、完了(資4)

昭和51.5.1

昭和51.7.29

昭和51.9.27

昭和51.12.20

昭和52.2.25

昭和54.8.31

昭和54.9.27

昭和55.3.20

昭和57.2.

昭和57.

(1976)昭和51年度文化財関係国庫補助事業の内定について(通知) (資9)

(1976)昭和51年度文化財補助金交付申請(資9)

(1976)昭和51年度国補重要文化財等保存整備工事(資9)

(⑳通用門石積・ ⑭通用門土塁土盛・ ⑰黒門石橋架替)工事着工

(1976)昭和51年度国補重要文化財等保存整備工事(資9)

(⑳通用門石積・ ⑭通用門土塁土盛・ ⑰黒門石橋架替)終了

(1977)昭和51年度文化財保存事業実績報告書(⑳・⑳・⑰)　提出(資9)

(1979)龍岡城跡㊥土塁設置整備の史跡名勝天然記念物の現状変更等の許可申請(資11)

(1979)龍岡城址⑪土塁復元工事　着工(し=105mW=120mH=50cm) 2100,000円(資11)

(1980)龍岡城址⑪土塁復元工事　竣工(資11)

(1982)昭和56年度　橋梁架替工事　南佐久郡臼田町龍岡城⑨大手橋設計計算書

南佐久土木振興会(橋長11m) (資23)

(1982)地下式オイルタンク・オイル配管工事(資31」P39)

昭和59.3.1へ3.30 (1984)龍岡城跡案内板屋根葺き工事　着工・終了(資12)

昭和62.

平成1.

平成2.1.8

平成5.10.26

平成6.4.4

平成6.7.7

(1987)黒門の左右に岡崎市・函館市の花木園設置(資31-P39)

(1989)田口小学校非常階段設置(資31-P39)

(1990)龍岡城址文化財指定区域図複写(資23)

(平成二年一月臼田町教育委員会作成　構図複写縮尺六〇〇分の一)

(1993)平成6年度文化財関係事業計画について(回答) (資15)

⑫龍岡城跡石垣修理　幅5m高さ3m範囲に今にも崩れそうな箇所が発見。

(1994)農業集落排水事業取り付け管敷設工事現状変更許可(委保第4-160号、資31)

(1994)長野県教育委員会教育長あて、平成7年度文化財補助事業計画について(回答)

⑨大手橋改修工事(木部不朽が見られる) 、 ①御台所の避雷針設置工事、

①御台所屋根葺替工事(雨漏り) (資13)

平成7.1.27へ3.15 (1995) ⑨大手橋改修工事14,883,000円　橋幅6.2m橋長11.Om (資13)

平成7.6.5　　(1995)平成7年度文化財保護事業補助金の内示(通知)　⑫龍岡城跡石垣修理(資15)

平成7. 9.27　(1995)国宝重要文化財等保存整備費補助金交付決定通知⑫龍岡城跡石垣(資15)

平成7.10.16へ8.3.25 ・平成8.6.10へ10.31 (1995へ1996)　①御台所屋根葺替修理(資13)

平成8.8.8へ10.31 (1996) ①御台所　避雷針設置(資13)

平成8.3.15　(1996)国宝重要文化財等保存整備史跡龍岡城跡石垣修理工事⑫龍岡城跡石垣

着工1,627,400円(資15 ・ 16)

平成8. 3.25　(1996)国宝重要文化財等保存整備史跡龍岡城跡石垣修理工事⑫龍岡城跡石垣竣工(資15・ 16)

平成10.　　　(1998)プール新築(部外西の隣接地に移動、 ⑳プールへの通路の設置(資31-P39)

平成14.6.21　(2002)平成14年度公立学校施設整備費国庫負担(補助)大規模改造工事・田口小

学校トイレ改修工事における下水管敷設工事　現状変更許可(委庁財第4-309号)

平成18.8.7へ20.3.16 (2006~2008) ⑫穴門排水口石垣修理工事

平成19.4.20　(2007)旧⑱プール撤去工事申請

平成19.9 14へ20.3.4　　旧⑱プールに伴う発掘調査と⑱プール撤去

平成19.11.1へ20.3.19 (2007へ2008) ④田口小学校屋内運動場耐震診断着手・終了

平成20.11.4へ22.3.14 (2008へ2010) ⑭黒門西側石垣修理工事着手・終了
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第5節　龍岡城跡周辺の調査

平成18.7.12へ19.3.31 (2010) ⑳五庵遺跡　(田口児童館用地)

遺構一竪穴遺構1、単独ピット45、遺物一瀬戸灰粕破片、土鍋2小片、加工痕のある剥片2

平成20. 3.24へ3.28.

(2008)

平成20.10.22 (2008)

平成20.12.1へ21.3.24

(2008)

平成22.7　(2010)

資料一覧

明治九年五月一日

⑳龍岡城跡・五庵遺跡1試掘調査　(遺構遺物なし) →圃場整備(S53頃)

により基盤層が削平される

⑮龍岡城跡・五庵遺跡2 (遺構遺物なし)

⑳龍岡城跡Ⅳ　市道改良舗装工事に伴う立会い・本調査

表土より　瓦4片、飯椀、呉須小皿(蓋)近代陶磁器6片出土、遺構なし

⑰鷲見・岩田宅改築(武家屋敷)

雷文小皿(型紙作り) 、他2片

史跡名勝天然紀念物関係書類綴　国宝指定関係書類　田口村役場
史跡龍岡城跡現状変更に関する綴目田町教育委員会

自昭和四十六年度至昭和四十八年度　文化財保護調査委員会他書類　臼田町教育委員会
昭和50年度

昭和50年度

昭和50年1月

昭和五十年七月調
昭和51年度
昭和51年度

昭和五十四年度
昭和42へ62年度

平成2へ13年度

平成三年度
平成七年度
平成7年度

S44頃

昭和51年

19　昭和49年度

昭和51年11月

昭和52年2月
20　昭和45年4月

21昭和34年10月26日

22

23

昭和34・ 35年

昭和56年度
24

25　昭和45年2月28日

26　昭和57年

27　平成15年10月10日

28　昭和52年11月3日

29　昭和54年11月3日

30　昭和54年11月3日

31　2013.3

32　平成3年7月14日

史跡龍岡城址保存整備事業綴
史跡龍岡城石垣保存修理事業
文化財関係(行政事務)臼田町教育委員会
史跡龍岡城跡保存資料臼田町教育委員会
龍岡城御台所所蔵　旧田野口役所文書　目録　臼田町教育委員会
文化財保護史跡「龍岡城跡」石垣修理等国庫補助事業綴　目田町教育委員会
文化財関係綴　目田町教育委員会
史跡龍岡城五稜郭土塁復元工事　臼田町教育委員会
臼田町文化財調査委員会関係文書綴　目田町教育委員会
文化財調査委員会関係綴(白田町文化センター)
文化財保護関係綴　目田町教育委員会
龍岡城跡石垣修理　臼田町教育委員会
国宝重要文化財等保存整備事業史跡龍岡城跡石垣修理工事しゆんこう届
文化財関係1(庶務書類関係)臼田町内
『幕末期小諸藩の郷村に対する法的規制』　尾崎行也

龍岡城星図
『龍岡城五稜郭の大要』　臼田町教育委員会
『竜岡城と大給恒について』水野茂

陣屋日誌他古文書整理指針　臼田町教育委員会
『地理研究第2号(特集一幕末築城龍岡城) 』国学院大学地理研究室
「大給恒と臼田町」 『歴史地理研究』
『田野口藩維新期署年表稿』尾崎行也

龍岡城(五稜郭)設計図　臼田町教育委員会(1枚)
他　御殿・御台所姿図・招魂社配置図・田口小学校校舎平面図(計6枚)
「龍岡城由来」の封筒に但し書きあり

龍岡城御殿平面図(市川武治作図) ・御台所平面図(他33枚)

龍岡城五稜郭設計図(5枚)・御殿向之図(5枚)・瓦図(1枚)

文化財指定区域図(1枚)
御台所改修工事用図面(6枚)

大手橋設計計画書と橋梁架替工事図面(3枚)
竜岡城御台所1階2階平面図(4枚) ・屋根屋佐藤様瓦の図面(3枚)他5枚

臼田町古城図原図一龍岡五稜郭・田口城址・入沢城址・湯原城址・雁峯城址
下ノ城址・馨王寺城址・稲荷山城址・上小田切城址-
『明治と大給恒』 ( 「もう一つの五稜郭」楔出版抜粋)
『田口小学校130周年記念誌』　田口小学校130周年記念事業実行委員会

臼田町公民官報縮刷版　第1集
臼田町公民官報縮刷版　第4集
臼田町公民官報縮刷版　付録
『史跡龍岡城跡　保存管理計画書』佐久市教育委員安会
「龍岡城五稜郭遺品目録(1) 」 -佐久市岸野小学校所蔵分)
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昭和46.1.5へ3.31 (1971)

⑥南校舎田口中学校校舎撤去申請時の写真

昭和51.1.23 (1976)文化財補助事業計画(国庫)の回

答に載る⑳-4南石垣下未買収地。用水の日宇溝が新しい。

昭和49.8.26　台風通過に伴う㊨崩壊ヶ所(大手橋付近)

昭和51 (1976)重要文化財等保存整備工事
⑰黒門石橋架替　解体中

昭和51.9.27 (1976)重要文化財等保存整備工事⑰黒門　⑰黒門石橋架替工事　竣工
石橋架替工事　着工前

昭和51 (1976)国補重要文化財等保存整備工事
⑭通用門土塁土盛工事

※○数字は第4図史跡龍岡城跡変遷図を参照

昭和51 (1976)国補重要文化財等保存整備工事
⑳通用門石積工事着工前
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収束N

悩襲
営品<甘十円

推匿馨懸聖在国闘鰹軸
一理肘鞘袋帯や韓一

躍匿馨懸聖在国撒鰹軸

聴1∴博"在国く国轡肇性へ求へ聖擢匿馨小輩付処理へ業態=塾問題聖Kミ)帖つ
無口∴博南国1 1輔へ製聖へ麺荏田へ患′ヽ

喜’日脚∴糾韓

N’悼国　1講

∽’蟻へ製薬∴∴糾哨

寸’菩若潮咳蝉へ榛諮
巾’菩軽く蛙へ掠諮

①’ K甘藍咳煙田蓋轄嫌蔀誰

卜’鞋軽部へ尊堂性「亀榔十三攫統

轄111懸聖H冊へ撒鰹輩付出へ馬′ヽ

1　〇日覗く在国図川にK愚へ関白’日韓姫小熊′ヽN=幣制爪攫K甲へ⊥K

K什浩殿田臣に蓋□日脚へ輯聴く削旧市哩揮⊥蕪K甲へ⊥K
=　蟻へ悼辞宮田難〆く韮嘩狂斗ミ山へくN爪空室=塾問題聖K三甲へ⊥ベ
ロ「蟻く車付く唯恒圃轡巾⊃1 1米国○へ駐中11製慣行やミ甲へ=′ヽ1ト当塗磐掌握早へ謹白睡蓮堂へ帯

食くN小輩部′ヽ中へ蝶鈍劃轍恒1 1窪十興へ埋草自軍穀含意小龍穀で山へ⊥K

堅∴菩丑判啓塑く砧回国11晴K愚叶懸姪「白′ヽへ⊃-⊥」 ( 「H′ヽへ⊃-⊥」 e酷如1 ・・1十日)

油土嫌K甲へ⊥来

尊H冊へ燕穴へ恒圃輝唖′ヽ麺撞く攫揮⊥′ヽ1上意蜘小壷三甲へエペ

菩蓋し煤煙三月牡へ韮11くそ鞋小龍心意呈出へ講余く韮自棄悼盤「中三へミ」 Ⅲ畢エペ遣嘗恒
三e蝉鮮)巾二、菩臣割増悼国へ軽鞘坤トミィ恥樫噴′ヽ縄迫田播嬢「白′ヽへユー⊥」軸的掴帥哨

諮ト三甲へ⊥K
旧∴卿雫欺く攫旧○¥懸姪「自らへユー⊥」細面草据鉦や三甲へ⊥K

宙く□1 1く霹そ巴小説も爆く哨小謡輯′ヽ醍三馬へK

」く　K出藍鞋難く馳誼く莱「帖堅田日米中田中ヽ)ト畦墜鞋韓旧識姪「口′ヽへ⊃-⊥」鞋蝦⊥′ヽ罷型’

畏担’寵白く巾瞳韓馳叢副へ雫娘⊥K
轄醐講悼固く鞋=攫揮⊥礁′ヽ劉固自縛推蛤やミ甲へ⊥K

殿田霊堂煙く週韮111米く○’ 1 1埋却迎亜中米」く○壁Ⅱ酌1米」く口　中ヽ1ト三組蜂聖剖曲e煙糾小川
上申ミ軽舟十三雫姫⊥K

ヰ∴鞋軽部へ畢単性「亀轍十三攫謹く日脚「整頓轟へ蕪へ¥鞋蜜月′ヽ)上表=在国K三甲へ⊥K

無菌∴幾重在国画壇H馳せ酷抑く十把へ川咄=瑚出国へK榔爪晴K山へエペ

龍岡城復旧工事経費仕講書

名　称 ��I|｢�単位 �%���幵�計 儖X��ﾖﾂ�

土塁及濠復i日 ��一式 ��5,000,000 傚ﾉ7亶���7鼎S�����

石垣修理 鼎���米2 ��"ﾃ����4,800,000 �>�����6�7凩ｸ自Zｨ/�ｭﾈ-��

大手鉄筋コンクリート橋 ���箇所 ��ﾃs��ﾃ����1,700,000 佝�ｭCゅ�YYﾘ輯BﾃsYy8ｫ�m��"�

通用門木橋 ���II 都��ﾃ����700,000 佝�ｭC2繹6ｩ��Yﾘ輯"綯�

鉄筋コンクリート水門壁 ���II 塔��ﾃ����800,000 ��

濠水取入用暗溝 �#��米 迭ﾃ����100,000 佝�S��x5(984�8ｨ�ｸ6xｬyyﾙ�ﾙ�Y�x��甸�

鉄筋コンクリート堰 ���箇所 �#Rﾃ����25,000 ��

植樹及雑費 ��一式 ��1,000,000 ��

人件費監督其他 ��II ��1,000,000 ��

計 �� ��15,125,000 ��

ー19-



"軟束∽

「龍岡城五稜郭の歴史」
田口小学校の生徒が作った年表(昭和49年で終了)

慶応2年　1866

明治4年　1871

明治8年　1875

明治31年　1897

昭和4年　1929

昭和7年　1932

昭和5へ10年

昭和8年　1933

昭和9年　1934

戦争中

昭和20年　1945

昭和20年代半ば

昭和30年代半ば

昭和40年　1965

昭和48年　1973

昭和49年　1974

龍岡城の築城工事が終わる。

龍岡藩廃藩

建物は御台所を残して売られたり取り壊されたりした。

表御殿→佐久市落合時宗寺本堂

書院→佐久市野沢小池さん宅

納戸→佐久市中込山岡さん宅

束通用門→佐久市野沢成田山の門

書院の門と塀→田口宮代丸山さん宅

御台所は大きすぎて売れずに残る。

お堀には土るいの土が少し入れられ大手橋付近のお堀は完全にうめられた。

御台所が村に寄付された。

五稜郭の中はほとんど畑となる。

お堀は使いみちがなく、しだいにゴミすて場になった。

悪臭が漂いそれを消すために土が放りこまれた。

それが、 5年10年と続くうちに堀はいつしかうめられ、何とか畑に使える見通しも出てきた。

農民たちは土るいをこわし、その土を放りこみ、桑の木を一面に植えた。

お堀も畑に変わった。

「招魂社も大事だがそれより堀を復元して、普通の龍岡城にもどそう」

「龍岡城は、函館五稜郭とともにわが国でたった二つだけの五稜郭である」

佐々木鉄之助　大工原滝三朗　田代常

「龍岡城の堀をもう一度掘りおこそう」田口村の人たちが村をあげてこの運動にとりかか

った。ツルハシとクワ、モッコだけが復元作業の道具だった。掘り起こされた土はモッコに

かつがれて堀の外へと運びだされた

全く人力だけの作業だった。村の主婦たちも応援しにきり飯やサツマイモをふかしてはげました。

五千人の村人の心が一つなっての作業だった石垣も修理された。

二年がかりで昔のようなお堀や石垣に戻った。

文部省から史跡に指定された。新しい大手橋ができた。

龍岡城の復元は村人だけでなく佐久のすべての人たちから歓迎された。

戦争中お堀の東側南側は水田になってしまった。

大手橋付近から、石橋まではお堀だったが、水があったりなかったりの状態だった。

終戦

戦後の食糧がまだ少なかった時代少しの空き地も許されず、お堀(東側　南側)は水田

にされていた。

田んぼをやらなくなってから、お堀はほうっておかれた。荒れ地になり、アシやヨシが生い

しげり、石ころだらけのゴミ捨て場に変わっていった。

周辺の地元住民から「ちょっとひどいなあ」という声が上がりはじめた。
「国の史跡地だからなんとかしてほしい」と町へ環境整備を訴えた。

「このままでは五稜郭がまた荒れてしまう」住民たちがスコップやカマを持ち集まり

城の清掃作業をした。

雑草をきりひらき、土や石を取りのぞいた。ゴミは連日トラックで何台も運ばれた。

南側の堀には耕運機も入れて土をすっかり耕し、漏水を防ぐ手だてもこうじられた。

48年秋から半年がかりの大仕事だった。

『龍岡城五稜郭保存会』の設立(一月)

「地元にある史跡・歴史的な文化遺産を大切に保存し、のちの世に残したい。

みんなで龍岡城五稜郭を守っていこう」定期的な清掃作業・草刈り作業

49年夏お堀に水が入った。魚の放流。
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第Ⅲ章　穴門排水口石垣修理工事に伴う調査

第1節　穴門排水口の概要

1.排水口石垣の構造

(1)概要

穴門排水口の石垣は水堀の終点に位置し、堀の深さの1/2強(下流では1/3)まで石積みの堰を築き、

これより上部は通水部を狭めて、さらに石垣を築く。

通水部の上流側には幅15cm程度の溝が彫られており、ここには堰板を落としこんでいたものと推測

される。

堀の側壁を成す北面と南面の石垣の裏は、ともに土坂を築いて納めている。

石積みは安山岩(佐久石)を用いた切込接ぎ布積みを基本とし、部分的に亀甲積やその崩しのよう

な目地模様が混入している。

排水口石垣修理前　上流側　　　　　　排水口石垣修理前　下流側

(2)堀の主要な寸法

区分　　　　上流側

上幅　　　　5.85m (19.3尺)

下幅　　　　4.5m (14.9尺)

深さ　　　　2.5m (8.2尺)

下流側

5.85m (19.3尺)

4.05m (13.4尺)

3.15m (10.4尺)

石垣修理前　上流側水替え工事

通水部

幅2.42m (8尺)

長5.45m (18尺)

1.06m (3.5尺)

水深　　　1.2m (4.0尺)

(3)水坂口と放水口

水抜口:堀を仕切る石垣の上流面の堀底に接して水抜きのための穴が設けられている。

周囲の積石の仕上げや目地模様から見ると、積極的に後世改造されたようには見えないが

改造の可能性も否定できない。

放水口:堀を仕切る石垣の下流面の下方に放水のための穴が設けられている。

周囲の積石の使い方や目地の模様から、後世の修理もしくは改造の痕跡が見られる。

現在の穴の向かって左下にも欠き取り穴のようなものがあり、旧状は不明である。

(4)堀底の構造
・堀底の断面状況

上層:厚10cm程度の砂利層で、この上に石垣の根石を据える。

中層:厚6へ10cm程度の黄色粘土層

下層:褐色の粗い砂・砂利層で栗石のような礫も混入する。

所見

下層は雨用の堆積土と推定され、中層の粘土は防水を目的に人為的に敷かれたものと推測される。

この上に砂利層を設けて根石を据えているので、中層の粘土は石垣の裏面で防水層として立ち上げら

れているか、石垣の裏込め材中に粘土が混入されている可能性もある。

ー22「





2.破損の状況

(1)概況

排水口とその周囲の石垣については、上流側では水面より上の部分、下流側では河床より上の部分

に変形が見られる。

特に中央通水部の側壁を成す石垣は根石が沈下し、上部の石垣面の乱れが激しい。

原因は、堀水の漏水により、石垣の裏面に詰められていた土砂が流出したためと考えられる。

土砂の流出により、裏込めの栗石や各積石に施された飼い石がゆるんで石垣面に歪みが生じたもの

と推測される。

また下流の南側大隅部については、積石が広範囲で欠失している。原因は農業用水路建設時に土坂

の法面尻が掘削されて法面の土砂が流出したためと推測される。

(2)上流側

堀の水面より上部の狂いが目立つ。概して石垣上方が後退し、ほぼ垂直であるべき勾配が緩くなっ

ている。

この状態は、石垣の大隅部において直交する積石が後退し、石垣の内部が見える状態となっている

のでわかりやすい。

特に南側の大隅部では、上方の積石が大きく移動し、仰向いている。これは背後の土披表面が雨水

等で浸食されて流失したためである。

(3)通水部

北側の壁面の変形が著しい。根石が沈下し、本来直線であるはずの天端線の中央が大きく下がりこ

れに伴って、壁面が卒み出しており、崩壊寸前の様相を呈している。原因は壁面石垣の根石を支える

土砂の流失と考えられる。

対する南側の壁面では、沈下は少ないが、下流側で壁面が大きく石垣の内側に倒れこんでいる。

この原因は、この石垣に続く下流側西面を成す石垣が崩壊し、その裏側にあるべき土坂が著しく流

失しているためと考えられる。

(4)下流部

北面と西面北半分の石垣については、現状の河床より上方に石積の歪みが見られるが、変形の度合
いは小さい。特に西面は目地の模様や積石の一部に近年使われている矢穴を持つ石が用いられている

ことなどから、ここ30年程の問に積直し修理を受けた可能性がある。

西南南半分および矩折れに続く南面の石垣では、大隅部とこれより西方の積石の矢穴が著しく欠失

し、原形を止めていない。

この人隅部の原形は、上流側南隅と同様であったと推定されるが、末端の状況は不明である。

この破損の原因は、農業用水を引く際に石垣背後(南側)の土坂を削り取ったことによる裏込め材

の流失と考えられる。

なお、西面南半分は後世の積直しにより積石が入れ替わり、各目地に隙間を生じている。また、西

面石垣の現況河床付近には、凍害により破損した積石が3石見られる。これらの劣化部分から堀水が

流れ出しており、さらなる劣化を招いている。

3.修理方針

(1)石垣面の歪みのみられる上半については、解体・積直し修理を行う。

(2)原形の不明な下流側については、西方へ続く石垣の残存状況を修理工事の際にさらに調査し、

その状況に応じて整備計画を立案し、文化庁と協議のうえ、施工へ移す。

(3)石垣の解体に際して石垣内部の在来工法を調査し、これに倣って石積みや裏込め工事を実施す

ることを原則とする。

(平成18年2月「平成17年度　史跡龍岡城跡排水口石垣調査業務成果品」財団法人　文化財建造物保

存技術協会より抜粋転載)
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第2節　穴門排水口石垣修理工事経過と結果

(平成16年度)

2004/7/17

(平成17年度)

2005/11/20　工事着工

2005/11/22　文建協指導

調査工事

石垣測量図化

調査管理

臼田町教育委員会龍岡城跡石垣改修工事申請

史跡龍岡城堰排水口石垣調査業務

施工業者準備工

着手時打合せ(田口小学校教頭、保存会会長、文化財課(課長・係長) 、石材会社、

㈱文化財建造物保存技術協会(以下、 「文建協」とする) )

石垣脚部は土砂に埋もれているため、これらを撤去し、石垣の全面を現す。石垣測量

と調査が終了したのち堀内の土砂を埋め戻す。これらの作業に必要な締め切りと水替

え工事および仮設を行う。

調査工事で現した各石垣面の立面と平面を写真測量し、図面化する。排水口石垣周辺

の平面(36×30m範囲)を測量し、図面化する。

黒門西に設けた仮設橋

2005/12/1　文建協指導

堀内土砂撤去

堀の深さ

石組み暗渠排水

指示事項

仮囲いと進入路 通水部D面石垣と堰板溝

上下流共、堆積していた土砂を堀底まで撤去を確認。

石垣天端から堀底まで、上流側で約2.6m (8.5尺) 、下流側で約3.3m (10尺9寸)

となっている。

上下流の石垣面下部に水抜き口があり、現在は土砂がつまっている。

12月5日に五味盛重先生の指導後、 6日から測量作業に入る。先だって、石垣上の土

嚢をはずして天端石を現し、南側の土技法面の草木を刈って現す。

平成18年発掘調査　排水口上流側石垣　表土除去状態
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2005/12/5　文建協指導

2005/12/16　文建協指導

2005/12/19　文建協指導

五味盛重先生による現地指導。

測量作業　　　　6日から測量作業に入る。

調査工事終了後の仮設物引き上げ状況確認。

調査終了　　　調査工事完了に伴う関係者による現地確認。

寧∴料三音音
上流側(F.G.H面)掘り下げ　　　　下流側(B面)掘り下げ

北岸土塁上面表土除去

(平成18年度)

2006/6/1

2006/7/4　　文建協指導

修理範囲と内容

C面積み工

仮設計画

発掘調査

2006/7/13　仮設計画

2006/7/23　発掘調査事前

打ち合せ

2006/7/25　文建協指導

仮設計画

工事期間

2006/8/　　発掘調査

7へ23

北岸土塁表土除去(上流束より) 南岸H面土塁表土除去(西より)

平成18年度文化財国庫補助(史跡関係)交付決定

石垣の修理範囲の確認。

積み石の実測。

仮設計画策定に必要な周辺部分の確認・実測。

修理範囲は昨年度に実施された調査業務報告書の中で示された範囲とする。

石垣が欠失している西南大隅部の復元は　今回は取り扱わず、現状維持修理とする。

搬出入り口となる黒門の石橋は　昨年の調査業務時に実施した程度の補強を行う。

佐久市教育委員会は工事着手前に石垣表面の現況を記録し、堀底の状態を調査する。

また石垣上面ついても、解体範囲内の表土を取り除き、その状況調査する。

石垣解体中には一段解体するごとに、その平面状況を写真にして記録する。

大型重機を使用する方向で計画を見直し、石橋に負担を掛けない仮橋を設定する。

調査指導者、地質石質鑑定者、県文化財担当者、文化財課

大型クレーンを石垣西側の河川敷に設けて石積みを行う。

仮設費用がかさみ、単年度では困難なので、 2カ年継続工事の可能性を検討する。

文建協より「修理工事実施設計業務」履行期間延長の契約変更申請。

排水口付近の土塁部分、排水口通水部分の表土を剥ぎ　裏込めの確認のため、石垣の

上面を現す。トレンチセクション図、石垣上面の平面図を作成する。
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2006/8/25

2006/8/30　文建協指導

工事の分割

2006/9/13

2006/10/23へ

11/22

2006/11/7

2006/11/20

2006/11/24

文建協指導

発掘調査

工事着工

文建協指導

安全性の確保

石垣工事

D・ F ・G面石垣(跳ね出し石・天端石)平面図

架設工事の費用が大幅増となることが判明し、単年度の事業を2カ年の継続事業とし、

工事は単年度発注を前提に工事計画を組み直す。

初年度で　南側の半分、次年度で北川半分を工事することとした。

中学校側に石置き場と中型クレーンを据える作業場を設置。

2カ年の継続事業とすることが認められたので、この方向で設計を詰める。

8月に続き、排水口周辺の表土掘り下げる。西下流域からの多量の近現代遺物を回収。

A・C・Eトレンチセクション追加

施工業者　施工計画書作成

工事着手に際する打合せ。

工事現場が田口小学校の校内に当たるため安全性の確保に努める。

石垣工事の石屋は「史跡またはこれに準ずる近世城郭石垣の実績が豊富でかつ優良で

あるもの」とすること。工事範囲と内容を確認。石垣の裏込めについては内部状況を

調査確認しながら解体範囲を決定する。

D面のD l右列除去後裏込め

D面の最下D 3右列東側

D両調査風景 E両側通水部掘り下げ

D面のD 2石列裏込めとモルタル　　　　　D面のD 2石列のモルタル

D面の最下D 3右列西側
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2006/12/16　仮橋設置

2006/12/12　小学校と打合せ

2006/12/16　文建協指導

計画変認申請

2006/12/25　文建協指導

監理の体制

黒門仮設橋設置

田口小学校と打合せ(文化財課、施工業者)

施工打合せ(文建協、文化財課、施工者)解体調査・粘土材料等

計画変更承認申請、本年度施工監理範囲を概ね南の半分の範囲に縮小。

解体準備と仮遣り方を終え、五味先生の指導を受ける。

解体中に石垣一段ごとの状況を撮影し、記録する。通水口については構造の確認調査

と内部の土の採集を行う。残土掘削、搬出、処理

E面のE l右列西側と裏込め

石垣解体仮遣り方(下流側)

`　’　　　..、_¥’¶m (

E面E l右列東側の裏込め

石垣解体仮遣り方(上流側)

E面E l石列東側の裏込め

E面石垣解体準備終了

E面のE 2右列と裏込め

単　　調艶　　　鰹露

∴’∴云二∴
E面のE l石列除去後の裏込め　　　　　　E面の最下E 3石列東側
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平成19年

2007/1/9

2007/1/11

2007/1/13　文建協指導

解体準備工

石垣解体工

2007/1/20　文建協指導

排水口裏込め

石組み暗渠

粘土層

石垣の修理年代

漏水防止層

修理範囲の変更

補足粘土

除雪、足場工、仮設水替工を始める。

B ・ C面起工測量、丁張り升目工。

五味先生による石組み時の形態および基準の検討。番付、基準柵目は仕様書の通り付

されていた。

設計書にもとづいた仮遣り方が設けられていた。

石垣解体工に入る。へ22目

石垣解体後の状況に付いて五味先生の指導を受ける。

石垣の裏側にモルタルを飼い込んだ箇所があり、裏込めは砂礫が大半で、ビニール製

品や近年の瀬戸物などの遺物が混入している。

排水暗渠の蓋石のうち、中央部の3石は石垣の築石が転用されており、暗渠内は泥状

の土砂が充満し、流水不可能状態である。

今回解体した部分には漏水防止層が皆無である。裏込めをさらに掘り下げて、漏水防

止層を確認する。

石垣内部の異物の様子から昭和40年代頃に修理されたものと推察される。

石垣修理に当たり、漏水防止層(粘性土版築)を設け、止水防止効果を高めるために、

止水シートを挿入したり、通水部の石垣(D ・ E面)を支える盛り土にセメント系硬

化材を混練して強度を高め、石垣の沈下を予防するなど現代的工法の併用も必要と思

われる。

五味氏の指導をもとに、修理範囲の変更に必要な実測を行い、写真を撮影。

補足粘土の透水性、試験結果の報告では、 24時間の経過では、水位の差はなく、石垣

裏に用いる止水用粘土としては問題はない。

解体終了　石組み暗渠検出 石組み暗渠内には泥土が充満 石組み暗渠(北より)

石組み暗渠とG面(西より)　　　石組み暗渠　蓋石下面とその周囲が

加工されている。 (南より)
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2007/1/23　文建協指導

発掘調査の

必要性

取り替え石材特定

実測作業

計画変更の必要

2007/2/2　　文建協指導

発掘調査

変更計画書

2007/2/2　　発掘調査

へ2/20　(第8へ10図参照)

五味氏の見解を報告。

築城時の裏込め工を確認するため、堀を横断する方向にトレンチを中央に入れ、断面

を観察する。現状の裏込め工は締まりがなく、この上に新しい裏込め工を築くことが

できないのですべて取り除く必要がある。その前にトレンチを入れ断面を調査し、

築城時の裏込め、盛り土層を確認する必要がある。

解体石材について、取り替えが必要なものを決定する。

残存する石垣の各部について必要な実測調査を行った。

発掘調査期間の増、修理範囲の拡大が見込まれるので計画変更の手続きが必要とな

る。

文建協より、五味先生の見解を説明。

発掘調査の目的、位置、範囲について調査係から説明。

2月末までに変更設計書を文建協で作成する。

排水口に南北のトレンチを設定し、排水堰の構築土の確認をする。石組み暗渠の北隣

に粘土に包まれた木樋を検出する。止水防止粘土層が所々で確認された。南岸の堤に

入れたFトレからは堤に粘土が貼られ「はがね巻き工法」という白色粘土が挟まれて

いる。

平成19年2月の発掘調査風景

堰に3本のトレンチを設定

B面北側の止水用青灰色粘土

Cトレンチ北側5層 Cトレンチ南側5層

Bトレンチ北側下部に黄褐色粘土　　　Bトレンチ南側下部に黄褐色粘土

B面南側の止水用白色と青灰色粘土
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2007/2/9　　文建協指導　　　発掘調査の成果の説明と確認

1.近年の改修は広範囲に及んでおり、石組み暗渠施設も据え直されている。この時期の盛り土は砂質で　ビニール片

や陶磁器片が多量に含まれており、締まりのない不安定な土である。

2.上流側の東面(G面)の石垣裏にはモルタルが充填されている。積み石の艦(とも)飼い石に用いたコツパ(割石

片)の使い方がごく最近の施工であることを物語っている。

3.石組み暗渠の天端石(蓋石)は通水部の敷き石を転用している可能性がある。

4.古そうな盛土層は、中学校側の下部と対岸に一部残っている。東面(G面)の石垣の裏側には茶褐色粘土の粘土層

が残り、それより内部には栗石が混入した粘土層が残っている。

5.中学校側の通水部の石垣の下方に粘土層が残っており、止水を目的に施工されたものと考えられる。

6.石組み暗渠の北隣(小学校寄り)に木製の通水施設のようなものが検出され、周囲は青灰色粘土で覆われている。

7.この位置は、下流側の西面石垣に設けられた石組み暗渠排水口(B面)の北隣にある穴に通じていると考えられる。

8.対岸下流側の南面土塁の中から高さ1.2m程の石垣(南裾石垣)が検出された。その積み方により、修理されたもの

か、後世新たに築かれたものと考える。 (農業用水路を整備した時法面の崩壊防ぐ目的で築かれた可能性がある。)

9.木製通水施設については、築造当初の可能性があるので　その構造や下流側の石垣面に開いている口に通じている

か否かを調査すべきである。また上流側では石垣の根石より下に位置しているので　石垣面の上流側に何らかの施

設があった可能性がある。

排水口(堰)北側

H面裏込め(西より)

A面とB面入り隅部裏込め

石組み暗渠の隣下にある木製埋設物と　木製埋設物が通じる位置にあるB 7-1

脇の青灰色粘土

H面野面積み部裏込め　　　　　　H面の根石と築城当時と思われる

裏込め

ー32「

石の下の穴

H面根石の裏には近年の遺物は含まれ

ていない

閏
圏
閣
閏



10・石組みの暗渠施設については蓋石や側石に通水部の敷き石を転用した可能性があるので調査する。

11・ 「はがね」とはこちらでは田んぼの止水効果を高めるために、施した帯状の粘土層を言う。龍岡城の「はがね巻き

工法」もこのような止水層の意味と考えられる。

12・陸軍が築城本部を作り、各地の城の調査を進めた。その延長線上の史料が「昭和8年10月」の記のある「復旧計画

要領書」といえそうである。

13・対岸下流側の南面土塁の中から高さ1・2m程の石垣が検出された。その積み方により、修理されたものか後世新たに

築かれたものと考える。 (農業用水路を整備した時に法面の崩壊を防ぐ目的で築かれた可能性がある。 )

14・高遠の石工は本来加工石工で墓石や石像を作っていた。これが石垣石工に変わっていくのだが、龍岡城を含めて

周辺の石文化はその過程を物語る文化財であり、見直しが必要。

2007/2/20

2007/2/26　石組み暗渠施設

2007/3/13　計画変更申請②

2007/3/15　施工打合せ

2007/3/31　計画変更承認②

計画変更承認通知

昭和9年5月1日の指定当時に石組み暗渠施設は存在していたと思われる。

対岸土塁側の近年の裏込め土が不安定なものならば石垣を安定させるために必要な範

囲は修理すべきである。土塁部分が指定外であっても指定範囲内の石垣を安定させる

ために必要ならば修理対象としてよい。

年度内に工事完了が無理なため、繰越明許事業となる。

今後の方針について(文化財課、監督員、施工業者)

計画変更承認

B面の裏込めと粘土

Gトレ全景

2007/4/18　文建協指導

1.小学校の対岸側土塁尻に検出された石垣は存置し、その裏込めを残して内側にある近年の盛り土を取り除く。

本日午後より調査員を入れ、旧盛り土の残存状況を確認する。

2.今後の工事日程は発掘終了後、連休明けから石垣の解体に着手し、続いて石積み工を進め、 5月末には石垣工事を

終えたい。
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2007/4/20　発掘調査を進める。

2007/4/27　現地協議　　　　石垣裏の盛土撤去および発掘調査が終了。現地確認と課題の協議。

築造後の修理履歴の概要

1.昭和初期に石組み暗渠が設けられ、これに伴う工事によって石垣内部の構造体が大規模な改修を受けた。

2.この後G面北側とH面の石垣が根石をのこして、上部を修理された。時期は不明。

3.この後石垣に沈下や変形が生じ、昭和40年代後半以降に上・下流面を修理した。

4.農業用水路側の石垣を昭和40年代後半へ50年代前半にかけて構築、その後50年代後半には土砂に埋まった。

築造時の石垣内部の構造

1.石垣裏には粘土が上流側で4層、下流側で3層に築かれており、その奥行きは石垣表面から上流側で1.8m、下流

側で1.7m程度である。この粘土層は上流の土塁へも続いている。

2.上記の粘土層内部はシルト・粘土・礫を混入した人為的盛土が築かれている。

石垣の基礎工法

1.平成17年度の調査では根石の下には黄色粘土層が確認された。しかし、粘土の上に直接根石を据えるだけでは石

垣が変形するので、根石を支えるための何らかの地業が施されていると考えられる。今回、根石一石を選んで取

り外し、その下の状況を調査した方がよい。 (五味)

その他

1.近年の南裾石垣は土塁尻の処理に必要なのでこのまま残す。

2.上流側では築造時の石垣裏込めと粘土層との取り合いが不明なので　今後の石垣解体に際し、明らかにする。

3.粘土層を3へ4層に築く意味が現段階では分からないが、石を積む際は奥行き寸法を踏襲して粘土層を築く。

また残存している粘土層は出来るだけ保存する。なお石垣裏30c皿位は粘土のなかに出来るだけ栗石を入れる方が

強度が出ると思われる。

4.石組み暗渠については、昭和初期に作られたものであることが判明したので、調査して取り外すことが理想的だ

が、工期的に問題が生ずる。

5. D面・ E面の石垣を粘土だけで支えると、すぐに石垣が変形することは明らかなので、石垣の下に平たい雑石の

ような石を据えて石垣を支える。

2007/5/9　　現地協議　　　　予定範囲の石垣解体作業が終了。現況確認と今後の石積みついて

1.南裾石垣の実測、暗渠施設から南の構築土の確認をする。 G-4面の石垣の高さでは裏込めに添って粘土層が確認

された。

2.石垣裏の盛土撤去および発掘調査が終了。

3. H面の入り隅部に築造時の裏込めが検出された。奥行きは石垣表面から3尺ほど　長さ5へ6尺の範囲で、大き目

の栗石を小橋立てに詰め、間に小さい川原石と粘性土(シルトと粘土混合土)を詰めている。根石の裏は砂と粘土

であるが、本来は川砂だけで、後年内部の粘土が吸いだされてこのようになった可能性がある。

4.石組み暗渠の蓋石下場から53cm程下に溝底が検出された。これは栗石を敷き並べた層で、栗石間にはヘドロが詰ま

っているが、地山を掘り込んで栗石を敷いたものと思われる。

5. B面の石組み暗渠排出口周囲の石組みは安定していると思われる。

6. G面の根石下部の調査は全体的に総持ちで安定しているので、一部を取り外すと復旧後沈下することが懸念される

ので、今回の調査は見合わせる。

7.裏込め工の奥行き寸法は、石垣表面よりG面・H面で0.6m (2尺) 、 B面・ C面で0.9m (3尺)とする。なおH

面で新補材(控長0.6m)が入る所では奥行きが増えてもよい。

8.粘土層の奥行き寸法は　石垣表面より、 G面・B面で1.8m (6尺) H面・ C面で1.5m (5尺)とする。

9.石組み暗渠は、上流側の蓋石3石を取り外して、中の土砂をさらい、粘土を詰めて止水する。同様にこの範囲の暗

渠側石の両脇も後世の盛土をさらい粘土に入れ替える。石組み暗渠の周囲に薄く粘土を巻き、これをベントナイト
・シートで覆って止水する。
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盛土を除去(西より)

南裾石垣発掘調査風景

G面G- 5列のモルタル　　　B ・ C両人隅部根石の飼い石と裏込め

は築城時か

南裾石垣(南西より)

G面とH面の大隅部に残る築城時とみられる粘土層と南岸の堤に残る粘土層

南岸堤の粘土層はFトレンチまで続く。

2007/5/18　裏込め工法

H面の通り

D面・ E面石垣下

の粘土の厚さ

G面

南裾石垣東端

排水口南側で面的に確認された粘土範囲

上は北より、下は南より

積石を安定させるため、大きな飼い石の問にも小さな栗石をたくさん詰めたので、盛

土が間に入らなかった。 →強度的に問題はない。盛土は後年流出して変形の原因にな

るので、今後もこの方法でよい。

大隅を仮積みし、 2部勾配となった。 H面東端先の野面積みは4分勾配である。

→東端を3分勾配にし、大隅2分からねじって納める。

通水部の粘土の厚さ→葛石より下に1尺は欲しいので葛石上端より50c皿下がりの間に

粘土層を設ける。

G面の下から3段目の中学校側大隅2石は築城当時のままと考えられる。
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2007/6/11　最終確認　　　　主要工事が終了したので現地での最終確認および協議を行う。

出来形設計図を作成し提出する。

石組み暗渠の東端に粘土を充填

G面から石積みを行う

B面石組み暗渠

石積み工(下流側)

B面の暗渠排水口は安定している

ことが確認される。上流側のD面と

E面の石積み検討の結果をもとにB

面の勾配を決定する。

石組み暗渠を粘土・シートで覆う

H面の裏側地業

石積み工(上流側)

石組み暗渠のG両側3石の蓋を取

り、中に粘土を詰めて止水する。暗

渠全体は粘土・防水シートで覆う。

石積みはG面から行い、築城時に倣

って、裏込め、粘土、盛土を構築し

た。

上流側のH 3列まで復元

B面を積む、 B6-6は新材にする　　　　　　B面とC面の裏込め
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(平成19年度事業)

2007/10/4　現地打合せ

解体工事

1. A面・ F面については最小の範囲で設計する。

2・石垣の内部については裏込め栗石の奥行きの分までの解体とし、工事の状況により、必要な変更をする。

3.南岸および通水部の石垣は昨年度と同様の施工をする。

4・通水部については、堀水の侵入による石垣の変形と下流面への漏れをできるだけ少なくするために、通水部を横

断してD面・ E面の石垣裏込め裏で立ち上がる形状にベントナイトシートを入れる。シートは積石二段目まで立

ち上げる。

5・上流側の堀底に水漏れを防ぐため、粘土を補足する。下流側は掘り下げた土砂を旧状のように埋め戻すのみ。

6.通水部上面にも粘土層を形成し、粘土の表面に砂利を叩き込んで流水による浸食を予防する。

7.南岸法面と石垣上面は、盛土の流失を予防するため、植生シートで覆う。シートはワラ芝系とする。

2007/10/17　設計図の確認

2007/12/26　小学校と打合せ

(平成20年)準備工

2008/1/8　　文建協現地指導

2008/1/16　安全性の確保

石垣工事

2008/1/19　石垣解体

2008/1/20　石垣仮積み

2008/1/21

2008/1/22

2008/1/23

現地打合せ・施工業者着工

田口小学校と打合せ(施工業者、文化財課)

水替工、敷鉄板、土嚢除去

工事区域内に生徒が入ることのないよう仮囲いを確実に設置すること。

工事範囲と内容の確認

石垣の裏込めについては内部状況を調査確認しながら解体範囲を決定する。また裏込

めに用いられている粘土については施工時に凍結しないよう養生方法を検討する。

上記の粘土については昨年同様に、土質検査を行い、その結果を報告すること。

解体準備工、仮遣り方設定工

石垣解体工F面・ G面、跳ね出し石解体、裏込め解体、残土搬出、石材整理工、取り

替え石材調査

F面・ G面仮積み

A面・ B面解体工、跳ね出し石解体、裏込め解体、残土搬出、石材整理工、取り替え

石材調査

石積み工　A面仮積み、 B面勾配修正、 G. F面石垣積み工・裏込め工

石積み工　A・G・F面石垣積み工、裏込め工
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2008/1/23　文建協現地指導

1.石垣解体および石積み状況の確認、 D ・ E面脚部の納め方協議。

2. A面・ B面・ F面については設計範囲が解体されていることを確認。

3.解体範囲の裏込めには　粒径15へ20cm位の川原石と粒径3cm位の川砂利が使われていた。

4.その裏側の盛土には粒径3へ5c皿の川砂利が混ざった土砂が使われており、粘土はみられなかった。今回解体し

た積み石では取り替え必要なものはなかった。

5. D ・ E面の根石下端の通りはかなりの凹凸が生じるので各面での最も低い根石の下に、止水用のベントナイトシ

ートを敷き込み、この上に平たい飼い盤石で高さを調整しながら根石を据える方法を試みる。

2008/1/24　石垣積み工　　　A・ B ・ F面石垣積み工、裏込め工、補足粘土、補足土工、 A. F面跳ね出し石仮振

2008/2/4　　石垣積み工

2008/2/9　　文建協現地指導

2008/2/13　文建協現地指導

2008/3/18

り付け

石垣積み工、裏込め工、粘土補足土工、 D面下乗石・ベントナイトシート工

各面の仮積み状況の確認

石積み状況の確認。五味氏の指導

石積み状況の最終確認。五味氏の指導、出来高寸法実測

出来形検査(佐久市検査課)竣工

積み工　E面

積み工　G面・D面出隅部裏側　　　　積み工　D面・ B面出隅部裏側

通水部敷石(E面を見る)　　　　　C面の土嚢養生と上面の土盛り

竣工　上面に芝を張る
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第3節　穴門排水口発掘調査の結果

まず石垣の上面の観察のために、穴門排水口付近の石垣を堀に平行して14m、幅12m範囲で表土を

剥いだまた裏込めの厚さを見るために、石垣を壊さない程度の狭いトレンチを入れ確認した。第10

図に示したが、石垣上方は河床礫を主体とした裏込めであり、 H面のAセクション面のみ18層のシルト

と砂が込められていた。裏込めの幅は石垣の全面から1mへ1.5mである。

石垣の解体作業に入り、 D ・E面の通水部の石垣の解体を進める。その中で、構築時ないし昭和8年

の陸軍の復旧の痕跡を確認するため、水門に南北3本のトレンチを設定した。その結果、水門を構築し

ている5層は粘質土ながら、土の中には陶磁器、ガラス、ガラス瓶、ビニール、プラスチック、金属を

含んでいた。陶磁器はかなり多量である。この5層は通水部D ・E面の石垣上面から約2m下まで及ん

でいた。その地点からは石組暗渠が堀と並行して検出された。上流側G面の下にある排水用とみられる

水抜口と、 B面の放水口をつなぐもので蓋石は長さ60へ84cm、幅30へ50cm、厚さ18へ28cmの扁平に

加工された石を並べている。暗渠の内口の大きさは32cm四方である。石組暗渠の側面まで5層が及ん

でいる。暗渠の側面と上部からプラスチック容器の内蓋や、ガラス片、青色のガラス瓶片が出土して

いる。暗渠の蓋石には、跳ね出し石を転用した可能性がある石材もあり、構築時のままではないと思

われる。

しかし、第11図にみるように底面付近には12bの青灰色粘土が見られ、後世の影響は受けていない

とみられる。この石組暗渠の北に並列して、石組暗渠の底面と同じ高さに木樋とみられる木片が12b

の青灰色粘土中に見られた。これは下流側B面石垣にみられた石組暗渠の口のほかに北に開く口と一致

している。ただ上流側のG面石垣では口が確認出来ていないがBトレンチ地点では粘土と木製埋設物

の一部の木片がみられる。

第12図に示したが排水口の南裾からは石垣が検出された。南裾石垣としたが長さ10m、高さ1m、

裏込めを含めた幅約1mを測る。南の水路と方向が一致していることから、水路による堰の崩壊を防ぐ

ために設けられた石垣であろう。南裾石垣自体は切断していないので遺物は出土していない。五味氏

の見解では新しいものとしている。

第13図は　5層除去後の土質図で粘土の「はがね巻き工法」を確認したものである。 B面でB6列

のレベルで石垣の面から1.1mの内側に幅1m、中央に0.3m幅の白色粘土を入れている。 G面ではG 5

列レベルで石垣面から1.2m内側に0.9m幅で同様に白色粘土を挟んでいる。 H面のH4列レベルで石の

面から1.8m内側に0.9mの幅で粘土を持ち、中に白色粘土を挟んでいる。

石垣の裏込めの背後に1m幅に粘土を貼り、そ

の粘土の芯に幅30c皿の異なる白色粘土を挟んで

いる。佐久地方では水田の水漏れ防止として在来

で行われている方法である。対岸にあたる堀の南

岸に設けたFトレンチも同様に粘土層が検出され、

南岸の堤にも「はがね巻き工法」がなされ、水漏

れ防止をしていることが確認されている。

裏込めは栗石が詰められていたが、構築時のも

のと見られる裏込めが2か所にみられた。その一

つは第14図に示した。 H面の石垣のH6列レベル

で部分的に確認された裏込めである。この部分は B面石垣　築城時の裏込め

石垣の面から幅1mの裏込めであり、飼い石と裏込めの確実で念入りな仕事から築城当時とみられる。

また同様にB面とC面の大隅部にあって、 B6列の下レベルとC l列下レベルでも築城時の裏込めが

残っていた。

これらにより、穴門排水口は築城時に堰として構築され、明治の廃藩後、堀は埋められて桑が植え

られた(南佐久郡の古城址調査の図参照) 。昭和8年から2年がかりで陸軍築城部本部により、旧状
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に戻された。このときの陸軍の「復旧要領書」では、水門は「新設コンクリート作り」としているが、

今回の調査で、下部の粘土や裏込めに築城時のままの部分が残っていることから、上部のみコンクリ
ート造りで復元したのと思われる。そして、第二次世界大戦の最中、堀の束・南側は水田耕作され、

戦後も20年代半ばまで同様であった。 (P20　史料3小学生の年表)戦時中は水堀としては機能しな

いものの水のたまる状態であったことは確かで、また秋になれば排水の必要もあったとおもわれる。

この堰は昭和28年に修理が必要な状態であったことは確かである。昭和28年田口村公民官報に「五稜

郭石垣修理なる」の見出しで、桝形石積、濠の石積3ヶ所、水門暗渠1ヶ所とある。 「水門暗渠1ヶ

所」は穴門排水口のことで、その写真に「五稜郭南方の払いまち」と注があり、穴門排水口が掲載され

ている。このときに暗渠まで手が加えられたようである。 (P16　資料29)

そして昭和48年秋半年がかりで清掃した(小学生の年表)とあり、この年は現在の田口小学校が新

築された年であり、関連して手を加えられたようである。ここには工事に関することはかかれていな

い。

これらから排水口は築城時には存在し、その後上面は崩壊し、昭和8年に復元され、昭和28年に石

組暗渠まで修理されていることになろう。

昭和48年にどこまで手が加えられたかは「南側の堀には耕運機も入れられて土をすっかり耕し、漏

水を防ぐ手だてもこうじられた」と小学生の年表にあり、土や石も取り除いたようであるから、穴門

排水口の表層はこの時に整えられたであろう。今回修理した構築土の中に戦争中の陶磁器が大量に含

まれており、ガラスやプラスチックも含むが、それほどに多くない。暗渠付近はこれらの陶磁器・プ

ラスチックの混入量が少ないことからも、昭和28年の修理が妥当とおもわれる。しかし、昭和48年の

範囲はつかめていない。

解体した石と石材の情報については、第15 ・ 16図に示した。また今回の石積工については第17 ・ 18

図に示した。参照願いたい。

龍岡城跡排水口出土木製埋設品(遺物番号1043)の樹種
高橋　敦(パリノ・サーヴ工イ株式会社)

はじめに

龍岡城跡(長野県佐久市田口)ば　江戸時代末期に築城された城郭であり、北海道函館市の五稜郭と同様の五苦星形

の西洋式城郭として著名である。

本報告では、龍岡城跡の用水排から出土した木槌とみられる木製品の樹種を明らかとするため、樹種同定を実施した。

1.試料

試料は、用水排から出土した木槌(1043;FF-1)の1点である。

2.結果および応札

木槌は、針葉樹のマツ属複維管束亜属に同定された。以下に、解剖学的特徴等を記す。
・マツ属複維管束亜属(Pinus subgen. DipIoxyIon)　マツ科

軸方向組織は仮道管と垂直樹脂道で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は急へやや緩やかで、晩材部の

幅は広い。垂直樹脂道は晩材部に認められる。放射組織は、仮道管、柔細胞、水平樹脂道、エビセリウム細胞で構成さ

れる。分野壁孔は窓状となる。放射仮道管内壁には鋸歯状の突起が認められる。放射組織は単列、 1-15細胞高。

分析に供された木槌(1043 ;FF-1)は節に相当する部分にあたり、本来の形状や木取りは不明である。本資料は　樹

種同定の結果、針葉樹のマツ属複維管束亜属に同定された。本州に生育するマツ属複維管束亜属は、アカマツとクロマ

ツの2程があり、アカマツは二次林等に広くみられ、クロマツは海岸砂丘等によく生育する。いずれも常緑高木で、木

材は軽軟であるが強度と保存性が高く、とくに水中にある時の保存性が高いとされる。木樋にマツ属複維管束亜属が利

用された背景には、木製品の用途を考慮した用材選択があったと考えられる。

引用文献
Richter H,G,,Grosser D.,Heinz l. and Gasson P.E. (編) ,2006,針葉樹材の識別iAWAによる光学顕微鏡的特徴リスト.伊東隆夫

.藤井智之〃佐野雄三・安部　久・内海泰弘(日本語版監修) ,海青社,70p, [Richter H.G.,Grosser D.,Heinz I. and Gasson

P.E.,2004,IAWA List of Microscopic Features for Softwood Identification] .

島地　謙・伊東隆夫,1982,図説木材組織.地球社,176p.
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築城時の裏込め範囲

H面石垣　6列目に残る築城時の裏込め(南より)

0　　1:与0　　1m

第14図　穴門排水口　H面の築城時裏込め図

穴門排水口土層説明

1.暗褐色土層(10YR3/4)ゴミ堆積層。ビニール等を多量に含む。

2,黒褐色土層(10YR2/3)土塁補修時の山砂か?

3.暗褐色土層(10YR3/4)ガラス・瓦等を多量に混入。大・小礫を含む。

4.暗褐色土層(10YR3/3) d)1へ5cmの礫を多量に含み、暗褐色の粘土ブロック少量混入。

5.灰黄褐色土層(10YR4/2)粘質土。礫を多量に含み、締まり無し。カクラン土。陶磁器・ガラス・ガラス瓶・ビニール・プラスチック・スチール

缶・アルミ缶を多量に含む。

6.灰黄褐色土層(10YR4/2) 5層中に粘土を多く含むもの。 5層より陶磁器・ガラス・ビニール・プラスチック・スチール缶・アルミ缶等は少ない。

漏水を防ぐ為の版築土。

7.石垣の裏込め。

8.褐色土層(10YR4/4)砂質土。ゆ15c皿大礫を多く含む。陶磁器・ガラス片を含む。

9.南裾石垣の裏込め。下部締まる。ビニール・陶磁器片等を含む。

10.褐色土層(10YR4/4)砂層。 (石組暗渠内)

11.花泥。 (石組暗渠内)

12.粘土層。

a.褐色土層(10YR4/6).にぷい黄橙色土層(10YR7/3)

b.青灰色土層(5b5/1)青灰色粘土。

c.白色粘土。

13.褐色土層(10YR4/4)地山。砂質土。

14.黒褐色土層(10YR3/1)表土。締まり・粘性あり。

15.黄褐色土層(10YR5/6)締まり・粘性弱い。砂層。

16.暗褐色土層(10YR3/3)締まり・粘性弱く、小礫を多く含む。

17.暗褐色土層(10YR3/4)締まり・粘性弱く、こぶし大の礫を含む。

18. H面石垣裏込め。シルト・砂混合土。

19. G ・H面裏込め。礫主体。

20.黒褐色土層　〈10YR3/2)締まりなし。砂質土。シルト質土を含み、大小礫を多量に含む。

21.灰黄褐色土層(10YR4/2)締まる。粘質土を多量に含み、シル上質土・砂・礫を含む。
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B・G面

北側

-ベントナイトシート

中央

【凡例】

-　現況断面図　案題　防水粘土

---○○--　設計断面図　　□　粘土

圏　盛土工　　　圏　裏込め・栗石

第18図　穴門排水日　石積工(2)
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第Ⅳ章　旧プール撤去工事に伴う調査

第1節　旧プール撤去工事に伴う発掘調査の経過
国史跡内のプール撤去・埋め戻し工事に際しては工事による破壊が行われないよう慎重に進める

必要がある。また、発掘調査により旧プール建設工事による破壊範囲・深度の確認するために工事の

前に本調査、工事に際しては立ち会いを行った。その結果旧プール撤去範囲は撹乱されており、築城

時の土層は確認されなかった。

(平成19年)

2007/4/20

2007/5/1

2007/9/14

2007/9/28

2007/10/17

(平成20年)

2008/1/

2008/1/15

2008/1/31

2008/3/4

現状変更申請

旧プール撤去工事(プールフェンスの外側1mを限度としてプールの施設のすべて

を撤去する。 )

旧プール解体許可

旧プールの北側の土塁との問にトレンチを設定し、掘り始める。

プールサイドのブロックをはがしトレンチを入れる。

各地点のトレンチを掘り下げ　埋め戻し、ほぼ終了する。

プール撤去

プール内のコンクリート下の調査。

プール南に石組暗渠を検出(砲台南石垣石組み暗渠) 。

新たに設ける排水溝付近の調査。

北東の井戸付近の調査。

第2節　旧プール撤去工事に伴う発掘調査"トレンチ
旧プール撤去工事が国の史跡内であることから、撤去・埋め戻しに際して、旧プール建設工事に伴

う破壊範囲を確認し、破壊範囲が広がらない様、工事前にプール外周にトレンチを入れ表土層を除去

し、撹乱範囲の確認をした。その結果、今回の撤去範囲には構築時の土層は残っていないことが確認

された。工事に際しては担当者が立ち会った。

第3節　砲台南石垣にある石組暗渠
プール短辺に当たるプール南端に石組暗渠が検出された。プール内はすでに破壊されて残っていな

い。第19図に示したが石垣と直交するもので、石垣外面からの写真(P58)をみるとよくわかるが外

側で長さ60cm、幅72cm、高さ50cmの石をくり抜いて凹型に加工し、凹型溝の接合部は南の石を凹に北

の石を凸にカットして整合し連続している。蓋石は幅70cm、厚さ16cmを測る。長さは分からない。凹

型溝の断面形はほぼ28c皿の正方形を呈する。石材は石垣と同じ凝灰岩である。

旧プール西側にトレンチ 旧プール撤去　南より
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A’

土層説明

1.黒灰色土層　20%シルトを含み3cⅢ以下小旗を少量含む。

2.オリーブ褐色粘土層

第20図　石組暗渠(旧プール撤去時検出)

▼砲台南石垣外側(西より)

石組暗渠・郭内(束より)

石組暗渠端部(束より)

石組暗渠アップ(束より)



第V章　黒門西側石垣修理工事に伴う調査

第「節　黒門西側石垣の概要

1.概要

龍岡城の西辺にあり、黒門の西側にあたる。佐久石(安山岩)を用いた切り込み接ぎの落とし積み

とし、石垣天端には、跳ね出し石を据える。

石垣上面に土塁を築き、背後は法面とする。落とし積みは過去の修理で改変されたもので、石垣の

東端の大隅部から約2mの範囲と西端の出隅部から約3mの範囲は当初と思われる亀甲崩しの布積み

が残っている。

2.石垣の寸法

区　分　　　　　　寸　法

跳ね出し石　　延長50.318m (166.0尺)

石垣上端　　　延長50.078m (165.2尺)

石垣下端　　　延長49.909m (164.7尺)

3.破損状況

(1)概況

黒門西の石垣は全体に石垣面の乱れが著しく、 「卒み出し」 「上部の後退」 「壁面の前のめり」が

連続して続く。このため石垣面は全体に波うった状態を呈している。

各積石は目地の開きが大きくなっているものや、積石のトモが下がったために目地位置で石垣面に

食い違いを生じている箇所が散見される。

石垣天端に据えられている跳ね出し石は積み石の変形の影響を受けて通りの乱れや不陸が著しく、

背面側へ転倒している箇所もみられる。また部分的に表面や角が欠損している石材も確認される。

積石が変形した原因は、裏込めの栗石や各積石間にはどこされた飼石がゆるんで石垣面に歪みが生

じたものと推定される。また裏込めの施行不良や根石の沈下および積石の控えの長さが短い可能性も

あり、これらも破損を助長した遠因と考えられる。

(2)積石

東西端部の石垣面より50cm離した位置に前面道路の勾配なりに水糸を張った状況から観察すると、

石垣面は著しく歪みを生じているのに加えて緩みもみられ、積石間の目地が大きく開いている箇所が

散見される。石垣面の破損として「卒み出し」 「上部の後退」 「壁面の前のめり」の三種が混在して
いることがよくわかる。

(3)跳ね出し石

石垣天端には「跳ね出し石」が据えられているが、積石の変形の影響を受けたため本来直線である

はずの天端線は不陸を生じている。この他、石垣の卒み出しに伴い、天端位置が移動したため、跳ね

出し石の座りが悪くなり、道路側に前転びになっているものや、逆に背面側に転倒しているものが見

られ、全体的に不安定な状態といえる。

小口表面は積石よりも経年劣化が進んでおり、部分的に角が欠損しているものや小口全面が欠失し
ているものが見られる。

(4)昭和50年代の修理の痕跡

佐久市教育委員会が実施した調査により、昭和50年代に行われた修理工事の概要があきらかになっ

た。

まず、積石表面に残る擦り傷の痕跡により積直範囲を概ね把握することができた。

この擦り傷は修理の際に、重機のバケットや積石を吊り上げるために挿入した鉄筋の擦り傷と推定

され、特に中央部に残る傷は、番付けを削り落とした可能性も考えられる。
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また聞き取り調査によると既存の栗石に砕石を補充しながら積み直し、モルタルは使用していない

とのことで、積み直しを行ってから一年経過せずに革み出してしまったとのことであった。

上記の卒み出しの原因として考えられるのは、裏込めに用いた資材および施工の良否が考えられ、

本修理工事では解体時に破損原因の究明に努めることが求められる。

4.修理方針の設定

前項に記したような破損状況を基に、修理方針を以下のように設定する。

【修理方針】

①　現状維持修理とし、復元的な修理は行わない。

②　石垣は全体に歪みが見られるが、比較的健全な東端の出隅部分は存置することとし、これ以外
の部分については、一旦解体して積み直す。

③　石垣の積み直しに伴い、上面の土塁も必要最小限の範囲で一旦撤去して復旧する。

④　石垣の解体に際して石垣内部の工法を調査する。在来の工法の中で、築城当時の工法が判明し

た場合は、これに倣って石積みや裏込め工事を実施することを原則とする。

⑤　工事対象の石垣の前面は道路で石垣が足元まで埋まっているため、根石の状況確認を目的とし

て、トレンチ調査を行う。これに伴い、道路石垣のアスファルト舗装を一旦撤去して調査を行

い、石積み工事終了後に復旧する。

【考え方】
・史跡龍岡城跡については、来年度以降に保存管理計画を初めとする各保存整備計画を策定してい

く予定である。
・今回の修理工事はこれからの策定以前に行う応急処置であり、現状を維持するための修理として

限定し、復元的な内容については上記の計画を策定していく段階で、保存整備に関する委員会を

設置し、審議して決めるべきものと考える。

このため工事対象の石垣は過去の修理工事で、布積みから落とし積みに改変されているが、布

積みへの復元は本修理工事では行わない。

5.修理工事の内容

(1)修理範囲の設定

工事区域を束と西の2工区に分けることとし、 2カ年の工事として設計する。

(2)石垣形状の設定

【形状設定の基準】
・変形が最も少ないと思われる測量点皿5と7において、推定標準石垣勾配と測量基準線Bから

根石の位置を求めた。
・石垣を解体する前に石垣足元のトレンチ調査を行い、根石の位置を確認して基準線を再設定する

必要がある。

(財)文化財建造物保存技術協会「平成20年度　史跡龍岡城跡黒門西側石垣修理工事実施設計業務

成果品」平成21年1月より抜粋転載
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第2節　黒門西側石垣修理工事に伴う土塁発掘調査の経過と結果

(平成20年)

2008/11/4　機材搬入

2008/11/5　石垣解体範囲にトレンチを設定する。

2008/12/24　5カ所に設定し、順次掘り下げ測量、埋め戻しを行い終了する。

1トレンチ　石垣の東端にあって、高石垣に接するため土塁は60cmほど高くなっている。

土塁表層10へ20cm程を剥ぎ多量の大小河床礫層を検出。瓦の破片が約4.6kg、鉄製の楔、近代陶磁器2

片、ガラス製おはじき1、ガラス片が出土している。

2トレンチ　表層は最大で16c皿程の厚みを持ち、砂粒・シルト・粘土が混在する。粘性はやや強い。

1層中より、約2・3kg、近代陶磁器l片、ガラス片が出土している。下層の2層は36cm程下げたところで

止めている。 30×10c皿大の大礫を多量に含み、暗褐色土層である。粘土ブロック、砂を含んでいる。瓦

片は約6・9kg、スレート瓦、ガラス瓶、近代陶磁器片、丸釘、大正9年の一銭、昭和44年の百円硬貨が出

土している。 →昭和44年以降の補修である。

3トレンチ　黒門西側石垣の中央に設定したトレンチである。 2トレンチ同様1層が34cm、 2層が36cmあり、下に3

層の黒褐色土と暗褐色土の混在土層が36cm程確認された。さらに下に4層暗褐色土層がみられた。 4層

は粘土を5割ほどに砂を含む層で、版築層である。 4層の下面に付いては確認していない。この地点で

も瓦片が1層中より約4・6kg、 2層中より約6.9kg出土している。 2層中からは近代陶磁器片、ガラス片、

プラスチック製品、鉄製のねじなどが出土している。 3層からは瓦約2.3kg、近代陶磁器の湯呑みが出て

いる。 3層は2層とあまり変化のない土層である。

4トレンチ　1層からは約2・3kgの瓦と針金、近代陶磁器片、ガラス、ガラス瓶、昭和35年の10円玉硬貨が出土する。

また東側からは旧プール建設時に盛り上げた土が確認された。

5トレンチ　西端の出隅部に設定したトレンチである。 1から4トレンチの上に1層の黒褐色土を盛っているようで

ある。 1層は最大24cm、 2層は20cm、下の3層は礫主体の層である。 10cmへ20c皿の円礫が主体である。

下層の4層はにぷい黄褐色土層で礫主体の層である。 1層からは近代陶磁器、ガラス、ガラス瓶、プラ

スチック製品、瓦が約2.3kg出土している。 2層から瓦が6.9kg、近代陶磁器、角釘、丸釘、王冠、針金、

ガラス、ガラス瓶、ビー玉、おはじき、昭和34年の10円硬貨が出土する。 3層からは近代陶磁器、角釘、

丸釘、ガラス片、瓦が約2.3kg出土している。 4層では瓦は出土しないが締まりのない土層である。トレ

ンチ内に重機の爪痕が見られる。

トレンチを埋め戻す 1トレンチ
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第3節　黒門西側石垣修理工事の経過と結果

(平成20年度)

2008/7/8　　着手時打合せ

測量内容

測量の要点

その他

2008/8/25　仮設計画打合せ

提出書類

通学路について

居住者の車両の出入

石垣根石の確認

解体石材置き場

近年の石垣修理

版築および盛土

周辺工事

現場にて

2008/12/4　仮設計画打合せ

提出書類

I工区について

Ⅱ工区について

I工区・ Ⅱ工区

の共通事項

文化財課(係長・担当) ・測量業者(エイペクス) ・文建協

測量後に設計を進めるので　測量を早めにすすめる。

測量図は石の輪郭線と隙間を描き、断面は裏側の法面及び地盤面まで描くこと。

平面的基線は両端部入り隅と出隅を結んだ線とする。

修理方針は現状の牢み出し・変形を修整することとし、斜め積みを布積に復すること

はしない。

整備委員会を立ち上げ　石垣小部会を設ける予定。

文化財課(係長・担当) 、文建協

「史跡龍岡城跡黒門西側石垣修理工事の仮設計画について」 (文建協)

大手橋からのルートを通学路とし、黒門は使用しないようにする。

車両の出入りが可能なように仮設計画を立てることが望ましいが止むを得ない場合も

考慮する。

工区を分けて根石の確認。

置き場はパレットか鉄板で養生。

平成元年か2年に下水道の引き込み時に修理している。その際、跳ね出し石が12個ほ

ど落下したため復旧している。

土塁部分は版築の遺構が検出されず単なる盛土であった。

校舎の耐震補強工事、保育園北側で公園整備と道路の拡幅工事を実施している。

Ⅱ工区の足元全面とI工区の出隅部分のトレンチによる根石確認で工事対象面の基準

墨が設定できる。計画案で示した工区を入れ替えて、大隅部をI工区、出隅部をⅡ区

とする。

通学路として工事期間中に道路を使用することは困難。

石垣上の盛土はⅡ工区時に一括して行ってよいが冬期間はさける。

「史跡龍岡城跡黒門西側石垣修理工事　I工区解体・石積検討図」 (文建協)

「史跡龍岡城跡黒門西側石垣修理工事　Ⅱ工区解体・石積検討図」 (文建協)

根石確認調査のトレンチが深い為、通路約80cmしか確保できないため、通学路として

は困難。

石垣上の盛土はI工区時は撤去のみで、 Ⅱ工区時に一括で復旧する。

I工区石積後、 Ⅱ工区の解体に着手するまで、取合い部は土嚢積とする。

I工区石積後、 Ⅱ工区の解体に着手するまで、現場作業のない期間石材・栗石・土砂

はシート養生し、周囲に高さ1.5mの安全柵を設置する。

クレーンを使用せず、トラックにより場内の石材置き場へ搬入する。

解体作業は石垣全面道路にて行うため、既存のフェンスを一旦撤去し、復旧する。道

路と畑地段差に土嚢を積んで鉄板で道路を養生し、 2.9tクレーンと石材運搬用2tトラ

ックを併用して作業したい。

仮囲いの範囲は黒門周囲の土塁から児童が工事区域内に入らないよう設置範囲を広げ

る。

ミニバックホーが走行する土塁上の養生はベニヤまたはゴムマット程度でよい。

小学校体育館の耐震補強工事をしている。今年度は8/10へ11/30まで実施され、来年

度も予定している。仮設橋の設置はどちらで行うか発注時期によって検討する。

ー70」



仮置き場の囲い

送付資料について

土塁トレンチ

調査の結果

その他

黒門西側石垣I工区工事

(平成21年度)

2009/9/8　　学校と打合せ

2009/9/14　業務委託契約締結

2009/9/16　着手打合せ

2009/9/25　工事着手

2009/9/28

2009/10/5　打合せ・根石確認

2009/10/6へ8発掘調査

今回対象区の石積みは本来布積みであったものが谷積みに変更されており、また何

度も積み直しが行われているので、今回、積み直しを行っても隙間を生じてしまう。

50年代に積み直した範囲がわかった。石材にバケットの擦り傷や石材をつり上げる際

に挿入した鉄筋の擦り傷が確認され、図面に落としたところそのころの範囲がわかった。

聞き取りでは裏込めは既存の栗石に砕石を補充しながら積み直したようでモルタル

は使用していないとのこと。積み直して一年も経過せずに牽みだしてしまった。 (羽

毛田)

プール建設時の配管のため解体した石積みの範囲はわかっていないがおそらく同2地

点と思われる。 (羽毛田)

北面の土塁は石垣の天端高が異なる地点に版築が確認されたがそれ以外は土塁の中に

はガラスやビニール製品が混じっており、近年の盛り土であった。 (羽毛田)

北西隅部分はプール建設時に撤去した土砂置き場とされていたと思われる。 (羽毛田)

砲台南石垣に石材の欠損がみられる。応急補修として、裏込めが流出してしまった部

分に土嚢を充填し、外側にトンパックで押さえを設置する。

施工業者、文化財課で田口小学校教頭先生打ち合わせ

文建協と業務委託契約締結

現場で施工協議。 (文建協、測量会社、文化財課)

工事着手。仮囲いの設置。

トレンチ掘削。単管バリケード設置。

五味先生に指導。石垣前面の埋もれた石垣部分を現すため掘削を進める。部分的に粘

土層が確認されたため、掘削を中止し、調査する。堅い粘土は西側はほとんど欠失。

根石まで前面を掘削し、根石が直接白色粘土層の上に据えられており、栗石地業は行

っていなかった。

仮囲いおよび出入り口ゲートの設置が完了した状況を確認。

裏込め用の補足栗石のサンプル確認。千曲川源流に近い部分で採取した川玉石。

黒門西に仮設橋 仮置き場の囲い

掘削後部分的に堅い粘土層がある　　根石N工へN 4付近亀甲崩しの布積み
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2009/10/9　発掘調査　　　トレンチ掘削。進入路敷き鉄板設置。

2009/10/15　　　　　　　　　解体準備工、番付けを始める。

2009/10/16打合せ・根石確認　五味先生の指導。発掘トレンチが完了。各積み石にはガムテープを貼り付け、解体番

付け打ち完了。

旧石積みの残存状況石垣根石が現れる。道路下の埋め戻した土内には昭和30年代に修理した際に不要とな

った積み石が混入していた。積み石の控えの長さは40へ50cm程度で、また「毛抜き

根石の状況

2009/10/19

2009/10/21

合端」となっていることが破損原因と思われる。

昭和30年代の修理で本来の亀甲崩し積みから落とし積みに変更され、その際根石から

やりなおされているため、根石の固定には下前角に滑り止めに飼い石を入れていた。

この部分の根石下の地業は礫混じりの粘土である。 (根石肌30付近)

解体範囲の策定　束端部の根石2と一段苗穂石1石を除き、根石から修理する必要がある。根石につい

ては解体せずに勾配の修正のみで行えるのか判断してからとなるため、根石のみ残し

高石垣との

取り合い部詳細

根石の出入り

解体準備工

て解体を行うこととする。

東端部は高石垣に取り付く。高石垣の積石側面を加工して、積み石3段と根石を20皿

程度軟め込んでいる。

根石が全体に波うっていることを確認。

根石の上端高を基準の水平墨とした。石垣面に墨付けを行う。縦墨は束端部根石の上

束角を基準に墨打ちする。

上部土塁解体、跳ね出し石解体、石材整理・調査に入る。

裏込め解体・石垣解体・石材整理・調査に入る。

土塁掘削

天端石T46へ49を見る

跳ね出し石解体　KlへK3 天端石を見る

中石1へ8を見る　　　　　　天端石解体後中石を見る(西より)
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2009/10/31解体完了確認

裏込め背面の盛り土の状況

高石垣への取り付き部分の

加工痕

裏込めの状況

解体石材整理状況

跳ね出し石の矢穴

天端石の矢穴

天端石の加工痕

積み石の状況

根石状況

五味先生の指導。根石を除いて解体が完了。

昭和37へ38年修理時に施工された盛り土は栗石を混ぜた土を互層状に盛っていたが

昭和50年代の修理時盛り土は層状を呈していなかった。またいずれの盛土も締め堅め

が十分でなかった。

高石垣に残る加工痕より、今回施工する石垣の束端部法勾配を求めたところ、二分勾

配であった。

裏込めは石面から2・5尺までの範囲、幅は平均1尺程であった。昭和修理時に裏込め

材にクラッシャーラン(中砕・細枠)をもちいており、締め堅めが行われていないこ

とが石積み破損の原因となっていた。

解体した石材は部位ごとに整理して城内工事エリアに置いている。裏込め材は土と石

材を簡いわけている。

跳ね出し石の控え長さは2・0へ2・8尺で平均は2・5尺。 K22に矢穴が残っており、上幅

2.0寸下幅1.5寸、深さ2.0寸、 5.0寸タッチであった。

T44は後補材(明治材)であるが、矢穴が残っている。矢穴寸法は上幅2.0寸下幅1.5

寸、深さ2.0寸で3.0寸ピッチであった。

天端石T35にはテッポウ(電動ドリル)穴が残る。これは昭和修理時の加工痕と判断

された。

積み石は当初から控えが短いものであった。控え長が40c皿以下、逆石、寄り友の積み

石は取り替えることとするが、見付面積が大きい積み石はできるだけ再利用する。

山傷や軽度のクラックが生じている石材は再利用することとした。

根石の補修を施すのは以下の部分とする。

①根石が下がった影響で上部積み石同士に隙間が生じている場合。

②根石の前転びが著しい部分は座りを調整する。

③根石の座りを修正しても、控え部分の形状が凸となっており、上の積み石が前に滑

り勝手になってしまう場合は控え部分をはつり落として調整する。 (根石N30)

西端部出隅の引き通し勾配は1.75分、 5段積みである。各角石の勾配は下から4分、

3分、 2分、 1分、 0であった。束端部の勾配は2分勾配、西端端部出隅の勾配は

1・75分であった。石垣中間部分の勾配は両端部の中間勾配(1.875分)に設定する。

K50・ T55・ 178・229の嚢込め

I工区解体作業風景

96へ98裏込めクラッシャーラン

KlへK3の跳ね出し石と天端解体後の裏込め　　　K lと接する高石垣の裏込め
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K22跳ね出し石の矢穴

畳語圏田園

116へ123中石

2009/11/13　石垣積み工

2009/11/14　文建協指導

石垣積み工

仮積み

積み石の状況

2009/11/24　小学生見学

2009/12/4　五味先生の指導

2009/12/11跳ね出し石の

仮据え状況

T44天端石の矢穴

116へ119中石と根石

石材整理状況

根石NlへN5

左: N30の下の飼い石

右:根石下の地業は礫混じりの粘土で
あった。

石垣解体から石垣積み工に入る。

石積み状況の確認。 13日まで積み直しが完了した部分を確認。飼い石、飼盤石の施工

状況を確認。

仮積みを行い合端の隙間状況を確認し、根石の修正をどのように行うか見通しをつけ

る。

根石下に飼い石を施し、根石の据え直しを行う。根石の修正が終わった段階で、 2段

目までの積み石の座りを修正する。 →3段目の積み石を仮積みする。さらに修正が必

要な場合いは、必要な修正方向を検討し、根石から修正を加える。

IとⅡ期の間に積む養生土嚢の製作と設置。

小学生石垣見学(11/24・ 26 ・ 27)

根石の前面に押さえ石を据え付けて、根石の移動を押さえるように施工。

石垣下部の積み直しが完了した状況を確認。

裏込め栗石を丁寧に施した後、背面盛土面との境を含めて、目潰し砕石を施し、ラン

マーで締め固める。裏込め栗石に小学校生の名前・夢などを書いてもらった。

跳ね出し石の仮据え状況を確認。丁張りを確認し、西面石垣にならって一部修正する。

来年度工事範囲との境部分に設置した養生土嚢の施工状況確認。

裏込め状況を確認し、跳ね出し石裏側は、天端より3cm下まで栗石地業とし、上3cm

は砕石で均す。土塁の復旧は来年度工事。
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N34へN36付近の根石をはずす

T23へT26石積み工 I工区束の石積み工

跳ね出し石石積み工　　　　　　控えの短い跳ね出し石の裏の補強

2009/12/15　石垣積み工終了

2009/12/16　出来形検査

2009/12/17　道路分復旧

2009/12/18　土塁の養生

2009/12/21撤去

(平成22年)

2010/1/30

2010/2/9

石積み工
裏込めの状況
控えの短い積み石に胴飼い石、尻飼

い石、尻押石を施工する。

上面は3c皿厚の砕石で仕上げる

裏込めをして、石垣の積み直し終了。

発掘トレンチ埋め戻しの前に出来形検査。発掘トレンチの埋め戻し。

トレンチ分の舗装復旧工事。

土塁にシートを張り養生する。

鉄板、ガードフェンス、現場事務所を撤去。現場の作業終了。

黒門仮橋撤去

I工区竣工検査
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黒門西側石垣Ⅱ工区工事

(平成22年度)

2010/8/26

2010/8/29

2010/8/30

2010/9/6

2010/9/7

工事着手打合せ

仮設橋

仮囲

道路の掘削

根石前発掘調査

第Ⅱ工区の根石

2010/9/9　　土塁解体撤去

2010/9/17　解体準備

2010/9/20　解体工

丁張り、行程、施工上の留意点(文建協・文化財課・測量会社)

黒門仮設橋設置

仮囲い設置

舗装を切り離し、発掘トレンチ掘削。

石垣前面掘削・根石状況の確認、解体工事工程の協議

文化材課で根石足元まで下げる。根石の下の粘土層はなかった。

西端隅部より8石は布積み状に根石が据えられていた。この部分の根石下の地業は礫

混じりの粘土で栗石地業は行っていなかった。 N64からN68までは根右前の埋め戻

しは砕石となっており、 N63とN64、 N64とN65の根石間の表面の合端に朱の合い

墨が残っていた。昭和50年代の修理と思われる。

上部土塁解体撤去

解体準備工の施工状況の確認、上部土塁解体完了の確認、解体工事工程の協議

跳ね出し石解体に入る。養生土嚢撤去。

第Ⅱ工区の根石前面を掘り下げる。 N64へN68の根右前は砕石となっている。　出隅部の裏込め　昭和修理時にクラッ

根石の前面に粘土層はなかった。西端の出隅部3石の根石の下は礫混じりの粘　シヤーラン(中砕・細枠)を使用、か
土である。 つ締め固めが不十分。

:三言二二三~∴二二∴
甲堅二量二葦

出隅部石垣　根石8石までは布積みに　出隅部の跳ね出し石　上部の土塁を解　出隅部の天端石をはずしている

なっている。ただし据え直されている。体して石を出している。
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解体石材整理状況　解体した石材は部

位ごとに整理している。採寸・記録や

目視及び打音検査をしている。

2010/10/5　五味先生の指導

モルタルが使用

大きめの栗石

昭和修理の破損

原因

2010/10/3　石積み工

2010/10/22　文建協指導

跳ね出し石を解体する。 上段は根石の上に中石が一段乗ってい

る。

下段は根石N36→N45まで。

解体完了確認、石積みおよび補足石材の協議。

昭和50年代の修理部分には石垣合場端の胴飼い石を固定するためにモルタルを使用。

Ⅱ期工事の裏込め材を簡い分けたところ、昨年度工事範囲に比べ、大振りの栗石を使

用。

昭和修理時に裏込め材にクラッシャーラン(中砕・細枠)をもちいており、締め固め

が行われていないことが石積み破損の原因となっていた。積石の控えが短いにもかか

わらず、裏込めで強度的な工夫することなく積み上げたことも石積み破損の遠因であ

る。

昭和37へ38年修理時に施工された盛り土は栗石を混ぜた土を互層状に盛っていたが、

昭和50年代の修理ではこの仕様を踏襲せずに、発生土を埋め戻した程度であった。

石垣積み工に入る。

10/21までの石積み状況の確認

本年度の石積みは石垣前面道路からクローラークレーン、ダンプトラック、バックホ

ウを使用して作業を行っている。

2010/10/25保存会・小学生龍岡城五稜郭保存会・田口小学校の見学会開催。小学校生徒に、裏込め栗石に生徒の

見学　　　　　名前・夢などを書いてもらい、保存会には役員名を記した石板を用意する。

2010/11/5　文建協指導　　　石積み状況の確認

出隅に残る布積み　根石は出隅より9石までは当初の亀甲崩し布積みの根石が残っている。ただし据え直

しの手は加えられている。

根石下の地業　　N53より西側の根石下には固い白色粘土層はなく、修理時に取り除かれた可能性が高

い。根石下が軟弱なことによる沈下や前転びが生じていた。

2010/11/19　五味先生指導

2010/12/2　文建協指導

石積み終了

2010/12/7　文建協指導

2010/12/8　土塁の復旧

2010/12/9　出来形検査

2010/12/13　埋め戻し

2010/12/15　道路の舗装

2010/12/23　雑工事

(平成22年)

2011/1/22　仮橋撤去

2011/3/14　竣工検査

石積み状況の確認

石積み完了確認、跳ね出し石の仮据え状況の確認、本据え高さ調整指示、新材加工状

況の確認

跳ね出し石の裏込め工を行い石積みを終了。

上部土塁復旧

発掘トレンチ埋め戻し前の石積み工事の出来形検査を実施、土塁復旧の施工状況の確

認

発掘トレンチ埋め戻し

発掘トレンチ埋め戻し、アスファルト舗装復旧。

雑工事の完了確認。芝張り完了。

黒門仮橋撤去

竣工検査
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積み工　中石194・243付近

積み工　西端根石N61付近裏込め

積み工　N55・中石295付近

積み工　西端出隅に保存会の役員名を　根右前の押え石　根石部分は埋まるの

書いた石板と子供の夢を書いた栗石を　で補強

入れる。

石垣の上に土盛り 土盛りに芝張り
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積み工　西端裏込め状況

積み工　ステンレス棒でジョイント

中石214・213・212

石垣の上に土盛り

芝張り後泥を載せ寒冷沙で養生
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第4節　黒門西側石垣発掘調査の結果

今回の石垣修理に伴う解体では、どんな修理が以前に行われたかということも課題のひとつであっ

た。まずわかるのは、昭和の初めである。 『南佐久郡の古城址調査』の掲載図によると、この黒門西

側石垣の半分ほどが崩れていることがわかる(P18の史料1) 。昭和8年の復旧工事の際に積み直さ

れたことは確実であろう。その他にこの地点の具体的修理記録は今回探しだせなかった。今回の修理

中に地元の方からの聞きつけによる昭和37 ・ 38年、昭和50年代の修理の記録は分からないままである。

この本を機会にわかることを期待したい。実際に、砕石の裏込めや重機で釣った山傷など修理の傷の

石材があるのであるから、戦後の修理はあきらかである。また旧プール建設時に重機が土塁に乗った

ため石垣が崩れたという話もある。そうであれば昭和36年のことである。土塁トレンチから昭和44年

の百円硬貨が出土していることやプラスチック製品が出土していることからも言えることである。

また、 『南佐久郡の古城址調査』では旧プール地点は窪地となっている。地元の人の話では池のよ

うになって、瓦がいっぱい入っていたそうである。今回の修理工事の際に出土した多量の瓦片は御台

所の屋根の瓦であろうか。御台所が昭和4年に現在の地に移され、昭和35年に半解体修理がなされて

いる。その際に多量の瓦が旧プール地点に廃棄されたのであろうか。昭和36年の旧プール建設に際し

てはその瓦の一部は土塁に盛られたであろう。今回の黒門西側の石垣修理の瓦に、昭和35年の御台所

の半解体修理の際のものと思われる破片があり、それ以降の盛土であろうことも推測される。現在砲

台址はなく土塁となっている。本来砲台自体は土塁より低い所に設けられるであろうから、プール建

設時に盛られたようである。

築城当時の石垣の状況が残っている所は、高石垣との取り付け部分の根石下に粘土が確認され、栗

石を敷かずに直接粘土の上に置いていた。また西端のNlへN3の出隅部は、今回解体しなったが築

城時のまま残っているようである。また築城時ではないとしているが、根石の下に粘土層が残る所で

根石N30の下は礫混じりの粘土である。

第Ⅵ章　遺物

1,陶磁器

茶碗・湯呑など近代陶磁器が排水口の構築土から多量に出土した。旧プール・黒門西側石垣からも

出土しているが量は少ない。大半は第二次世界大戦中または以後のものである。黒門西側石垣の根石

裏込めからは明治初期の小皿(700)が出土している。

茶碗(飯碗)は218種を分けたが、未分類を含めれば数は増えるであろう。破片は大テン箱で3箱以

上ある。湯呑は253種を拾い出し大テン箱2箱出土している。盃48、徳利31、花瓶11、皿100、丼15、

壷18、鉢24、揺鉢6、醤油蔑4、鍋6、蛮17、瓦質護1、焙烙1、内耳1、土製鍋1、器台形土器2、

陶製工具4、陶製フック1、合子3、急須9、併飯1、植木鉢7、土管1、タイル3を分類した。

これらの主な時代は戦争中またはそれ以降の陶磁器・土器であることが判ってきた。第二次世界大

戦中に産地と生産番号の記録された陶磁器である。それは産地と製造工場の番号が陶磁器の底にしる

されたものであり、例えば「岐86」は土岐郡笠原町の服部排三さんの工場で作ったものである。こう

した場所と番号のわかる陶磁器は、第二次世界大戦に入る前、経済統制により戦争の遂行を容易にし

ようということで、窯業界も生産から販売まで完全に統制下に入った。岐阜県陶磁器工業組合連合会

によって定められた「生産者別標示番号」で、生産者に番号を付して製品を完全に管理下に置いたの

である。製品に「岐○○」の番号が表示されたものは、岐阜県において昭和16年3月から5年間に製

造されたとわかる生産者表示の陶磁器が各地に出荷された。この時期は金属回収に即応して生産の改

良に努めることで、鍋・おろし器・湯たんぽなどの代用品が陶磁器で作られた。穴門排水口から出土
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した陶磁器はこの統制陶器を主体としている。 (2008年　岐阜県陶磁資料館『萩谷コレクション全国

の戦時中のやきもの』 ・平成11年美濃古窯研究会『美濃の古陶』美濃古窯研究会報　8号)

皿類は皿660など明治期にさかのぼるものもある。 670 ・ 701など型紙文様の明治25年以降のもの

と、皿696 ・ 700の幕末から明治初頭のものがある。 700は黒門西側石垣I工区根石前粘土から出土

する。

2.瓦

瓦はいずれも破片で完存するものはない。穴門排水口の水門の構築土から大テン箱2、堀からは大

テン箱1で63kgを出土する。旧プール地点では大テン箱5で76kg、黒門西側の石垣修理ではI工区か

ら大テン箱17で167kg、土塁のトレンチ調査で、大テン箱2で41kg出土した。黒門西側Ⅱ工区では主

だった破片のみを選択したためテン箱2で36kg出土した。黒門西側の瓦の破片量は合計244kgと多量

になる。 P16の資料一覧の資料24に「竜岡城御台所図面」と鉛筆書きされた封筒の中に、青焼きの瓦

の図面が保管されている。御台所の平面図・建具図・出格子図の青焼きが一緒にあることから、昭和

35 ・ 36年の御台所半解体修理の際に焼かれた瓦の図とみられる。しかし現在の御台所の屋根に載って

いる軒瓦は蔦に細かい葉脈が見られ、青焼き図とは異なっている。青焼き図と同様の瓦は824の巴瓦、

885へ887の軒瓦が該当しているものとみられる。文様は雲形に区画され、蔦の葉脈は省略されてい

る。この青焼き図(第51図に掲載)の軒桟瓦の大きさは長さ39cm、幅30cm、垂れ幅最大5.25cm、巴

径8.5cmを測る。また巴瓦は径14.7cm、長さ38cmである。 『臼田町公民館報縮刷版付録』には御台所

のものとみられる瓦が注釈年代なしで掲載されている。上段に885へ887の瓦と同様、つまりこの青

焼き図瓦と同じものである。下段に載っている瓦は垂れがほそくて文様は四角で区画され、蔦は葉脈
のないものとなっている。 895がこの破片とみられ、黒門西側遺跡の裏込めから出ている。これらの

ことからも、黒門西側の石垣は昭和35年の御台所の半解体修理、昭和36年の旧プール建設以降に積直

しされたことは明らかである。

883の軒瓦の垂れ幅は広く、蔦が最も写実的で、新海神社に乗誤の父乗利が天保六年に再建した手

洗鉢の家紋と近いものである。黒門西側石垣のI工区根石の裏込めから出土の884の瓦は垂れ幅が広

く、蔦の葉に葉脈がある。 883 ・ 884の瓦の様相は築城時に近いものであろう。

3.ガラス

今回、透明ガラス片、青色の薬瓶、緑色の瓶片などが出土した。透明ガラスは学校の窓ガラスであ

ろうか。大テン箱1ほどの破片ある。黒門西側石垣の西側からは健康飲料の茶瓶が出土する。

4.プラスチック

掲載したプラスチックは写真にできるものの一部で、他には畑に使うマルチ、畔シート、ビニール

袋、ヘルメットなどがある。これらの大型プラスチックの大半は穴門排水口の水門堰上部と下流側の

堀底から出土している。表採の資料である。

5.金属製品

金属では釘、雨樋の受け、ボルト、針がね、火具、空き缶などが出土した。

釘は丸釘と角釘の両者がある。 918は断面二等辺三角形を呈する鉄製品である。針金は細いものか

ら太い番線がある。火具はストーブの蓋、網などがある。空き缶は鉄とアルミ製があり、缶類の飲み

口がプルトップになるのが昭和60年頃であるため、それ以前である。

6.貨幣

最も古いものは寛永通宝2枚ある。新しいものでは、昭和44年の百円硬貨が黒門西側土塁の2トレ

ンチより出土している。黒門西側の土塁は昭和44年以前の土盛であることが確認された。

7,石製品

硯、石板などの学用品、茶目、引き白、打製石斧が出土している。
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まとめ

穴門排水口の水門堰の構築土では量的には表層に多量のプラスチックがみられる。穴門排水口は上

面から約2m下までプラスチック製品の薬蓋や近代陶磁器が出土している。また構築土には多量の

陶磁器が混入し、長らくゴミ捨て場となっていたという証言どおりに、そのゴミを入れたまま石垣の

修理をしていた。

黒門西側石垣は瓦の破片が多く、御台所の屋根の修理と関連し、石垣の修理は御台所半解体修理・

旧プール以降であることは確かである。

第Ⅶ章　市道改良舗装工事に伴う調査

調査は平成20年12月1日から12月12日に現地の調査を行った。黒門と直交する市道と接する地点を

A地点とし、市道の北端をB地点とした。 A地点では現道路より北の下段に旧道路面とみられる面が確

認された。 B地点の石垣に凝灰岩が使用されており、築城時のものが転用されて使われていた。
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市道改良舗装工事　B地点(南より)
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市道改良舗装工事　A地点(西より)
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市道改良舗装工事　A地点(西より)

旧道路面の盛土

上層10YR3/3シルト・粘質土30%

畑より捨てられたゆ4cⅢ以下の小石を含む。

下層10YR3/3粘質土・シルト20%

畑作土
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臼田町教育委員会『龍岡城五稜郭の大要』

一、所　在　地

一、総　面　積

内　内城

外城
一、設　　計

一、着工及竣工

一、総　費　用

一、普請奉行

築城大要

信濃国佐久郡田野口村宇竜岡

弐万七拾五坪

五千六百四拾坪

壱万四千五百三十五坪

堀巾四間、深サ一丈二尺但大手門前五問

土塁、高サ七尺五寸、巾四問但大手門前五問

周囲堀、長サ参百七十五間即六町十五間

大手門ヨリ最後方角(西正中角)マデ百

参問通用門ヨリ北門マデ八拾間

文久三年九月着工シ慶応二年十二月竣工

四万余円

藩の老中　衣川　幾之

「大給亀崖公伝」再版委員会　長野県南佐久郡臼田町役場　教育委員会事務局内

復刻版榎本半重著『大給亀崖公健全』

信濃教育会南佐久部会　『南佐久郡古城址調査』 P53-龍岡五稜郭

郷土出版社　『明治初期長野懸町村給地固大鑑I束信篤』 38龍岡城

佐久市志編纂委員会『佐久市志』自然編

目田町教育委員会　『幸神古墳群』

佐久市教育委員会　『国史跡龍岡五稜郭築城140周年記念事業』

臼田町誌編纂委員会『臼田町史』第三巻考古・古代・中世編

佐久市教育委員　『市内遺跡発掘調査報告書2005』 P80五稜郭であいの館東側電柱設置

佐久市教育委員会　『五庵遺跡』

小諸市教育委員会　『重要文化財小諸城大手門保存修理工事報告書』

佐久市教育委員会『市内遺跡発掘調査報告書2007』 P51五稜郭公園と)晒す雷蔵記念館

佐久市教育委員会『市内遺跡発掘調査報告書2008』 P4五稜郭公園と月閤吾蔵記念館、

P80-五稜郭であいの館に案内板設置

佐久市教育委員会　『田中遺跡』

佐久市教育委員会　『市内遺跡発掘調査報告書2010』 P49 ・ P50-鷲見・岩田宅立ち合い、

P59-川村吾蔵案内板設置

石川県金沢城調査研究所『金沢城跡』二の丸内堀・菱櫓・五十間長屋・橋爪門続櫓Ⅱ

佐久市教育委員会　『史跡龍岡城跡保存管理計画書』
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第3表　龍岡城跡I ・Ⅲ石材一覧表

龍岡城跡I穴門排水口石垣修理工事石材一覧表
A面　跳ね出し石

石材番号 ��鞏��騫ﾒ�+sｦﾖﾘ���ｦｶr��劔�鞏�+(ﾛ��利用 状況 儖X��ﾖﾂ�修理 年度 
縦長 ��+r�控長 偬I|｢�目　視 

Al �#���430 都���195 ��○ ��H19 

A2 �#���330 都S��110 ��○ ��H19 

A3 �#���460 都���230 ��○ ��H19 

A4 �#s��300 都���115 ��○ ��H19 

Al-1大隅 鼎#��660 鼎c��190 ��○ ��H19 

Al臆2 鼎���800 鉄���235 ��○ ��H19 

A2-1大隅 鼎s��590 鉄���180 ��○ ��H19 

A2-2 鉄���670 鉄���225 ��○ ��H19 

A3臆1大隅 鉄c��350 鼎���105 ��○ ��H19 

A3臆2 鉄���580 鼎c��175 ��○ ��H19 

A4-1大隅 鼎���430 鼎#��75 ��○ ��H19 

A5臆1大隅 �3C��440 鼎3��65 僞H6(4騁ﾂ�○ ��H19 

B葛-1 �#���950 ��s��68 ��○ ��H18 

B葛-2 �33��780 �����77 ��○ ��H18 

B葛-3 �3���540 ��s��58 ��○ ��H18 

B葛-4 �#s��180 �#���12 ��○ ��H18 

Bl臆1 鉄���530 鉄s��188 ��○ ��H18 

Bl臆2 鉄���350 鉄���87.5 ��○ ��H18 

Bl臆3 �3���310 �3S��61 �5�8傀ｩtﾂ�○ ��H18 

Bl臆4角石 �3s��470 ��l14 ��○ 認ﾂﾓ�,i:�+b�H18 

Bl臆5角石 鼎#��420 ��125 �4�8�6(4騁ﾂ�○ 之ﾈｨｳ�(,i:�+b�H18 

B2-l �3s��650 鉄���142 �4�8�6(4騁ﾂ�○ �� 

B2-2 鉄#��480 �3���114 ��○ �� 

B2-3角石 鼎c��390 ��156 ��○ 任(�,i:�+b�H18 

B2-4角石 鼎���360 ��95 ��○ 粘(���8,i:�+b�H18 

B2臆5 鼎���440 鼎���107 ��○ ��H18 

B2-6 �3���440 鼎3��92 ��○ ��H18 

B3臆1 鼎���630 鉄3��148 ��○ ��H18 

B3臆2 鼎#��300 鼎3��48.5 ��○ ��H18 

B3-3角石 鼎3��540 ��168 ��○ 任2ﾓ�,i:�+b�H18 

B3-4角石 鼎S��540 ��168 ��○ 粘8�(,i:�+b�H18 

B3臆5 鼎3��560 鼎���156 ��○ ��H18 

B3臆6 鼎3��400 �3���76 ��○ 亶H+9���H18 

B4-A大隅 田#��700 鼎3��260 ��○ ��H19 

B4葛B 鉄���410 鉄#��200 ��○ ��H19 

B4-1 鉄S��500 鉄���209 �4�8�6(4騁ﾂ�△ �&ﾈ��h,俐Iy駅��H18 

B4臆2 田3��680 鉄S��334 ��○ ��H18 

B4-3 鼎���410 �3C��72 ��○ 亶H+9���H18 

B4臆4 鼎���450 鼎S��92 ��○ ��H18 

B4-5 �3S��560 鼎C��77 ��○ ��H18 

B4-6 �#c��480 鉄S��74 ��○ ��H18 

B4臆7 鼎���550 鉄#��138 ��○ ��H18 

B4臆8 �3c��420 �3���68 ��○ 亶H+9���H18 

B4臆9 鼎���370 �3s��95 �4�8�6(4騁ﾂ�○ 亶H+9���H18 

B5臆1 鼎s��540 鼎���145 ��○ ��H18 

B5-2 鼎s��440 鼎C��85 僵)x�+��△ ��H18 

B5-3 �3s��600 鼎C��90 �(峪Fｩ���△ ��H18 

B5臆4 �3c��570 鼎S��109 ��○ ��H18 

B5-5 �3C��490 鼎c��84 ��○ 亶H+9���H18 

B5-6 �3#��290 鼎C��48 ��○ ��I工18 

B5-7 鼎���490 �33��104 ��○ ��H18 

B5-8 鼎���500 鼎���101 ��○ ��H18 

B5葛9 �3���530 鼎s��130 ��○ ��H18 

B5臆B 鉄���410 鉄#��200 ��○ ��H19 

B6臆1 �3���180 �3���25 �&ｨ��5ﾈ4騁ﾂ�△ ��H18 

B6臆2 �3S��610 鼎c��135 �4�8�6(4��YK)x�+��○ 亶H+9���H18 

B6臆3 鉄���830 �#���185 ��○ ��H18 

B6臆4 鼎c��340 鼎���105 ���d�W9�ｲ�○ ��H18 

B6臆5 鉄���320 鼎s��100 僵)x�+��△ ��H18 

B6臆6 鼎c��550 鼎3��170 �4�8�6(4騁ﾂ�○ ��H18 

B7臆1 �#c��300 鼎���27 僵)x�+��△ ��H18 

Dl臆1角石 �3s��360 ��114 ��○ �&ﾂﾓH,i:�+b�H18 

Dl-2 �3���270 �3���53.5 ��○ ��H18 

Dl葛3 �3���480 鼎#��84.5 ��○ 亶H+9��� 

Dl-4 �3s��420 鼎���88 ��○ ��H18 

Dl-5 �3c��410 鉄���92 ��○ ��H18 

Dl-6 �3S��570 鼎S��161 ��6(4騁ﾂ�○ ��H18 

Dl-7 �3���350 鼎3��86 ��○ ��H18 

石材番号 ��鞏��騫ﾒ�+sｦﾖﾘ���ｦｶr��剴�6ﾒ�����｢ﾕH8､�)ｨ�ﾂ����鞏�+(ﾛ��ヽふ。▲ 利用 状況 ��X�X�r��ﾂﾘ�R������9yﾒ�OXﾖﾈ��D�7��
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Dl-8 �3s��660 鼎S��139 ��○ ��H18 

Dl臆9 �3c��500 �3���86 �4�8�6(4騁ﾂ�○ ��H18 

Dl「10 �3���600 鼎���106 ��○ ��H18 

Dl臆11角石 鼎C��620 ��209 ��○ 牌ﾂﾓh,i:�+b�H18 

D2-1角石 鼎S��520 ��156 ��○ �#"ﾓ8,i:�+b�H18 

D2-2 鼎���370 �3���74 ��○ 亶H+9���H18 

D2-3 鼎3��490 鼎���119 ��○ ��H18 

D2臆4 鼎S��350 鼎���79 ��○ ��H18 

D2-5 鼎C��440 鼎c��103 �5�5H6(4騁ﾂ�○ ��H18 

D2-6 鼎c��470 鼎#��116 �4�8�6(4騁ﾂ�○ ��H18 

D2-7 鼎S��450 鉄���121 ��○ 亶H+9���H18 

D2臆8 鼎C��320 鉄c��89 ��○ ��H18 

D2-9 鼎C��500 �33��102.5 �5�8坪685�tﾂ�○ ��H18 

D2臆10 鼎C��400 鼎3��109 ��○ 亶H+9���H18 

D2臆11 鼎���420 鼎���126 ��○ 亶H+9���Iて18 

D2臆12角石 �3c��620 ��154 �4�8傀ｩtﾂ�○ 敗"ﾓX,i:�+b�H18 

D3臆1角石 鉄C��410 ��168 ��○ �#2ﾓ8,i:�+b�H18 

D3臆2 鼎C��370 鼎c��97.5 ��○ ��H18 

D3-3 鉄���370 鼎���114 �4�8�6(4騁ﾂ�○ 亶H+9���工臆王18 

D3臆4 鼎C��370 鼎S��77 ��○ ��H18 

D3臆5 鼎���420 鼎S��91 ��○ ��H18 

D3-6 鼎C��450 鼎���109 ��○ 亶H+9���H18 

D3-7 鼎���380 鼎���100 ��○ ��H18 

D3臆8 鉄���560 鉄���157 ��○ ��H18 

D3-9 鼎S��400 鼎c��98 ��○ ��H18 

D3-10 鼎s��470 鼎c��106 �4�6X8ｹtﾂ�○ ��H18 

D3-11 鼎S��480 鉄���138 ��○ ��H18 

D3臆12角石 鼎S��700 ��302 ��○ 敗8�,i:�+b�H18 

利用状況の〇二再利用 △-補足石材である

El-1角石 �3���670 ��192.5 ��○ 牌ﾂﾓX,i:�+b�H18 

El臆2 鼎c��350 鼎S��90.5 ��○ 亶H+9tﾂ�H18 

El-3 鼎���420 �3s��82 ��○ ��H18 

El臆4 鼎#��460 鼎���110 ��○ ��H18 

El-5 鼎���500 �3���85 ��○ ��H18 

El臆6 鼎���380 鼎���82 ��○ ��H18 

El-7 鼎#��440 �3C��84.5 ��○ ��H18 

El臆8 鼎#��450 鼎���95.5 ��○ ��H18 

El臆9 鼎#��450 鼎���98 ��○ ��H18 

El臆10 鼎C��320 鼎c��94 ��○ ��H18 

El-11 鼎#��420 鉄���97 ��○ ��H18 

El-12角石 鼎���460 ��125 �5�8傀ｩtﾂ�○ �&ﾂﾓX,i:�+b�H18 

E2臆1角石 鼎s��470 ��145 ��○ 敗"ﾓH,i:�+b�H18 

E2-2 鼎s��400 田���104 ��○ ��H18 

E2臆3 鼎s��480 鉄���111 ��○ ��H18 

E2臆4 鼎c��320 鼎���83 ��○ ��王I18 

E2臆5 鼎S��500 �3���112 ��○ 亶H+9���H18 

E2臆6 鼎c��430 鼎���109 ��○ ��H18 

E2臆7 鼎C��440 鼎S��114 ��○ ��H18 

E2臆8 鼎C��450 鼎s��116 ��○ ��H18 

E2臆9 鼎#��430 鼎���99 �4�8�6(4騁ﾂ�○ ��H18 

E2-10 鼎3��350 鼎���75 僵)x�+��○ 亶H+9���H18 

E2-11 鼎���400 鼎#��94 ��○ 亶H+2�2�H18 

E2臆12 鼎���320 鉄���89 ��○ ��H18 

E2臆13角石 �3���390 ��95 ��○ �#"ﾓH,i:�+b�H18 

E3臆1角石 鼎C��540 ��170 ��○ 敗9)｣H,i:�+b�H18 

E3-2 鼎s��510 鼎���136 ��○ ��H18 

E3-3 鉄���470 鼎S��125 ��○ ��H18 

E3臆4 鼎���400 鉄���132 ��○ ��H18 

E3臆5 鼎C��430 鉄���122 ��○ ��H18 

E3葛6 鼎���500 鉄S��148 ��○ ��エゴ18 

E3臆7 鼎���490 鼎s��97 ��○ ��H18 

E3臆8 鼎c��350 鼎���89 ��○ 亶H+9���H18 

E3臆9 鉄���410 鉄���131 �5�8��ｸ8ｨ4�ﾂ�○ 亶H+9���H18 

E3臆10 鼎s��400 鉄#��124 ��○ ��H18 

E3臆11 鼎s��410 鼎S��102 ��○ 亶H+9���H18 

E3-12角石 鼎S��470 ��168 ��○ �#2ﾓH,i:�+b�H18 

Fl �3���420 塔3��180 ��○ ��H19 

F2 鼎���540 都S��220 ��○ ��H19 

F3 �#���540 塔���200 ��○ ��H19 

F4 �#S��440 都���180 ��○ ��H19 

F5 �3���350 田c��120 ��○ ��H19 

一115-
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Fl臆1大隅 �3s��480 鼎S��110 ��○ �� 

Fl鵜2 �3S��550 鼎c��120 ��○ �� 

Fl-3 �3C��580 鉄#��140 ��○ �� 

し330」 鉄���i3501 涛���ioi 又����

F2臆1大隅 鉄s��600 鼎���240 ��○ ��H19 

F2臆2 鉄���560 鉄���200 ��○ ��H19 

F2-3 鉄���540 鼎���180 ��○ ��H19 

F3臆1大隅 鼎s��600 鼎c��145 ��○ ��H19 

F3-2 �3���440 �3s��70 ��○ ��H19 

G葛-1 �#C��450 �����40 ��○ ��H18 

G葛-2 �##��750 �����53 ��○ ��H18 

G葛臆3 �3#��1150 �����141 ��○ ��H18 

G-1 鼎���630 �����107 ��○ ��H18 

G易2 鉄���620 ��s��126 ��○ ��H18 

G-3 鼎C��210 �#���30 ��○ ��H18 

G臆4 鼎3��910 �#���148 ��○ ��H18 

Gl-1 鼎s��410 塔��67 ��○ ��H18 

Gl臆2 鼎���440 鼎3��109,5 ��○ ��H18 

Gl-3 鼎���450 鼎S��116.5 ��○ ��H18 

G十4 鼎s��350 鼎s��93 �4�8�6(4騁ﾂ�○ ��H18 

Gl臆5角石 �3���400 ��192.5 ��○ 之ﾂﾓ�,i:�+b�H18 

Gl臆6角石 鼎C��450 ��209 ��○ 認ﾂﾓ��,i:�+b�H18 

Gl-7 �3���300 鼎s��42 ��○ ��H18 

Gl-8 �3���320 鉄C��59 ��○ ��H18 

Gl-9 �#���550 �3C��93.5 ��○ ��H18 

G2-1 鼎���440 �#c��93 ��○ ��H18 

G2臆2 鼎#��580 鼎���144 ��○ ��H18 

G2-3 鼎���450 鼎3��137 ��○ ��H18 

G2葛4角石 鼎s��500 ��145 ��○ 粘"ﾓ�,i:�+b�H18 

G2七角石 �3���420 ��154 �4ﾈ5冲ﾂ�○ 任"ﾓ�(,i:�+b�H18 

G2臆6 鉄#��550 鼎C��151 ��○ ��H18 

G2臆7 鉄S��700 鉄���240 ��○ ��H18 

G3-1 鼎S��500 鼎c��106 ��○ ��H18 

G3臆2 鼎���380 �3C��68.5 ��○ ��H18 

G3臆3 鼎C��450 鉄���110 ��○ 亶H+9���H18 

G3-4角石 鼎S��410 ��170 ��○ 粘8���,i:�+b�H18 

G3-5角石 鼎C��580 ��302 ��○ 任8���(,i:�+b�H18 

G3」6 鼎3��460 �3s��124 ��○ ��H18 

G3臆7 鼎#��450 鼎s��128 ��○ ��H18 

G4臆1 鼎3��370 鼎3��80 ��○ 亶H+9���H18 

G4臆2 鼎S��540 �3S��110 ��○ ��H18 

G4-3 鼎���460 鼎S��450 ��○ ��H18 

G4-4 鼎���400 �3c��69 �4�8�6(4��YK)x�+��○ 亶H+9���H18 

G4臆5 鉄#��320 鼎S��83 ��○ ��H18 

G4臆6 鉄#��420 鉄���115 ��○ 亶H+9���H18 

G4-7 鉄���500 �3S��107 ��○ 亶H+9���H18 

G4」8 鼎c��510 �3s��105 ��○ ��H18 

G4臆9 鼎���500 鼎#��125 ��○ 亶H+9���H18 

G5臆1 鼎���520 鼎s��170 ��○ �8(8ｸ5�8ｹWI(R�H18 

G5臆2 鼎���460 鼎���145 ��○ �8(8ｸ5�8ｹWI(R�H18 

G5-3 鉄���430 鼎3��115 �4ﾈ5冲ﾂ�○ �8(8ｸ5�8ｹWI(R�H18 

G5臆4 鼎3��460 鼎���100 ��○ 亶H+9���X8(8ｸ5�8ｹWI(R�H18 

G5臆5 鉄3��380 鼎s��120 ��○ �8(8ｸ5�8ｹWI(R�H18 

G5-6 鼎���240 �3C��45 ��○ �8(8ｸ5�8ｹWI(R�H18 

G5臆7 鼎S��550 �3���145 ��○ �8(8ｸ5�8ｹWI(R�H18 

G5-8 鉄���630 鼎���155 ��○ �8(8ｸ5�8ｹWI(R�H18 
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Hl臆1 鼎S��610 鼎���192 ��○ ��H18 

Hl-2 �3���470 �3���82.5 ��○ ��H18 

Hl-3 �#���390 鼎C��79.5 ��○ ��H18 

Hl臆4 �3C��230 鼎C��42.5 �4ﾈ5冲ﾂ�○ ��H18 

Hl-5 �33��320 鼎���53.5 ��○ ��H18 

Hl臆6 鼎3��380 鼎���82 ��○ ��H18 

Hl臆7 鼎c��370 �3���94 ��○ ��H18 

Hl-8 鼎#��350 鼎s��83 ��○ ��H18 

Hl臆9 鼎3��550 �#c��94.5 ��○ ��H18 

Hl-10 鼎c��500 鼎��� ��○ ��H18 

H2-1 鼎c��690 鼎S��188 ��○ ��H18 

H2臆2 鼎c��500 鼎���135 ��○ ��H18 

H2-3 鉄#��620 鉄c��243 ��○ ��H18 

H2臆4 鉄���450 �3c��138 ��○ ��H18 

H2臆5 鼎���550 鼎3��142 ��○ ��H18 

H2-6 鼎C��450 �3s��88 ��○ ��H18 

H2-7 鼎3��330 �3C��79 �6�4�8ｩtﾂ�○ ��H18 

H2-8 鼎���470 鉄���112 ��○ ��H18 

H2臆9 鼎#��300 �#c��56 ��○ ��H18 

H3-1 鼎3��490 鼎���182.5 �� ��H18 

H3臆2 鼎#��450 鼎S��120 �� ��H18 

H3臆3 鼎S��470 鼎���149 �� ��H18 

H3-4 鼎���490 鼎���158 �� ��H18 

H3-5 鼎���450 鉄���143 �� ��H18 

H3-6 鼎���470 鉄���156 �� ��H18 

H3臆7 鼎���440 鼎#��115 �� ��H18 

H3臆8 鼎#��410 鼎c��131 �� ��H18 

H3-9 鼎C��580 鼎���167 �� ��H18 

H4-1 �� �� �� ��H18 

H4-2 �3���500 鼎c��140 ��○ ��H18 

H4-3 鼎c��560 鼎3��154 �4�6�6(4��YFｩ&b�△ ��H18 

H4-4 鼎s��390 �3���124 �4�8�6(4��YFｩ&b�△ ��H18 

H4丁5 鉄���450 鼎���140 ��○ ��H18 

H4臆6 鼎S��400 鼎3��12 ��○ ��H18 

H4-7 鼎���530 鼎C��187 ��○ ��H18 

H4臆8 鉄C��530 鼎c��213 ��○ ��H18 

H4臆9 鼎c��510 鼎3��185 �4�8�6(4騁ﾂ�○ ��H18 

H5-1 �� �� �� ��H18 

H5-2 鼎c��490 鼎3��129 �4ﾈ5��h�YFｩ&b�△ ��H18 

H5臆3 鼎S��470 鼎���140 �� ��H18 

H5臆4 鼎CR�485 鼎���130 �4�6X8ｸ�YK)x�+��△ ��H18 

H5臆5 鉄#��620 �3���180 ��○ ��H18 

H5臆6 鉄#��470 鼎s��164 ��○ ��H18 

H5-7 鼎c��500 鼎���165 ��○ ��H18 

H5臆8 鼎S��660 鉄#��180 ��○ ��H18 

石材番号 ��鞏��騫ﾒ�+sｨ蒭���ｦｶr��劔�鞏�+(ﾛ��補足 方法 儖X��ﾖﾂ�修理 年度 
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B4臆1 鉄c��500 鉄c��281 ��購入 亅x螽�|｢�H19 

B5臆3 田C��380 田���275 ��購入 亅x螽�|｢�H18 

B6-1 鼎S��650 田S��340 ��購入 亅x螽�|｢�H18 

B6-4下 �3c��180 鼎c��46 ��購入 亅x螽�|｢�H18 

B6-5 鼎S��450 鉄S��200 ��購入 亅x螽�|｢�H18 

B7臆1 �#���300 鉄S��55 ��購入 亅x螽�|｢�H18 

B7臆1下 �3���300 鼎#��40 ��購入 亅x螽�|｢�H18 

H4-3 鼎���490 田���185 ��購入 亅x螽�|ｨ��ｷH+9���H18 

H4-4 鉄#��520 田���250 ��購入 亅x螽�|｢�H18 

H5-2 鉄���490 田���210 ��購入 亅x螽�|｢�H18 

H5-4 鼎���520 田���220 ��購入 亅x螽�|｢�H18 

跳ね出し石　　　　　　　　　龍岡城跡Ⅲ黒門西側石垣修理工事石材一覧表

石材番号 ��鞏��騫ﾒ�+sｦﾖﾘ���ｦｶr��劔�鞏�+(ﾛ��利用 状況 儖X��ﾖﾂ�修理 年度 
縦長 ��+r�控長 偬I|｢�目　視 

K臆1 �#S��610 塔��� ��○ ��H21 

iK臆2 �#S�����c���塔3��286 ��○ ��H21 

K臆3 �#S��610 都��� ��○ ��H21 

K臆4 �#S��590 都��� ��○ ��H21 

K臆5 �#S��610 都C�� ��○ ��H21 

K-6 �#C��750 都��� �4�8�6(4��○ ��H21 

K臆7 �#S��560 都s�� ��○ ��H21 

K-8 �#C��440 都��� ��○ ��H21 

K臆9 �#C��800 都c�� ��○ ��H21 

K-10 �#C�鼎3��塔��� ��○ �ｩ%ｸ��ﾔ��H21 

石材番号 ��鞏��騫ﾒ�+sｨ蒭���ｦｶr��劔�鞏�+(ﾛ��1利用 中大況 儖Xﾖﾈ�����
縦長 ��+r�控長 偬I|｢�目　視 

K-11 �#S��740 都c�� �4�8�6(4��○ ��H21 

K-12 �#C��490 都S�� ��○ ��H2lil 

K-13 �#S��590 都3�� ��○ ��H21 

K-14 �#S��1340 都���489 伜(4ﾈ5��○ ��H21 

K-15 �#S��950 都3�� ��○ ��H21 

K-16 �#C��1050 田S�� �4�8�6(4��○ ��H21 

K臆17 �#C��840 涛s�� ��○ ��H21 

K-18 �#C��630 都��� ��○ ��H21 

K臆19 �#3��340 都C�� ��○ ��H21 

K-20 �#C��600 都S�� ��○ ��H21 
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石材番号 ��鞏��騫ﾒ�+sｨ蒭���ｦｶr��劔�鞏�+(ﾛ��利用 状況 儖X��ﾖﾂ�修理 年度 
縦長 ��+r�控長 偬I|｢�目　視 

K-21 �#C��540 塔#�� �4�8�6(4��○ ��H2l 

K-22 �#C��590 塔#�� ��○ ��H21 

K臆23 �#C��700 都s�� ��○ ��H21 

K-24 �#3��410 都��� �4�8�6(4��○ ��H21 

K-25 �#C��600 都��� ��○ ��H21 

K-26 �#S��620 塔��� ��○ ��H21 

K-27 �#C��410 都��� ��○ ��H21 

K-28 �#3R�380 都��� ��○ ��H21 

K-29 �#C��530 都s�� ��○ �ｩ%ｸ��ﾔ��H21 

K-30 �#C��500 都��� ��○ ��H21 

K-31 �#C��540 都��� ��○ ��H21 

K-32 �#C��650 都s�� ��○ ��H2l 

K臆33 �#S��490 都S�� ��○ ��H21 

K葛34 �#CR�500 都C�� ��○ ��H21 

K-35 �#S��605 塔#�� ��○ ��H21 

K臆36 �#c��570 都s�� ��○ ��H21 

K-37 �#CR�615 都S�� ��○ ��H22 

K臆38 �#3��470 涛S�� ��○ ��H22 

K-39 �#S��475 涛��� ��○ ��H22 

K臆40 �#CR�350 塔#�� ��○ ��H22 

K臆41 �#���445 塔3�� ��○ ��H22 

K臆42 �#S��420 塔CR� ��○ ��H22 

K臆43 �#3��650 塔c�� ��○ ��H22 

K臆44 �#3��435 塔迭� ��○ ��H22 

K鵜45 �#C��440 涛3R� ��○ ��H22 

K臆46 �#S��430 都��� ��△ ��*i��,�5ﾙw��H22 

K臆47 �#3��470 塔#R� 僵(*��+��△ ��H22 

K葛48 �#3��395 涛#�� 伜(4ﾈ5��○ ��H22 

K臆49 �#S��435 涛3�� ��○ ��H22 

K-50 �#S��630 田コ� ��△ ��*i��,�5ﾙw��H22 

K-51 �#S��470 塔S�� 僵(*��+��○ ��H22 

K臆52 �#C��500 塔��� 僵(*��+��○ ��H22 

K」53 �#S��370 塔��� ��○ ��H22 

K臆54 �#CR�360 塔s�� �4�8�6(4��○ ��H22 

K-55 �#CR�410 塔��� ��○ ��H22 

K葛56 �#3��430 塔#�� ��○ ��H22 

K-57 �#S��460 涛c�� ��○ ��H22 

K「58 �#S��470 涛c�� 僵(*��+��○ ��H22 

K臆59 �#CR�430 都��� 伜(4ﾈ5��○ ��H22 

K丁60 �#S��440 都��� ��○ ��H22 

K-61 �#S��410 涛c�� 僵(*��+��○ ��H22 

K臆62 �#S��425 塔S�� 伜(4ﾈ5��○ ��H22 

K-63 �#S��510 涛��� 僵(*��+��○ ��H22 

K-64 �#S��505 塔��� ��○ ��H22 

K-65 �#S��495 塔3�� 伜(4ﾈ5��○ ��H22 

K-66 �#S��530 涛��� ��○ ��H22 

K-67 �#3R�480 塔C��146 ��○ ��H22 

K-68 �#S��445 塔C�� ��○ ��H22 

K「69 �#S��425 塔��� 僵(*��+��○ ��H22 

K臆70 �#S��360 塔S�� ��○ ��H22 

K-71 �#C��335 都��� ��○ ��H22 

K臆72 �#S��320 都��� 僵(*��+��○ ��H22 

K-73 �#C��380 涛��� ��○ ��H22 

K臆74 �#S��550 涛��� ��○ ��H22 

K-75 �#S��450 塔��� ��○ ��H22 

K-76 �#c��440 都s�� ��○ ��H22 

K臆77 �#c��395 塔��� 僵(*��+��△ ��*i��,�5ﾙw��H22 

K-78 �#S��650 涛��� ��○ ��H22 

K-79 �#S��430 塔��� ��○ ��H22 

K臆80 �#S��330 塔��� ��○ ��H22 

K臆81 �#S��450 都��� 僵(*��+��X�(4ﾈ5��○ 兀ﾘ��ﾔｈ���H22 

K臆82 �#CR�500 塔c����○ 兀ﾘ��ﾔｉ/r��Ylｨ��ﾔ��H22 

K-83 �#S��545 塔#R� ��○ ��H22 

K-84 �#S��500 塔3�� ��○ ��H22 

K-85 �#S��390 塔��� �4�8�6(4��○ ��H22 

K臆86 �#S��280 涛c�� ��○ ��H22 

K-87 �#S��840 塔���271 �4�8�6(4��○ ��H22 

K-88 �#S��415 都sR� ��○ ��H22 

K臆89 �#S��605 塔#�� ��○ ��H22 

K臆90 �#S��375 涛3�� 僵(*��+��○ ��H22 

K-91 �#C��480 涛��� ��○ ��H22 

K臆92 �#3��695 塔3�� �4�8�6(4��○ ��H22 

K-93 �#S��375 塔��� ��○ ��H22 

K-94 �#CR�360 塔S�� ��○ ��H22 

K臆95 �#C��385 塔c�� ��○ ��H22 

石材番号 ��鞏��騫ﾒ�+sｦﾖﾘ���ｦｶr��劔�鞏�+(ﾛ��利用 状況 儖X��ﾖﾂ�修理 年度 
縦長 ��+r�控長 偬I|｢�目　視 

T-1 �3s��470 鉄#�� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

T-2 鼎C��525 鼎S�� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

T-3 鼎s��425 鼎��� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

T-4 鼎sR�530 田3R� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

T-5 鼎���460 田��� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

T」6 鼎3��540 鼎��� 亶H+9���△ ��*i��,�5ﾙw��H21 

T-7 鼎s��570 鉄s�� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

T臆8 鉄���500 鉄#�� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

T-9 鉄���590 鼎c�� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

T-10 鼎S��510 鉄#R� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��手I21 

T臆11 鉄���540 田C�� ��○ ��H2l 

T-12 鼎���450 鉄#�� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

T臆13 �3S��450 鉄#�� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

T臆14 �33��540 鉄c�� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

T-15 鼎#��550 鼎c�� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

T臆16 鼎3��410 鉄#�� ��△ ��*i��,�5ﾙw��H21 

T-17 鼎���575 鉄�R� ��△ ��*i��,�5ﾙw��H21 

T臆18 鼎���550 鉄S�� ��○ ��H21 

T臆19 鼎���690 鉄SR� ��○ 俚i�Ilｨ��ﾔ��H21 

T臆20 鼎s��600 鼎S�� ��○ ��H21 

T臆21 鼎���700 田��� ��○ 俚i�Ilｨ��ﾔ��H21 

T臆22 鼎���465 鼎s�� 亶H+9���○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

T」23 鼎c��510 田�R� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

T-24 鼎c��720 田��� 伜)w(5��X4�8�6(4��○ �5i%ｸ�Xﾛi�Ilｨ��ﾔ��H21 

T-25 田#��730 田C�� 亶H+9���○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

T-26 鉄���430 鉄C�� 僵(*��+��○ �5i%ｸ��ﾔ��Iエ21 

T-27 鉄SR�465 鉄#�� 亶H+9���○ ��Y^8��ﾔ��H21 

T臆28 鼎c��515 田��� 亶H+9���○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

T-29 田c��545 田�R� 亶H+9���○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

T臆30 鼎s��520 �3��� 亶H+9���○ �5i%ｸ�X悩�Ilｨ��ﾔ��H21 

T-31 都���400 鉄#�� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

T臆32 塔���600 田��� 僵(*��+��X4�8�6(4��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

T臆33 田#��380 田��� 伜(4ﾈ5��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

T-34 鉄S��460 鼎s�� 伜(4ﾈ5��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

T-35 鉄���570 鉄s��309 ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

T-36 田�R�490 鉄#�� 亶H+9���○ �5i%ｸ�X嚢岔%ｸ��ﾔ��H21 

T臆37 鉄S��610 鉄3R� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

T-38 鉄���670 鉄��� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

T-39 田���620 鉄��� 亶H+9���○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

T臆40 鉄c��530 田��� ��○ �5i%ｸ�X岔%ｸ��ﾔ��H21 

T臆41 田���740 鉄��� 亶H+9tﾂ�○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

T-42 都���720 田C�� ��△ ��*i��,�5ﾙw��H21 

T-43 �3s��340 鼎��� ��△ ��*i��,�5ﾙw��H21 

T-44 田���680 田S�� ��○ �5i%ｸ�Xﾛi�Ilｨ��ﾔ��H21 

T-45 鉄���685 鉄SR� ��○ ��H22 

T臆46 鼎���550 鼎3�� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H22 

T臆47 田���800 鉄#�� ��△ 俎y?ﾂ�H22 

T臆48 �33��570 �3C�� ��△ 倡虻ｲ�H22 

T臆49 鉄���710 鉄c�� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H22 

T臆50 鉄S��630 鼎C�� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H22 

T-51 鉄���640 鉄3�� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H22 

T賀52 鉄s��650 田3�� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H22 

T-53 �3���630 �33R� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H22 

T-54 鉄#��675 鼎��� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H22 

T臆55 都���720 鼎c�� 伜(4ﾈ5��○ �Y�Ilｨ�Y5i%ｸ��ﾔ��H22 

T臆56 鼎���610 鉄#�� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H22 

T臆57 田���810 鼎S�� 伜(4ﾈ5��○ �5i%ｸ��ﾔ��H22 

T-58 �3s��400 鼎s�� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H22 

T-59 鼎���650 鼎��� ��○ �Y�Ilｨ�Y5i%ｸ��ﾔ��H22 

T」60 鼎���810 鼎S�� ��○ 俚i�Ilｨ�Y5i%ｸ��ﾔ��H22 

T臆61 鉄���660 鉄s�� 僵(*��+��○ 俚h岔�Ilｨ�Y5i%ｸ��ﾔ��H22 

T臆62 田���780 鉄C�� 伜(4ﾈ5��○ 俚i�Ilｨ�Y5i%ｸ��ﾔ��H22 

T臆63 鼎3R�570 �3s��140 ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H22 

T臆64 �33��620 鼎��� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H22 

T-65 鉄c��730 鉄��� ��○ �Y�Ilｨ�Y5i%ｸ��ﾔ��H22 

T臆66 鼎C��810 鼎3�� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H22 

T臆67 田#��650 鼎s�� ��○ �X岔%ｸ�Y5i%ｸ��ﾔ��H22 

T-68 �#s��560 �3c�� ��△ ��*i��,�5ﾙw��H22 

T-69 �3���650 鉄��� ��○ �Y�Ilｨ�Y5i%ｸ��ﾔ��H22 

T臆70 鉄c��750 鼎��� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H22 

T臆71 �3CR�720 �3��� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H22 

T-72 鼎C��930 鼎C�� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H22 

T-73 鉄���770 �3s�� ��○ 俚h岔%ｸ�Y5i%ｸ��ﾔ��H22 

T臆74 鼎#��920 �3��� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H22 
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石材番号 ��鞏��騫ﾒ�+sｦﾖﾒﾈ�ｦｶr��劔�鞏�+(ﾛ��利用 状況 儖X��ﾖﾂ�修理 年度 
縦長 ��+r�控長 偬I|｢�目　視 

T臆75 鼎s��840 鉄s�� ��○ ��Y^8��ﾔ��H22 

T臆76 鉄c��730 鉄s�� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H22 

音T臆77 鉄#��850 鼎��� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H22 

T臆78 �3迭�600 鉄s�� ��○ �ｩ%ｸ��ﾔ��H22 

「550 俣S���i620　音　　i �����iH22 

T置80 鼎3��660 鼎c�� ��○ �ｩ%ｸ��ﾔ��H22 

T臆81 鉄c��550 鉄��� ��○ ��H22 

T臆82 鼎コ�490 鉄��� ��○ ��H22 

音T臆83 �3s��600 鉄s�� ��○ ��H22 

T臆84 �3#��620 鉄3�� ��○ ��H22 

T臆85 都���670 都#�� ��○ ��H22 

T-86 田コ�870 田��� ��○ ��H22 

l 田���750 鼎S�� 伜(4ﾈ5�)K(*��+��○ ��H21 

2 鼎���620 鼎3�� ��○ ��H21 

3 鼎���510 鉄��� 伜(4ﾈ5��○ ��H21 

4 鉄3��340 鉄3�� 亶H+9���○ ��H2l 

○ 田S��700 田3�� 佰ﾈ4ﾈ5��○ ��H21 

6 都3��550 鼎��� 偬�4ﾈ5��X4�8�6(4��○ �ｩ%ｸ��ﾔ��H21 

7 田���630 鼎��� ��○ ��H21 

8 田S��710 鉄S�� ��○ ��H21 

9 鉄���580 鉄3�� ��△ ��*i��,�5ﾙw��H21 

10 田���700 鼎C�� ��○ ��H21 

11 田s��590 鉄#�� ��○ ��H21 

12 都���800 鉄��� ��○ ��H21 

13 都���720 都��� 伜(4ﾈ5��○ ��H21 

14 田3��650 田#�� ��○ ��H21 

15 田���600 田��� ��○ ��H21 

16 田���690 田��� 伜(4ﾈ5��○ ��H21 

17 田���620 鉄3�� 伜)w(5��YK(*��+��○ ��H21 

18 塔���720 鼎3�� 伜(4ﾈ5��○ �Y5i%ｸ��ﾔ��H21 

19 都3��710 田��� 伜(4ﾈ5��○ ��H21 

20 田���700 �3#�� 伜(4ﾈ5��○ 俚i�Ilｨ��ﾔ��H21 

21 都C��660 田��� ��○ ��H21 

22 田#��520 鉄#�� 伜(4ﾈ5��○ ��H21 

23 都���750 田��� ��○ ��H21 

24 都C��660 都��� ��○ �Y�Ilｨ��ﾔ��H21 

25 田#��490 鉄S�� 伜(4ﾈ5��○ ��H21 

26 田c��550 鉄��� 伜(4ﾈ5��○ ��H21 

27 都���660 鉄3�� ��○ ��H21 

28 鉄S��460 鉄#�� ��○ �5i%ｸ�X悩�Ilｨ��ﾔ��H21 

29 田���560 鉄C�� ��○ 俚i�Ilｨ�X悩5i%ｸ�X岔%ｸ��ﾔ��H21 

30 都c��740 鉄��� 伜(4ﾈ5��○ ��H21 

31 都c��650 鉄#�� ��○ 俚i5i%ｸ��ﾔ��H21 

32 鉄���540 鼎c�� ��○ ��H21 

33 田3��570 鉄S�� ��○ ��H21 

34 鉄c��470 鉄��� ��○ ��H21 

35 都3��710 都C�� 伜(4ﾈ5��○ �Y5i%ｸ��ﾔ��H21 

36 鉄c��600 鉄#�� 伜(4ﾈ5��○ 俚h悩5i%ｸ��ﾔ��H21 

37 都���840 都#�� 伜(4ﾈ5��YK(*��+��○ 俚h悩5i%ｸ�X岔%ｸ��ﾔ��H21 

38 田���660 田3�� 亶H+9���YK(*��+��○ 俚h悩5i%ｸ��ﾔ��H21 

39 都s��550 鼎S�� 伜(4ﾈ5��X4�8�6(4��○ ��H21 

40 塔���900 鼎S�� 伜(訷5��○ 俚i5i%ｸ��ﾔ��H21 

41 鉄C��580 鉄s�� ��○ ��H21 

42 田#��930 鉄S�� ��○ ��H21 

43 田S��860 鼎#�� ��○ ��H22 

44 田#��800 鼎SR� ��△ ��*i��,�5ﾙw��H22 

45 鼎3��690 鉄SR� ��○ ��H22 

46 鼎3��620 鼎迭� ��○ 俚i5i%ｸ��ﾔ��H22 

47 田���800 鉄3��367 ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H22 

48 田���590 鼎迭� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H22 

49 都S��880 鼎s�� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H22 

50 鉄���790 鉄#�� ��○ 俚h悩�Ilｨ�YWi%ｸ��)｢�H22 

51 鼎C��430 鉄c�� ��○ ��H21 

う2 鼎S��530 田��� 伜(4ﾈ5��○ 俚i�Ilｨ��ﾔ��H21 

i　う3 鉄S��540 鉄c�� 伜(4ﾈ5��○ 俚i5i%ｸ��ﾔ��H21 

54 田���570 田��� ��○ ��Y%ｸ��ﾔ��H21 

55 鉄3��450 鉄��� ��○ ��H21 

56 都���590 鉄��� ��○ ��H21 

57 田���680 鼎c�� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

58 田C��620 田3�� ��○ �Y5i%ｸ��ﾔ��王エ21 

59 田c��650 鉄��� 僵(*��+��○ �Y5i%ｸ��ﾔ��H21 

60 田s��650 田S�� ��○ ��H21 

61 田C��590 鉄3�� ��○ �Y5i%ｸ��ﾔ��H21 

62 田#��510 田��� 伜(4ﾈ5��○ ��H2l 
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63 田c��590 鼎s�� ��○ ��H21 

64 都c��540 鼎C�� ��○ ��H21 

65 都#��640 鉄C�� ��○ ��H21 

66 鼎���540 鉄C�� 伜(4ﾈ5��XｷH+9���△ ��*i��,�5ﾙw��H21 

67 都3��800 鉄3�� ��○ ��H21 

68 都S��690 田��� ��○ ��H21 

69 塔#��630 鉄��� 伜(4ﾈ5��○ ��H21 

70 塔3��760 都c��314 ��○ 俚i�Ilｨ��ﾔ�����ﾕ�#��

71 塔c��720 田��� ��○ ��H21 

72 都c��600 田3�� 伜(4ﾈ5��○ ��H21 

73 都3��740 鉄��� 伜(4ﾈ5��○ �Y5i%ｸ��ﾔ��H21 

74 田S��650 鉄#�� ��○ �Y�Ilｨ��ﾔ��H21 

75 鉄���660 鼎S�� ��○ ��H21 

76 田���700 鼎��� 僵(*��+��○ ��H21 

77 田s��490 田#�� ��○ ��H21 

78 田���430 田��� ��○ ��H21 

79 都���650 鼎3�� 伜(4ﾈ5��○ ��H21 

80 鉄#��540 鉄S�� 伜(4ﾈ5��○ �Y5i%ｸ��ﾔ��H21 

81 田���660 田��� ��○ ��H21 

82 都S��670 鉄C�� ��○ �ｩ%ｸ��ﾔ��H21 

83 田���540 鉄#�� ��○ ��H21 

84 都���740 田C�� ��○ �Y�Y%ｸ��ﾔ��H21 

85 都3��840 田3�� 伜(4ﾈ5��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

86 都s��880 鉄C�� 伜(4ﾈ5��○ ��H21 

87 塔C��710 鉄��� 伜(4ﾈ5��○ ��H21 

88 田C��680 鉄��� 僵(*��+��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

89 田���710 田s�� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

90 都���760 鉄��� �4�8�6(4��○ ��H21 

91 田���640 鉄��� ��○ ��H21 

92 田���590 鼎��� ��○ 俚i5i%ｸ��ﾔ��H21 

93 田C��890 鉄��� ��○ ��H21 

94 鉄���640 鼎S�� 亶H+9���○ ��H22 

95 田���670 鼎#�� 亶H+9���△ ��*i��,�5ﾙw��H22 

96 田S��790 鉄s�� ��○ ��王工22 

97 鉄���650 鼎C�� 伜(4ﾈ5��○ ��H22 

98 鉄S��700 鼎C�� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H22 

99 田���620 鉄��� 亶H+9���○ �Y5i%ｸ��ﾔ��H22 

100 鉄cR�580 �3C�� ��○ ��H22 

101 �3S��710 鉄��� ��○ ��H21 

102 �3S��390 鉄c�� ��○ ��H21 

103 鼎���510 田s�� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

104 田C��540 鼎sR� 伜(4ﾈ5��○ 俚i5i%ｸ��ﾔ��H21 

105 田���560 田�R� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

106 田���600 鼎��� 伜(4ﾈ5��○ ��H21 

107 都���670 鉄c�� �4�8�6(4��○ 俚i�Ilｨ��ﾔ��H21 

108 鉄���585 鉄#R� ��○ ��H21 

109 田C��740 鉄��� ��○ ��H21 

110 鉄c��560 鉄��� ��○ �ｩ%ｸ��ﾔ��H21 

111 鉄3R�650 鼎3R� ��○ ��H21 

112 都S��750 鉄3R� ��○ ��H21 

113 田���540 鉄��� ��○ ��H21 

114 田C��595 鉄��� 伜(4ﾈ5��○ ��H21 

115 田���620 鼎c�� ��○ ��H21 

116 鉄CR�460 鼎c�� 僵(*��+��○ ��H21 

117 鼎SR�465 鼎S�� 僵(*��+��○ ��H21 

118 鼎C��625 鼎#�� 伜(4ﾈ5��○ ��H21 

119 田�R�605 鉄��� ��○ ��H21 

120 都#��680 鉄sR� ��○ ��H21 

121 都�R�710 鉄#�� ��○ ��H21 

122 涛3��840 鉄3R� 伜(4ﾈ5��○ �ｩ%ｸ��ﾔ��H21 

123 塔#R�830 鉄C�� ��○ ��H21 

124 涛#��780 鉄迭� 伜(4ﾈ5��○ ��H21 

125 田���640 鉄3R� 佰ﾈ4ﾈ5��○ ��H21 

126 都#��625 田�R� ��○ ��H21 

127 都3R�740 鉄�R� ��○ 樗�#��

128 鉄c��530 �3��� ��○ 俔�#��ﾒ�

129 塔s��745 鉄��� ��○ 買#��

130 田���570 鼎��� 伜(4ﾈ5��YN(*��+��XｷH+9���○ ��H21 

131 都S��640 鉄s�� ��○ �Y5i%ｸ��ﾔ��H21 

132 都���585 鉄��� �4�8�6(4��○ ��H21 

133 田c��640 鼎コ� ��○ ��H21 

134 都#��740 鼎迭� 伜(4ﾈ5��X4�8�6(4��(⊃ ��H21 

135 塔#��785 鼎S�� ��○ ��H21 

136 都S��690 田��� ��○ ��H21 

137 鉄SR�505 鉄#�� ��○ ��H21 
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138 田s��640 鼎��� 仗�4ﾈ5��X4�8�6(4��○ ��H21 

139 田���760 鼎��� ��○ ��H21 

140 鉄���690 鉄��� ��○ 俚i�Ilｨ��ﾔ��H21 

141 田c��630 鼎��� ��○ ��H21 

142 田c��630 鼎��� ��○ ��H21 

143 塔���680 鼎S�� ��○ ��H21 

144 田���800 鼎��� ��○ �Y5i%ｸ��ﾔ��H21 

145 鉄#��600 鼎c�� ��○ ��H21 

146 都���860 鉄��� ��○ ��H21 

147 鉄s��800 鉄��� ��○ ��H21 

148 都s��630 鼎��� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

149 鉄���890 鉄��� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

150 塔3��700 鉄c�� ��○ �5i%ｸ�X岔%ｸ��ﾔ��H21 

151 鉄s��580 鉄c�� ��○ 俔H*h�9%ｸ��ﾔ��H21 

152 塔S��645 鼎��� ��○ ��H21 

153 都c��740 鼎C�� ��○ ��H21 

154 都s��740 鼎��� ��○ 冲ﾉWi%ｸ��ﾔ��H21 

155 田#��790 鉄#�� ��○ ��H21 

156 都���780 鼎3R� ��○ ��H21 

157 鼎���810 鉄��� ��○ 冲ﾉWi%ｸ��ﾔ��H22 

158 田c��900 鼎s�� ��○ ��H22 

159 塔3��885 鼎�R� ��○ �Y5i%ｸ��ﾔ��H22 

160 都���740 鉄��� ��○ ��H22 

161 塔#R�815 鼎c�� ��○ ��H22 

162 都S��750 鉄��� ��○ 俚i5i%ｸ��ﾔ��H22 

163 都S��710 鉄3�� ��○ ��H22 

164 鉄3��550 鼎��� ��○ 俚i5i%ｸ��ﾔ��H22 

165 塔S��690 鉄cR� ��○ ��H21 

166 田���755 鼎��� ��○ ��H21 

167 田���630 鼎c�� ��○ ��H21 

168 田3R�580 �3C�� ��○ ��H21 

169 田S��1000 鉄���294 俚hｯ�.�6x8"�○ ��H21 

170 都sR�610 鉄��� ��○ ��H21 

171 都c��500 鼎C�� 僵(*��+��○ ��H21 

172 田���635 鉄3�� 伜(4ﾈ5��YK(*��+��○ 俚i5i%ｸ��ﾔ��H21 

173 田s��780 �3sR� ��○ �Y5i%ｸ��ﾔ��H21 

174 都c��760 鼎��� ��○ ��H21 

175 都���670 鉄��� ��○ �Y5i%ｸ��ﾔ��H21 

176 鼎���410 鼎3R� ��○ �Y5i%ｸ��ﾔ��H21 

177 鉄���650 鉄コ� ��○ 俚i�Ilｨ��ﾔ��H21 

178 田3��930 鼎c�� ��○ ��H22 

179 鉄sR�620 鼎c�� ��○ ��H22 

180 鉄#��810 �3S�� ��○ ��H22 

181 田���490 �33�� ��○ ��H22 

182 鉄#��680 鉄��� ��○ ��H22 

183 田C��820 鼎3�� ��○ 俚i5i%ｸ��ﾔ��H22 

184 鉄3��610 鉄s�� ��○ ��H22 

185 鉄���730 鼎��� ��○ ��H22 

186 田#��690 鼎���205 ��○ ��H22 

187 田#��680 �3��� ��○ �X岔%ｸ�X悩5i%ｸ��ﾔ��H22 

188 鉄���710 �3��� ��○ ��H22 

189 都#��860 �3c�� ��○ �X岔%ｸ��ﾔ��H22 

190 鉄c��610 �3��� ��○ �X岔%ｸ��ﾔ��H22 

191 鼎s��585 �33�� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H22 

192 鉄S��670 �3C�� ��○ �Y5i%ｸ��ﾔ��H22 

193 鉄C��640 �3cR� ��○ ��H22 

194 都���750 鉄C�� ��○ ��H22 

195 鼎C��685 鼎CR� ��○ ��H22 

196 鉄���800 鼎CR� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H22 

197 鉄CR�720 鼎��� ��○ �Y5i%ｸ��ﾔ��H22 

198 鉄#��800 鼎C�� 僵(*��+��○ ��H22 

199 田SR�790 鉄#����○ ��H22 

200 塔SR�965 �3c�� ��○ ��H22 

201 鉄���680 �3��� ��○ ��H22 

202 鼎#��830 田�R� ��○ ��H22 

203 都���750 鼎��� ��○ ��H22 

204 田���1055 �3��� 亶H+9���X�(4ﾈ5��○ �ｩ%ｸ��ﾔ��H22 

205 田3R�690 �3��� 伜(4ﾈ5��○ �Y�Ilｨ�Y5i%ｸ��ﾔ��H22 

206 鉄S��415 鼎c�� ��○ �Y5i%ｸ�X岔%ｸ��ﾔ��H22 

207 �3���680 鼎3�� 僵(*��+��○ �X岔%ｸ��ﾔ��H22 

208 鼎3��450 鉄C�� ��○ ��H22 

209 田���710 鉄��� ��○ ��H22 

210 田C��760 鉄C�� ��○ �Y�Ilｨ��ﾔ��H22 

211 田#��510 鼎�R� 亶H+9���△ ��*i��,�5ﾙw��H22 
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212 鼎���525 �3S�� ��○ 冓i%ｸ�XﾕH*h��ﾔ���(hﾌ3#�"�,i��*)e�,X5b袙48���H22 

213 田3��505 �3�R� ��○ ��H22 

214 田s��595 鼎コ�281 ��○ ��H22 

215 田迭�880 鼎S�� 伜(4ﾈ5��○ ��H22 

216 鉄3��540 鉄S�� ��○ 俚i5i%ｸ��ﾔ��H22 

217 田S��750 鼎S�� ��○ ��H22 

218 鉄���685 �3��� ��○ ��H22 

219 田���765 �3��� ��△ ��*i��,�5ﾙw��H22 

220 鉄���665 �33�� 亶H+9���△ ��*i��,�5ﾙw��H22 

221 鼎���730 �3��� ��○ ��H22 

222 鼎SR�560 鼎3�� ��△ ��*i��,�5ﾙw��手I22 

223 �33��445 鼎CR� ��○ ��H22 

224 鉄迭�1200 鼎#R� ��○ ��H22 

225 鉄C��690 鼎3�� ��○ ��H22 

226 鼎s��510 鉄��� ��○ ��H22 

227 田#��685 鉄s�� ��○ ��H22 

228 都���620 鉄#�� ��○ ��H22 

229 田c��760 鉄��� ��○ �Y�Ilｨ��ﾔ��H22 

230 鉄���520 �3コ� ��○ ��H22 

231 都CR�800 �3sR� ��○ ��H22 

232 鼎コ�790 鉄3�� ��○ ��H22 

233 田���680 �3��� 僵(*��+��○ ��H22 

234 田C��860 鉄C�� ��○ ��H22 

235 鉄���670 鼎��� ��○ �Y�Ilｨ��ﾔ��H22 

236 田s��920 鉄C�� ��○ ��H22 

237 田迭�700 田��� ��○ ��H22 

238 田���650 �3CR� 僵(*��+��○ ��H22 

239 田���700 鼎3��205 ��○ 俚i�Ilｨ��ﾔ��H22 

240 鼎C��630 鼎��� �4�8�6(4��○ ��H22 

241 田CR�670 鼎��� 僵(*��+��○ �X岔�I�Ilｨ��ﾔ��H22 

242 鼎コ�575 鼎�R� ��○ ��H22 

243 田S��730 鼎S�� ��○ ��H22 

244 田#��840 鉄#�� ��○ ��H22 

245 都s��800 鉄��� ��○ ��H22 

246 田CR�740 �3S�� ��○ ��H22 

247 田コ�795 鼎s�� ��○ ��H22 

248 田C��715 鉄��� ��○ ��H22 

249 田���755 鼎3�� 僵(*��+��○ ��H22 

250 都s��935 鼎SR� ��○ ��H22 

251 鉄コ�730 田�R� ��○ ��H22 

252 都#R�910 鼎SR� ��○ ��H22 

253 鉄���780 鼎��� ��○ ��H22 

254 都c��630 鼎��� ��○ ��H22 

255 鉄c��630 鼎3�� ��△ ��*i��,�5ﾙw��H22 

256 田���655 鼎コ� 亶H+9���○ ��H22 

257 都S��645 �3��� ��○ ��H22 

258 田s��660 鼎S�� 亶H+9���○ �X岔%ｸ��ﾔ��H22 

259 田C��800 鉄#�� ��△ ��*i��,�5ﾙw��H22 

260 鉄S��790 鼎C�� ��○ ��H22 

261 田���680 �3#�� 亶H+9���○ ��H22 

262 鉄c��680 鼎SR� ��○ ��H22 

263 田c��590 鉄�R�213 ��○ ��H22 

264 鉄3��540 �3s�� ��△ ��*i��,�5ﾙw��H22 

265 鉄3R�715 鼎�R� ��○ ��H22 

266 鉄迭�675 鼎C�� ��○ ��H22 

267 鉄c��450 �3迭� 亶H+9���△ ��*i��,�5ﾙw��H22 

268 鼎s��490 鉄��� ��○ ��H22 

269 鉄c��590 鼎sR� ��○ ��H22 

270 田C��580 鼎#�� ��○ ��H22 

271 �� �� 冕(���ﾂ�○ 俚i�Ilｨ��ﾔ��H22 

272 田���630 鉄S�� ��○ ��H22 

273 鉄sR�775 鉄��� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H22 

274 田���730 田���223 ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H22 

275 田コ�865 鼎s�� ��○ ��H22 

276 鼎SR�780 鉄C�� ��○ ��H22 

277 田#��730 鉄#�� ��○ ��H22 

278 鉄���625 �3��� ��○ ��H22 

279 都���675 鉄S�� 亶H+9���○ ��H22 

280 都���870 鼎S�� ��○ ��H22 

281 塔�R�850 鉄��� 僵(*��+��XｷH+9���○ ��II22 

282 田C��705 �3CR� ��○ ��H22 

283 田���710 鼎��� 僵(*��+��○ ��H22 

284 田C��770 鼎3R� ��○ ��H22 
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縦長 ��+r�控長 偬I|｢�目　視 

285 塔S��730 鼎#R� 僵(*��+��○ ��H22 

286 涛3R�930 都��� ��○ ��H22 

287 都cR�960 �3sR� ��○ ��H22 

288 都CR�855 鼎C�� ��○ ��H22 

289 鉄sR�630 �3�R� ��○ ��H22 

290 都#��930 鉄��� ��○ ��H22 

291 涛���895 鉄��� �ｨﾈx*��○ ��H22 

292 都���820 �3��� ��○ ��H22 

293」1 田3��800 鼎��� ��○ ��H22 

293-2 塔���780 �3S�� ��○ ��H22 

294 都���735 �3S�� ��○ �Y5i%ｸ��ﾔ��H22 

295 都3��950 鼎3�� ��○ ��H22 

296 田S��700 鼎C�� ��○ ��H22 

297 田c��720 �3#�� ��○ ��H22 

298 都#��685 �3S�� ��○ ��H22 

299 田#��895 鼎C�� ��○ 俚h岔%ｸ��ﾔ��H22 

300 都c��780 �3S�� 亶H+9���○ �Y5i%ｸ��ﾔ��H22 

301 都3��710 鼎��� 亶H+9���○ 俚h嚢岔%ｸ��ﾔ��H22 

302 鉄���560 �3c�� 亶H+9���○ �Y�Ilｨ��ﾔ��H22 

303 都���815 �3c�� 僵(*��+��○ 俚i5i%ｸ��ﾔ��H22 

304 都3R�800 田3�� ��○ ��H22 

305 都s��860 鉄S��346 ��○ ��H22 

306 田c��620 鼎#�� ��○ ��H22 

307 田CR�820 都#�� ��○ ��H22 

308 都#��590 �3��� 僵(*��+��○ ��H22 

309 都�R�775 鼎��� ��○ ��H22 

310 都S��780 鼎CR� ��○ ��H22 

311 鉄#��810 鼎#�� ��○ ��H22 

312 田cR�730 鼎3R� ��○ ��H22 

313 鉄C��705 鼎S�� ��○ ��H22 

314 鉄cR�750 鼎cR� 僵(*��+��○ �Y�Ilｨ�Y5i%ｸ��ﾔ��H22 

315 塔cR�900 田S�� ��○ �Y�Ilｨ�Y5i%ｸ��ﾔ��H22 

316 �� �� ��○ 冕(���ﾈ�Xﾛi�Ilｨ��ﾔ��H22 

317 鉄c��735 鉄コ� ��○ ��H22 

318 田�R�850 �3cR� ��○ ��H22 

319 都#��855 鉄C�� ��○ ��H22 

320 鼎C��640 鼎��� 僵(*��+��○ �5i%ｸ��ﾔ��H22 

321 都�R�770 鉄S�� ��○ ��H22 

322 都���810 鉄���323 ��○ ��H22 

323 都3R�830 鼎��� ��○ 俚i5i%ｸ��ﾔ��H22 

324 田s��700 鉄SR� 亶H+9���○ ��H22 

325 都S��750 鼎c�� ��○ ��H22 

326 塔C��720 鼎��� 亶H+9���○ ��H22 

327 都c��795 鼎S�� ��○ ��H22 

328 塔�R�680 鼎��� 亶H+9���○ ��H22 

329 鉄#R�670 �3��� ��○ ��H22 

330 鉄コ�740 �3S�� ��○ ��H22 

331 田���840 鼎S�� ��○ ��H22 

332 田���625 �3s�� ��○ ��H22 

333 都���950 鼎��� ��○ ��H22 

334 田S��665 鼎��� ��○ ��H22 

335 鉄コ�770 鼎#�� ��○ ��H22 

336 鉄���565 �3sR� ��○ ��H22 

337 田#R�800 �3���238 ��○ ��H22 

N-1 �� �� ��○ ��H21 

N-2 �� �� ��○ ��H21 

N-3 �� �� ��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

N-4 �� �� ��○ ��H21 

N-5 �� �� ��○ ��H21 

N-6 �� �� ��○ ��H21 

N-7 �� �� ��○ 俚i�Ilｨ��ﾔ��H21 

N葛8 �� �� ��○ ��H21 

N-9 �� �� �4�8�6(4��○ ��H21 

N-10 �� �� ��○ ��H21 

ヽ:-11 �� �� ��○ ��H21 

N臆12 �� �� ��○ ��H21 

N-13 �� �� ��○ ��H21 

N-14 �� �� ��○ �Y5i%ｸ��ﾔ��H21 

N臆15 �� �� ��○ ��H21 

N-16 �� �� ��○ 俚h悩5i%ｸ��ﾔ��H21 

N-17 �� �� ��○ 俚i5i%ｸ��ﾔ��H21 

N-18 �� �� ��○ ��H21 

N-19 �� �� 伜(4ﾈ5��○ �5i%ｸ��ﾔ��H21 

N-20 �� �� ��○ 俚i5i%ｸ��ﾔ��H21 

N-21 �� �� 伜(4ﾈ5��○ ��H21 

N-22 �� �� 伜(4ﾈ5��○ 俚i5i%ｸ��ﾔ��H21 

石材番号 ��鞏��騫ﾒ�+sｨ蒭���ｦｶr��劔�鞏�+(ﾛ��利用 状況 儖X��ﾖﾂ�修理 年度 
縦長 ��+r�控長 偬I|｢�目　視 

N-23 �� �� ��○ �Y5i%ｸ��ﾔ��H21 

N-24 �� �� �4�8�6(4��○ ��H21 

N-25 �� �� ��○ ��H2l 

N-26 �� �� ��○ ��H21 

N-27 �� �� ��○ ��H21 

N-28 �� �� ��○ ��H21 

N-29 �� �� 伜(4ﾈ5��○ �Y5i%ｸ��ﾔ��H21 

N丁30 �� �� ��○ �Y5i%ｸ��ﾔ��H21 

N臆31 �� �� ��○ 俚h悩5i%ｸ��ﾔ��H21 

N-32 �� �� 伜(4ﾈ5��○ �Y5i%ｸ��ﾔ��H21 

N-33 �� �� ��○ ��H21 

N-34 �� �� ��○ 俚i5i%ｸ��ﾔ��H21 

N-35 �� �� ��○ ��H21 

N-36 �� �� ��○ 俚h�9�Ilｨ��ﾔ��H22 

N臆37 �� �� ��○ ��H22 

N-38 �� �� ��○ ��H22 

N-39 �� �� ��○ ��H22 

N-40 �� �� 亶H+9���○ ��H22 

N-41 �� �� ��○ ��H22 

N-42 �� �� ��○ ��H22 

N易43 �� �� 亶H+9���X�(訷5��○ ��H22 

N-44 �� �� 伜(4ﾈ5��○ ��H22 

N葛45 �� �� ��○ ��H22 

N-46 �� �� ��○ ��H22 

N-47 �� �� ��○ ��H22 

N臆48 �� �� ��○ ��H22 

N」49 �� �� 伜(4ﾈ5��○ ��H22 

N-50 �� �� ��○ ��H22 

N-51 �� �� ��○ ��H22 

N-52 �� �� ��○ ��H22 

N臆53 �� �� ��○ ��H22 

N臆54 �� �� ��○ ��H22 

N-55 �� �� ��○ ��H22 

N臆56 �� �� 伜(4ﾈ5��○ ��H22 

N-57 �� �� ��○ ��H22 

N臆58 �� �� ��○ ��H22 

N「59 �� �� ��○ ��H22 

N臆60 �� �� ��○ ��H22 

N-61 �� �� ��○ ��H22 

N-62 �� �� ��○ ��H22 

N-63 �� �� 僵(*��+��○ ��H22 

N-64 �� �� ��○ ��H22 

N」65 �� �� ��○ ��H22 

N葛66 �� �� ��○ ��H22 

N-67 �� �� ��○ ��H22 

N-68 �� �� ��○ ��H22 

N-69 �� �� ��○ ��H22 

石材番号 ��鞏��騫ﾒ�+sｨ蒭���ｦｶr��劔�鞏�+(ﾛ��補足 方法 儖X��ﾖﾂ�
縦長 ��+r�控長 偬I|｢�目　視 

K-46 �#s��420 ������ ��購入 �+X,ｸ�+Y���

K葛47 �#S��500 涛s�� ��購入 �+X,ｸ�+Y���

K-50 �#S��670 涛s�� ��購入 �+X,ｸ�+Y���

K-77 �#s��440 涛3�� ��購入 �+X,ｸ�+Y���

K-81と82間 �#s��420 涛S�� ��購入 �+X,ｸ�+Y���

T-　9 鉄C��560 鼎c�� ��在石 �5i%ｹ���

T-16 鼎c��440 鼎��� ��在石 �5i%ｹ���

T-17 鉄C��610 鼎c�� ��在石 �5i%ｹ���

T-42 塔���760 田��� ��在石 �5i%ｹ���

T-43 鼎c��415 田#�� ��在石 �5i%ｹ���

T-47 鉄S��800 鉄��� ��購入 �5i%ｹ���

T-48 �3���550 田��� ��支給 �5i%ｹ���

T-68 �#���580 田S�� ��支給 �5i%ｹ���

T-75と76間 鼎���140 鉄S�� ��支給 �5i%ｹ���

9 田C��680 鉄C�� ��在石 �(i���

44 田S��850 涛��� ��購入 �(i���

66 鼎���560 鉄c�� ��在石 �(i���

95 田3��730 都��� ��購入 �(i���

211 都���630 鉄3�� ��購入 �(i���

219 都#��760 涛s�� ��購入 �(i���

220 田���720 田��� ��支給 �(i���

222 鼎C��550 鼎S�� ��支給 �(i���

255 田���740 鼎3�� ��支給 �(i���

259 田���800 田��� ��購入 �(i���

264 鉄���580 鼎3�� ��支給 �(i���

267 鉄���550 鼎S�� ��支給 �(i���
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鞘㊤ 凵ｼ) �� ��⊂) �� ��⊂) ��」で⊃ ��ﾂ�� ��ﾂ�� ��⊂) �5��ﾒ�⊂〕 ��ﾈ�ﾒ�⊂) ��Uつ �� ��⊂) �� ��⊃○ �� ��ﾂ�� �� ��

(⊂) ÷〕 ��ﾂ�����⊂) ∞ ��ﾈ�ﾒ��X�X�R�の ▼〇十 凵ｼ⊃ 〇・・〇 ��ﾈ,"�,ﾂ�∫〕 〇十 ��ﾈ�ﾒ�耳�X�｢�÷〕 i・・・「 ヽl �����ｸ�ｳ��⊂) ヽ1 ��X耳��?��ﾂ�⊂) 十〇十 ��ﾂ���Rﾘ�R�〔Y⊃ 章二 �6x�ｲ����X�X�b�CY〕 〔Y〕 ��ｨ�X�｢��ｨ�X�｢�「十 〇二 ��ﾂ��5��ﾂ���ﾈ�ﾒ��ｵﾂﾒ�⊂) N ��ﾂ���ｨ�X�R�⊂⊃ 「・「 ��ﾈ�ﾒ���ｲ�⊂) ▼一〇 ��ﾂ���(�ﾂ�凵ｼ⊃ 寸1 ��ｳ�,"�+��ﾂ�⊂) 、寸1 ��ﾈ�ﾒ���こ’ Jこ ��ﾂ��+�2�

押 出 速 く出 叶 粗 . 濃 艶 遵 堅 � �� �� �� �� 伜���2�Dﾒ�eﾒ�ｮﾂ�Zﾂ��"�ﾘﾂ�������↑ 国 電 喜 蛙 朗 読 当 日 �� �� �� �<2�:｢�8��?r�ﾛr�敖�^2�<r�9b�?｢�∩ 捺 請 出 ロコ:ヽ 差 噴 輔 琵 堂 ÷ �� �� �7�ﾒ���������X*ﾒ�¥r����C��･��^2�ﾘﾂ�ﾇR�I"� �� �� �� �� �� �� ��

胸 章 �?�?���｢��ｸ�����｢�IR�･���i?��B�ｸ�"�｢�H�"���ﾔ��哩 十十 恒 三 「∠_ し) 鞘 脳 性 ミ _∠_ (⊃ ��l ��哩 白 悩 さ る �� ��"�臆 ���嫌 壇 喪 仲 田 旧 慣 4□ 遵 �� �;"�7����･��+R�h������Bﾘ�b� ���ロ ココ 韓 �+2�8�"�ﾃ���b�+2�+R��ﾉb�+X,X�ﾒ�+2�+R������ｨ�X�X�R�+2�*ﾘ�ﾒ��Xﾗ����R�蓼ﾉ���ｹE��+2�>H�R�Z俟��(�2�勣蔗��2��ｮ(�R��Ih���h�H��,"��ｸ+R��B�,"�,��ﾂﾘ��)｢�哩 ⊂Y〕 ,i_」 「下 さ ,」乙. (⊃ 冑��X,"�*ｲ��-2�*ﾘ,"�*ｲ��2�ｒ�h���,ﾂ�ｯb�哩 し。 さ し) 喫 °つ .ゝ.⊃ 「-「 ミ C) 哩 二l .ゝ.⊃ 「‾「 ミ ニコ 哩 Uつ 恒 三 エコ 憧 三 船 白 書] 裁 郵蝶 聞・ �ﾂ��ｨ��ﾇ2�爾�ｼ��h���ｨ耳�b����X��� ��蝶 鐙 悩 軽 さ ._`_ くつ �� ���臆 俔��蔗�ﾈ�c･��*ﾘ,"�敖��ｸ�X�ﾂ��2��b�)･B�6x6x���l 鳴�哩 ⊂つ .ゝ.」 “丁で ミ -〇㌔- (」 ▲」 「-「 三 〇∠_ くつ 瞑 〇・十 トト 冑���"��6ﾈ,"�*ｲ���･���"�ﾉb�+X.b�+2���ｨ�ｲ��ｲ���輯 悩 ⊥」 恒 エ 国 トロ 唖 ����ｸﾂ�ﾅ"�*��*ﾘ�ｲ�*ﾘ�ｲ�,���2�臆 ��_二ゝ くつ ●白 �� � 劔劔 �;"���勝 悩 劔劔劍���ﾛ��

日 記 ��ｸ爾����｢�ｨB�ﾂ�ﾏｲ�."�哩 Hつ き 一一 、」 H うう 瑳 ��"�����蔗�耳-8�"�.ゝ」 「下 さ _ふ_ (」 �+2�耳��ﾒ�+T｢�十 王ヨ 議 ���� 披�謦粨�ﾒ��Rﾘ�R�蔗��ｩ?������ﾕ��蔗�粨+R�軽 さ _し ��B�E�����ﾕ��62�]��8��窪讃 三選 も甲 謂 (⊃箪 ・害 悪瞳 .ゝ」・“青 氷,"�*ｲ�耳�｢���ﾒ�敖��ｨ�X�X�｢�蔗��ﾈ�bﾒ�丑 謹 選 固 唾 ・。〇 三 侭)ｩ)｢�7����･�����ｽ��披�ｽ��/�� ��饗 圃 爆 ÷ 曲 堕 し」⊃ 嶋、 僣 ]] 誌 瑳 冊i 哩 ○○ さ 佗2�耳�ｨ�｢���ｽ��5(5"�ｪﾒ�>B�蛯��7��6ﾘ�ｳ･��*ﾘ,"���ﾕﾒ�ﾍb�>B�Z�� �7����･��+R��h��-h�ﾂ�-8�Bﾘ�b��X���R�7���-5�����H ]i 蛍 謎 聞 き �+��ｽ��披�ｽ��>B�さ _と_ くつ ロ コ] 謹 謎 ��!繕 悩 柾 ぎ ー.∠._ くつ 倅���ｨ�･��+R����披�ｧ��>B�ﾘB� 仗��ﾖ��ｧ��ミ 一書.._ (⊃ 哩 こ〕 .ゝ.」 「-で き ロコ �5(5"�ｽ��>B�[r�h������ﾈ�ﾒ��X�R�ｺB�〔Y〕 ,ゝ..⊃ i丁了 ミ .-∠_ C〉 憧 ミ _`- ��B�I���ﾕ��h��?��｢���H�(5"��X�X�R�ﾇ2��&���憧 さ 。」 [口 �;"��?��｢�ゅ���ﾘ�ｲ�;"�88ﾒ�]��ｸﾂ�[��

」山 恥 00i「 なし_ に ����+"�H����出 H ]] 賽 瑳 乘��*Eﾒ�ｽ��ｼ��H うう 摸 瑳 ����w��[｢�ココ 謹 選 潮 僮"�+5ﾒ�ｽ��>B�(⊃ H 五 誌 瑳 �+X,��8ﾒ�5(5"�ﾛ｢�ﾛ｢�巾 誼 摸 謎 �(⊃ H ココ 瑳 謎 �ｨ耳耳耳爾�*ﾘ,"�&ﾂ�ｺB�調 哩 しの ぎ 仗��5(5"�ｽ�����H ]] 瑳 謎 �7���ｸ�ﾂﾒ�8�"�+2��ｨ+R�*ﾘ�ﾒ���h�｢�耳�ｦ��R�+2�嘩 N .▲.」 -「「 丈 剿� ぐu ..」.} -1○○ 丈 狽�5(5"�ｽ��>B�ロ ココ 謹 謎 抱+R�*ﾒ��歟�[b�軸 低 さ 倅ﾒ����+X���+2�H 丑 蛍 謎 僮"�ﾍﾂ�頸�ﾛ｢�張 碓 低 さ 狽�ﾘ咤�^b��ｲ�謎 聞 き 僮"�5(5"�ｧ��ﾛ｢�.こゝ 一〇〇 〔〇 位 丈 ���黷�披�･r�>B�餌 白 丑 摸 瑳 僮"�披�lﾂ�>B�白 五 誌 謎 

「「「嶋、 †十・、、,ヽ .ヽ二ゝ 

〇、ゝ_∠_ 春雪 ・怪 蝉烹 

粗 兌r�即 俯"�」ゝ 一き_ くつ �+��鮒 兌r�田 僮R��>��上ゝ 一」 くり �ｨ�b���ﾒ�州 佇��一し. くつ 刪黷ｵ. くつ ��h�B�耳�b�,ﾂ�定+��B�耳+R����調 倚ｶ��二ゝ _ふ_ ∞ �ｨ�b�+R��一し く⊃ 兒��鵬 ��ｶ�ﾒ�*ﾘ,"�鵬 �ｨ�b�2��鵬 ��h�B�耳�b�<｢�軸 倚ｶ��調 倚ｴ��

琵 唾 剩� 熊 ‡三 間 ��ｲ�ﾛ｢�鍈��"�菜 蟻 儖｢�ｸR�藻 球 儖��ﾋR�I ��B�ﾄb�畏 熊 佻ﾂ�ｨB��ｨ���ﾈ�ﾒ��X�X�X�X�b�ﾆ���b�五 割 ⊂) ⊂) 十〇十 型 亦� ��I �� �+�+R�X�ｲ�梺�u��e8����*ﾖ��;��畳 蠍 耶 (⊂) 、X¥ 塑 �� �� �4x5"��X�ｲ�Yｲ��r�?�+��ﾅ�� 冰r�梺�u���ﾈ*��ﾉ�� �� �� �� �� �� ��

醤 俔��.し ��ｲ�_し 抱+R�_し 剃ﾂ�.L ��ｲ�.し 剃ﾂ�_し ��ｲ�.し 抱+R�.-し 抱+R�.L ��ｲ�.上- ��ｲ�_し ��h�"�⊥ 抱+R�ﾈ�"�.し ,ヽ 停ﾈ+R��ﾈ�"�∠- 抱+R�,-し 剃ﾂ�.し ′ヽ 剃ﾂ�」- ′ヽ ��ｲ�.L 抱+R�」_ 剃ﾂ�

′ヽ ‾ヽ ��ﾈ�"���ﾘ��ﾂ�,¥ 一一、 鎚�"�耳耳���,ヽ ‾‾¥ ��ﾈ�"����"�,¥ ‾-ヽ 鎚�"�耳耳���′ヽ ‾ヽ 鎚�"��ｸ耳���′ヽ ‾‾ヽ 鎚�"���ﾘ�"�′ヽ 一一→ 鎚�"����"�′ヽ ‾ヽ 鎚�"����"�′ヽ -、 ��ﾈ�"�����ﾂ�,ヽ ‾‾ヽ1 萄�"����"�,ヽ ‾‾ヽ 鎚�"�����ﾂ�,ヽ ‾-¥ ���ﾘ�"�6x���‾ヽ こ卜 ���ﾕﾂ�6uﾂ�′ヽ 一一、 ��ﾈ�"����"�′ヽ ‾ヽ ��ﾈ�"����"�‾ヽ ト¥ ��ﾈ�"�耳耳���‾‾¥ ト¥ 鎚�"������"�′ヽ ‾‾ヽ 鎚�"���ﾕﾂ�′ヽ 一一、 鎚�"�����ﾂ�

ま: �6uﾂ�ト、 冉ﾘ���ト¥ �6uﾂ�ト¥ ��fﾒ�ト¥ �･ﾂ�ト �6x���卜、 �6r�ト音 �6x���ト、 �6x���ト、 �6x將�ト、 �6x���†ヽ �6x��� �� �6x���ト、 �6uﾂ�ト¥ ��｢�ト、 乖ﾒ�下¥ �6x���ト¥ �･ﾂ�ト、 

出 潮 罷 剔ﾊ ���賦 儿｢�駄 ��｢�蛾 儿｢�蛾 ��｢�駄 儿｢�螺 �)ﾘ*ﾒ�蝶 ���懸 儿｢�駄 ���燃 ���賦 佶��梺�ぎ 蛾 佶��X｢�駄 ��｢�瞬 ��｢�十 懸 ��｢�十 螺 ����駄 冉｢�蛾 ���

郵 冰��剖〈 冰��郵 乖H*ﾒ�郵 冰��剖〈 冰��割く 册X*ﾒ�郵 乖H*ﾒ�剖〈 冰��郵 冰��郵 册R��割く 乖H*ﾒ�郵 冰��割く 冰��割く 冰��郵 乖H*ﾒ�郵 乖H*ﾒ�劃( 刔��琳 冰��郵 乖H*ﾒ�

恒 三 �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� 

如 �� �� �� �� ��⊂) �� �� �� ��トー �2�� �� ��ﾈ�ﾂ� �� �� �� �� �� �*ﾘ,"� �� 

醐 圃 �.h+���,"�.丁 〔Yつ �?�,R��ｸ���ご〕 し」⊃ ��ﾂ��6x�ｲ�J〇 ・才 ��X���｢�?��ﾂ�CO 「、・ ��(�｢�X�ﾒ�こ1 l・。」 ��ｸ�X�ﾒ��ｸ���二で 〔lつ 着ｒ�6ﾈ,"�二で 寸1 披��ｨ�X�｢�つぐ N �����?��｢�∪つ ▼・・・」 ��(�ﾂ��ｨ�｢�○〕 ① ��(�b���ｲ�⊂⊃ くす ��ﾈ�ﾂ��ｨ�X�｢�」で) 〔○ �*ﾘ�ｲ�*ﾘ�ｲ�∞ トー 簸2�6x�ｲ�ご〕 トー ��ﾂ�����J〇 〇・・」 �5��ﾂ���+��こ〕 」[〕 帝���r���ｲ�〇二章 二で ��ﾈ�ﾒ��X�X�(�R�⊂) Clつ �+Wｲ���ｵ��ﾂ�⊂⊃ U⊃ 

雪 C) ����h��一・・・〇 ��耳�X�｢�C」⊃ �*簫�⊂) 艇-b�/へ ⊂▼つ �+��ﾂ�(e �6x��ﾒ�○ヽ 抹ﾂ����ﾂ�⊂) 艇-b��ﾂﾒ�/¥ しO 抹ﾂ�5��ﾒ�⊂〕 禎ﾂ��ｸ�ｲ�1一〇 禎ﾂ�ﾆﾈ,"�/¥ ト、- �*ﾒ���⊂) 偖ﾈ�ｨ��〈 艇-b�+��ﾂ�⊂⊃ �+�*��/¥ 艇-b�〈 抹ﾂ�⊂⊃ 禎ﾂ�寸: ����〈 禎ﾂ�

¥子 種 艶 劔凵ｼ⊃ ��劔 � �� � � ��剿�ｨ�X�｢� 劍�r�」(〕 ���⊂) �1一・〇 凾ｭo 氷,"�こl 

劃 儷つ ����し」つ 郵,"�種⊃ 氷,"�ﾃ｢�寸 ¥/ 宙�ｲ�鵬 �+X�h�ﾒ�」(⊃ �+T��ﾂ�ﾂ��(」⊃ �6ﾈ,"�ﾂ��<「 ¥/ ����ﾃ｢�Ce ��ﾈ+r�ﾂ��〔○ 氷,"��"�」くつ ¥/ 氷,"�① �*ﾒ��ﾈ�"�ぐつ 〉 定��ﾂ��くo ���,"�〇十 ¥/ �+X*ﾘ�ﾒ�ﾂ��ごつ ¥/ ����ﾂ��く○ ������"�」で) ����ﾂ��〇十 ¥/ 伜(,"�ﾂ��
/¥ !望 ��ｸ��ﾒ� ��ﾂ��⊂) ��耳�X��トー ��〇十 傲ﾙ?��十〇十 ��ｨ�X�� ��ﾂ�� ��⊂⊃ ��ﾂ��⊂> ��ﾂ��ヽ」 ��く⊂) ��ﾂ��⊂) �5��ﾂ�∞ �?��ﾂ�⊂) 披� ��ﾈ�ﾒ�ヽ) �*ﾖ��⊂⊃ ��ﾂ��こ〕 �*ﾘ,"� 

選 閉�� � ��寸 �6������寸 ����寸 � 剪�寸 ����÷ ������寸 偖ﾂ� ��ｵ��ﾂ� �� 剞｡ �� ����・十 �� 

迎 唾 �5�,"���X�r�寸 劔劔��ｨ���ぴ�凵･す 劔凵･す 剽I�"���ｨ爾�、書1 �����凵u“ �+(,"��.-÷ �5�,"�

/へ 咄 適 □ ��ﾂ�� 偃r�守 �8�X,"� 中��Cつ �*ﾘ�ｸ�ｲ�」で〕 �6x�ｲ� ��ﾂ��亡へ 偃r� ��(�b�⊂⊃ ��bｒ�i一・十 ��r�牟 ������① �*簫�こC 偃r�ごI ��ﾈ�ﾒ�⊂) �� ��X�X�b�ヽ〕 ��ｸ,"�⊂⊃ 偃r�守 

▼一・十 十〇十 凵u・十 〇一十 �ｨ�X璽��ﾆ��ｸ�ｲ�〇・〇 一・〇 凵･一十 一一 ��ｨ���Rﾘ�b�1・・十 〇十 陳ﾒﾘ爾��X耳��〇十 一・・・〇 凵ｼ) 一一 ��Rﾓ���x�X�b�○〕 冓---〇 〇十 ��ｨ耳��耳爾�十〇十 十〇」 乏��X�X�R�⊂) 十〇十 披��X�X�b�l一・十 ▼一・十 迄耳�｢��｢ﾘ�R�⊂) 一一一一一 ��ﾂ���X�ｸ�ｲ�十・十 〇一」 ��X耳���ｨ��○ヽ ��ｸ�B�凵･・・-1 「-」 偖ﾈ�ｨ��耳爾�〇一〇 ▼一・置 �+��ﾂ��ｨ�X�X�｢�「一〇 ●- ��ﾈ�ﾒ��ｨ�｢�

駆 騨 劑ｺ 處b�攫 僮｢�糧 處b�攫 處b�糧 叺｢�糧 叺｢�爆 叺｢�港 叺｢�攫 叺｢�糧 處b�糧 處b�攫 叺｢�糧 叺｢�攫 處b�糧 處b�靑�楷�ⅳ�捧 撫 誰 饉 叺｢�靑�糧 撫 誰 饉 處b�靑�糧 叺｢�攫 處b�

樵 估b�樵 儿��樵 傴��樵 儿��樵 傴��樵 傴��樵 傴��礁 傴��礁 傲｢�擦 傲｢�樵 傴��樵 傴��樵 儿��樵 傴��終 劔剌ｿ 傴��熊 儿��

推 �$��誰 �$��鵡 �$��誰 �$��艶 竸2�誰 �$��鵡 �$��誰 乘��誰 �$��誰 ���鵡 �$��誰 �$��艶 �$��誰 �$��離 劍ｺﾒ�補��ｲ�ⅳ�誰 �$��艶 �$��

題 桾ｲ�饉 估B�謹 桾ｲ�撹 估B�邁 傀R�邁 ���避 桾ｲ�饉 桾ｲ�遵 估B�簿 僮ｲ�鱒 估B�饉 桾ｲ�謹 傀R�饉 桾ｲ�轡 劔咏ｰ 傀R�邁 桀��

熱吋 瀞白組 �,----- ��8�ﾂ�〔Y〕 �����」で⊃ �+�ﾒ�(.0 �6x�ｲ�こて �,ﾂ�〇一十 ⊂) �ｨ耳爾�こ) �5��ﾒ�"-丁 氷,"�く○ �6x�ｲ�●C �+�｢�⊂⊃ ��X�X�X�R�こ〕 ��ｵ��ﾂ�く)1 �+Vｨ�ﾒ�(⊂) ��ｸ���こC �+�｢�⊂⊃ �ｨ耳耳耳�｢�ご」 傲ﾙ?��寸1 氷,"�く.0 �6x�ｲ�

」(⊃ 劔��ｨ�ｨ��〇十 ��ﾈ耳�X�｢�十〇十 �(�ｨ��一一一一 ��X�X�(�b�▼〇十 ��ｨ��l一・十 �+��ﾂ�ヽ1 ��(�ﾂ�ヾ〕 披�ヽl ��%ﾒ�こ〕 ��(�b�ごJ ��ﾃ�,"�ぐ▼つ �6ﾈ,"�〔ヽつ 鑓,"�〔¥つ ��ｵ��ﾂ�〔○ 

士 督�÷ ����士 俶ﾒ�士 督�÷ 俶ﾒ�< 俶ﾒ�< 俶ﾒ�< 俶ﾒ�士 俶ﾒ�士 督�士 栃�ｲ�士 督�士 督�士 督�士 俶ﾒ�< 俶ﾒ�士 俶ﾒ�< 俶ﾒ�士 俶ﾒ�

粕 凵Z一十 �+���CY〕 仆9���Uつ �+X�ｲ�置¥- �?�,R�、こう ��ﾂ��i一・〇 �?��｢�⊂つ ����∪つ ��ｸ�ｲ�トー �+�,B�○〕 ��ﾂ��▼-」 ��(�ﾂ�〔1つ 停ﾙ)｢�」で⊃ �*ﾘ�ｲ�〔、 �+�*��こ: ��ﾂ��十〇十 �+��ﾂ�(Y〕 �*ﾘ+r�Uつ �*ﾘ�h�ﾒ�トー �?�,R�

煙 劔劔劍�ｨ耳�｢�一・・〇 ��ｨ�ｨ��†-・「 ��ｨ�X�｢�γ-」 ��ｨ�X�｢�〇・〇 �ｨ�X�X�X�R�1i〇・〇 �?���N �+(�ﾂ�∫」 披�ヽ〕 ��(�ﾂ�こ] �+��ﾂ�こ〕 ��ｸ,"�C▼つ ��ｵ��ﾂ�⊂1つ ��ｵ��ﾂ�⊂1つ �*貶,"�CY〕 ��ﾈ�X,"�
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三二三∴ 凵ｼ) ����⊂) �*ﾘ,"�二l 〔¥つ ��ﾈ�ﾒ�⊂⊃ 二 ��ﾂ��⊂⊃ ��ﾂ�� �� �� ��⊂) ��X�X�b� �� ��ﾈ�ﾒ�⊂) ��二〕 ��.・　「 ��ﾈ�ﾒ� �+��｢�⊂〕 �� ��∪つ ��X�ｨ�� ��ﾂ��○　○ 刪齠� 」O 

三、二 凵y、_ �+Rﾔ2�.・「 停ﾒﾒﾘ爾���ｨ�X��耳耳�b��6x,R�〔¥- �+�ﾂ�劔剴� �+&ﾂ�劍耳耳耳耳爾�く.0 冫⊃ 剴�ﾅ �+����凾ｱi 劔一一一一一 凾ｭ〇 二) �?�?��?��一・十 �ｨ耳耳耳爾�

ヽ二 田 淫 、二 打 撃 桑 濃 艶 邁 塁 � �� �� �� ��三 ギ 轢 き 富ま 哩 湘 轟 主′ 叫 ��ニ 当 「 古 賀〇 :: ∴ ��舎 堅 京樽 薄 手一 七・〇 着 嘩 瑚 叢 書′ 巾 �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� ��｢�･ﾒ����8(7��ﾛr�ﾜr������2�耳�� ��金 持こ 漆 ヽ二 着 壁 誹 義 堂 十 �� 

亡つ 「- 「○ ○ 草 鞋 _ゝ ) †¥ □二 弛 車 上」H 〔十 ○○(十 二月日暮 弾 やヽ∴ 凵� ∵「 ヽ一 重 皆 〔○ (○ ○つ 憧 二二 国 悼 哩 〔▼⊃ .ゝ.⊃ 「T ミ ニ 捲 撮 怪 �� ��ロ ココ 謹 選 尊 さ ・∠〇 日 ,ゝ-.」 「下 さ _乙 し) 軽 さ _∠_ し) 哩 r〇十 堪 トト、 冑����Rﾒ�蔗��ｩ?��"���9��ﾊｲ�Eﾒ��ｲ�7����･��+R��ﾉb�+X�"�+2���･��+R��+2��(�･��+R��ﾕ�����ﾎ��蔗�ｮ"�屬���*H*B�ｽ�����蝶 脳 性 ミ ニ 堕 し〇 三 二 白 ]王 墓 瑳 軸 唖 ぐJ ..ゝ.」 「「 さ 倅��ﾜr����Oｲ����+(�ﾂ�袵��x�rﾘ���R�7����ｨ�｢�?�?��;"�蔗�自?�耳爾���� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� ��しト 」 し 聖 二 一十、 二 ヽノ 怪 こ し 賢 増 宰 二 翠 、】葦 儘b�?����ﾘ�b�+��+X6ﾒ���������?��耳�h揶蔗�蝶 哩 しの ぎ ーき_ (⊃ 蛍 脳 性 録、 � 

怪 佶����披�ｽ�����ﾌR������� 劔亂ﾂ��(,"�ﾈ�B粨�b��X�X+��*ｲ���e��+R��7��憧 ヽ十、 �� �� �+��H ]] �� �� ��柴 H ヨ] 謹 �� �� �ﾂ�*�,"�*ｲ�?���"�*茲���ｲ譴��ｶ��ｸ�ｲ�巾 ]] 聾 瑳 僮｢�6r� ��蝶 �� 狽� 凾ｵ∵ト .トし 二三 三・ 、)上。 =∵こ 剩��披�

一貴書・=二、 一トく三 二三 ,上.〇 二二 ・二二 白色 東学 

〇・号=・二 二 学 芸 エ「「 回し〇 十く �+2��(�･��+R��I"�ﾕﾒ�ｽ�����さ 。∠_ し) 白 丑 謹 選 �+2����+X�"�ﾅ��.��+2�白 ココ 謹 選 �7��6｢�敖�*茲���2��b��(�Y)｢�+2�剪� さ ー▲- (」 ..l。⊃ -「「’ さ �+��饕�ｽ��5(5"�ｽ��債�三 ・∠〇 日 H 丑 謹 塗 僮"�ﾕﾒ�[2�Fｲ�H ]] 謹 鞋 狽�ﾕﾒ�ｽ�����捲 脳 性 さ 刹ﾞ 瑳 鮒 喚 き �+��I"�5(5"�ｽ��ﾛ｢�H ココ 瑳 謎 �+��.��+2�H 丑 蛍 瑳 僮"�披�ｽ��ﾛ｢�遜 軸 凹 低 さ �+��h��.��+2�H ココ 謹 瑳 仗��ﾕﾒ�ｽ��ｼ��巾 丑 謹 選 �*ﾂ��ｶ�ﾒ�����5(5"�ｽ��ﾛ｢�柵 張 碓 恒 ミ 刹ﾐ 鞄 謹 塗 僮"�5(5"�ｽ��>B�俾��5(5"�ﾎﾂ��r�叶 う] 謹 選 ���ｽ��>B����+2�H 拍 謹 瑳 ����ﾘ�b��x�R�拳呈 嬰、 勘定 ●+、「 彊 .ゝ」トト “▼T・ヽ 立、・・・ゝ 子、千 僮"�*H*B�ｽ�����三 一し- くつ 巾 丑 謹 選 仗�����ﾟ"�.��+2�

二・三 一」」」 二∴÷ 轟 き∴ 

州 倚ｶ��一し_ くつ 伜��_(_ 出 �+"�○○_ 〔n ��ｶ�ﾒ�*ﾘ,"�冊 做"�軸 倚"�軸 �ｨ+R�*ﾘ�b���ｸ�2ﾒ�*ﾘ,"�柵 倚ｲ�_ふ_ 出 做"�州 崩�����ﾒ�ー▲- くつ 兒��珊 俯"�朋 �ｨ�b�,ﾒ��曲 倅ﾒ�劇 剋ｲ 亶"�_」し- くつ �62�軸右 偃T｢�*ﾘ.��b�州 兒��一〇二〇 α〕 

詩 境 � �� ��壷・ 無く 可〈 ¥ヒ □ 二† 口 華 �� ��五・ 討 寸 二i ▼・・・十 三’ ��エコ- u⊥ 賦 剖〈 Uつ ↑‾ ÷ 警 ��亡1 u⊥ 蛾 可( 〔、 二で 警 �� �� �� ��エコ. u」. 副 」的∃ �� �� �� �� ��畳 ま・ 剖( 毒 口 �� 冰r�ﾇb�?�,R�?�?����� 偃R�Yｲ��r�*�,R�ﾆ�� ��孟 軒 昂 〔○ 彗 �� 
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呂 縄 蕊 刹� 十 �+8ﾘ"�贅�i卜 十 儿｢�蛾 ��｢�駄 儿｢�賦 ���ﾂ���や¥ 十 �*ﾘ��ｲ�堅 凵E卜 十 俯ｲ���賦 ��Yfﾒ�ｲ�猿 十 佗R���tヽ 十 �7蠶���懸 十 ��Y����賦 凅b�駄 ��｢�剔ﾊ 冖2�駅 倆B�
駄 ��｢�駄 劔劔X｢�!黙 儿｢�蝶 剿ｳく ��｢����賦 �b�煉 儿｢�菜 凅b�劔ロ ����劍ﾊ��

剖〈 乖H*ﾒ�却〈 兀H���割く 冰��割く 冢ｲ�郵 冰��割く 乖H*ﾒ�郵 刳рｭ 乖H*ﾒ�割く 冰��割く 檮ﾂ�郵 冢ｲ�蛍 乖H*ﾒ�郵 冰��割く 冰��や¥ �6��郵 乖H*ﾒ�耶 ��ｸ�b�

恒 一三 �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� 僥B���wB�ﾇR�蛾 割く �� �� �� �� �� 倬ﾂ�怒 ��2�i 區B�悉 倬ﾂ�

00 ���?��トー �?��ﾂ�⊂) �+�,R�し○ �+�+��⊂) �+��｢�二〇 �+�,B�⊂) ��ｲ��⊂) �+�,B�① �?��ﾂ�⊂) �+�*��⊂) �6ｨ�ﾂ�」で) ��ﾂ��⊂) ��ﾔ2�二) �*"ﾒ�.-丁 ���ﾒ�こぐ 定爾�トー 停ﾒﾒ�÷] 二で ��ﾂ�� �� ��h�｢�X�ﾒ� ��

岬 圃 �6ﾈ,"�〔○ 亦ﾒﾒﾒﾒ�二】 一〇 ��d��〇十 ��ｵ��ﾂ�しの 氷,"�章二 ��h,X,"�Cつ 停ﾒﾒﾘ���R�二で ��X�r�」O ���ﾂ�i〇十 ��ｸ�"�U⊃ ��Rﾒ�Clつ �6x�ｲ�[、 ��耳�X�R�「・「 �?���ごつ 氷,"�N �+��b�(○ ���ﾂ���ﾂ���ｨ�X�｢�⊂〕 〔、- ��X�r��y)｢�こ〕 ここ 剴�ﾅ 」(⊃ 宙�h�ｲ��ｸ�"�

∈ C〉 禎ﾂ�h��⊂⊃ 、ニ ��ﾂ����?��/¥ ⊂⊃ ��ﾈ�ﾒ�4��/¥ Uつ 禎ﾂ��ﾈ�ﾂ�/¥ C¥つ ����*ﾘ���ｲ�/へ 「- 抹ﾂ��ﾂ��二で Uつ 禎ﾂ��閉ﾒ�言、∴ しこ ��Rﾘ�X�R�4��「・」 Uつ 禎ﾂ�+�,B�/¥ ▼一・」 禎ﾂ��ｸ,"�/¥ CO ���+��+Uｸ�ﾂ�/へ (」⊃ 禎ﾂ��ﾃ�,"�⊂) ∪つ ��ｸ,"�X,"�/¥ こ〕 艇-b��Rﾘﾝr�〈 二で 禎ﾂ���ｨ��⊂) Uつ �����,"�〈 」O 艇-b�+�?��/¥ ⊂) ��ｨ耳�b�*ﾘ,"�〔○ し云 �ｨ耳耳�｢��d��ﾒ�〈 �-b��i----- 禎ﾂ�/¥ 

¥/ 嘔 劔����8,"�÷〕 ��ﾈ,"�調�Uつ �(o 調�冤lつ 氷,"�○つ 氷,"��+(�ﾂ�こ」 劍���寸j �+��ﾂ�」O 儂 披�」!〕 ����劍�ﾈ�ﾒ�凾ｱ、 ��ﾂ��

劇 �$�� ��¥/ ��¥/ 閉��¥/ ��¥、/ 癖���� 閉��¥/ �� 閉��¥、/ 閉��¥/ ��¥/ 閉�� ��¥/ 閉��¥/ 閉�� 閉��¥、/ 閉��¥/ ����「“ ¥/ �4��i∫〉 ����」(⊃ ¥/ 
〈 1望 ¥/ ��ﾂﾒﾒﾘ���R�⊂) ��ヽ】 ��ﾂ��⊂) ��ﾈ�ﾒ�⊂⊃ �?�,R� ��耳�X�� ��守 ��ﾈ*��⊂) �� �?�,R�こ】 ��ﾈ�ﾒ�二〕 ����ﾂ�守 �� ��ﾂ��二1 ����ﾂ�⊂⊃ �2�こi ��⊂) ��ｸ�ｲ�命 �?�,R�〔¥- ��ﾄ2�命 ��h�ｲ�

遵 傀B�Zﾂ�「“ ��X�r���Rﾒ�.-- 蔦��・・十 ����▼一. 凵･-÷ 剪簫ﾒ�十二 ��ｨ爾�剌�? ��ﾈ爾�「1 ��X���くつ ��X��凵･・十 氷,"�・・† ��X���「“ 停ﾘ���停ﾘﾝr�1-細 乏�.-- ��X�r�.-- ��ﾒﾒ�1寸1 

:¥ 哨 停ﾘ��こ、 �*ﾘ�ｲ�÷〕 �� ��　　( ������� ��ｸ,"�⊂⊃ �｢�こ】 �4�� �"ﾘ���R�く○ ��X���く.0 �+�,B�N ����ﾂ�、ニ ����ﾂ�(、○ �������　　( 宙�ｲ� �｢�二で ��r�耳耳�｢��ｨ�X�X�R�⊂) ��ﾂ��∞ ��、こ �� �?�,R�

¥/ 逝 ロ 定耳�Rﾒ��ｨ耳�｢�.-●-一 ▼・・・」 ��ｨ�X�｢��ｨ�ｨ��〇・〇 °・」 劔二で す、 ��h�R�+������ｨ��爾ﾒﾘ�R�一一一一〇 一一一一 ��ﾂ���ｲ��一一一一〇 一一一一〇 ��ｨ���X耳�X����ｨ����ｨ��「・「 一一一 ��ﾂ���ｨ�X��一・・一 ▼一・〇 ��ﾂﾒﾒﾘ�R���.---「 ●---一 �+S���X�X�X�X�b�〇〇十 「・十 偖ﾈ�ｨ���X�ｨ��⊂) ▼・。「 �?��ﾂ��ｸ�"�「“ トー ��X�X����ｨ���?�,R�+�,B�⊂) 一・十 冓---「 一・十 �ｨ耳耳耳�｢�耳耳耳耳爾�⊂> 「。」 凵ｼ) ●・。「 劍�X耳�X��耳耳耳�｢�

媒 輯 劑ｺ 處b�糧 處b�攫 叺｢�糧 處b�攫 處b�攫 處b�糧 處b�攫 處b�糧 處b�糧 處b�糧 叺｢�糧 叺｢�糧 處b�糧 處b�糧 叺｢�攫 處b�糧 處b�攫 處b�選 處b�選 叺｢�糧 

樵 傴��樵 儿��樵 傴��樵 傴��樵 儿��探 傴��撫 傴��樵 儿��樵 傲｢�樵 傴��樵 傴��撫 傴��撫 傴��樵 傴��礁 傴��撫 佝��撫 儿��熊 ��B�熊 ��B�樵 估b�熊 

誰 �$��藍 �$��誰 ��B�誰 �$��誰 �$��誰 �$��誰 �$��誰 �$��誰 �$��誰 �$��誰 凉R�粥 ���誰 �$��誰 �$��誰 �$��誰 �$��誰 ���誰 �$��誰 �$��艶 ���誰 

饉 仗��饉 桀��饉 桾ｲ�饉 仂��撹 ��R�邁 傀R�饉 ���饉 桾ｲ�漣 傀R�禅 桀��轡 桀��遵 桾ｲ�遵 估B�謹 桾ｲ�轡 僞R�邁 桾ｲ�饉 估B�邁 桀��遅 桀��邁 桀��邁 

「一十 �?��ﾂ� �� ��〇一十 �?��b�蔗��V��X�R�CY〕 圭 一一一 �"ﾙ�"�ﾋ��耳��ﾈ耳�X��し」⊃ �*ﾘ�ｲ�ﾋ��,X���ｨ�ｨ�R�十〇 

田中 細胞 凵宦l [ヽ- ��ﾂ���ﾔ2�▼一・〇 二で ���ﾂ�+�*ﾒ�C¥つ こく ��X�｢�?�,R�」〇 二に 宙�｢�?�,R�ト一 つC ��ﾔ2��ﾔ2�○ヽ こく ��ﾂ����〇・十 こ, �6ｨ�｢�+��"�○つ ここ 停ﾙ�"�ｨ+��」で〕 ① �*ﾘ�h�ﾒ�+�+��〔¥- エ、 �?�,R��ｸ�"�こト ○ヽ ��ﾂ���ﾂ���X�X�X�X�R�「〇十 ⊂) 一・〇 ����｢��ﾂ���X�X�X�X�R�ご÷ ⊂⊃ 十〇十 ��X�r��ﾂ���X�X�(�b�」で〕 ⊂) 十〇十 ��ﾈ�ｲ��ﾂ���X�ｸ�ｲ�い- ⊂) ▼一十 ��ｵﾂﾒ��ﾂ���ｨ爾�∞ ⊂) ●一〇 ���?�?���ﾂ���X�X�ｸ�ｲ�⊂) 一一一一 一一一一 ��X�(�����Rﾘ�｢��ｨ�ｨ��こl 〇〇十 〇・・十 劔÷l 凵�) 「十 〇・・・十 

÷ ����÷ 俶ﾒ�寺 俶ﾒ�士 倬ｲ�士 俶ﾒ�寺 倬ｲ�士 督�< ����÷ 倬ｲ�士 俶ﾒ�÷ 俶ﾒ�士 ����÷ 倬ｲ�イ ����士 ����÷ 督�イ ����< 俯R�七 督�くく �,R��b�÷ 

撫 煤 凵ｼ) 亦ﾒﾘ�X�R�こl 鑓,"�.-青 氷,"�く」⊃ �6x�ｲ�よこ �+(�"�⊂> 綿�ｨ耳��÷〕 ��ﾄ�,"�「“ 氷,"�、ご ��ｵﾂﾒ�⊃C 几討�⊂⊃ ⊂) �ｨ耳耳爾��ﾂ��ヽ〕 ⊂⊃ �8���ｲ��ﾂ��.-「 ⊂) 氷,"��ﾂ��〔○ ⊂) ��ｵﾂﾒ��ﾈ�ﾂ�二で ⊂) 畑+���ﾂ��⊂⊃ 〇十 ��x�X���ｨ耳��÷l 〇・・十 �8,"���｣��.-「 ,・・・「 ��h,X�ﾒ��ｨ耳�｢�(C �6x爾��ｨ�ｨ��こて 「。」 ��ｸ�"�ここ N 

二〇 �,(*��こて ��ﾄ2�⊃C �?�,R�⊃⊂ ��ﾈ�ﾂ�二で �?�,R�○) ���コヽ ��ｸ�"�○ヽ ��ｸ�"�○ヽ �+�｢�二㌔ ��ｸ�"�一一一一〇 ��x�X�b�〇一〇 偖ﾈ�ｨ��一一一一〇 ��X耳�X��一一一一一 亦ﾒﾒﾒﾒﾒ�「・「 �｢�「。」 �ｨ耳耳爾�〇一十 �｢�r〇十 ��X�(�b�一 ��ｨ�ｨ��一 ���〇一「 
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ユ⊂劇 艶⑧ � �� �?�,R�∞ 一一 ��ﾂ����ｨ���(�ﾂ� �+��ﾂ���ｨ��q⊃ 「“ ��ﾂ��+��ﾂ�こC ▼・。1 �� ��こl 〇・〇 ��▼・。1 �?��｢��ｨ�｢� �� ���8b��.「. 〇・十 �� ��ｨ��÷〕 ⊂Y〕 �� �� ��▼「“ �� ��(○ �?��｢��ｸ�R� ��

押 出 淫 隼] 上中 く粗 . 濃 …鵜 饉 堅 剿Sと二 ・面ま 京 口 撃 十三 時 墓 蛾 伜��j��~｢�?�?��蔗�{ﾂ�.r��Xｹ��Zﾂ����梺� �� �� �� �� ��こ..二. ・IⅡま 一宮 騒 瞥 一事ミ 喜 唾 輔 ;転 塾 白 �� �� ��貧 三ビ 巾 敏 尊 皇 蛙 、軸 読 堂く 白 �� �� ��市 議 日 工 喜 蛙 輔 転 塾 ÷ �� �� �� �� �� �� �� �� 

曲 率 白 王i �?�?����｢�����ﾉﾒ�債�?��B���6uﾂ�8ﾘ5"� �� �� �� ��堅 !迷 脳 性 ミ 一〇 ヽ」 憧 三 一●- 餌 白 ココ �� �� �� �� �� ��蝶 ÷ 通 謀 選 曲 哩 〇・〇 軽 さ ●_`_ C) 哩 ○つ 。i.」 丁下 さ 一一 �� �� ��鐙 悩 恒 三 _∠_ (⊃ H ココ 謹 澄 田 張 碓 「 �� �� �� �� �� �� �� 

l一・・〇 十 十 十 割 ��怪 �� ��嘩 」。 さ 。こ-○ ○ 恒 ��白 亜 謹 選 圃 哩 ∪つ トト、 剿� ヽ〕 .ゝ.⊃ 一一「○○ �;"� ��"� �� ��十 冖��6r�哩 � ��r�h���ｨ�X�｢�蔗�耳�ｨ+���*ﾘ,"���5(5"� �� � �� 狽�巾 ��丈 ���嚢 ��白 亜 謹 選 屈 性 り-・、 ヽ �� �ﾂ�

塾 □ 意 」ふ」 恥 は「「 回し〇 十く �ﾂ�.���｢�*躋�����b�H 丑 蛍 瑳 仗��ﾍﾂ�頸�>B�ミ -.し く⊃ H ココ 謹 選 仗��披�ﾛ｢�>B�三 。」 くつ 嘩 ○○ .▲_〕 仗������"�h��ミ _し 船 耳 ココ 倅��耳�5����b���5(5"�H うう 帝���ﾂ�7��襁ﾅ��9��ｸﾂ�白 丑 豫2�yR�凹 ぐu .しき 僮"�ﾕﾒ�丑 謹 選 闇 値 剪��ﾒ�U��薰�ｭB�白 亜 俚｢�ｯB�萪�敖�H ココ 狽�5(5"�哩 。つ .i.⊃ 「下 さ 从ﾂ�ﾔ��z$��8��.、ヽ 只 事ミ 国 �+2�耳+R���ﾒ�劼�子ヽ 共 ・軍ミ 掛 遍ﾒ�ｽ�����ﾘB��ｲ�うう 糞 婆 軸 怪 狽�5(5"�劔I"�5(5"�.●●ゝ .重し_ 二二 韓 脳 性 僮"�5(5"�H ココ 

さ �+2�○○ 共 劔�ｨ耳�ｩ)｢��B�しの ぎ 亊��>B�瑳 謎 仗��>B�船 具 僥ｲ�>B�頚 謎 ��X�X�ﾂ��B�誌 謎 囘"��+X,ﾂ��B�共 仗��ﾛ｢�しの 共 冤ﾂ�ﾛ｢�誌 抱�･����ﾒ�憶 丈 从ﾂ�央 �8��丈 俯2�謹 剌� 刹ﾞ ��B�謹 仗��し∩ 丈 
一」 くつ 崩��ｲ��ｲ�_:ゝ 一」 ∞ 册��冊i �>��棚 ��&��｢�耳�｢�,ﾂ�一し く⊃ 俯"�調 册��」ゝ _し し」 俘B�調 ��h�B�耳�b���鮒 �?��B�耳�｢��ｨ�ﾂ�閣 ��h�B�粨-2�*ﾘ�ﾒ�二ゝ 一」 (⊃ 俯"�.二ゝ 一」 (} 册��謎 軸 �+��」ゝ _」 〔り ��r�竒�」ゝ 一し く⊃ 兌�����二ゝ 一し く⊃ 帝?��B�耳+R����ﾒ�瑳 調 �6ｨ�B������ﾒ�」ゝ _(_ (⊃ �6r�ｼ��瑳 州 帝?��B�耳+R�*ﾘ�ﾒ�瑳 舶 俚｢�$��」ゝ 一し く」 

叢 喧 剴{ 五 割 ごつ く⊂) ご」 堂 」, 佶ﾂ�+�+���X�ｲ�Yｲ����ﾂ��h,R���(�ﾂ�Zﾒ� ��寸 口 や¥ ����ﾏｲ�-b� �� �� ��五 割 ⊂) 〇二十 醤 �� �� ��五 割 〇・〇 i・・〇 〇・〇 塑 �� �� 冰r�¥｢�ﾏｲ�(+�+��;���e�將ﾂ�五 割 ○つ 〇、 :塑 �� 僭｢�X｢�nｲ��｢�?｢�Zﾒ�ﾓ��ここ. u⊥ 粟 霜 堅 辻 羊 �� �� �� �� �� �� 

憧 俾��識 佶ﾂ�懸 �� 剃ﾂ�ﾈ�"�⊥ ,ヽ 陳ﾘ+R�ﾈ�"��ｸ���"�.L ′ヽ 定+R��ﾈ�"�.し ′ヽ 凅b� 抱+R�ﾈ�"����"�6r��"�」。 ,ヽ 抱+R��ﾈ�"�ﾘ�"�6x���.,し ,ヽ ��」.. ′ヽ ��」_ ′ヽ 抱+R�ﾈ�"�?��"�6x��� ��.L ′ヽ 剃ﾂ��ﾈ�"� ��ｲ�ﾈ�"���ﾕﾂ�9fﾒ�守 口 や¥ † Ⅲ 乖ﾒ���萃��ﾈ�"�.∠_ ,ヽ 定+R�ﾈ�"�.し ,ヽ 定+R��ﾈ�"�」。 ,ヽ 抱+R��ﾈ�"��2�_し ,ヽ ��ｲ��ﾈ�"�.L ,ヽ ‾ヽ 卜i ��Y62�ｲ�

避 †子 細 蕊 从��劔懸 十 十 日 �7ｲ�����?｢�一一ヽ ト¥ 駄 �ｨ耳�"�6x���梺�ト¥ 猿 十 蛾 ����X���6x���4��=ヽ ト、 騒 �?��"�6uﾂ�+��剌¥ で 口 や¥ 十 駄 惇ﾂ�6uﾂ�梺�騒 + 駄 �?��"�6uﾂ��｢��?��"�6uﾂ��｢�懸 十 駄 ����"�屶ﾂ�梺�芯 十 騒 劍���"�6x���+��‾へ い¥ 蛾 乖ﾒ�梺�猿 十 蝶 檮ﾂ���ﾉﾂ���U��=ヽ ト¥ 螺 ����"�6uﾂ�梺�‾ヽ ト¥ 螺 ����"�6uﾂ��｢�‾ヽ ト¥ 駄 ������"�fﾘﾋ��vﾂ�ベ ロ へ 十 駄 ����x�x�x�"�屬��｢�‾‾¥ ネ 駄 ���xb�ベ ロ へ 十 Ⅲ 

へ �7蠶�郵 乖H*ﾒ�割く 冰��耶 冰��郵 剿� 乖H*ﾒ�割く 冰��冢ｲ�剖〈 冰��割く 劔u��郵 乖H*ﾒ�割く 佗R�剖〈 乖H*ﾒ�剖〈 乖H*ﾒ�郵 兀B�吐く 乖H*ﾒ�剖( 冰��鞋 

憧 一三 佶ﾂ�慈 俾��芯 偃r�ﾏｲ�-b�寸 ロ や¥ �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� ��蝶 駄 劃く �� �� �� �� ��

bO �� ��」(⊃ �� �� �� �� �� �� �� ��∞ �� �� �� ����ﾂ� �� �� �� �� �� �� ��

四 囲 氷,"��h,X�ﾂ�ご〕 「「 �+�,B��X�X�#�����7b����ｨ��」(〕 Uつ 偃ﾘ�ﾒ�+���こ○ ▼・・」 ��ﾂ��+�,R�く〇〇 十〇十 冰ﾈ,R��ｨ�X��⊂) ヽ】 幽+r�*ﾘ���ｲ�⊂⊃ 「- ��ｳ�,"�+(�b�1す ご〕 ��(�ﾂ�ﾈ�X�(�b�く○ l・。」 �*ﾘ�｢��ｨ�X�｢�着ｒ���)｢�⊂⊃ i・。「 �,(,R���ご〕 Clつ ������X�X�(�b�▼丁 CY〕 ��X耳���ｨ��⊂) "-丁 ��(�ﾂ�*ﾘ�ｲ�⊂) Uつ �+(,"��ｵﾂﾒ�(〇 二〕 宙�ｲ��ｸ,"�⊂⊃ .÷ �+�����h,ﾂ�▼一 C¥つ �6ｨ�ﾂ��ﾘ���こ〕 1-÷ 丙���辻�〇十 「-1 �"ﾒﾒ�耳爾�

重 く」 冖ﾒ�/¥ ⊂) �����H���/へ ⊂) ����X,"�/¥ ▼一十 ���ｒ�⊂⊃ 抹ﾂ��ｸ��ﾒ�▼一・〇 抹ﾂ�、コ) ����〈 ����〈 禎ﾂ�/¥ 抹ﾂ�/¥ 抹ﾂ�i¥ 抹ﾂ�ヽ¥ 踏ﾂ�、¥ 艇-h���⊂) 踏ﾂ�〈 禎ﾂ�十〇十 ����:¥ 偖ﾈ�ｨ��/へ 禎ﾂ�/へ 艇-b�/¥ 禎ﾂ�平 

¥/ 睡 誰 �� �� ��� 凵ｼ) 凵v(〕 ��r�l一・十 ��ﾂ��寸 披�可 ��ｨ�X�｢�ヽ〕 ��r�トー ��ﾈ�ﾒ�○う ��ｲ��」で) 凵R〕 �*ﾒ��ﾂ��Clつ 儷つ 氷,"���ﾂ��しI⊃ �?�vB�叩 �6x�ｲ�こて ÷ 

劇 凾ｵI⊃ ¥/ ��x�X�b�ﾂ��」で〕 ¥/ ����ﾂ��〔Yつ ¥/ ��h,X�ﾂ�」jつ ��Rﾒ��"�(○ 仆8���r�ﾃ｢�」() ��eｸ�ﾂ�ﾂ��〇十 ¥: ��ｨﾜｲ�ﾃ｢�Uつ ¥: 伜(,"�ﾃ｢�C▼つ ¥/ ���,"�ﾂ��〔▼つ 〉 �8,"�ﾂ��〔lつ ¥/ ��ｵ��ﾂ�ﾂ��r: ¥/ ��&ﾂ�ﾂ��ヽ」 ¥/ ��b��ﾒ�ﾂ��く○ ��ﾃ�,"�ﾂ��.寸1 ¥/ ��b��ﾂ��"�く.⊂) 停ﾙ)｢�ﾂ��」で) ¥/ 中��.-丁 ¥/ ��ｸ�X�ﾒ�ﾂ��∽ ¥/ ��d��ﾂ��÷ ¥/ 儷つ 

命 �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� ��

選 �/�ﾅﾈ爾����⊂) �+��ﾂ�册ぐ ��ﾈ�ｲ�N 凵ｪl ・÷ 劔こ〕 着ｒ���ﾂ��凵Z・〇 凵ｼ⊃ 劍�ﾈ�ﾂ�○- ��ﾂ��Cつ 寸 ����ﾂ�⊂) 凾ｱ〕 寸 劍�ｵﾈ,"�⊂) ÷ �+�ﾂ�●----- ��ﾂ��刹ﾐ 

ヾ、- 噴 ����.す 劍�X,B��▼-丁 停ﾙ)｢�劔��X�r�〇十 凾ｱ1 劍�(�ﾂ�������1-丁 ����ヾ〕 凾ｱ〕 ��ｨ��劔.一. 凵･十 停ﾘ���▼丁 劍�X���R�

/¥ 幽 請 �� ��ﾂ���X�ｨ��〔.0 ��⊂〕 ヽ〕 ��二で ⊂) ��ｨ�X�｢��X耳�X���二〇 ⊂) �?��ﾂ��ﾂ��〔▼つ ⊂⊃ �� �4���ﾂ�� ��ﾂ��二で ��守 こ〕 中R��ﾂ��ヽ1 ⊂) �+(�ﾂ��ﾂ�� �� ��ﾈ,"��X�X�(�R� �+(�ﾂ�8�X,"�こて 寸 �5�,"��X�X�(�b�Clつ ⊂) ��ｸ�ｲ�守 ▼・。「 �� �� ����ﾂ��X�X�b�⊂⊃ ●●●●-1 冖B�耳耳耳耳爾�

ヾ、- □ 劍�X�(�b�二で 凵Z・〇 �,一 迄耳��十〇十 ��ｨ��i---- 劍�ｨ�ｨ���+T��ﾂ�1こす 剌¥〇〇 ��ｨ�X�｢�〇・〇 ��X耳�X�｢�劍�X耳�X�｢���Rﾘ�R�i--一 ��X耳��▼一十 ��ｨ���▼一・「 劔�ｨ耳耳爾�▼一・十 ��X耳��

照 輝 剽ﾆ 處b�糧 處b�糧 處b�糧 叺｢�攫 叺｢�糧 處b�糧 處b�糧 處b�糧 處b�攫 處b�糧 處b�糧 處b�糧 叺｢�攫 叺｢�糧 處b�糧 叺｢�糧 叺｢�糧 處b�攫 叺｢�攫 叺｢�糧 

樵 儿��樵 傴��樵 傴��樵 傲｢�樵 傴��礁 傴��礁 儿��撫 估b�樵 傴��撫 儿��樵 傴��樵 傴��樵 �%B�樵 傴��樵 儿��樵 傴��樵 傴��推 估b�樵 儿��樵 傴��靑�

誰 �$��誰 �$��誰 �$��誰 �$��誰 乘��誰 �$��誰 �$��誰 �$��誰 �$��誰 �$��誰 �$��誰 �$��誰 乘��誰 �$��誰 �$��誰 �$��誰 ��r�艶 �$��誰 豫ｲ�誰 ��ﾉo"�

繕 傀R�饉 桾ｲ�邁 ���遇 傀R�饉 桾ｲ�轡 桾ｲ�饉 桀��饉 傀R�饉 桾ｲ�饉 桾ｲ�饉 丿��遵 �｢�廼 僞R�廼 桾ｲ�轡 偃��邁 ���邁 ����饉 估B�饉 桀��邁 桀��邁 

田町 凾ｱ〇 二1 ▼・。」 ������ｨ�X�｢�⊂⊃ ●・・一 二〕 ��ｨ���耳�X����⊂1つ 停ﾘ+r�」で⊃ 宙�ｲ�亡、- ��r�〇、 ��ﾂ��i---　「 ��(�ﾂ�⊂つ 定�X�r�U⊃ 宙�ｲ�〔、 �+�,R�① ��ﾂ��〇十 ��%ﾒ�〔Yつ ��Y)｢�」で) ��ｸ���ｲ�トー �?�,R�二審 ��ﾈ�ﾒ�〇一〇 ����ﾂ�∽ ��X�r�」(⊃ 宙�ｲ�トー �+�,B�二手 

潮的 �.---　「 �ｨ耳�｢�1一・十 °十 ��X耳�X�｢�l一・〇 °・1 �"ﾒﾒﾘ爾���〇・〇 「○○ ��ｨ���X�ｨ��▼一十 〇〇十 ��X�X�R�耳�X�｢�一一一一〇 一・〇 ��(�ｲ��ｸ�R�ヽ」 〇・・十 ��(�ﾂ�闔ｨ�｢�こ〕 ▼-」 �+��ﾂ��ｨ�ｨ��こ〕 〇十 ��(�ﾂ��ｨ��ヽl ��ﾈ�ﾂ�↑」 �6ﾈ,"�Clつ �5�,"�CYつ �5�,"�○つ �5��ﾒ�oつ �6ﾈ,"�CY〕 ��ｨ���「■ 停ﾘ���「- 停ﾘﾝr�寸 ��Rﾒ�寸1 ��ｨ爾�●丁 

士 橡?��士 �ｨ�Rﾘ�X�｢���士 俶ﾒ�士 督�士 俯R�< 督�÷ 俶ﾒ�÷ ����士 ����〇十 三 停ﾒﾒﾘ�｢���▼一十 と ��X����l一・十 < 綿耳�X����l一・十 七 亦ﾒﾒﾒﾒ����一一一〇 七 �"ﾘ����一・・・1 士 偖ﾈ�ｨ�｢���▼一・」 士 ��ﾂﾒﾒﾒﾓ��贅�一・・〇 七 ��X�X�X�b�贅�l----〇 七 �ｨ�X�X�｢���●一・・「 七 ��ﾂﾘ耳�｢���r〇十 七 偖ﾈ�ｨ����i---- ÷ 

髄 凵u〇十 披�⊂1つ ��ｨ��」(⊃ �*ﾘ�h�ﾒ�〔、 �+��ｲ�○) ��ﾈ�ﾂ�「・・」 ��(�b�CY〕 ��Y���r�」で⊃ �*ﾘ�ｲ�〔、 �?��｢�○ヽ ��ﾂ��●---　「 ����ﾂ�(ヽつ 定�Rﾒ�」() �8�h�ﾒ�トー �+�,B�〇、 ��ﾂ��▼一・〇 ��(�b�`1つ ��ｨ�X�R�」で〕 宙�ｲ�〔¥- �+�,B�こ〕 ��ﾈ�ﾒ�“・」 

煙 儂 〇〇十 披��X�X�(�R�↑] i一〇 �?��ﾂ�耳�X�｢�ヽ1 1・。」 ��(�ﾂ��ｨ��N 「。」 �?�｢��X�X�""�こ] i一〇 ��ｶﾈ,"�ﾈ�X�(�R�CY〕 一一 ��ｵ��ﾂ�耳�X�｢�CYつ 十〇〇 ��ﾅ�,"��ｨ��CY〕 〇十 ��ｵ��ﾒ�〔1つ 凛�,R�Clつ ��Y���〇十 ��Rﾒ�.-丁 定�Rﾒ�〇十 ��X�r�「“ ��X�r�"-÷ ��b��ﾂ�Uつ 氷,"�」[〕 ���,"�Uつ 氷,"�し」つ �+X.ﾒ�Uつ �*ﾘ�h�ﾒ�q⊃ 「。」 �ｨ耳耳爾�1一・十 ��ｨ��.---「 ��ｨ��▼一・十 ��ｨ�X�X��▼一・十 綿耳�X��〇十 綿耳�X��〇十 ��ｨ�X��i一・〇 ��X耳�X�｢�○○「 ��x�X�b�i一・〇 偖ﾈ�ｨ�b�▼--- ��ｨ耳��▼一・〇 ��ｨ��〇十 偖ﾈ�ｨ�R�
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艶 命 t茸 淫 嬰 叶 油 壷 邁 i雅 趣 璽 凵ｼ⊃ 1・。」 ��(6｢� 氷,"��X�X�#��(○ こう 偖ﾈ�ｨ�｢�Cヽつ ▼・。1 �� �)����ｸ�ｲ"�く○ ��」で〕 こ】 �� ��⊂⊃ “-「 ��ﾈ�ﾒ�耳�X�｢�ぐ、 〔Yつ ��ﾈ�ﾒ�6ﾈ,"�i ��⊂⊃ こO �����∞ 〇十 �+��ﾂ�+���1寸( �� �� ��こe �� �� �� �� 

窪 騒 態 エコ: よこヽ 吉 蛙 輔 転 塾 ÷ �� �� �� �� �� �� 偬B�,��H�����(R�zB��"�ﾘﾂ�Zﾒ���� �� �� �� �� �� �� ��｢�wﾂ�ﾉ��4x5"���*ﾒ�ﾛr�･���"�ﾘﾂ�eﾒ����↑ 国 電 白 蟻 軸 轟 型 白 �� �� �� �� ��

肥 畢 十 王] 册9?����ﾒ��S��薰�鍈�債�褸�B�耳��ﾂ���6x���ub� �� 丼｢�E�����ﾕ��ﾙ��ﾘ��8�����d"�白 亜 謹 運 用 螢 脳 性 ミ ..`二〇 (」 軽 さ _∠_ しっ �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� 

一一一一一 十○ ○ 〔一 ����塊�ｽ�����白 与∃ 謹 選 聞 �%B�+R�ｼ��剌¥ ��白 狽� 仗��白 ��白 仗��H �� 仗�� 狽� 狽�白 �;"�+2���h�b���ﾒ�白 傚��E��酵 僮"�張 碓 乘��巾 僮"�白 狽�襲 僮"�白 乘��岬 僮"�5(5"�

田 塾 □ 室 」⊥」 こき 00-「 侘R������?��蔗���cｨ�｢�U8�ﾂ�哩 二〕 ーゝ..〇 十「 ぎ ー▲- 船 兩ゝ .」」 し) 嬰 白 冑���ｵ��ﾂ��8�b��X�X�R�*ﾂ��ｸ6ｨ�ｵ����ﾒ�亜 謹 選 闇 値 弌b�蔗�耳�｢ﾒ���b�鑽�凾ｳ 一〇〇 出 剩��5(5"�ｽ��>B�ﾟｶ��剩��ﾕﾒ�ｧ��>B��"�白 亜 謹 製 聞 刄~ _`〇 日 巾 劔狽�*H*B�ｽ��>B�ﾟｶ���;"�+2���h�b���ﾒ���劔劔劔仗��>B�ﾟｴ��*2�飛�

ロ_ 王く ��位 刄Rコ ��α] 丈 ��ｲ�]] 頚 佻ﾂ�頸�煤 手 間 娩咤�^b�丑 謹 冑��+X,ﾂ�藍 藻 �5(5"�頸�うう 謹 ��憧 遍ﾒ�ｽ��ココ 楽 ���j��哩 寸 ��袵�ｽ��]王 墓 ��ｸ�ｸ�ﾒ�耳�ｨ�｢�ココ 議 ���ﾛ｢��5(5"�lﾂ�位 豫2�ｧ��丑 �5(5"�常 磐 遍ﾒ����]] �*H*B�ココ ��ｲ�

ぎ ーし. �+2����倩r�>B�[r�ぎ ー」 �*ﾂ��ｸ+R��さ 一〇 俚｢�ﾟ"�謎 軸 剴� 鵬i 俚｢�さ 一重_ �>B�蛯�瑳 州 俚｢�ﾘB�ぎ ーL" �+2�耳-2ﾒ�瑳 俚｢�謎 �*ﾂ��ｸ�b�塗 ��ｲ�さ 一」 �>B��"�謎 剛 剔ｻ �+2���ﾒ�謎 馴 仗��ﾛ｢�e���摸 謎 鵬 �>B�>��婆 揮 馴 剳� 端 物i 冤ﾂ�ﾄR�62�瑳 提 議i 俚｢�>B�e��さ _し 

くつ �*ﾘ,"��(」 �+T｢�出 劔俯"�(⊃ 劔くつ 猛�州 做"�調 ��d｢�冊i 俯"�くつ 劔田 宙�ﾒ�劔劔�(} 

轟 嘩 � �� 冦��R�X｢�ｨH*ﾒ�*��X,"��h,R��ﾅ�� �� �� �� �� �� ��五 割 ○ヽ ト一 堂 ��十 日 や¥ ��守 口 や¥ 佶ﾂ� �� ��B����ｨH*ﾒ�+��"�n��m��� 佻ﾂ���?｢�.%ﾂ����¥r� �'R��｢�ｨH*ﾒ��,"��ﾈ�ﾒ����吊 副 ¥丈l ○つ 堂 」 佻ﾂ�ｨB��ﾂ���ﾈ�ﾒ��X�X示��;�� �� �� �� �� 

輩 出 俔��」」 ′ヽ ‾‾¥ ��ｲ��ﾈ�"����"�_」 ,ヽ ‾ヽ ��h�b��ﾈ�"���ﾘ�"�」_ ′¥ 一、 乖ﾒ����ｲ�ﾈ�"�耳���⊥ ′ヽ ‾‾¥ 抱+R��ﾈ�"�7��轄 十 ⊥ ′ヽ 京 乖ﾒ�ﾉﾂ���,R�」-, ′ヽ 一一、 ��ｲ�ﾈ�"�?��"�6x���_し ,ヽ ‾‾¥ ト¥ 抱+R��ﾈ�"���-b�*%ﾂ�_し ′ヽ ‾ヽ 抱+R�ﾈ�"����"� ����寸 ���� ��2�.L ′ヽ ‾ヽ 定+R�ﾈ�"�耳耳���」。 ′ヽ ‾ヽ ��ｲ��ﾈ�"����"�轄 寸 ��e��ﾈ�"�?��"�6uﾂ�」_ ,ヽ ‾ヽ ��轄 ��h�b�ﾈ�"��ｸ�����_し ′ヽ ‾ヽ 剃ﾂ��ﾈ�"�耳耳���轄 駄 郵 抱+R�ﾈ�"���ﾘ�"�6uﾂ�」」 ′ヽ ‾‾ヽ 停�+R�ﾈ�"���ﾘ�"�」」 ,ヽ ‾‾¥ 剃ﾂ��ﾈ�"�耳磁ﾂ�.∠_ ′ヽ ‾〇、 

去 �6x���ト、 偖ﾈ�����十、 �6x���ト、 �6x���守 口 や¥ + 乂｢���口 や¥ 十 �6x���寸 ���罵 冉ﾘ���ト、 ��｢����ｲ�剏� や¥ 肌 佶ﾂ������6x���ト¥ 偖ﾈ�����く卜 ����冉ﾒ���寸 �6uﾂ�刄g、 �6x���+��u��ト、 剌D 十 �6uﾂ�ト、 �6x���ト¥ �･ﾂ�

潮 罷 剳� 割く ���ﾌX*ﾒ�蛾 割く 儿｢�ｨH*ﾒ�蛾 郵 ���ｨH*ﾒ�賦 郵 ��B�YB�騒 郵 ��｢�u��蛾 郵 佰ｲ�.%ﾂ�十 額 偖ﾂ�x｢�蛾 郵 ���nｲ�Ⅲ ここ. 仁王 �8ﾒ�.%ﾂ�ロ ト¥ 佗��Yｲ�ロ や¥ 刮� 郵 ���u��陳 割く 僣��u��駆 割く 佰ｲ�-h���駄 剖( 刹� 団〈 儿｢�nｲ����u����｢�ｦ2��駄 郵 ��｢�u��蝶 割く ���u��駄 割く 

恒 ・区 �� �� �� �� �� �� �� �� 儿｢�u�� 偃r�ﾏｲ�.%ﾂ� ����ﾏｲ�.%ﾂ� �� �� �� 定+R��ﾈ�"���ﾘ�"�6x����B�YB�車 鍵 ÷ �� �� �� �� �� ��

00 両 用 ��ﾈ�ﾂ�÷l ����⊂) �*ﾘ�ﾂ��∞ ��r�こ賀 �4��(○ ��ﾈ�ﾒ�○○ ��r�〇二二 ��eｸ�ﾂ�」(⊃ �����∞ 宙�ｲ�裏〕 �+(�ﾂ�くす ��ﾂ��N ��x��⊂) �*ﾖ��(:】〇 ��ﾂ��Cつ ��ﾂ��寸 �?�,R�⊂) ��r�▼ゴ1 ��X6ｨ�R�(⊂) ��ﾂ��くつ �+�,R�

こi ��X�ｨ��〔1つ 氷,"�▼-●-- ��ｸ�ｲ�剛 ��X�b�Cり ��h,X�ﾂ�「。「 披�ぐ〕 ��ﾈ�ｲ�剛 披�」で〕 ��X耳�｢�〔1つ ��ｨ��i一〇 ��Rﾘ��〇、 ��ｨ耳�｢�1一・十 ��ｸ�X,"�i一・〇 �6ﾈ,"�〇才 �ｨ�X�｢�1一・〇 ��X�b���X耳��i一・〇 偖ﾈ�ｨ�R�l一・〇 偖ﾈ�｣��i---- 凵u・「 

i≡ くつ 禎ﾂ�h��〇・〇 艇-b�*�,"�/¥ 二ヽ 禎ﾂ�����一¥ ⊂) �･ﾂ��ﾈ�ﾒ�○つ 艇-b��ﾂ��i¥ 〔lつ ��ﾂ��’¥ l一・十 禎ﾂ��ｨ�X�｢�/へ (⊂) 禎ﾂ��ｸ���/へ の 抹ﾂ�fﾘ���」(⊃ 禎ﾂ��ﾂ��‾¥ 寸 禎ﾂ��ｸ�"�〈 く○ ����"�+(�ﾂ�/¥ ∞ 艇-b��#��,¥ ぐつ �����ﾂ��〈 「-」 �-eﾂ��2�{¥ 裏で 禎ﾂ�+�｢�/¥ 〇・〇 抹ﾂ��ｸ,"�一¥ ぐ- 禎ﾂ��ﾈ�ﾒ�/¥ こで 禎ﾂ��ｸ,"�i¥ Uつ 禎ﾂ��ﾈ�ﾒ�/へ ▼一〇 禎ﾂ��ﾈ�ﾒ�/¥ ○つ 

劇 ��uﾂ��;"�ｩ��ヽ○ 茶�,"�ﾂ��」で) 〉 ��ｵ��ﾂ�ﾂ��÷ 〉 ����ﾂ��しI〕 ����ﾂ梯�しI〕 ¥i 氷,"�N ¥: �6ﾈ,"�ﾂ��」で⊃ ¥/ 免ﾈ,"�ﾂ��ヽ〕 ¥/ ��X�X�R��"�」で〕 �����"�寸 ヽヽ/ �*�,"��"�〔lつ ¥/ ��(�ﾂ�ﾂ��寸 ¥/ ����ﾃ｢�さ ����ﾂ��章二 ¥: 披�ﾃ｢�○つ ¥/ �ｨ�X�｢��"�こJ ¥∵ �+2�Clつ 〉 ����ﾂ��」で〕 ¥/ ���,"�ﾈ�Δ�「“ ¥: 窒��ﾂ��ﾈ�Δ�ご 倅��二〕 〉 

命 �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� ��

菓 佛(�ｲﾒ�ﾂ����敖�ヽ〕 ゴ 册 こ〕 ヽ、_/ ��X耳��52���ﾘ�ﾂ��?��∞ 〔▼⊃ ��ﾂ��蔗�⊂) ゴ ��ﾂ��蔗��42��ｸ,"�〇二ご ざ ��ｸ���6ﾈ,"�⊂) ご ��r�5鋳�Clつ 寸 凵ｼ) ミ 剞｡ ○つ ���｢��ｸ,"�剿X�2��h,X�ﾒ��+�*��*�,����Rﾒﾘ�｢�蔗�傍2�5��ﾂ�

/¥ 哨 ��ｸ*B�⊂⊃ ��寸1 ��ｨ�� ��ﾂ�� ��く.0 ��r� 中�� �� ��ｸ���⊂) ��く、○ �� ��○) ��r� �*ﾒ��� ������� ������� ��ﾈ�ﾒ�⊂) �������⊂) �������(○ ����ト、 ��ﾂ��

¥/ 廼 □ ��ﾂ���X�X�#��▼一〇 l一・〇 凵ｼ) ▼・・」 ��ｨ�X�｢��ｨ�X�｢�迄耳�X�｢��ｨ�X���*ﾖ��6x�ｲ�「-「 〇十 ��ﾈ�ﾒ���ｨ����ﾈ�ﾒ�ﾈ�X�(�b�劍�ﾈ�ﾒ�耳�｢�N 十〇」 ��X�r����⊂) ▼・。1 剩��+�N��⊂) ▼・・「 ��ﾂ���ｨ�X�X�｢���ｨ耳�｢��X�X�X�X�b��*ﾘ�ｲ��ｸ�ﾂ����5��ﾒ���ﾂ���ｨ�Rﾘ�b�●一〇 ▼一・〇 ��h,R�����ﾘ�ﾂ��"---" ▼・・・」 ��ｳ�,"�*ﾕ��"�ヽ】 ▼・。」 ��ﾈ�ﾒ��ｨ�｢�●一・〇 1・・・「 ��X耳�X�｢��ﾈ耳�X�｢�

顆 耀 剽ﾆ 處b�糧 處b�轡 叺｢�攫 叺｢�爆 叺｢�靑�$��粉�糧 處b�攫 處b�糧 叺｢�攫 處b�攫 處b�靑�楷�ⅳ�糧 叺｢�糧 處b���楷�ⅳ�糧 撫 醜 態 叺｢�攫 處b�糧 處b�X��糧 礁 誰 饉 叺｢�靑�ｩ��粉�棒 線 誰 轡 處b�靑�楷�ⅳ�糧 樵 誰 遵 處b�X��ｺﾒ�補�糧 礁 艶 轡 處b�靑�鶻�{��糧 撫 鵡 轡 處b�X��ｺﾒ�補�棒 

樵 估b�樵 估b�樵 傴��樵 傴��樵 剌ｿ 估b�撫 傴��樵 傴��樵 儿��樵 剳� 傴��終 誰 饉 劍靑�樵 傴��樵 劔劔劔樵 
□ 弌��.��ロ �8ﾒ�ロ �8ﾒ�n ��｢�こI 刄� �8ﾒ�ロ �8ﾒ�ロ ��｢�□ �8ﾒ���ロ 剪N 饉 �>�����劍8ﾒ�ロ �8ﾒ�強 運 �$��粉�劔劔刄� 

轡 僞R�饗 估B�避 ��b�鱒 桾ｲ�饉 剌� 桾ｲ�饉 傀R�饉 桾ｲ�饉 ��R�遵 劔劍ﾄB�饉 桾ｲ�劔劔劔邁 

問中 潮的 凵ｼ) �ｨ�X�｢�↑l �+(,"�「“ 氷�ﾒ�トー �+���°) ��ﾂ��▼-●-「 ��(�ﾂ�〇二 �����」(⊃ ��ｸ�ｸ�ｲ�き- ��r�コ¥ ��ﾂ��.一・十 ��&ﾂ�ぐlつ ��ｩ�s��」(〕 窒���トー ��r�① ��ﾂ��一一〇 披�(▼〕 ⊃C ・。「 < �������"�」(〕 こC ▼・。〇 七 �*ﾘ,"���B��ト、 〇〇 〇十 くく �+��ｲ�① ��ﾈ�ﾒ�▼一・十 
」で〕 ��h*ﾘ,"�し」つ ��b��ﾒ�し」つ ��d�,"�」(⊃ 氷,"�」(⊃ 宙�ｲ�① ���Co 宙�h�ﾒ�く⊂) 宙�ｲ�(亡) 中R�くつ ��ｲﾒ�トー ��ｸ���ぐ- �6x�ｲ�〔¥- �6x-b�〔、 �*簫�〔、 ���ｒ�こC �+�2�劔帽�ﾂ�二〇 �+�+��コヽ 

〇・〇 �� �� ��Rﾘ�R�〇・〇 ��X耳�X�b� �� ��ｸ�ｸ�R�〇・〇 �� ��〇・〇 �� �� �� �� ��劔�� �� 〇・〇 七 綿耳�X��蔗�十〇」 < 綿耳�X�｢���〇・〇 と ��X耳�｢�,b�士 ��ｨ��,b�▼一十 士 停ﾘ�ﾂﾘ�｢���〇・・「 < ���*ﾒ�士 俶ﾒ�十 士 ��Rﾘ�｢���〇十 七 督�士 �ｨ�X�X�R�贅�▼i・〇 七 偖ﾈ�ｨ�b�贅�士 ��X耳����1・一十 七 偖ﾈ�ｨ��ﾂ�〇・〇 七 ��X耳�b����「」 士 ��Rﾒﾒﾒﾒ�贅�〇・〇 七 迄耳�X�｢�,b���ｸ�ｸ�b�贅���ﾈ耳�ｨ�｢�����ｨ�X�｢���▼・・」 士 綿耳�X�｢���i----〇 七 

粕 煙 凵R1 �8,"�寸1 �+X,��〔○ �6x�ｲ�(X) ��ｲ��⊂⊃ ��ｨ��ヽ〕 ��ｸ,"�寸i ��h,X�ﾒ�くo �6x�ｲ�∞ 砲｢�⊂⊃ 偖ﾈ�ｨ�b�ヽ〕 �5��ﾂ�〇才 ����ﾒ�く○ �6x�ｲ�Cぐ ���⊂) ��X耳�X�b�こ〕 ��ｸ�X,"�寸1 ○う 「。1 �+X.ﾒ��ｸ�ﾒ�(○ ① 1・。十 �6x爾��｢��ｨ�X�X�R�二で の ○○1 �8ｩｲ�⊂) ��X耳�X��↑l 
(○ 宙�ｸ�ｲ�(○ �*蔗�く○ 宙�ｲ�く○ �*ﾘ�｢��ｨ��ト一 〇十 �6x爾�)ｨ�ｨ��トー 冉ﾒﾒ�ト一 〇・〇 �6x�ｲ��X�X�(�b�〔、 〇十 �6x�ｲ�t¥- 雰ﾂﾒ�こ亡 〇・〇 �+��｢��爾�∞ �?�,R�Cで �?�,R��ｨ�X�｢�∞ �?�,R�こで �+���○⊃ ���6ｨ�ﾂ�J¥ ���劔冖(���⊂) ��ﾈ�ﾒ�⊂⊃ 

▼一十 �ｨ耳�｢�1一・十 ��X耳�X�｢�▼〇十 亦ﾒﾒﾒﾒ�「-- �� ��▼---「 �｢� �� ��ｨ耳璽��▼--」 ��X耳�� ��〇十 ��ｨ�X�｢�〇十 ��十 �ｨ�X�X�X�R�十〇十 偖ﾈ�ｨ��l・一〇〇 ��X耳�X�｢�1一・十 綿耳�X����X耳�X�｢�劍�X耳�X�R�ヽ) ��(�｢�こ】 
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畢ヨ) 劔 劔劔劔��〇・十 凵Z十 劔�.鵜 劍�ﾂﾒﾒﾘ爾�?�,R�○ヽ ��ﾈ,"��Rﾘ�b�⊂⊃ 一一一一一 �-eﾒ�ヽ二 �ｨ耳耳耳爾��+(,"�
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ここ 〇 〇 〇 三 鞋 _ゝ ‾、、¥ i ト、 □ �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� ��÷ 瞑 睡∴悩 ÷ニ 増∴喜 美∴誌 ・二ゝ音∴∴′こ三 三二 冑冑B�?�?����ｨ���(�����ﾈ�(�ﾈ�"��H尨,H+��r� �6��;��ﾆ"�蔗�黷�,��ﾕ����6｢��b� 冑B�h��ｨ������2��(���6x6x����ﾈ�(�ﾈ�"��ｸ���H�ｸ�ｸ�B���ｨ�ｸ�ｸ�･��t�尨tR�二L-- 中 毒 標 雪 くC 餌 恒 C口 官 三 三 二 貸 し」 芭 型 �� 

〇 〇 十- 日宇 俾��巾 刔r����犠 脳 佗R�E��張 碓 一十 僮"�H �6r�哩 二) ,ゝ-.」 仗��哩 N 佶��Eﾒ����ﾕ��, 僮"�哩 「. 三 一 田 圃 ヽ〕 .ゝ」 狽� 狽�H 狽�子ヽ 只 事ミ 狽�ﾕﾒ�fB�ｶ2� �6ﾘ�"��ﾂ�馼7�� ��生し上ミキ 「・●・L● 轟き 三∴三 ∴; 俔��+2�+R���i¥r�+��+���・烹 恒三 烹〇 三・ 餌怪 ・トト、 露営 「‾「● �?�蔗�蔗�ﾙ��+��+R�+2�さ し てⅢ 言 値 ミ ′ヽ「 ∵ト 俛��2�ｧx�9��ｶxｪﾈ�｢�蕀�ﾊｲ����b�;(�ﾉ;"�僮"�瞳 ∑ 

ーヽ 聖 二 ÷ 」⊥」 ここ な「「 なし_ 劍披�O｢����ﾌR�劍5(5"�ｽ�����]��B�从ﾂ�饕�Wﾂ�*ﾘ�dB�*ﾖ���ｶ��「「 三 〇∠_ 餌 白 劔?��62�8��ｽ���Eﾒ�ｽ�����]��「‾「 ぎ ー∠_ 餌 H 剩� 亜 謹 選 固 さ 劔刄g 旧 事 怖 くo くo 亡と) 劔兔8ｫ�������ｬ8冀�蓼�R��隶ﾒ��ﾈ耳�ｨ�｢�^b�顏�R�>Hﾉ���)E��誰 �+R���+2�?����h7��′ヽ 盤 宍・ 三国 °革 “ミ �6y;(+��*ｹOﾉz"���･��C�ﾒ�一一一一一 三 二 廿 凵P-「 ミ _∠〇 二二 白 
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軸 �62�ー▲- くつ �ｨ���ｸ�ｲ���ﾒ�一」 (⊃ ��ｨ�S��8��一」 (⊃ 做"�・◆iヽ 嶋 册��皿 定+��B��ｸ�2ﾒ���柵 �ｨ�b�*ﾘ,"�_」 し) 倚ｶ��冊i ��ｶ�ﾒ�*ﾘ,"�冊i �+"�調 偖ﾉM��珊 ��"ｲ�ｸﾂ�値 劔劔册��冊i 倚ｶ��

韓 " � �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� 亳���｢�u�� 冕��k8*ﾒ�nｲ� �� 亳��k2�饕�� ����k8*ﾒ�YB�

垣 鎚+R��ﾈ�"������"�韓 十 」」 ,ヽ ��ｲ��ﾈ�"������"�_し ′ヽ ‾-ヽ 鎚+R��ﾈ�"�����ﾂ�.L ,ヽ 一〇、 停ﾘ+R��ﾈ�"����"�∠_ ,ヽ ‾-ヽ ��e��ﾈ�"���ﾘ�"�.し ′ヽ ‾ヽ ��h�b��ﾈ�"����"�」」 ′ヽ 一、 ��ｲ�ﾈ�"���ﾘ�"�轄 峰ﾂ��ﾈ�"����"�.L ′ヽ ‾ヽ ��X+R��ﾈ�"����.L ′ヽ ‾‾ヽ ��X+R��ﾈ�"����"�_し ′ヽ ‾ヽ 偖2��+R�?��B�轄 剃ﾂ�ﾈ�"����ｨ���.��軛���ｳB�8ﾒ�轄 + 」」 ,ヽ 言 猿 十 へ耳 ロ ��｢ﾒ��ﾈ�"����"�⊥ ,ヽ ‾‾¥ 抱+R��ﾈ�"���ﾘ�"�9fﾒ�⊥ ′ヽ ‾ヽ 抱+R��ﾈ�"���ﾘ�"�_し ,ヽ ‾-ヽ 定+R�ﾈ�"�」_ ′ヽ ��ｲ�ﾈ�"�」」 ′ヽ 剃ﾂ�ﾈ�"�_し ,ヽ 

蛍 �-ﾃ｢�ト �6r�ト ��ﾉfﾒ�下¥ ��ｹfﾒ�ト、 冉ﾓ｢�ト¥ �6r�ト、 �6r�⊂卜 刄g �6r�ベ ロ ÷¥ �6r�⊂卜 �6r�三 日 ��ｨ�ｨ�R�刄g¥ ��ﾉfﾒ�垂 �6x���○卜 �6r�ト 偖ﾅﾂ�ト �6r�ト �6x���

:ヾ 翻 罷 刮� ����賦 凅b�蛾 ���賦 冖8*ﾒ�喋く �-ﾅﾂ�駄 ��｢�賦 儿｢�駄 �)ﾘ*ﾒ�十 蝶 �4��駄 ��｢�十 駄 偖ﾂ��｢�ミ¥ 十 �-uﾅﾂ���駄 �)ﾘ*ﾒ�駄 ���無く 僣��無 ����駄 「・-/ 二.ヽ 估b���｢�黙 「」/ と.ヽ 冦8���

郵 冢ｲ�割く 乖H*ﾒ�耶 �6h*ﾒ�割く 冢ｲ�吐く 冰��耶 乖H*ﾒ�割く 冰��÷: 冰��割く 乖H*ﾒ�割く 乖H*ﾒ�割く 乖H*ﾒ�試 佶ﾂ�割く 册X���国〈 �6h*ﾒ�剖( 兀B�郵 �8ｂ�劔YB�

恒 三 �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� ��震 蛍 �� ��h�b��ﾈ�"����"��ﾉfﾒ��｢�u��_し ′ヽ ‾-ヽ 下ヽ 駄 郵 抱+R�ﾈ�"����"�*ﾙfﾒ�x��m��nｲ� �� �� �� �� 

00 凵k〇 〇・十 �?�,R�二で ��b��ﾒ�⊂) ��ﾂ��こく ����トー �?�,R�二で 宙�ｲ�∞ 宙�ｲ�⊃C 氷,"�ヽl 宙�ｲ�二で ��ﾈ�ﾒ�Uつ ��ﾈ�ﾒ�くす ��ﾂ��二で ��ﾈ�ﾒ�くつ ��h�h�ﾒ�÷) 〔、 ��X�r�⊂⊃ ∪つ ��ﾈ�ﾒ�⊂) �*ﾘ+r�讐 ��x將�

田 圃 劔〇一〇 ��ｨ耳�｢�十〇十 劔劔〇十 凵･一・〇 ��X耳�X�｢�凵R〕 剌¥〇十 凵Z一十 �?��ﾂ�〇・十 �+���つぐ 凵ｼ) 〇一十 凵v農 ��ｵﾈ��ﾒ�寸1 凵怩ﾂ 

∈ 、♀ 禎ﾂ�h��ﾂ��/へ ∞ 禎ﾂ��ﾈ,"�/¥ くつ 艇-b��ﾂ��/¥ ⊂) 艇-b�+��ﾂ�/¥ ⊂) 艇-b��ﾂ��/¥ ⊂) 禎ﾂ�+Y{�?��/¥ 」くつ 禎ﾂ�X,"�/¥ ⊃C 禎ﾂ�6x�ｲ�/へ ぐつ 踏ﾂ����ﾂ�:¥ ⊂) 踏ﾂ�*ﾒ��ﾂ��〈 Uつ 踏ﾂ��ｨ��〈 (○ 禎ﾂ��ﾂ��/¥ ○¥ 禎ﾂ���R�Uつ 艇-b���,"�/へ 〇十 雰ﾂﾒ�ここ �+�,B�∪つ ÷ ��ｨ�｢�(♀ 冉ﾒ"�∞ �����ﾒ�

堪 難 ���� �� �� 倅�� �� �� �� �� �� �� �� �� � ��

岬 劍�)?��ﾂ��∽ ¥/ �����ﾂ��.-- ¥/ ��ｵ��ﾂ�ﾂ������oつ ¥/ ��ﾅ�,"�ﾂ��÷〕 ¥/ �+(�ﾂ�ﾂ��.一 ¥、/ �8,"�ﾈ����.-「 ¥/ ��S��ﾂ��○つ ¥、 ��Rﾒ�ﾂ��○つ ¥_ ��Rﾒ�ﾂ��ごつ ¥/ ��Rﾒ�ﾂ��こ〕 ¥/ �5ﾈ,"�ﾂ��」∩ �5�,"�ﾈ����「・」 ¥/ ��X�X��.-- ��������▼- ��X�r�▼- ����
〈 壁 ¥/ �� �� �� �� �� �� �� �� �� ��こて �� �� �+(�ﾂ� ��X耳�X��一・十 �+��ﾂ�こ〕 �+�,B�i----- ��b�二で ��へう ⊂つ 

菓 ��"�ｺｲ�劔劔劔劔劍�X板�劔「- 凵･十 傚�,R�⊂つ �+�+��二〕 �8,"�●つ �+"�ご 

/へ 咽 ¥/ 遡 ニ �������U⊃ 倅��守 �?�,R�　　( �������　　( �������一 �｢�一 ��　　( �������一 �������〔¥- �������こl ��　　( ��　　( �������　　　( ��・÷ ��r�十〇十 捧?��三 �-h*B�?�,R�⊂) 迄�����������R�命 
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三 一▲- 倅���｢��ミ �7��ミ 倅���ｨ+R�ミ 剋O 一」 倅��痔ﾈ�ﾂ�三 〇ふ。 倅��爾��ミ 倅��示�ﾒ�三 一」 倅��耳�2ﾒ�十 曲 �6r�ｼ��三 一▲- �7��ト 曲 倅��耳-2ﾒ�手 記 倅���｢��三 一 倅��耳-5��三 一`_ �7��ミ �>B�ｷ"��ｲ�7ｲ�三 一」 佛ﾂ�耳�b�三 一」 �6r�ｼ��三 〇(_ 刄g 曲 佛ﾂ�耳�b�ミ �7��ミ 

くつ �*ﾘ,"�ー▲- (n �ｨ�b�;��ﾂ�一」 くり �*ﾘ,"�一」 山 凾ｵ) 宙�ﾒ�くつ �*ﾘ,"�ー▲- 山 �*ﾘ,"�[n �*ﾘ,"�凾ｵ〉 ��ｸ�2ﾒ�+X�"��+R��倅ﾒ�くつ �*ﾘ,"�し) ��ｶ�ﾒ��h���ー▲- し山 凾ｭつ ��ｲ�(」 凾ｭつ 劍�ｲ�一」 」J 乖ｸ�b��ｶ��ー▲- し」 

藁 噴 � �� ��B�4��ﾌｨ���wR�����*ｲ����蕀U2�二二 京 町( 言 に繋 梶蛾 弄尊く ��4□ 種 目 剏q 賦 すく 郵�ｲ�銀��"���ﾂ� �� ��潔 無く 吐く ��� 亳��梺�ｬ8*ﾒ����� 冦��k8*ﾒ�ｨH*ﾒ�ﾇ"����9ﾂ���蟻 ま、 郵 册9?�ﾒ�X�ｲ�X｢�YB�FR�N2����;�� 剞k 蛍 ��邑 蒋 走 _.き ‾iヽ � 剪� �� 

輩 俔��-ﾂﾒ�_し 抱+R�⊥ 定+R�」_ ��ｲ�.L ヽ ��X+R�_」 ���*ﾒ���4r�_し ,ヽ ‾‾¥ ト せく 三正 抱+R�_し 抱+R�」」 ��ｲ�.L 剃ﾂ�轄 十 ⊥ 抱+R�.し 剃ﾂ�⊥ 剃ﾂ�菜 響 定+R�_し �� 佗R���罵 剃ﾂ��"�_し ヽ 朸��4ｲ��ｲ�⊥ 定+R�_し 仂b�三 ��ｨ�ｨ�R�G��?-・ 糞 

′ヽ ��ﾈ�"�,ヽ ��ﾈ�"�,ヽ 鎚�"�‾‾ヽ ��ﾈ�"�,ヽ 剪ﾈ�"�′ヽ ��ﾈ�"�′ヽ ��ﾈ�"�′ヽ ��ﾈ�"�′ヽ ��ﾈ�"�′ヽ 鎚�"�′ヽ 鎚�"�鎚�"�,ヽ 劔����"�ー �,ヽ 鎚�"�′ヽ 俛X*ﾒ�ﾙI(�ﾂ�?��(�"�

「ヽ ���ﾘ����X�"�‾‾、 ⊂卜 ���ﾕﾂ�6ﾂ�‾-¥ ○卜 ���ﾘ�"��ﾉfﾒ�○卜 ����ｨ���蓼���‾‾¥ ト 劍���ｨ���6ﾂ�‾‾¥ ⊂卜 ������"�6x���‾‾¥ ト ������"�6s｢�‾〇、 ⊂卜 �･ﾂ�‾-ヽ 卜、 ��)fﾒ�‾-、 ト、 ���ﾘ�"�Eﾈ���‾-ヽ ⊂卜 ������"��X�"����ﾘ�"�6r�ー‾、 †ヽ 劍7��8ﾒ��6x���十¥ 刄g �6r�‾‾ヽ ト 

二子 剳� ′ 凅b��ﾂ�無く / 傲b�耳�ﾂ�喋く / 儿｢���守 口 こ¥ 儼ｲ���ま、 ′ 鐙��+�+��ﾔｹ?��&��:、こ二 王: 鱒 �7��ま、 ′ �����駄 ′ �+����ミ 倅��R��ﾂ�喋く / 儿｢���灘 ′ �)ﾘ*ﾒ���灘 ′ �7��三二 蝶 ′ �4���ﾂ�蕊 佗r�ｲ��｢��ﾂ�ベ ロ でヽ �4ﾅﾂ���ﾄ��*ﾒﾓ｢��7��8ﾒ�.%ﾂ�三 軍 �6ﾂ������b�煤 割く 倬ﾂ�芯 儖��三 軍 冖2�無 

潮 罷 剳煤A 冰��劃、 兀B�割く 仄�����(���可、 ����÷ �6h*ﾒ�耶 冰(���郵 冰��軸〈 �(���劃、 丿8���郵 �8���印( �8���甘く �6h���郵 冰���*ﾙ="�き 凵� 劔�+編� 儷8���郭 

恒 一三 �� �� �� �� �� �� �� �� �� ��駄 郵 亳��k2��8��� �� 俤�����?�?��k8*ﾒ�nｲ�.し ,ヽ ‾‾ヽ C卜 蛾 郵 �� �� �� �� �� ��震 せ] �� ��

曲 面 用 ��ﾂ��⊂) ����ﾂ�⊂) �+��｢�(、○ �4��こ」 ��ﾂ��⊂〕 �?�,R�⊂) ��X�r�、ニ ��X���一、 ��ﾈ,B�こて ��ｸ�ｲ�⊃C �+�2�1- 停ﾘ�����R�Uつ 停ﾖ��oつ �+��ﾂ�?���」で〕 �+&��+���こで ����ﾂ�「“ ��(�ﾂ�+(�ﾂ�.一 ��トー 簸2�〇〇 �?��〔○ ��Rﾒﾒ�

÷l 嫡2�トー ��X�r�oつ ��ｨ��⊂つ ��ｨ�X��し○ ��h�h�ｲ�〇・十 �+X�h�ﾒ�二l ��ｨ��二i ������?�?��N ��X耳��亦ﾒﾒﾒﾘ�R��ｨ�X�b�二l �ｨ耳耳耳�｢���ﾒﾒ��8,"�▼一・「 ��ｨ���ﾂ���寸 �ｨ爾�ごつ �������▼一・十 

E≡ し) ����h���"�ｽ�ﾌ2�ﾎ｢�/へ 「1 �8,"�一〇 禎ﾂ��ｨ耳�｢�⊂) ��.-- ��(○ 宙�ｲ�/¥ 」O 氷,"�/へ ○ヽ �����h�ｲ�/¥ ○) �+�,B� 禎ﾂ�t��/¥ ○〕 艇-b�*�,"� �� 艇-b��ｵﾂﾒ�JC 禎ﾂ�耳�｢� �?�,R�/¥ 亡、- 凩��8,"��"�/¥ ○う �����ｸ�ｲ�三 "〇十 ¥∴ 禎ﾂ�t��/へ 一、{ ����6x�ｲ�C「 しっ ��S�耳�"� 禎ﾂ�〈 

岬 剴�� ¥/ ��X�r�・」 ��d��ﾒ�ﾂ��」占 凵･　　「 凵� �+X編�子 倅��N ¥/ ����書へ ヽ、 ��ﾅ�,"�偖ﾂ�ﾂ��oつ ¥/ ��X�b�ﾈ����劍�ﾃ�,"�ﾂ��÷ 偖ﾈ�ｨ��ﾂ������「〇十 ¥/ 刪鼈鼈鼈� ¥/ �8,"�ﾂ��倅��÷ 迄耳�X�b�ﾂ��停ﾘｨｲ�倅��ぐへ ÷ 
/¥ 上里 �� �� �� �� ��　　( ��　　( �� �� �� �� �� �� ������� �� �-b������� �� �� �� 凩��+"�　　( �� ��

碧 閉�����ｺｲ���ﾂ���B�二で ご1 ��ﾂ���,"�こて 二i 凵u“ 凾ｱて へi ��ﾈ,"�*�,"���ﾂ��蔗�二l ぐつ 凵ｼ) こ、 ��ﾈ�ﾂ�蔗�劔劔こぐ ぐっ 偖ﾂﾒ�6ｨ�｢�宙�ｲ��ﾅ�,"���X�r�<r�1-. 享 凵宦l ヽi 劍�X�r��ｸ,2���h,X�ﾒ�+"�

/へ 埋 ¥、/ 週 ニ ����ﾂ�.-- ��ｶ�� ��ﾂ�� ��r� �+�,B�⊂) 倅��⊂) 氷,"�÷l ��⊂) ��〔○ �+�,B�」O �� ��ユニ 披� ��⊂) �� ��.-- ��こて ��r� 僖��CC ��手 工 偃��

こて ��ｸ���〔¥- 剴�ﾅ 剌¥〇 凵k¥- �*ﾘ,"�くつ �+�,B�こく �+�,B��,(,R��6x�ｲ�子へ �*蔗�劍�ｸ���二で 剩､2�劍蔗��6x�ｲ�[¥、 凾ｫ �+X���剋O 

騒 剪� ��b�蛍 ��b��ｲ��ﾒ�詮 ��b�注 一。⊃ 十メ、、 彗 惟 佗R�ﾌ2�､2�里��2�{��垂 ��R�9������ﾂ����楷�ⅳ�詮 ÷ 聖 惟 寧 強 運 ��b�耳耳耳�b��-b�ﾈ"�ｸﾂ��B�ｺﾒ�補�詮 ��b�詮 三 相 ��b�怠 噴 輩 惟 製 強 運 佗��Ib�詮 刋��揩�8��里�ｺﾒ�補�詮 古 海 越 鵡 遵 ��b�ﾌ2�､2��ｲ�$��{��堂 古 海 製 鵜 邁 ��b�蔗��ﾂ�里�$��{��蛍 吉 海 製 誰 轡 ��b��X蔗��｢��2�ﾙ2�ｿb�詮 。.」 「嶋、 清 張 誰 饉 處������｢�里����{��詮 佗R��"��｢�?��(���召�ﾛ｢�ｺﾒ�ﾉ��蛍 古 海 袋 誰 堅 倅���"��b��������ﾈ"�8��里�ｺﾒ�補�蛍 一貫 高 三 難 題 綿."�里�$��{��三 。.」 一義、 定 礎 誰 邁 �=ｲ�+X*ｲ�ﾇr�召�O��>��{��三 二’ 譜 滝 製 強 運 倅���X-ﾂ�召����$��{��垂 三 三せ こ、 トと 製 誰 遅 倅��甁�;��+��*ｲ�$��{��三 .._] ‾裏、 ー貫 通 �9��,｢�玉 商 ���N����召�古 海 仂｢�召�刹ﾊ 滝 劔玉 滝 侘2�､2���ｺﾒ�補�侘2�-��倅��8��三’ 滝 劔劔刹ﾊ 滝 劔劔劔さ三 滝 

耀 刄~ 強 運 �｢��ｨvI�2��"�{��越 誰 饉 偃��$����黙 強 運 �｢�楷�ⅳ�曖 誰 邁 刮z 艶 邁 劔ギ 誰 遵 刄~ 雅 趣 ��B����B���ｲ�ｺﾒ�補�ミ 誰 遵 劔劔剌� 強 運 劔劔劔越 誰 遥 

討旺 凾ｵC �*ﾖR�上- �?�,R�① �2�「〇十 ��h�ﾂ�いつ �����l二 �*ﾒ���〔、 �+�,B�こ「 ��ﾈ�ﾒ� �?��ﾂ�⊂1つ ����」(⊃ ���?��トー �?�,R�○ヽ ��ﾂ��「・・」 ����ﾂ�CY〕 ��Rﾒﾒ�しの ���+��+��"��ｨ耳��?�?��ト一 〇- ▼・。」 二二 �?�,R��ｸ*B��ｸ耳耳耳爾�?�?��○) ここ 。一一〇 二二 �ｨ�X�Rﾔ��蔗�?�?��/ヽl ⊂) ��こ、] ��ﾈ�X,"�寸 

湘粗 冫⊃ 〇十 二二 宙�｢��ｨ�X�X�����q⊃ 〇・〇 仁口 �*ﾘ,"��X�X�(��?�e2�(〇 一・十 Cq ��閉ﾒ��Rﾘ�X��?�?��〔、 ▼-十 ロコ ��ｸ����Rﾓ��?�?��トー 「・」 〔ロ �6x�ｲ��X�X��?�?��〔、 二二 ��2ﾒ�耳爾�?�?��置¥〇 〇・十 ロコ �6x�ｲ��X耳�����【、- 十十 二二 �+�,R�耳�X��?���こて 「。「 CQ �8h6｢��X�X�(�b����よ、 〇十 二二 ��ﾔ2�耳耳�｢�5��こて 〇十 ユニ ��ﾔ2�(�ｨ�����二で 〇十 二二 �?�,R�耳耳耳耳爾�4x5"�CC 「・・十 二二 ��ｸ�"�耳爾�8ﾘ5"�J, 〇・・〇 [0 �+�+���ｨ�X�X�b�?�?��○〕 〇・・十 餌 畑����X�ｨ�����○う ー。一 二 劔凵ｼ⊃ ●¥] 二二 ��ﾈ�ﾒ���?�?��⊂⊃ こ¥1 二二 ��ﾃ���ﾅﾅﾒ�4��三 二二 

埴 煙 儷つ ① ��ｸ�｢�?�6r�上○ ○ヽ �?�,���ｸ�"�こヽ こヽ ��ﾂ���ﾈ�ﾂ�一一一一 ⊂⊃ ����ﾂ��ﾈ�ﾂ�oつ ⊂〕 停ﾖ���ﾈ�ﾂ�Uつ ⊂) ���ﾒ��ﾂ��〇、 ⊂⊃ �?�,R��ﾈ�ﾒ�○う ⊂⊃ ��ﾂ��耳��一一〇 一一一一一 偖��oつ 「十 停ﾒﾒ�簫ﾒﾒﾘ�R�」O ▼・一十 宙�｢���X�X�b�い- 〇・十 �8h6｢��ｸ耳耳耳爾�① ��ﾃ��?���一・・一 二〕 �����6ｦ��Cつ 丁l ��ﾂﾒ���ﾂ�U⊃ こ〕 �*ﾘ�｢�?�ﾂ�簫ﾒ�亡へ_ ÷l 1く予 �?�,R�?���二、 二l 1-÷ ��Rﾘ��?�?��′ヽミ ミ .-青 �<R�e¥] Clつ �8,"�*�,"�.-- ぐつ 

(Y〕 ��)?��∽ ��ｵﾈ,"�Cつ 蔦��▼十 �｢��一. 停ﾖ��一. ��X��●一 ��ｨ�X�R�▼丁 停ﾘ爾�"-　　「 ��ｨ��一一 停ﾒﾒ�▼「 �����くす ����くず ��X�r�.-　　「 ��ﾂﾒ�.-丁 ��ｸ���寸1 剴������5�,"��)�"��｢��寸 �*ﾘ+r�.-- 
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士蝿 二三∴ � ��ﾂ������くす ÷l �� ���ﾒ� ��1「" ��Rﾒﾒ��&ﾂ� ��C〇 〇・・十 ��」(⊃ ¥il ���?��?��r�⊂) ごI 停ﾒﾒ��X�X�X�S�� �� �� �+���� �� �� �?�,R��X�X�(�b�1-- 「・「 �� ����� ��X耳�X�� � 

ヽこ き 三 百 撃 竜三 窯 持 運 塞 � �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� ����*ﾒﾒ�5ｸ7罟�R�ﾚ｢����ﾅﾒ�ﾆ����ｭ�� �� �� �� �� �� �� �� �� 冑���h�b�+2�*��Tﾂ��ﾒ�+2�尨x�� 

胆 羊 ��Rﾒ��ｲ���X�R����債���B���6r�8h6｢� ��凹 一十 さ あ �� 冑��耳��+2�b� �� 冑��?��蔗���･��tr� �� ��哩 ÷ 悩 三 三 乖ﾒ���咤�ｽ�����[r�I｢���｢ﾒﾒ�6B��2�?�?��蔗�褸�2���hB���+�+r�+2�爾��"� �� �� �� �� �� �� 冑��?��蔗�褸+�粐�xr� �� ��"�����ﾒ�+2��+R�t�將�xb�Rﾒ� 冑����蔗��+R�尨t�� ��嘩 ト さ あ 剞ｹ 二 ミ _し /ぢ 

十〇 〇 〇 輩 聖 工 学 ��÷ 与ヨ 謹 選 聞 �� ��瞳 一 三 一一一 二 ヽこ ÷ 佗��E��.��+2��ｶ�ﾒ�*ﾘ,"� �?��咤�ｽ�����]�� 僞�� 乖ﾒ����8�8��ﾇ��楳 ト 曲 「ミ ��僮"� �� �� ��哩 N ,ゝ..」 「下 さ _∠〇 二二 �｢�����8�(*ｲ�ﾕｲ�*ﾂ��ｸ�2ﾒ��� ��聾 �� ���+��ﾂ���B粨�b��X屬�+2�ﾈ�ｨ蔗粐���� ��白 ∃] 誌 瑳 劇 ��白 ii 謹 選 榊 ��曝 し 曲 �� ��

手 工」〇 十く �*ﾂ��ｴﾂﾒ���ﾒ�嘆 き ふ く⊃ 刔r�+��6r�dR�H 丑 護 送 州 �｢�*ﾂ��ｸ,U��*ﾘ,"�重 臣 ー∪ 二で 「1 「. 狽�5(5"�ｽ�����ｷ&��察 し 曲 亂ｲ�*ｲ���2ﾒ�+R��哩 〇° さ _ふ- 山 �6r�ｼ��ﾇﾂ�耳+R��+T｢�楳 ト 曲 仂��ﾌR�+2�爾��"�遼 寧 匝 」J ⊂) .-- .-「 ��ｲ�薰�ｭB�張 碓 低 さ _L● (」 �Eﾒ������ｼ��+��凹 ぐJ .ゝ.j i.〇十 ぎ ー」 出 佶��E��竒�*ﾂ��ｸ+R��*ﾘ,"�雌 悩 低 さ 一」 し) ���*踉���ｨ�｢��ｨ屬�+2��+R�*ﾘ�ﾒ�白 丑 謹 選 欄 狽�披�G��>B�+"�回 しの 低 さ 一」 の 狽�ﾕﾒ�ｽ�����B�白 亜 謹 瑳 柵 狽�5(5"�G��ｼ���"�冑��歟�7���+R�*ﾘ�ﾒ�白 ココ 謹 選 州 冑���ｸ,"��h�b��X�R�+2�耳+R�*ﾘ�b�巾 ココ 謹 謎 調 狽�ﾕﾒ�ﾛ｢�¥r�ｭB�冑��*�,"���2��b��X�R�*ﾂ��ｸ�2ﾒ����ﾂ����+2�爾��"�

≒ 噴 � �� �� �� ��宣 言担 二子 書中( 估��+編� �� �� ��蟻 蛾 割く 亳��+��u��蟻 駆 出〈 �� �+�+���(�ｲ��｢�ｨH*ﾒ��ｵﾂﾒ��ﾔ2�+(�ﾂ�ﾆ��二、 嶋 亡1 し止 貰 ��聖 u⊥ 康 畏 斐 ③ �� �� �� 郵�ｲ�銀�ﾟR�ﾜr�4x5"�ｩ��u⊥ 米 ロ 皆 ÷ 担 �<R�梺�-�*ﾒ����b�?��?�+"�9b�Mｲﾒ� 亳��k8*ﾒ�蕀?�� �.h鑽��溢��+H*ﾘ+H*ﾒ�ﾏｲ�6�,"�-fﾂ�ﾉ�� �� 

一一 �<��_し ′ヽ ⊂卜 ��韓 ベ ロ で¥ 十 無く ��ｲ��ﾈ�"��fﾒ� 儂2� 倅��ﾘb�､r�ｿ�,h�����)｢�皦將�*ﾘ奉����」」 ′ヽ ‾‾ヽ ○卜 乖ﾒ�輩 ����7��8ﾒ�三 富¥ 賦 由( 十 ��ｨ�ｨ�R�t�� 仗��7��8ﾒ�」」 ′ヽ ‾ヽ ¥ト 抱�b��ﾈ�"������"��)fﾒ�_し ,ヽ ‾-ヽ ト¥ 抱+R��ﾈ�"�����ﾂ��fﾒ�_し ′ヽ ‾ヽ ○卜 �� �� ��譲 二 □ �-ﾄｲ�.L ,ヽ ト 檮ﾂ�筆 、つ 霊 塞 □ 軽 口 �� ��ｲ��ﾈ�"�6r�」 □ よ、 十 一球 ��ｲ�ﾈ�"�6r�」」 ′ヽ ‾‾ヽ 丁、 倅��耳�ｨ�ﾂ�?���"�_し ′ヽ 卜 �ｩ)ｨ蓼���ｿ怨｢�?��?｢�,Uﾂ�ベ ロ で¥ 
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/¥ 上空 ¥/ 蝉 唾 �+X�h�ﾒ���,R� �� ��ﾂ�����ト一 二で ��ﾂ���,"�N ご〕 ��(�ﾂ�+��ﾂ�⊂⊃ ÷l ��ﾂ����【、 ÷i �+�2��X�X�(�b� ��ﾂ��?��ﾂ�こ〕 こ〕 �5��ﾂ���ﾂ� ��(�ﾂ��ｸ,"�トー こ」 偃r��ｶ�� ��ｸ������｢�⊂) ○つ �� ��ﾂ���B�⊂⊃ ∽ 偃r��(,"�q⊃ ▼・・・」 ����ﾂ�+��b� ��X耳�X�｢�6ﾈ,"�⊂†つ ご ��●----- も �+�ﾂ�6ﾈ,"�÷l ○つ �+X�x�ﾂ���(,"�〔○ ○つ � 

〈 悩 通 口 �+S���6x�ｲ�⊂) こヽ ��ｸ�ｲ��ｸ��� 偃r���,"� ��守 」。 ��ﾂ���b��ﾒ� �� ��Uつ Uつ ��ﾂ����h,"�、ニ Uつ ��こ] Uつ ��(〇 、二 ��守 」。 ��守 ⊂○ �� �� ��守 し∴ �� �� �� �� �� � 

騒 躍 刪ﾒ 製 鵡 堅 ��b�Zﾂ�ｨﾒ��｢��ｲ�ﾙ2�ｿb�怠 噴 輩 惟 ミミ 誰 遵 伜ﾂ�:B��｢�ｵr�楷�ⅳ�重 吉 聖 伸 躯 雅 趣 偬B�ｶr�����ﾂ��ﾂ�$��{��聞 輔 饉 偬��+ﾂ�H闖��艀頸���-ﾂ�寝 直 聞耳 艶話 邁ご 僣��楷�粉�÷三 強 饉 佶r�$��粉�偉∃ 雅 趣 僣袵�楷�ⅳ�噛 鵡 轡 僮B�楷�ⅳ�固 強 運 乘｢�$����常呂 雅 趣 ���楷�ⅳ�駈 推 饉 ��ﾉ?｢�$��{��伸 醜 態 傀��$��{��聞 盛 運 亊R�楷�{��偉∃ 強 運 兔"�ﾆ��{��憎 強 堅 ���>�����粗 雑 饉 亊R�楷�{��偉… 雅 趣 僣��楷����博 雅 遭 傀��ｺﾒ�ﾉ��伸 酷 遇 兌r�*ｸ板�粉�圏 誰 邁 僣��楷�{��癖8"�ｺﾒ��9�ﾂ�

田叶、 細粒 冓¥- .→. こl ユニ �+�,B��ﾉ?��?��ﾂ�5��○ヽ 〇十 二〕 [口 ��ﾂ���h�h�ﾒ�?�ﾂ��B�十〇「 」で) こ〕 餌 �5��ﾒ��h,X�ﾒ�?���?�?��⊂) (⊃ ��X耳����ﾒ�ご〕 し) �*貶,"�8�"�「1 も ��h*ﾘ,"�+R��くつ (⊃ ��Rﾒ���ﾒ�二で (⊃ �5(�"���ﾒ�⊂⊃ 十〇十 くつ ��X耳�X�｢��X�X�X�X�b���ﾒ�こi 一一〇 し) ��)?���ｨ�����b�寸l 〇・〇 (⊃ ��h�h�ﾒ���ｨ����ﾒ�(〇 〇・〇 し) ��ｵﾂﾒ��X�X�X�b�*ﾘ,"�こて 〇・〇 (⊃ �+��"��X�Rﾒﾘ�b�2��一・・一 十 二〕 C) �?�ﾂ��X��?�����ﾒ�ご当 ヽl (⊃ ��ﾃ�,"�?��ﾂ���ﾒ�「“ ÷l (⊃ ���,"�?�ﾂ�+R�▼・・一( く〇 二〕 (⊃ �+��ﾂ�り�｢�D��2��ト一 二〕 し �+�,B�+���+R�「・・」 こ〕 こ】 し) ���ﾂ�+�+���ﾈ��ﾈ�ﾂ�+R��⊂⊃ 叩 し �ｨ耳耳耳爾�$��*ﾒﾒ���+�ﾂ�$���ｸ�b�

純 理 凵k.⊂) トー 「“ �6x�ｲ�ｵﾂﾒ�闔｢�二で 〔、 葛寸 ��ｸ�"��ｵﾂﾒ��S��⊂) ⊃C 「. ��X�#���ﾔ2����こl こで く寸i �8�(,"��r�耳爾�寸† ⊃e 一→ ��h*ﾘ,"�+�,B�������くつ こて 寸 ��ｸ���?�,R���X�R�⊃C 二で 「. ��ｸ�"�,(,R��X�r�⊂⊃ ここ .・「 偖ﾈ�ｨ��?��"��X�r�二i Jこ 。こ 鑓,"�+x+2�籀ﾝr�“-丁 の 「“ ��b��ﾒ�ｨ+���ｨ爾�(」⊃ こヽ “「“ ��ｸ���｣｢��板�二で ○ヽ .-- ��ｲ��+�｢��X���⊂) ⊂) 」くつ ��X耳�X�｢��ﾈ�ﾂ��h���ﾂ�▼一十 二〕 ⊂) 」で⊃ �+��ﾂ�+��ﾂ��ﾂ��+X�h�ﾒ�書で ⊂〕 Uつ 停ﾘ���*ﾘ,"�X,"�Uつ ⊂〕 Uつ �+X�ｲ��ﾂ��X,"�トー ⊂) Uつ 畠?����?�｢�+Wｸ�ﾂ�○ヽ ⊂〕 Uつ ��ﾂ���X�X�(�R��fﾈ�ﾒ�▼一十 一一一一 一一一 しわ ����ﾂ�ﾘ"�二つ Uつ ��ﾃ�,"��X�X�(�b�X�ﾒ���X�r�ﾘ"�
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土肥 ∴∴ 凵Aこ し〇 二」 ��し○ ヽ] �� �� ��▼「 十〇十 �� ��∪つ �� ��∞ ��ﾄ2��h���ﾒ�」O �� �� �� �� �� ��ﾈ�ﾒ����� �� �� ��「 

ミニ 雪 盲 と 二二 些 事主 菜 …竜 邁 蜜 � �� �� �� 卮��自)｢�J��ﾂ�蕀?��8����闔ｨ�ﾂ�ﾇ�� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� 

組 三 ÷ 壬 �?�?���｢��X�R��h����ﾇ����(�B���6r�?�?��堅 さ ① �� �� �� �� �� �� �� 冑��I"�Eﾒ���tｨ將�t��xr� ��哩 」」 三 ・∠_ ㊤ �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� 

二〇 」 」」 重 工 学 芸 :′ 儁��爾��蔗�ﾋ��.▲。⊃ 佶��ﾌR��X�X�X�X�b�7��6｢�8ﾒ�58咤�^b�>B��"�h��哩 冑��H 丑 謹 選 柵i 哩 しくう さ 葛▲- し) 哩 冑������2��ﾒ�白 ココ �+2�*ﾔ｢�I"�ﾕﾒ�柴 刔r�蝶 冑���)?���ｨ�B粨�ﾒ��X���R�7��6｢�I"�･�*B� 狽�ﾕﾒ� 倅���X�･���"���披�固 霊 三 〇一 し) ミ _し (」 白 ヨ] 狽�披�H ]] �ﾂ�柴 H ��巾 狽�白 ��熊 手 曲 ��楳 手 間 僮"�5(5"�ｽ��>B�n"�暴 手 間 �&ﾂ�*ﾂ��ｶ�ﾒ���ﾒ�白 丑 謹 塗 珊 哩 N .1.」 -1「 ぎ ーし_ 出 冑��耳 ココ 義 塾 凪 ぎ _し く⊃ �*2�飛�唖 俾��

十¥ 册ﾂ�薰�ｭB�「丁 ぎ ー`- くつ 曝,ﾂ�*ｲ��ｸ�2ﾒ���ﾒ�寸 ぎ ー▲- 山 ����*ﾂ��ｸ+R��+X�b�ぎ ー▲- くつ 蔦��R�*ﾂ��ｸ�b�e8.��義 塾 軸 仗������"�劍ｽ������"�低 さ _(_ 出 仗�����[r�倩��ﾛ｢��b�謹 選 州 佩ﾂ��r��"�謹 謹 柵 ����+2�耳�b��"�ココ 謹 瑳 鵬 �.��+2�耳+U���ｶ��害う 護 送 冊i ���ｽ��ﾇ��ﾟ"�丑 謹 瑳 軸 ��ｲ�6r�ｼ��册ﾂ�6r�ｼ��劔����*ﾂ��ｸ�2ﾒ�+T｢��.��+2�耳+R"�*ﾘ,"�U) さ 一〇 くつ ����ｽ�����ﾟ"�

荒 壁 � �� 估��*ｲ�畏 専] ��票 勾百 ����,�,"�ﾈ�ﾈ��������X,"����b�蓼�b� 冩"�k8*ﾒ�6h*ﾒ� �'R�k8*ﾒ�nｲ�7��?��9ﾂ��� �� �� �� �� �� �� ��繋 無く 部 倩r�X｢�6h*ﾒ� �� �� �?���|r�ﾜ��二) 三 貴 �� �� 

輩 俔��-ﾂ�孟 黒く 証′ 梯� �7��8ﾒ�,X�����ニ ������唏*ﾒ�薫 額 ��軸 ��h�b�○臆・ 渠 �� ��輔 駄 割く ��韓 �� �� ��Δ� ��謹 �� 豫8*ﾒ�ﾇH4r� �� �� 倅�"�黄 登 ��.し ′¥ �� 

二十¥ 岳 採 寸 ��ﾈ�"�6r�劔抑 三、 回十′ 刄x ロ や¥ 鎚�"�����ﾂ��)fﾒ�劔栄 二 帝 国 定�･���ﾈ�"����"��ﾉfﾒ���h�b�ﾈ�"����"�9fﾒ��.し ,ヽ 一、 十¥ 仗��ﾘﾎ���」」 ′ヽ ‾ヽ T¥ 劔兩し ′ヽ ‾-ヽ ・ト ��｢ﾒ��ﾈ�"�6r�∠_ ′ヽ ト 

呂 紫 電 ��買 欄エ ここ‾ 冖8*ﾒ�u��貴 さ 偖ﾂ�N��,B�十 薫 せ] �*ﾙ�����ｹ=ﾂ�+2�〇一¥ 票 鞠 �: 从R�Y2�u��寺、 吐く 剏ｾ 塑 俐R�,B�□ 」J 悩 ��｢�6h*ﾒ�賦 郵 ��｢�YB�蟻 無く 郵 剴A 剖〈 儼�*ﾒ�三・ 申〈 剿ｳく 耶 亳��k8*ﾒ�YB�ベ ロ や、、 豫b��%H�X�R�ﾆR����ま、 吐く 囘(�R���｢�黒 部 刪鼈�-「 撃 ��h�ｸ�ｲ�}ｲ�?�?�爾��?���+�+��囃�下 駄 「」′ †土¥ 傅��7��冾�

恒 三 ��刊Ⅲ こ、 寸( □ e く さ 輿 墾 亢ﾒ�+2�轟 き ��震 ミ ������ �� ��」」 ′ヽ ‾‾¥ 0卜 賦 尊く �� ��蟻 駄 郵 �� �� �� �� �� �� �� �� ��賽 寒 藁 亢ﾒ�鯆� ��ｸ�ｲ��ﾄ��ﾇﾂ�饕��(+R�_⊃ 妻 妾 ��

i≡ ��ｸ�ｲ��"�∵〇 二千 �����.一 ヽ〕 �?����寸1 �+���寸 �����⊂) �?�,R�二言」 �*ﾔ2�十〇 ��B�q⊃ �?�ﾂ�Uつ �?�,R�」l⊃ �*ﾙ���」くつ ��h�ｲ�⊂) �5�,"�ブ: �����ぐつ ��X�r�しっ ��ｸ�"�いつ ��ﾈ�ﾒ�二で しっ ��○○ �����?���〔、- �+����∞ 

戦 国 � 劍�X耳�X�b�▼一十 �?�����X�X�X�b�劔凵Z一十 冓---　「 ��ｨ�X��凵･一・〇 �?��ﾂ�▼一十 劔�ｨ耳耳耳爾�僂Yつ 凵怩ﾂ 

三 ¥¥/ �*ﾙ?���一 ����/へ ⊂) 凩���b�∴二‾ 上- ����,ﾘ,"�令 〇・・十 ¥/ �����ｸ�"�/へ ▼一・十 禎ﾂ��ﾂ��∴二‾ ⊂つ 禎ﾂ�ﾈ�S��/¥ ÷I 禎ﾂ��ﾃ�,"�J⊂ 艇-b�*��ｲ�8,"�ﾈ����命 i、 ¥ノ ����耳耳耳爾�/へ¥ "-.「 艇-b�二 三 ����〈 禎ﾂ�/¥ 艇-h���/へ 禎ﾂ�命 ●一 ¥ノ ������〈 ����〈 冰ﾒ�)｢�/¥ 禎ﾂ�/へ、 ����

推 奨 佝ﾂ�6ｩ�ﾒ�?���+��÷ ��ｨ,2�÷ ��b�冰ﾂ�÷ 凵� ����⊂つ ¥〉/ 迄�R�ﾈ����〇・十 ¥、/ �?���ﾂ��こi ¥/ ���,"�刹� ��B�ﾂ��÷ 」O ¥/ 凵ｼつ ぐ○ ¥/ ��Y?��耳耳�｢�ﾂ��〔、 ÷〕 ¥/ ��2ﾒ��ｨ�ｨ��ﾈ����⊂〇 一十 ¥/ ��ﾂ�����、二 十 儷ノ ∵ ���ﾂ��b�Uノ ÷ ��R���b���ｸ��ﾒ��ｵﾂﾒ�ﾂ��÷ �+X�3｢��b�∵ 

全 ÷ ��ｨ�｢�-f��つ (¥〕 �3���ﾈ,"�ここ 斗 ��8ｨｲ��U��R� 冖ﾒ�5�,"�三 の ��÷ ��書二 言 �?�,R�6ﾂ� ��(.⊂) �� �� �� ��⊂○ 捧?�� 冖ﾒ�命 �� ��叩 �?�,R����? 偃r� �� ��

翼 � ��ｲ��?�?����ｲ�ー 劔劔ご〕 劔劔ユニ 乏���d��二言 劔.一 凾ｫ �����

/¥ ÷ 這 ��ｨ�｢��(���÷ 」で〕 �� �� �� 畑-b���?�� �� �� ��qつ も ��X�r�+2� �?�,R�5b�Uつ シ �� �� �� �� �� �� �� �� �� �.��

紫 遣 凵R昌 二†と こヽこ 邁 �?�蔗�洋 三 ,一ノ ヽ¥ 逗 兔r�二三 ビノと 僥ﾂ�ﾋ�99�b�’/-- ヽ-三 号進 運 ����2�8b�[二 三 ��ﾈ�2�囲 強 運 ����齟��｢�禦 傀��噂 誰 選 乘｢����{��青 遊 離 邁 亳r�里�yR�{��再 建 築 邁 佝��ⅳ�ｸﾆ��債�旨 趣 艶 邁 亳r�里�$��{��毒 運 誰 邁 亳r�里�����{��毒 薬 �<R�o"�再 建 謹 選 亊"�再 選 誰 邁 亳r�里�壱 遵 ��YN������8+��ﾉ��三 選 葉 邁 亊"�再 選 斐 遵 亊"�霊 誓三 舒ﾂ�����9���f��董 

音 劔e8､2�補�誰 塞 �$��ﾉ��三、三 選 �"�ﾉ���&R�;��謹 選 �$��{��仄ﾒ�補�強 運 仄ﾒ�補�劔劔刄鴻当S 巳ヽ、∈ 繕 弌�+V��6ｨ�(+�����儻�9��{���?��ｵB�ｦX6x+�����柴 邁 劍蓼奉�ﾜr�凅��'��薬 響 凵c等 翠 

韓二世 鞠噂 凵ｼつ ぐ†つ �'Y���b��ﾃ�,"�Uつ ぐ○ ���?���ｨ,"�上- ′Yヽ ��ｸ�ｲ�$��+R��○ヽ 叩 し ���+�+r�・一十 ▼丁 ���9b�,I���Cつ 寸 ��ｲ������Uつ 1寸1 ��ｸ�ｲ�*ﾘ+r�〔、 ▼葛 �6ｨ,R�*ﾙ���一一一一一 〔〕 �?���Cつ �?��Uつ 捧?��〔- �� ��一一一一〇 ��ｶ��⊂つ �,H+�+��Uつ 倅���｢�[¥- ,一・十 〔〕 �?�,R��ｸ�ﾂ�三 二 �7ﾂ����"� 剖ﾆﾂ���&ﾂ�?��誓 

し �.��、} ����∴ 劍+R�も �+R�し) 宙�ﾒ�(⊃ �.��も �.���?��⊂) ��ｸ�ﾂ�三 宙�ﾒ�〔〕 �8h6｢��ｸ�ﾂ�○ヽ /‾ヽ �ｨ耳耳耳爾���ﾒ�「・「 〔〕 �ｨ�X��?��⊂〕 ��ｸ�ｸ�b�?��⊂〕 劔兩l 占 兩〕 土 

蛙 、ヨ 凵vよっ ���?���ｨ�X�X�b�仁一 �?�,R�○ヽ 一一一一 �+����-eﾈ�ﾂ�こ し」つ ���������X,"�○つ ÷1 U⊃ 亦ﾒﾒﾘ�ﾂﾒ�.r�+T2�Hつ ′¥ ��ｸ�ｲ�子- �+�,B�+(�｢�X,"�二二 二l U⊃ �?�｢�8,"�+X�h,"�「〇十 Clつ Hつ ��｢�+X,X�ﾂ�○つ ○つ し」つ ��X耳�｢�8�X,"��d2�しこ �+X�｢�【、- �7i?���(,"��d8將�① ⊂-つ 」〈つ ��ﾂ��▼一・「 萄�ﾂ�ごつ 停ﾒﾒ������,"�しっ 寸 」C �?�?���X����,"�上- 一. しっ �+�,B�+X,��こ、 寸1 Uつ �8*B�+X,���d��十 �-eﾒ��h,X*B��h,S｢�Cつ しっ 」C 

U⊃ 侭?��」C �+X,��」了〕 偃R�劔、〕 」農音 �+���X,"�N 」」つ 劔劔○つ Uつ �5�,"�+X�h,"�Cつ 」C 劍*ﾙ�����尸?��くす しの 蔦���d2�寸1 Hつ 劔劔」C しっ 
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∴ � �� �� �� ��⊂) 、二 二i ��ﾂ���ｨ�X�X��ユニ 「。「 ��ﾂ���ｸ,"�、こ こi 畑+"�*ﾖR�こて ��Rﾒﾒ��ｨ�X�b�Uつ ÷〕 �?���8h6｢� �� �� �� �� �� �� ��ﾃ��耳耳爾� �� 

掴 三 ÷ 丑 冦｢��｢��｢���U2�8��"��62�ﾏｸ�X�R�)�� �� �� �� 佩��I"�ｺR��� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �����ﾒ�+2���･����厭�將�)r����2��+R����"ﾒ�ｹﾈ������X��ﾂ� �� 

二二 十- ÷ 十〇 三 接 _ゝ l ○卜 Ⅲ �� �� �� 冑��6r�+2�*�� �;"�g(uR�*�*B���B籀�b���ﾙ)｢�蔗�?����Bﾘ�b����x,B�+��+R��+��+R�hB���,"�;"�蔗��B�鰄ﾎ����B��ﾈ�b� ��蝶 理 一 博 三 〇し くじ 哩 Uつ ミ ニ 白 丑 謹 選 軸 ��哩 「“ 三 ・∠〇 日 白 ココ 謹 塗 珊 張 脳 性 ぎ ー▲- (⊃ �� ��哩 十 増 さ ㊦ 冑��6r�+2�*�� �� �� �� �� �����(���X�R��ﾒ�+2��Xﾋ���ｒ�將�*B� ���� ��
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重 し) 禎ﾂ�6b�⊂〕 艇-h���/へ、 .-- �� �-h*B�+�,B� ��/へ、 ��:、、 冖ﾒ�6x�ｲ�ﾈ����⊂) 艇-h��� �� ��〈 ��〈 禎ﾂ�/¥ ��iヽ← 艇-b�/¥ ��/へ �� ���� ����〈 �� ����命 “・」 ¥ノ ����〈 

囲 癖�����ｲ�$��十 〇・十 ��ﾂ���ﾈ,"�ﾂ��一・一l 一一〇 ¥/ �����ﾈ�ﾒ�Uつ ÷ 凵Z一〇 [¥- ��Rﾙ?����oつ 二l ¥/ ��X���X�ﾒ�○ヽ ○つ ¥/ 凵�〕 十〇」 �?����?��ﾂ�ﾂ��こヽ 十〇十 �+��｢���ｨ��⊂) こ」 ��b�,"��(�b�」」⊃ 〇十 ¥/ ��ﾈ�R�+��ﾂ�〔1つ ▼・・・」 ¥/ ��h�｢��ｨ�X��ﾂ��フC 〇十 ¥、 窒���+#��⊂) Cn ¥/ 停ﾙ�r���ﾂ��く○ (、○ ¥/ ��ｸ,"�-cR�Uつ ニl ¥/ �*ﾘ�｢�?�ﾂ�二で ヽl �"ﾒﾘ�｢�?���ﾂ��・二 〇・・〇 ��ﾂ��甁�十〇十 °・十 ¥/ 氷,"�-h52�・二 〇、〕 偖ﾈ�ｨ��?��ﾂ���?�?��?��1-- ÷ 

金 �� ��二二 �� �� �� �� ��iヽ← �������迎 三三 小二: ∩ �｢�　　( ��　　( �� ��　　( �� ��　　( 宙��ﾒ�一 �｢�　　( ��　　　( ���������　　( ���������　　　( �｢�　　( �������

菓 閉�����ｺｲ�、二 しわ 劔∞ ÷l ��ｨ����?��-i--「 CY〕 �8�X,"�?�?��⊂) ÷l 劔しわ 寸 偖ﾂ�?��ﾂ�ﾂ��こ〕 (」⊃ 凾ｭ○ く○ ��R�fﾘ�ｲ��?�,R�6x�ｲ�劔?���+X�h,"�劍�ﾂ��*ﾘ,"�〇十 〇十 �4��X,"�⊂) 、二 ��ｨ耳�b��b��ﾒ���Rﾒﾒ�蔗�し○ ⊃C ����6x�ｲ�(○ 」(⊃ �?�,R�*ﾘ�ｲ�て こで ��ﾂ��6x�ｲ�∞ 三 

/¥ 悩 �� ��増‡ �� �� ��　　( �｢� �� �������　　( ��S��CO ��○つ ������� �������二〕 ��ﾂ�� �������くつ ��÷」 ��トー �� ��▼十 ��ｸ�"� �� ��

¥/ 塑 ニ ��｢���.-- ●- ��ｸ���+$������+(�ﾂ�「- へi �+������X�(�b�二、 へl 凵ｼ) 子へ ��ﾈ�ﾂ���6｢�(.〇 二〕 �?�,R����ﾂ���ﾈ�ﾒ�6x�ｲ�⊂Y〕 〔○ �+(�ﾂ���ｨ�b�十二 一一一一 凵Z十 一一一 �+�ﾒ�eﾂ��6ﾈ,"��ﾄ2�〇十 一十 ��Y?��耳爾���ﾈ�｢�蔗�▼一〇 ▼一・」 凾ｲ〕 ▼一十 凵u・・1 劔三 ��ﾈ�ﾂ��ｨ耳��

駆 週 i 剳ﾇ 冩"��&��蓮 _ゝ 僵r���b��R亶ﾂ�F���(���窪 卜’ 冩"�>R�fﾘ�ﾂ�薬 灘 、一 �B�岑�ﾂ�緊 灘 卜′ 仗��6r�蛭 へ’ ���ｵ"�jb�-c｢�串 湘 隻 手〇、 塞 樵 俾��自 傲2�目 冦｢�湘 儷2�百 儷2�自 俾��∃ ��b�E��ｶ��ﾏｲ��2�自 冖2�?�^ｲ����自 儷2�目 俾��星 ����雪 俾��∃ 儷2�童 ����百 

詩 ��fﾒ�し 緬fﾒ�I卜 漠fﾒ�I卜 緬fﾒ�I卜 漠fﾒ�1卜 傅ﾂ�善 �$��誰 �$��誰 �$��誰 �$��誰 �$��稚 �$��誰 �$��誰 �$��誰 ���誰 �$��架 倅���呈準 儂2�梁 �+�ｩe4��+�ﾈ+��鵠 �&��呈進 

王手 ��ﾂ�Å」 ��ﾂ�二R 踏"�:R ��ﾂ�こ、 ��ﾂ�手、 亅����てこ 丿��避 桾ｲ�饉 桾ｲ�饉 桀��撹 桀��撹 桀��邁 ����邁 桀��邁 桀��遭 偃��邁 仗��邁 桀��邁 桾ｲ�澄 桀��n{��

田町 軸噂 刪�. ��b��ﾒ�ぐO 倡�ﾒ�⊃C ���?�?�� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� 

⊂⊃ �ｨ耳耳耳爾��X�X�X�X�b�÷〕 �*�,"�.　「 氷,"�く○ 劔劔凵ｼ) ��ｨ耳��二〕 ��ｸ,"�▼-- ��h,ﾂ�(○ ��2ﾒ�∞ �+����⊂) ��X耳�X�b�÷) 叩 ÷ ��ｵ�,"�▼十 十 ㌦」 氷,"�,"����(.0 ′¥、 ��ﾘ爾�こく 

ニ. �?��b�二〇 ��ｸ�ｲ�二」 �?��｢�口。 ��ｨ��▼・一十 二〇 ��ｨ�X���ｨ爾�〇・〇 〇一 狽�?��｢�一一一一一 〇十 亦ﾒﾒﾘ�R��偖ﾂ�二〇 二 ��ﾃ�,"�ｨ���“-十 日 氷,"���9��⊂〇 二〇 倡�ﾒ����こて ÷ ��ｸ�"���9��i---「 ÷ ��ﾂﾒﾒﾘ�R����i---「 ÷ ��X�X�X�X�b����▼〇十 〔車 ��X耳�｢��ｸ�b�十・・」 し」 ��X耳���ｲ��▼一十 【ヰ ��X�X�R����こ) 〔車 �+��ﾂ�+X�b��+����倆B�凾ｵ] 【ヰ �?������二1 二〇 

粕 凵宦R ��ﾈ�ﾂ�「・・」 ����b�〔▼つ ��Rﾒ�」(⊃ 宙�h�ﾒ�〔¥- �+�,B�J: ��ﾈ�ﾒ�〇十 �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� 

周 剴�ﾅ ��ｸ�"�了: �+����○ヽ ��ｸ�"�了こ ���?����○ヽ �?�ﾅ"�○〕 ��ﾂ��⊂) �+��ﾂ��ﾈ�ﾒ�○つ ⊂) ��ｨ�X���ﾂ��」で⊃ ⊂⊃ �*ﾘ�h�ﾒ��ﾂ��トー ⊂) �+�,B��ﾂ��○ヽ ⊂) ��ﾂ��耳耳耳爾�「・十 十 ����ﾂ�耳耳爾�○つ 一一一 ��ｨ���ｨ�X�X��」【つ 「」 ���?���ｨ�X�X��〔¥- i一一 �?�,R��X�X�(�R�こヽ ▼一「 �?����?��ﾂ�〇十 二l �?���?���,�,"�⊂〇 二) ��X耳�｢�?��ﾂ�Uつ 二l �*ﾘ�｢�?���ト一 二I �?�,R������ｸ�ｲ�こ, ヽ〕 く○ 」l⊃ ��h,X�ﾂ�Uつ �+X�h,"�」(〕 氷,"�」(⊃ 郵,"�Uつ 氷,"�」Iつ �4��(e ���ﾒ�CO �4��〔○ �*ﾘ�h�ﾒ�q⊃ ���ﾒ�く」⊃ ���ﾒ�(○ 偃ﾘ�ﾒ�CO �4��CO �+X�ｲ�くつ �4��〔○ �*ﾘ,"�(e 凵ｼ○ ���?��(、⊂) ���ﾒ�CO 
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]工岬 � �� ��X�r� �� ��ﾂ�� �� �� ��.-- �� ��ﾈ�ﾒ� �,(*�� �� �� ��ﾂ�� �� ��ﾂ�� ��⊂) ��⊂) ��ﾂ��ニ】 � 

艶⑧ 剴� 二】 ������ﾓ�����?�����X�X�b�劍�X���+���劔��し〇 〇十 剪ゅ��*ﾘ+r��5ﾈ,"��ｸ���凵宸ﾂ 」!⊃ 剿m_ ÷〕 �?�,R��X�(�R���h�｢��ｨ�X�｢�葛- 子、 �*ﾘ�｢��ｨ�X��⊂) こ〕 �1-- .-細 ▼一・〇1 凵Z〇十 「“ 傚��*ﾘ�ｲ�

掴 嬰 ÷ 丑 冦｢�+X����｢���>ﾂ�,��f��62�uh�R�|�� �� 冑�����ﾂ�7��ｬR�白 柴 桂 嶋 璧 凶 H 一〇-" �� ��ここ ∃」 毒 害盃 霊堂 ∴ �� �� �� �� �� �� �� �� �� ��系 網 野 三 �� �� �� �� �� 

亡] 「」 十〇 と一 道 鞋 二ゝ ‾¥ 1 †¥、 □ �� ��凹 凸 悩 さ る ��哩 「 さ あ �� �� 弌��+R�+2�*�� �� �� ��蝶 理 〇〇〇 仲 里 悼 恒 寸二 漕 �� �� 冑�����+2�.�� �� ��唖 ÷ 悩 ミ 一一 ◎ �� �� �7������� �� �� ��

一一一一、 〇 〇 〇 鞘 堂 □ そ ��醇 倡��"�恒 十 的 H 雷 「「「 �� �6ﾘ�"�H 丑 謹 選 聞 �� 倡�����ﾂ�馼7�����ｸﾂ�[��&ﾂ� �� 冑��*(,"�粫ﾈ�(*ｲ��X�R�+2�耳+R�*ﾘ�b� ��哩 」〇 三 二 賢 悩 ・旺 ざ C) 軽 さ �B�粗 蝶 脳 腫 ざ _▲.. (」 轄白 さ葺 京∴謹 �� �+2�+R��I"�5(5"�ｽ��>B�KB�h��+X�����h�b��X�R�+2� 倡�ﾂ��ﾂ��X馼7��ｧﾂ�ｸﾂ�[�����h��+(�ﾂ���B��｢��屬�+2�耳蔗粐�ｸ8ﾒ�爆 ÷ 忠 哩 ÷〕 ,ゝ-.」 「丁 ミ ,-乙_ 二二 �� 狽�5(5"�ｽ��ﾛ｢��b�犬�+2�耳+R��睡 塞 “丁下 さ _∠_ ユニ 堕 し(〕 軽 さ 一 曲 僮"�*Eﾒ�ｽ��>B�e��*2�飛�.��+2��+R�+R�� 冑B������7��8ﾒ�hB�-ﾂ�7��6｢�蔗���ﾒ� 冑B��(耳耳爾�蔗���h�b���b�7��6｢�I"�5(5"�ｽ��>B�哩 ÷1 .ゝ-.j 「‾「 三 一一 曲 ��唖 三 二二 ��

柴 田一 口」 に 狽�ﾘ咤�^b�>B��"�H ココ 謹 塗 榊 ��ﾂ�馼7��劼�ｸﾂ�[��&ﾂ�H 丑 謹 謎 皿 劔�ﾂ��Y'X7��z$��H��烹�ﾍ��哩 ぎ ーし く⊃ 僮"�5(5"�ｽ��>B�+"�H 五 誌 瑳 皿 冑������Bﾘ�ﾂ�ﾓ��R�*ﾂ��ｸ�2ﾒ�偖���回 し(つ き 一し く⊃ 狽�披�O｢�6���"�巾 ココ 婆 遜 州 仗��披�ﾇR�ｽ���"�耳 ヨ] 謹 瑳 軸 俾��5(5"�ｽ���ｲ��"�船 引 ココ 韓 謎 鵬 刳w響 怪聞 ¶ヽ● 含竿 仗��披�Fｲ����[r�巾 ]] 謹 窪 田 宙�b�)5R�劼ﾔﾂ�dﾉ62�丨�R�蕀%���ｸ+X�X�X�ｨ��胃y]����白 亜 謹 瑳 軸 僮"�披�ｽ������"�白 ∃i 楽 瑳 鵬 �)ﾒ�*ﾓ�,"���2��b��X�R�+2�耳+R�*ﾘ�ﾒ�哩 u⊃ さ ふ く⊃ �+R��.��+2�耳�｢���B�白 丑 基 経 皿 冑������B��ﾒ�ﾓ�ﾘ,R�*ｲ�耳�b��5(5"�耳 三日 頚 窪 田 僮"�披�ｧ冽B�ﾜ�*ﾒ�ﾈ�&B�白 ココ 謹 謎 調 俘B��ｲ�*ﾂ��ｸ�2ﾒ�ｶ��白 ココ 摸 饗 剛 狽�ﾍﾂ�頸�/��ｶ2�白 うう 謹 瑳 軸 冑����-2ﾘ�ﾂ��X�R�*ﾂ��ｸ�2ﾒ���

韓 " 刹a 虜�ﾒ�.⊃ �� �� ��亡1 上山. 無 印〈 〇・・〇 二二 ��蟻 �� 滴����r�犠 �� �� 佗��4□ 憧 ��.⊃ ��.⊃ �� �� ��4□ 嘩 こl 」 亳�� �� �� ��二) 

喋く �.h,R�良 劔凵�- 堂 剔ﾊ 劔�b�駄 劔���詮 剄X 剽ﾇ 劔�. 冖2�劔剄X 

劃〈 儷ｲ�藻 劔凵@」 剽X 劍楨Y��割く 劔冰��憮〈 剄ﾘ 剄ﾘ 劔剪� 乖H*ﾒ�劔剞ｦ 

輩 俾����堪 爺 ��r�轄 佗��Yｲ�轄 酎 ��蝶 儘萎r� ��.∠_ ′ヽ 一一、 千、 �� ��蟻 �� �� �� �� 抱+R��ﾈ�"����"�9fﾒ�.し ,ヽ ‾-ヽ Cト �� 亳�� 乖ﾒ�壁 三 吉・ !二 二l 薬 吾 桑 静 �� �� ��」- ′ヽ ト¥ �� 

斗 翻 罷 剋ﾝ ���灘 冖8*ﾒ�螺 亳��}��騒 ��X�)���X｢�剳� 亳���｢�凵Eさく含 蛾 劔亰ﾒ�k8*ﾒ�亳���｢�蟻 蛾 ���鄭 呵ﾆ 邁 �7��8ﾒ���｢�蘇 劔劍k 兔ﾂ�G��

郵 乖H*ﾒ�曲〈 冰��郵 �6h*ﾒ�耶 冰��刳рｭ 乖H*ﾒ�剽X 劔乖H*ﾒ�丿2��画く 冰��割く 刮F二 �-5ﾅﾂ�冰��吐く 劔剽X �>��

憧 ��e���ﾈ�"������"�6ﾂ�藻 伜ｲ�藻 叺｢�「し ′ヽ 禾 ��⊥ ′ヽ ミ 剃ﾂ�ﾈ�"����"��X�"�..し ,ヽ ‾‾ヽ `卜 ��h�b��ﾈ�"����"�6x���韓 一十 三 「、¥ �� ��h�b��ﾈ�"��R�.し ,ヽ ‾‾ヽ ��ｲ�ﾈ�"�ﾘ�"��)fﾒ�.L ,ヽ ‾ヽ 冉B�K( 華∴∴離 叢霊 俘ﾂ�⊥ ,ヽ ‾‾ヽ �42�」二 ,ヽ ‾ヽ 剃ﾂ�ﾈ�"������"� �� �+���ｶ��蔗�錂� ��..し ,ヽ ‾-ヽ �� ��〇二 ,ヽ ‾-¥ ��h�b��ﾅﾂ�ミニ 準 ��

三 ��"�-ﾈ���割 賦 �R�k2�箭 駄 乖B�X｢�ベ ロ や¥ 十 賦 燮2�X｢�堅 鄭 倆B�ﾈ"�史 談 佶ﾂ���梺�無 印( 十 で □ 亊��梺�螺 都 電 ��｢�u��6ｨ�ｲ�ｿ"�ｩ��1ヽ 鄭 �)ﾘ*ﾒ�nｲ��"�ト、 蛾 乖B�X｢�襲、 三三二 �+編�ub�Fﾂ�。卜 蛾 �8ﾒ�.%ﾂ���X｢�ト 駄 �･ﾂ�梺�螺 郵 扇 俤������+停�稗�Ihﾏｲ��-b�x��韓 蝶 ��B�ｨB�X｢�下 駄 亳��f｢�難 球 亳��xb�下 手 憩 ������"��fﾒ�xb�.」 藻 饉 

剖〈 乖H*ﾒ�割く 乖H*ﾒ�割く 乖H*ﾒ�割く 冰��」」 ����割く �.%ﾂ�割く 兔r�呂 乖H*ﾒ�　」 冰��郵 剪ﾄ 冰��割く 乖H*ﾒ�郵 �,B�佃 劔u��郵 冰��吐く 乖H*ﾒ�邸 �ｨ��郵 �?�?��

○○ �+"��⊂〕 氷,"�⊂⊃ 宙�h�ﾒ�⊂) ��ﾂ��⊂) ��ﾂ��⊂) ��ﾈ�ﾒ�▼- ��ﾈ�ﾂ�、ここ �.h+��〕C �*ﾘ�h�ﾒ�こで �6x���⊂) �+&��ご〕 �����「- ��ｨ耳�｢�[¥- �� �+�,B�⊂) ��ﾂ�� �� ��ヽ】 〇・・十 〇・・十 �� ��

胴 囲 定爾�〇・- ��R��⊂Yつ �8���ｲ�」O ����｢�二で ��ｸ,"�▼-」 ��8�｢�?��｢�ヽ) ����｢��8�ﾂ��十〇十 �.一. 凵kYつ ��X�ｨ��ぐ、葛 ��ｸ����ｨ�X�｢�一一一一 ��ﾈ�ﾒ���ｨ��」(⊃ ��ﾂ����こi こ) �������(○ 一一一〇 ��ｸ,"�*�,"�二で ヽi 氷,"�ｸ���こて ÷) ����{�����,(*���ｨ�｢�÷l ��ﾂ�����ﾂ�

百 、号 踏ﾂ�h��一一一一一 艇-b��ﾂ��〈 つぐ 禎ﾂ��Rﾒﾒ�/へ ○ヽ 艇-b��ｳ�,"�」○ ��ｵﾂﾒ�CO 艇-h���簫ﾒ�〔、 �+�2�/ヘ リ⊃ ��(�ﾂ�① ������ｨ��/¥ 〇十 ��閉ﾒ�言、∴ ��/¥ 禎ﾂ�/へ 禎ﾂ�/¥ �� 禎ﾂ� �� 禎ﾂ�/¥ �� ��/¥ 禎ﾂ� 

岬 閉��;"�ﾊ��〔ヽつ �+�ﾂ�ﾂ��こ〕 ¥/ �����ﾂ��i---- ¥/ ������ﾂ��ぐ∩ �+&��i---- ��ｨ�X�｢�ﾂ��書、 ����｢�十〇十 ‾、← 披�÷〕 ��&ﾂ�ﾂ��寸 ¥ノ 俘B�こ、 CYつ ¥/ �?�,R����ﾂ�.「 〇・〇 ¥/ �+(�ﾂ���ﾂ�ﾂ��こて ⊂つ ¥/ �*�*B�6ﾈ,"��"�÷ こl ¥/ 宙�｢�?�ﾂ�⊂⊃ ÷〕 氷,"�5ﾈ,"�ﾂ��oつ CY〕 ��X�x�s�����ここ ∪つ ��ﾈ�ﾒ�+�,B�ﾂ��J¥ l「 〉 �,(*��門 へ】 ��ﾈ�ﾒ�-f｢�i---一 三 ��ﾈ�ﾂ�ﾈ耳��ﾂ��⊂⊃ cづ 
〈 上空 ¥/ 艇��ﾂ��ｨ�X�｢�守 偃r�二l ��ｸ��� ��守 ��ｸ�ｲ�⊂〕 �+�,B����⊂) 偃r�(、○ ����ﾂ�⊂) ��Clつ ��ごつ 艇�uﾂ�4��、ニ ��ﾂ�� �+�,B�⊂) ��ﾈ�ﾒ� �5��ﾒ�くe �6x�ｲ� �*ﾙ����守 �+�*ﾒ�守 ��「・・」 禎ﾂ���ﾒ�

粟 �'R���こ、 �6x�ｲ�二で ��S��C¥つ 劍�ｵﾂﾒ�」で⊃ ��ｸ�B�▼一十 ��ﾂ����X�(�R�⊂) 〇十 氷,"�〔¥- �,(*���6x�ｲ�������二】 ¥/ 畑���、=ヽ 凵ｼ) 「」 ��X�ｨ���X�ｨ��こI ▼一十 凵vO 一・十 宙���｢��ｨ��① 凾ｭ、○ 「。「 �ｨ耳�b��X耳�X�b�⊂) 〇〇十 ���ﾂ��ｨ�｢��.��Uつ ¥/ 

/へ 岬 ¥/ 偃r��,"� �� ��こ1 CO ��ﾂ����こて ○つ ��ﾂ���ﾂ�� �?�,R���二で �� ��d��ﾒ� ��守 ��⊂) �� �� ����ﾂ�⊂) ��b��ﾒ�牟 綿,"�〔○ Cつ ���6｢� �"ﾒﾒﾘ���R�牟 ���6｢�くつ �+�2� ��

迎 ロ 亦ﾒﾒﾒﾒ�劔「・■ ��ｨ��“・」 ��ｨ���?���「十 〇一十 劍�ｸ,"��ｨ��凵�〕 十 凵Z十 〇・十 劔�+�ﾂ�+(�ﾂ�○ヽ 十〇十 冉ﾒ���ｨ�b�“-十 °・」 宙�ｲ�辻ﾘ爾�ご」 馳 ��ｵﾉ^���X�X�ｨ��倅��つぐ 「・・「 ��ﾂ��+��ﾂ�⊂) ご �"ﾘ��耳爾�

騒 躍 剿ﾚ 冦｢�百 俾��百 儷2�百 儷2�百 儷2�百 儷2�百 僮"�産 経 首 儷2�自 冦｢�自 冦｢�自 冦｢�目 冦｢�百 儷2�白 儷2�目 俾��(ﾒ�gﾂ�目 送 俾��自 1 十¥ ヽ- 1ト 冦｢��������"ﾒ��6r�百 I ト ヽ- 1ト 儷2�������ﾂﾒ��6r�舌 下、 i ト′ 俾��童 頓 

誰 �$��誰 �$��誰 �$��誰 �$��誰 �$��誰 �$��誰 �$��轄 �$��誰 �ﾂ�誰 ���艶 �$��誰 �$��推 �$��誰 �$��誰 ���寵 �$��誰 �$��艶 �$��誰 �$��離 

鱒 桀��轡 桾ｲ�邁 桾ｲ�廼 估B�邁 桀��邁 仆��饉 ���饉 ��R�邁 桾ｲ�邁 桀��輩 桾ｲ�邁 桾ｲ�遵 ���邁 桾ｲ�遇 桾ｲ�邁 桀��壁 桀��堅 桀��遵 桀��邁 

田町 潮粗 凵宦R ��X�ｨ�X�R��ﾈ�ﾒ�ごl ⊂) ��X�X�X��耳耳爾�十 一十 �+��ﾂ�∽ ��Rﾒ�し-○ �4��【、- �?�,R�○ヽ ��ﾂ��1一・十 �+�ﾂ�〔つ ��X�r�」(⊃ ��ﾈ�ｲ�〔¥- �?�,R�○ヽ �� �� �� �� �� ��X耳��? ��÷l CO �� 

÷l ��ﾄ�,"�⊂1つ ��B�〔、つ ��ｸ,"�〔1つ �8,"�Cつ �*�,"�ぐつ �*(,"�⊂つ 停ﾒﾒ�「- ��ｨ爾�、.- ��X�r�・-÷ ��X�R�寸1 �(�X���R�〇十 ��ﾈ�ﾂ�X,"�一十 」で⊃ �?��ﾂ�+X,��ごて 」で⊃ 停ﾒﾒ��h�ｲ�Uつ Uつ 宙�ｲ���?��卜- 」で〕 �+�,B�X,"�○ヽ 」くつ ��ﾂ��*ﾘ�ｲ�⊂⊃ (○ ��X耳�X��*ﾘ,"���ﾈ,"�顗�ﾒ�▼葛 _ニ 

」 ����し」 �+Xｮﾂ�〔1 ��ｸ8b�し」 偃逸B�【ヰ ���9��÷ ����し」 伜"�÷ �+X�b�÷ ���9��【ユ �?��｢�÷ �+X�b�÷ �+X�b�」、 ����【ェ, ����÷ ��ｸ8b�〔車 ��ｳ��÷ ����ニー. ��h�b�【ユ ��ｲｲ�こ-」 

⊂) 停ﾒﾒﾘ���R�こ〕 ��)?��.-÷ 氷,"�〔○ ��ｸ���〕C ���⊂) 偖ﾈ�ｨ��÷〕 ��ｵ�,"��X��*ﾘ�ｲ�.-- ��h,X�ﾂ�く○ ��ｸ���こて �� �� �� �� �� �� �� �� ��〔〇 、二 �� 

髄 璃 凾ｱで く」⊃ �+(,"�6R�ぐつ く.⊂〉 鑓,"�*ﾒ��ﾂ��CYつ く.0 �5��ﾂ�*ﾖR�Cつ く○ �5ﾈ,"�*ﾒ���書で CO 鑓,"�+X�ｲ�「“ CO ����*ﾘ,"�.-す く○ 凵�- し○ 定爾�*ﾘ,"�.「「 く.⊂〉 ���ｨｲ���6｢�.-〇 、二 箸ﾂ��Rﾒ�6R�⊂⊃ 」O 〔○ 偖ﾈ�ｨ��X,"�*ﾖR�二〇 」(⊃ CO �5��ﾂ��h,X,"�*ﾘ�h�ﾒ�寸1 Uつ 〔.0 氷,"�+X���ﾂ�4��くつ Uつ く○ 偖ﾈ爾��d��ﾒ�こて 」f⊃ �,ﾂ�+R��ﾒ�⊂) (e ��X耳�X�b���ｲ�二I くつ �8�X,"��ｶ���ｸ�ｲ�.-細 くC 氷,"�*ﾘ�ｲ�丙���8�｢���?��こて 〔○ 

、ニ 宙�ｲ�、ニ 中R�CO ���?��嫡2�く」⊃ 偃ﾘ�ﾒ��,�,"�
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≒描 き二三 幸三) � ��(ヽ」 子- i「 ��こて �?��� �� ��⊂) 〔○ �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� 停ﾒ��ｸ����X�X�X�X�b� ��X耳�X�� ��井����

童雪 子: 董三 葦竃 二、二二〇 〇二 剴�O ;二 …日〔二 二三奇 ∴∴ 三雲 華毒 �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� ��破 慨 凶 H 日 仗��o"�輦�ｸﾂ�G��ｺR���蝦 聞 凶 H i。-- �� �� �� �� 

抱 き 口 �+�+���X�b��?���ﾒ���d��?��B����uﾂ�4x4r� 冑��6r�+2�.��哩 一十 三 _重し_ ① �� �� �� �� �� �� �� �� ��凹 「 さ あ �� �� ��唖 ト さ あ ���6r�+2�*��哩 H 悩 さ あ 冑����E��+2�.�� �� �� �� �� ��ｸ�ｨ爾���爾��｢�ﾙR�ｸﾒ���?��?�?����?�?��蔗�ﾈ爾�eﾒ��2��i¥r�7��6｢� 

H し「 」 葦 塾 そ こ二__ �� ��"�爾�蔗�?｢�6ﾘ�"� ��X���8��ﾄ��_●」 塞 �� �6r�8����Wﾂ�*ﾖ��*ﾒ��ｲ���B�Yﾒ��B�(苒�8�� 佗��+2�?�?��h������2��b��X�R�*ﾂ��ｶ�ﾒ�*ﾘ.��′ヽヽ 僮"�5(5"�[2�>B��"�+��6r�ｧB� �� �� �� �� ��煤 ト �� �� �� �� ��ミ ニ 国 学 一丁 三 二二 狽�5(5"�ｽ��ﾛ｢�ｭB�一口 薫 き要 撃 唖二 〇ゝ..」 「 ミ 狽�披�ｽ��ﾛ｢�ﾟ"�H ]‡ 謹 選 間 �*2�飛�.��+2��ｸ+R�*ﾘ�ﾒ��B�^b����

二千、 二一 三 、¥ 僮"�5(5"�ｽ���ｲ��"�暴 手 間 ��ﾂ��X�+�+��z$��ｸﾂ�ﾅ"�&ﾂ�張 碓 低 さ 一し. くつ ������ﾌR�+2�耳�b�+R��墾 田 蝶 ト 曲 弌2�+R�ｼ��ぎ ー▲- 〈⊃ 冑��7�������ﾒ�嘆 き _」 し) 僮"�5(5"�ﾎﾂ��r�蛯�只 事ミ 田 嶋 理 性 �｢�+V��+2�耳�b�*ﾘ,"�艶 悩 低 さ ー▲- くつ �*2�飛�ﾕ��*ﾂ��ｸ+R���ｲ�低 さ ー▲- 出 �+��6r�ｼ��ぎ ー▲- 」J 冑�����7���+Rﾒ�+X�b�巾 丑 謹 選 軸 �｢����*ﾂ��ｸ�2ﾒ�+X�"�哩 寸 ぎ ー▲- し」 佗R�E��個�+2�耳�b�*ﾘ,"�曲 凹 寸 ぎ ーし_ し山 冑�����*ﾂ��ｸ�2ﾒ��"�煤 ト 曲 劔劔白 亜 謹 瑳 州 兩し ) 低 さ ー▲- ロコ 劍ﾕ���h�b�蛯�I"�������Y)｢�H ココ 謹 選 珊 �8)?��.��+2�耳*ｵ��*ﾘ,"�

葺 蛍 � 奉��/��wb�田 舟 ・只 _⊃ 憾 薫 �%ﾂ�ﾙb�(h�ﾂ�+�+X�"����?�?�� �� �� ��○ ○ 姜 ←′ き三 〇 」的 」彗 更寓 黒羽 �� 亳���｢�ｨH*ﾒ� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� 

輩 ÷ヾ 乂b�-ﾂﾒ� 倩r�+����薫 達 佗���｢� ��⊥ ,ヽ 〇卜 :蕪 一〇′ 二.¥ ��⊥ ,ヽ ト 薫く �� ����ﾋ����⊥ ,ヽ ‾-ヽ ‾卜 三・ 記′ 土音¥ 叺｢�-ﾈ���薫 �� 冉B��｢�罠 輩 �� ��喋く ��轄 喋く ��一三 □ �7��^b�*ﾂ��y?���(+����¥r�)ﾘ*ﾒ�〇二 ′ヽ ト 無 二: �� �� ��h�b��ﾈ�"����b��h�(�R�ﾆR����⊥ ′ヽ 〇卜 ○○ 築 上二 十 無く 定+R�ﾈ�"��ｸ6r�4ﾃ｢����耳耳�b���k8*ﾒ�÷ 栄 二 �?��b�奉������亡く 雲三 〇--ヽ ÷ 冕�����R��h�(�｢�蔗�窪 蛍 」」 三 

十二 橋 劔?����二二 頁ﾂ�?����劔¥¥ 部 劍��｢�頁ﾂ�ﾌ8*ﾒ�宝 剳ﾅﾂ�u��三二 劔¥¥ 耶 刮ﾓ( 凾ｱ¥: 頁ﾂ���｢�劔剴fく 刔r��・う〔三- ÷ 剋O 倅��竺 

亘 冦�����ﾛﾂ�ﾏｸ�R�蓼蔗�詹9b�垂 三 しっ へI ‡… エこ 乏 �+r���蕀?��⊥遍 ��ｹ�"� �7�?｢�璧 ベ ロ で、、 ��･���ﾈ�"���ﾘ�"�.L ′ヽ ト ��.L ′ヽ ‾‾ヽ ��h�b��ﾈ�"������"�.L ′ヽ ‾ヽ ��「し ′ヽ ���� ���ヾ 冖2��ﾂ� 定+R��ﾈ�"������"� 乖ﾒ�〇一「 坪黷� ��ｲ��ﾈ�"������"�.L ,ヽ 剃ﾂ��ﾈ�"��fﾒ�十二 三二 ��"�蔗��h�將��ﾅﾅﾒ�ﾝ��+����楽 士く 倩r�護 �� �� ��

一己′÷ミ ニ、丈 二二二 童子 ∴ 

一三 剽ｦ 二〇 偃����6h*ﾒ�〇十〇 ��h示辻�������V��慈 冉ﾒ�‡= 刄g �6x���ト、 刄g、 劔仄����ミ1 すく ��ｹfﾒ�劔三・ 三: ��fﾒ�ト �������(��h�b�

÷ ����+X+S��斌 「」′ ヒ,¥ 冖8*ﾒ�u����｢�6h*ﾒ�無く 吐く ��x�R�6h*ﾒ�憩 刮� 可( �4��u��無く 耶 俛R�¥r�寺、 耶 �8ﾒ�6x���桀���ﾘﾈﾂ�口 や¥ 亳��;��責 輩 僣��nｲ�畏 Ⅲ 冖2��8���憩 ÷ ����?�ﾂ�最 型 ��ﾂ��X�h�ﾂ�?���"�三・ 吐く 佰ｲ�.%ﾂ�����冖8*ﾒ�9���亭・ 吐く 剏q 三く 刹o ÷ 佗�����

∴ ���ｸﾌR����」O ��X���⊂) �+���トー 偖ﾈ�ｨ��、二 ��r�」C �+Y{��ﾂ�「- ��ﾂ��.-- ��ｸ�"�二で �ｨ�｢�⊂) 停ﾒﾒ�、ニ 停ﾖ��こ〕 着��ﾂ�音〇¥] ��ﾂ��こ、 ��ｸ�ｲ�⊂) ��○ヽ ��.-- ��ｵﾂﾒ�⊂⊃ ��　　( ��ｸ��ｨｲ�、二 [‾、- ��ご¥〕 ごつ ��ぴ���ﾔ��し」⊃ 

寸1 「。」 ��ﾈ,"�⊂Yつ �ｨ耳耳耳爾���X�r�刄g、 ��ﾈ,"� 凾ｱ) 刪鼈鼈鼈黶Z ������+��｢�劍�ｨ����X�X�b�、こす 「」 ��2ﾒ��� ��d��寸 ��｢��･ﾅﾈ�ﾂ�ユニ �?����

/¥ 里 ¥/ 凩������ﾂ��/¥ i一・」 ��ﾂ��令 ∵ �+X,ﾂ�⊂) 俘r�」」つ こ】 艇-b��ﾂ��〈 ⊂) �ｨ耳耳耳爾�令 「〇十 ¥、/ 禎ﾂ�*ﾘ+r�千 一・十 ¥/ 禎ﾂ�X,"�/へ¥ 」O 禎ﾂ��ｨ�X��〇・十 禎ﾂ��ﾃ�,"�/へ C¥つ 艇-eﾂ��ｵﾂﾒ�/¥ ⊂) 艇-h����ﾂ��/へ 禎ﾂ�����/へ ⊂Yつ ���?����/¥ 【¥- ��d2�<��ｨ��⊂う 禎ﾂ��ﾂ��〇・・十 二:.」 �+�+��〇C �%��"�1∴ 〔、- 禎ﾂ�合 ÷ 艇-h���?�?��〈 禎ﾂ�

掴 菜 亂ﾂ�>����X�X�X�b�ﾂ��cづ 凾ﾄ寸i �-cR�¥/ 凵� ����一一一一一 剴l 剪� ��ｨ�X�X��ﾂ��〇・・・・十 ¥/ ��d��三 �*ﾘ+��ﾂ��十〇十 ¥/ �?���ﾂ��i----「 ¥/ �ｨ耳耳耳爾�ﾂ��こI ¥/ �ｨ耳耳耳爾�ﾈ����÷ 披�ﾂ�������∵ 凾ﾖi �6x�ｲ�.-- 凾ｲ 〉 凵� ����.】 ∵ 

念 ��　　( �������〈 禎ﾂ� �� �� �｢� ��　　( �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� 倅���ﾚ���ｸ�i?�����C¥) 〔う �� �� ��

十三- 三 哩 凵v章 二: 一。ー 册8���耳�X�X����R�叩 亡へ- ¥/ 亅���2ﾒ�ﾂ��〇う 三言 凾ﾖさ 三言 劍�ﾈ�ﾂ�8,2��X�R"�三 凵� 「・・」 「。「 冖B����⊂) ÷ �?�,R�+�+��劔凵ｼ⊃ 、ニ 劔?�,R�+�,B�⊂〕 〔、 剿ｴ 上- ��8�｢����○: .一 �������?��Cつ くC 劍耳爾��蔗�

/¥ 堂 ¥/ �� �� 倅��守 僖��÷ ����上- ��ﾂ�� ��ﾈ�ﾂ� ��ﾂ�� ��三 �ｨ�｢�二で �6R�○つ �2� ��Rﾒ�3 �� ��つで ��⊂) 畠?��÷ ��ﾈ*B�∞ ��二で ���� ����

遭 ニ 劔?����耳耳爾�����÷〕 ▼一・十 倅��i----〇 一一一一 �4��rつ ▼・・・「 ��ｸ,"�耳�X�X���?�,R���R��+(�ﾂ��X�R"�凵u。■ 一一一一 ��ﾈ,"�耳耳耳耳爾�●一 〇・十 ��ﾂﾒﾒﾘ�R�+#｢�一一一一 一一一一 ��ﾈ�ﾒ��ｨ����ﾂ��+(�ﾂ�十 「・・・」 劔一一一一一 一一一一〇 凵ｼ) ��ﾂ��ニ ー「 �*�*B��X�X�X�X�b�云 「。」 凵vで二 �+X編��+�｢�

姦 � 燃�_こ ‾ヽて- 蟹 ��需 蟹 �8�� �� ��.L ∵ ��童 メ �� �� �� 俾����6r� �� �� �� �� �� �� �2��8冀�{��謹 僞��(b�R�蔗�♯ 三宅 輩 ��苛 つ↓三 三ヽき 邁 �+�ﾘ(52� 

萱 音 凵ﾟ 〔ヽロ ��r�蓼ｪb�粉�三 寒 邁 傴��N2�{��業 言葉 邁 ����ﾘ��ｹ���cﾕﾂ�N2�{��雪 望… 邁 俾��･�ﾊ��;��∃ …持 �;b�)��G��.ゝ く 誰 邁 儷2�,���2�三 三㌦巨 十二=ヽ 難 題 �9"�頸�自 強 堅 ������$��自 推 儷2�$��E≡ 轟 ����"ﾒ��6r�$��童 誰 佛ﾂ�$��自 推 �;b��"�自 さ迷 誰 僮"�ﾄb�$��重 業 誰 �+�?�?��4x5"�$��粉�目 口二七 �8��$��白 楽 邁 冦｢�ﾏｸ5ﾉ�ﾒ�=ﾈ��8ﾒ�ﾛ��童 葉 邁 剴ﾅ 遅 丙���蔗�ｪb�{����9�ﾒ�{����ｸ�U����;��三 二ヽこ 輩 

邁 劔劔邁 劍+����8ﾒ�{��仗����B�謹 刋��口 達 俾2�響 傀R�謹 佰ｲ���謹 ����邁 刄香R、ロ 邁 刋��

導吋 離彊 儷つ 、ニ ���?����?��トー �.h+��ﾖ"�ここ ��ﾃ��一一一一一 ��ﾅﾅﾒ�○つ ������b�し∴ 侏險ｲ�∞ ��ｨ�"�⊂) �ｨ�X��÷i ��ﾈ,"�くi ��d2�し○ ��X���ここ ��ｨ耳��こ) ������.- ���,"��ｸ�"�(○ �*�-bﾒ�+�｢�〇〇 二: ��ｨvB�⊂) ⊂) 坪�X��?��〇¥葛 じ �$��+b�寸1 じ 氷,"�+b�こO ��ｸ���二で 
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慈 剌¥、 �-ﾂ�鞋 偖ﾈ���白��輩 ��R����"�ｭ��剌¥七 ;菓 亳��8ﾒ�十七 震 �6wB�恵�ヽべ 蔑 剏y 口 佗��ﾏｲ�騒 □ 亳�����榛 怨 ��B�}��震 撼 ��B�}��畏 頼 �*(�｢��*ﾒ�雀 丁¥ �*"ﾒ�ｲ�劍�(����ｲ�● ;藁 處r�*ﾘ搨�良 薫 俘���B�擬 藻 鐙+"�ﾘﾂ�

bO ��ﾂ��耳爾�⊂⊃ 寸1 ���ﾂ�トー ��X�r�二で �,(,R�⊂⊃ ��Rﾙ)｢�⊂) �+��ﾂ�「1 ��(�b�○○ �?�,R�〇〇十 ��Rﾙ)｢�ヽ〕 披�〔、 ����ﾂ�〇・〇 ��Rﾘ��くつ �*ﾒ���こて ��閉ﾒ�① 氷,"�÷l �+X*ﾘ�ﾒ�⊂⊃ ��ｸ�ｲ�く.0 ��X�r�二で ��ぐ、】 ����｢�+�,B� 

哨 圃 �?��ﾂ��ﾄ�,"�〇、 ⊂つ �*ﾘ�｢��ｨ�X�｢�(⊂) ��ｩ?��こ〕 ��X�b�⊂〇 〇十 ��h�｢��ｨ��1- �?��ﾂ�Uつ �����こ〕 凵Z十 ��X耳�X�｢�ご〕 ��h*ﾘ,"�一・・一 ��ｸ���二〇 劔��X�ｨ����ｨ�X��.- ��X�ｨ��○○」 ��ｸ�ﾂ����ﾂ�一・十 ��&��Clつ ��Rﾘ�ﾈ�b����∽ �(、〇 二】 

雪 C) 禎ﾂ�+2�〈 〔、 禎ﾂ��ﾂ��/¥ ○○ ����+S��ﾒ�i¥ ∞ 禎ﾂ��ﾂ��」で〕 氷,"�二で 禎ﾂ��,ﾂ�/へ ぐn ��ｵﾂﾒ�「・・」 艇-b�+�,R�〔○ �6rﾒ�∞ 宙�ｲ�くつ ��ﾈ,"�こて ��ﾈ�ﾂ�〈 (○ 禎ﾂ��ｨ�X�｢�〈 (」⊃ 艇-b�+R��ﾒ�/¥ i一・〇 踏ﾂ�*ﾘ�ｲ�〈 t寸( 踏ﾂ��d��ﾒ�〈 ヽl 禎ﾂ��,"�/¥ くす ����ｵﾂﾒ�〈 く」⊃ ����X,"�/¥ 種⊃ 凩���ｸ�"��"�〈 〇一十 ����

岬 遵 凛B�z2�し∫〕 二〕 ¥/ ���?����?����"�○〕 ¥/ 偖ﾂ�ﾂ��二i ¥、 �+�ﾂ�ﾂ��〇・十 氷,"�(○ 氷�ﾒ�ﾂ��⊂つ ¥/ ��ｸ,"�一・・一 �*ﾘ���ｲ�ﾂ��〇・-1 ��ｨ�X�｢�十〇十 �5�,"�÷l 停ﾒﾒﾘ爾�「i」 ��(�｢�〇十 〉 ��ｨ�ｨ�｢�ﾂ��▼一・十 ¥- �+(�ﾂ�ﾂ��」の ¥)/ �+(�ﾂ�ﾂ��・÷ ¥/ �+T��ﾒ�ﾂ��÷ ¥/ �+�ﾂ�ﾂ��二で ¥ �5b�も ��b��ﾂ�ﾅ��ご 凵ｼ> 〇十 ¥/ 氷,"����
〈 些 ¥/ ��守 ��∞ ��こ1 ��d���ｸ�X,"�(○ �?�,R�i ��ﾂ��〇十 禎ﾂ��ﾂ�� �,(*��Cヽつ �6x�ｲ�⊂) ∫〕 禎ﾂ�,(*���ｸ,"�卜- 種⊃ �6x�ｲ�/へ 一・〇 ��⊂⊃ �?��ﾂ�く」⊃ �� �� ��/へ 〔o ��トー �8h6｢� �� �� 

迎 噴 凵Z〇 ヽ】 凵� 凵k、 一〇 僮ﾒ�1〇・〇 二」 ��ﾂﾒﾒﾘ�R����ﾂ��+X,ﾂ�○つ �5��ﾂ�ﾂ����ﾂ���ｨ�ｨ��トー ��X�ｨ��喋 閉��梺�轟 �*ﾘ�ｲ�ぐつ ¥/ 凵ｾ⊃ ��ｵﾂﾒ�t¥- 劔凵vで〕 ¥/ 刪黶E十 ▼一・〇 ��ｸ�"�

/¥ 幽 ¥/ �� �� ��ﾂ���?�� ��ｨ����⊂) ÷ ��ﾂ���ｸ�ﾂ�⊂) ○- ��〇十 禎ﾂ���,"�ヽl ��ﾂ���(�b�三 ��ﾂ��十 寸 禎ﾂ�t���ｸ�"�トー (、○ ��ｸ��ﾒ�/¥ トー 偃r� �� �� �� �4�� ���ﾒ�+�+��耳耳耳耳爾� ��〇一 Uつ 偃r�+S��ﾒ�手 く.0 偃r��ｸ�ｲ�① 一・〇 

鯉 エコ 劔��ｸ,"�傅2�こ〕 ����ﾂ�こ〕 凵k1つ ��ﾈ�X�R�ﾂ��∞ ��ｨ��⊃C �6ﾈ,"�哨 閉��L��詔 氷,"�くつ ¥/ �6x�ｲ�劔劔?�ﾂ�劔一 ��ｨ��一〇 ��X�ｨ�X�b�〇〇十 

苺 堕 匝 ′〇〇十一、 剏S 部 仞��62�費 ����離 日 斗 勁"�二子 畢食 直選 ′一一一人÷○○、 【ユ【エ 凵｠呂 佝ﾂ�畦 佝ﾂ�湘 骨- 足 誰 僮B����?�?��$��湘 鵡 ��Yfﾒ��"�fﾒ�ｩ��湘 向 く□ 輔 傀�����*ﾘ���$�� 佝����蛾 煎 �+���r�球 面 凅b��r�≠ 畢 駄 佰ｲ�ｾ��□ 珪 �����"�出〇・ 韓 蛾 煎 誰 選 佶ﾂ�7�������粉�駈 一十 強 堅 ��2����迄�ﾂ�芯 三 選 倬ﾂ�ｲ����謡 ��2�撰 凭��

顆 輯 剴@ 黒 潮 誰 ����ﾄ��ｾ��ｩ���4ﾒ�幹���ｶ��劔~｢�?｢�ｨB���ﾒ�□口 熱 日 割 �8ﾘﾏｲ�Dﾒ�?｢�ｨB�韓 :マ 唖 鵡 亊��|y�ｲ�����$��叢 採 種 誰 �)��ﾜﾂ�霻�$��劔凵�g く□ 誰 傲2�6b�*ﾘ���8ﾒ�巾 に ロ 仗��,���｢�巾 星 口 ��ｹ(b�蔗��｢�¥¥ 押 出 三 〇 栞�*ﾒ��r�8ﾒ�蝶 煎 n �4���r�8ﾒ�

璽 �8ﾒ��2�国 ����垂 ��X�2�攫 �$��」コ 誰 �����$��回 饉 桀��邁 問�ﾄB�合 壁 佶��ロ 饉 佰ｲ�O��邁 �8ﾒ���漣 �$��粉�誰 璽 �$��ﾉ��雅 堕 仄ﾒ�ﾉ��誰 堅 �ｲ�ⅳ�鵡 轡 �$��ﾉ��劔凵� 理 僭ﾂ��ﾆ��雫 1i. 俯B�yﾒ�

田吋 細粒 凵･一十 ����ﾂ�一・・・■ ご 偖ﾈ�ｨ��二〕 �+���÷ ��.---　「 �+(�ﾂ� �� �� �� ��X�X�X�R�一一一一 ��ｨ�X��?�ﾂ�二) 二〕 ��(,R� �� �� �� �� ��i----1 N ��ｨ��÷) �8,"�*ﾒ�ﾂ�.一 三 < 氷,"�?���Sﾂ�〔つ く〔 < ��ｵﾅ��.b�*ﾒ�

「- 士 停ﾘ�R�ﾅﾂ��?�,b�出 偬��βi 偖ﾈ�ｨ��,ﾂ�こi Uつ �+���6ﾘ���一・一l ト �+��ﾂ���○つ " ��Rﾒﾒ��h爾�〇〇 二) �?��｢��ﾒ�⊂1つ ÷ 凪�宝 佛ﾂ�圭 佛ﾂ�▼一十 >く ��&��f��ごつ ンく ��ﾒﾒ��(*ﾒ�」(⊃ ン1 宙�｢�v�*ﾒ�トー ンく �?�,R��*ﾒ�Jこ 〉く ��X耳�X�｢��(�b��*ﾒ�*ﾒ�く く 

抱 煙 凵Z・〇 〔¥- ����｢�ｸ���二で こC �+�+��8X+"�⊂⊃ ○ヽ 偖ﾈ�ｨ�b�,ﾂ�÷) J: ��ﾈ�ｲ��ｸ�"�▼一・〇 〇-÷ �����簫ﾒ�し」つ ○〕 ���+��+��"�卜○ ○ヽ �?�,R��ｸ�"�○ヽ ○ヽ ��ﾂ���ﾂ��〇一〇 ⊂) 披��ﾈ�ﾒ�書.: ⊂) ��ｨ�X�｢�闔ｦﾂ�こ〕 .-÷ ��b��ﾒ��ﾂ��(.0 ⊂) �*"ﾒ��ﾂ��こて ⊂) �4s｢��ﾂ��⊂) 1・。」 偖ﾈ�ｨ�R���ｨ�b�二l ▼一十 ��ｶﾈ,"��X�X�(��.-〇 十〇・〇 �+X�h,"�く.〇 〇十 よこ �6x爾��ｨ�X�X�｢�二で ���⊂⊃ ヽl ⊃C 偖ﾂ�二〕 ��ｸ���｢�?��｢��ﾈ,R�

二で トー �+�*���ｸ���い- 冉ﾒﾒ�ぐへ 倡�ﾒ�トー 冉ﾘ��ﾒ�① トー ��ｸ�ﾂ��ｸ���〔、- 冉ﾘ�ｲ�トー �6x�ｲ�l¥- �+�,R�二で ��ﾄ2�⊃ご ��ﾂ��?�,R�⊂) ごつ ��r�二で �,(*��⊃C �?�,R�二で �?�,R�こて �+�,B�∞ ��ﾔ2���ﾄ2�二で ��ﾔ2��+���?����こ〕 ⊃C 
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魁 i耶 僞��･2�最 朋 冢2�_ﾂ�「q 悩 佩��I"�ｺR�張 碓 凶 冦����2�魁 雌 佇���2�馴 �>��悶 僞��魁 伜��勲 ��X-ﾂ�馴 佇��勲 佇��魁 僥｢�トロ _⊃ 傲b�破 ��W��悶 丶��孟! 僥｢�魁 �>��悶 ��悩=田棚i破 

嶋 甘 凶 从ﾂ�+��ｺR�旧 せ- 凶 从ﾂ�博 せ- 凶 劔H��+辻�ｺR�嶋 甘 凶 �6x8ﾒ�ｬ2�ｺR�剋� 旧 倬2�ｸﾂ�雌 旧 刳S 嶋 ��nｲ�8��倬2�8��1昭 博 ��nｲ�8����nｲ�8��うう 至 言審 �$��8��耶 嶋 �$��8��慨 旧 倬2�8��雌 嶋 倬2�ｸﾂ�朋 旧 劍Y 嶋 冢2�

欝 K 劔剩��ｺR�巾 凶 佩｢�ｭB�醇 K 乖ﾒ���巾 俛B���醇 叱 僮"�且i 豫2�璧 兩ﾂ�轄 刳� 乖ﾒ�甘 傀b�醇 傀b�欝 傀b�H 豫2�耶 �"�H 兀B�

担 畢 僣 凪 狽�z&��H 里i 仄R�I"���&��H 国 狽�ｧﾂ�H 凹 狽���&��H i。i 狽�簸��H i。i 狽���&��凶 H 仄R���凶 H 仄R�����&��凶 H 仄R���凶 H 圃 仄R�����&��凶 H i。i 仄R�����&��凶 H i。i 俯b�ｺR���凶 H 俯b�ｺR���K 凶 H 仄R�����&��K 凶 H 抜�ｺR���叱 凶 H 俯b�ｺR���K 凶 H 仄R�����&��凶 H i。I 仄R���5(5"���&��凶 H こヨ i。 仄R���簸��凶 H i 

ユニ 刹� 事 悶 回。1 �8�����n"����(�"�旧 尋 問 00。- ��X��ｨ���ｸﾂ�饕�ｼ����ﾘ���トロ 喜 田 はi。1 从ﾂ�饕�ﾙ��ｻ8�X�"�旧 軍三 田 は○○ 从ﾂ�饕�62��(���"�旧 事 曲 〇i。、 从ﾂ�饕�dR��"ﾘ�R�旧 事 曲 〇i。、 从ﾂ�饕�ｼ�������"�凹 旧 事 曲 回‾ヽ �｢�6x8ﾒ����n"����X�"�凹 旧 尋 問 。‾ヽ �8�����n"��(���"�凹 旧 事 曲 な「「 �'��8�����dR��(�X�"�嶋 喜 田 〇“- 从ﾂ�饕�62��(�(�"�旧 事 曲 面、 ��X����8�����n"��ｨ�ｨ�｢�嶋 尋 問 。「ヽ 凛&��ｸﾂ�饕�ｼ��里i 旧劇 車間 田嶋 呂轄 唯K �>"�ｸﾂ����n"�里i 旧 事 曲 从ﾂ�饕�ｼ��里I 旧 事 曲 凛&��ｸﾂ�饕�dR�田 嶋 香 田 凛$��ｸﾂ�饕�ｼ��掛 旧 事 曲 从ﾂ�饕�ｼ��旧 事 曲 从ﾂ�饕�ｼ��凹 旧 事 曲 乂ﾂ�8�����n"�掛 博 室 田 

〇〇 蛾 ��ｨ�｢�e��n_ 峨 處��〇〇 峨 ��ｨ�｢�|B�〇〇 唯 ��ｨ�｢�nｲ�〇〇〇 瞭 俯���nｲ�〇〇 峨 ��ｨ�｢�nｲ�回_ 耶 凭｢�〇〇 畔 ��ｨ�ｨ�｢��ｲ�〇〇 耶 處��〇〇 耽 弌���|B�〇〇 臓 弌���nｲ�回_ 臓 問ﾘ�ﾈ�ﾂ�~｢�冶�rﾒ�~｢�〇-「 寵 ���ﾘ�｢��ｨ�｢��2�〇°一 課 ��ｨ耳�｢�ｭ��回「ヽ 諒 弌�ﾘ�"�Vb�〇「- 諒 佰ｸ���｢��ｨ�｢��ｲ�n-「 n_ 峨 弌����"���褪�|B�回“一 回」_ 耽 弌�ﾘ�｢��ｨ�｢�nｲ�n‾〇 〇〇 咄 

車、 剌･ 導 十で 宙���"��Y･��ﾊｲ�?��2�(‾、、 嶋 輩 斗 �?���ﾄ������ﾈ8��二) よさ 壁 上ヾ �,H+��7������+r�(‾ヽ 博 学 �� ��6r�Ⅲ 佗ﾂ�冉ﾒ�ﾂ�?�?��呈」 1ど緯 工輩 悟‡イ 恒恒 三まこ 俶ﾒ���X�����「・く 点 く{ ⅡI �� 亳��ﾈ�"��"� �?����8��6x6ﾒ�承 輩 �6ｨ�b�ｿ"�G��S 嶋 謎 �6｢�l"�G��Cヽ 冶 堅 鐙+��"�8��G��ニ 鳴 輩 �2�l"�G��渋 よく ��･ﾂ���;��⊂ヽ 鳴 輩 仭"�ｹ2�/-ヽ 喰 挙 �6｢�l"�ur� 俘ﾂ�蓼�b�玲 輩 �?���8ﾂ�ｧr�一案 ′′′S 

ー　う堂 

讐 凾ｹ く �+Ym｢�ｼ｢�恒 まこ �?�}ｲ�-ﾂﾒ�憧 まこ 仂ｨ��R��ｨ�ｨ��I"�f�-ﾂ�斗 恒 ま- 劍���F���,x�*ﾒ�ﾔｹ�"�蓼奉ﾒ�悍 恒 宝: 卷ｲ�ﾕ��蔗��*��ﾕ��蔗�せ 恒 三 劍���ﾕ�ﾕ��蓼7��ｲ�滅ﾂ�ｸﾂ�*ﾒ�出 庫 ま: 偬��ﾌ��.h+��斗 旧 く 刋2�ｸﾂ�*ﾒ�出 庫 よこ ��X8��ｸﾂ�*ﾘ+��斗 憧 去 淋�ｧb�-ﾂ�∃」 恒 ま �6ﾂ�'R�-ﾂﾒ�†メ 恒 ま: ��h8��ﾕ��-ﾂﾒ�÷メ 恒 ま- ����6x�B�-ﾈ+��凵�� 置 く“ ��ﾈ8��?���-ﾃ｢�{臆、二しく 宣言 二 言 

00 詞 膚 �+��ﾂ�?����ﾈ,"�ごっ こ) 二1 ����上_ ごつ 〇・・十 ��ﾂ��6x�ｲ�⊃⊂ ÷l ÷〕 ��X�r��ﾈ�ﾂ�、二 「・十 �+�,B�+�,B�⊂〕 ⊂) 氷,"�*ﾔ2�⊂) oつ ÷〕 定�����R�N ����二で �����一〇 ��ﾂ��÷l �+�,B�⊂) ����ﾂ�二で ��ﾈ�ﾂ�÷】 畑+��+��ﾂ�耳�X�X�X�｢�C ��ｸ�ｲ�寸1 ��X����ﾈ,"�6｢��ごつ ��、ニ くさ ��(�ﾂ�⊂) ÷l ●¥] ��ﾂ��〇〇 �?����?�ｨ�b�

J: 凵k○ 刪鼈鼈鼈鼈� �ｨ爾��一一一一一 捧?��ヽ) 刄uこ こi �+�*ﾒ���ﾂ�C〇 二i ��ｨ�������、ニ 「」 �?�,R��X�X�b�〔、 、二 ��ﾂ��5ﾈ,"�〔¥- ヽ÷ ��h,ﾂ��ﾈ,"�」で⊃ 窒��｢�耳爾�つぐ 一一一一一 ����ﾂ����ﾂ��9b�くす 「」 偖���4���X�b�○ヽ 十二 剌�- 二i � ��ｨvB�

E三 二 �+x.��J二 ��癖ｨｲ�こ、 ��ｸ��ﾒ�上- ��ﾂ��二で ��」農 ���?��⊂〕 �ｨ�｢�÷l �?�,R�二で ��ﾈ�ﾒ� �� ��/¥ 禎ﾂ� �� �� �� �� ��しIつ 一一 ��ｸ*B��ｸ耳耳耳爾� �?���･ﾈ�ﾂ�‾二 ぐ、】 ��」(二 一十 

岬 冑��「-・」 �ｨ璽��▼・〇・十 ��ｸ�ｸ�R�▼一十 ����� ��ﾈ,2�亦ﾒﾒﾒﾘ�R�へi �-f��へi ���ﾂ�十 �-f��ト一 〇・・十 ��ｨ蔗���こ、 「」 �8h6｢��ｨ�X��⊂) ÷ ��｢��ｨ�X��ﾂ��⊂) へi 偖ﾂﾒ�耳�X��一十 二i �?��r��ｨ�X��[¥- ÷) �6x爾��ｨ��十〇 N ��ﾈ�ﾒ�-f��⊂⊃ へi ��2ﾒ�+��ﾂ�剌�- 劔�ﾒﾒ��Rﾘ�b�

二塁 冖ﾒ�/へ 上- 艇-eﾂ��ﾂ��命 艇-b��X耳�X��/へ、 ÷) ��令 艇-b�X,"�/へ、 トー 艇-b��ｸ���÷ 艇-b��ｸ�"�/へ、 」O 禎ﾂ�+���/へ ○) 艇-b��ｸ�"�/¥ (○ 禎ﾂ��ｨ�X�｢�/へ ⊂Yつ 禎ﾂ��ﾂ��/へ、 〔、 艇-b��ﾂ��〈 ⊂) 俘r�/へ l一・十 艇-b�+Rﾒ�言 侏��/¥ 、二 艇-eﾂ��ﾈ�ﾂ�合 禎ﾂ���合 亊ﾂ�令 ����〈 ����

菓 凵宦R ¥/ 停ﾒﾒ�ﾈ����∵ ��b�トー i・。」 ¥/ ��b���ｨ耳��耳耳耳爾�ﾂ��÷ 宙�｢��ｨ�X��ﾂ��÷ 舒ﾂ�爾ﾒﾘ�R�ﾈ����÷) 〇・・十 ¥/ 偖ﾂ�ﾂ��Uつ 。--「 ¥/ �8�｢�耳�X��ﾂ��⊂) 〇・十 ¥/ �6x�Rﾒ�ﾂ��、こ こ〕 ¥/ ��ﾂ��ﾂ��ユニ ¥/ �6x�ｲ�ﾂ��こ) ¥/ �*ﾘ,"�ﾂ��」○ ¥/ ����ニ〕 ¥/ 倅��「“ ¥/ ��#��ﾂ��置¥_ ¥/ ����ﾈ����⊂) 〇〇十 ¥/ ���三 ��b�÷ ��b�¥/ 
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華、 �(-‾ヽ ��二) �� 曝+��"�二) �� 儿靈���ﾉ�99h+�ﾂ� �� �?������⊂ヽ �6ｨ��� �6｢� ��⊆¥ �� �b� ��ｨ�"�S ��ﾈ�"�⊂ヽ �(���"�(‾ヽ �*������　〔 宙�����"�ーfこ ミニ」 匡葦 工芸 �����一 �-b�.-⊃ 
鳴 剄X 劍ｿ"�よさ 劔劔n��崎 冢��劔lミ 劔冢��喰 仭"�喰 冤"�鳴 冤"�鳴 冢��冢��喰 冢��÷ 
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